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ふ
限
定
出
版
蕊
千
部

必
定
偵

四
回
五
+
銭
・
塗
料
廿
二
銭

企
七
八
寸
特
製
ノl
ト
相
・
天
金
・
十
二

ポ
総
振
仮
名
・
約
三
百円
頁
・
美
麗
曲
入

企
放
港
設
伯
民
依
る・
・
・
・袋
航
、

見
返

し
、
六
十
四
葉
柿
給ハ荻
刻
版
U

二
剛
大
家
一
致
の
想
に
な
る

豪
華
・

絢
麗
版

都
政
いれ
よ
法

名
一文
豪
佐
藤
先
生
の
流

一麗
園
滑
の

文
と
章
壇
の

雄
小
杉
妻

篇
一伯
の

枯
淡
風
雅
な

挿
給
K
2

昭
和
に

生
き
た
法
然
上
人
的
m
!

U
一

宗
教
文
義
の
精
髄
・
千
載
に

光
彩
を

放
っ

。

こ
一

過
般
大
毎
来
日

一刷
紙
に
述
載
し
、

百
潟
の
読
者
を
魅
了
し
た
る
も
の
。

俗
に
賜
ぴ

』
』

…

ず
、

難
に
墜
ち
ず
、

作
者
自
ら
滞
土
の
信
仰
を
掴
み、

一
篇
一
篇
悉
く
念
仰
の
溢

外
…
床
に
育
成
さ
れ
た
宗
数
文
事
の
最
後
な
る
創
作
。

一

特
に
記
念
の
お
め、

法
然
上
人
針
仰
合
へ
の
向
接
詑
文
民
限
り
、

著
者

J

病
名
す
。

。
著
者
署
名
の
特
典

然
量置

上
行

人
所

銭仰合
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こ
れ
ぞ
光
明
!
時
代
の
悩
み
を
一
身
に
背
負
ひ
、
精

魂
を
つ
か
ら
L

め
て
、
求
め
に
求
め
た
五
人
が
求
道
生

活
の
跡
!

叩
終
日
本
人
が
保
っ
て
求

め
て
ゐ
る
も
の
は
秘
艇
の
生
前
に
船

M
Vと
棋
を
桜
っ
た
訟
し
い
俄
m
m

会
に
け
ん

ゐ
ゐ
し
婚
。
‘

向
、

で
あ
る
。
そ
れ
が
と
、
に
あ
る

。
宗
教
を
特
拙
か
ら

解
放
し
て
蕊
し
く

民
衆
の
上
花
街
ら
し
た

hv包
・

n

L

h
e
n

-
qt
ぃ

・・
ι

豆
大
無
双
た
る

聖
、
我
ら
が
組
師
法
然
上
人
の
辿
り

給
ひ
し
信
仰
の
道
誌
と
そ
、
現
代
人
の
求

引
っ
S

め
て
や
ま
ぬ
信
仰
と
故
も
良
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

t
え

な
-
Y

作
a，
M
ag

e-，
、

と
の
山刊
に
は
、
上
人
が
前
人
と
共
に
俄
み
求
め
ら
れ
た
求
組
、
信
仰
の
御
生
活
を
勅
と
し、

そ

聡

司
，t
，、

t

ん
仙
宮口
，
てい
ね
い

れ
を
回
る
時
代
の
組
k
相
を
杭
い
て
、
何
人
に
も
納
刊
の
行
く
や
う
新
切
了
申
ゃ
に
設
か
れ
て
あ

顧左る

ん・
で

符
ら
tt. 
よ

正
し
い
信
仰
をt

「

t

e
e
'
t
'
o

'

t
e

'

l

'
'

E

S
'
'
'
'
a

'

'

t

a
'
'
'
s

，

J

一

銃
一
求

滋
生
活
一
時
裕
一
期
求
滋
生
活ll
A水
泣
の
副
刷
機
、
思
幽
曹
の
彼
方
へ
、
普
拠
品
す
で
の
生
活
、

上

~

一

一
前
の
遣
す
が
ら
。
こ
保
二
期
の
決
選
生
活
|
|
叡
山
の
州
家
注
品
問

、

功
徳
院
の
期
間
生
前
。
=
一
第
三
則一

一
目

一
の
5
3

1

間
A
E-
-妹
Z

前
、
緊
よ
人
と
の
絡
句
認
内
仰
の
選
議

l
g

g

.

一

一
の
銭
。

.

K
俗
五
山
川の
求
滋
生
時mi
l

・

科
び
減
令
ル出品
川
へ
。

一

一第
二
信
仰
生
活

一
入
幻
時
代の
新
作品目
的|
|
強
い
自
己
反
省
、
淑
人
を
包
む
人
間
反
省
、m
b
Mの
桜

一

一

一
復
。

ニ
関
銃
時
代
の
生
活

山
を
下
っ
て
京
の
町
へ
。
一
-一
本
受
講
2

添
1

信
仰
を
皆
同
人
の
側
一

一
1
-
一
で
集
っ
て
採
る
あ
ら
ゆ
る
階
級
、
伶
大
な
る
人
絡の力
、
ト
八叙
桜
林
院
の
信
仰
問
答
、
会
傍
動
棋の
裕

一

一・
孫
一
認
‘

M。

虫
記
菱
総
の
生
活
1
l

三
十
年
叙
が
付
か
な
かっ
た
恨
み
、
九
俗
化
し
て
様
た
抽
出
答
、
鈴
子
一

一
一

の
お
を
負
ふ
て
、
柑
世
絵
を
願
綾
と
n
Aる
、

死
生
を
必
へ
た
信
仰
の
力
、
m
m削
か
ら
柏
村
び
京
て
死後
主

一

一

で
鍬
け
ら
を
九
池
袋
、
宗一敏
の
品開
致。
法

一然
上
人
年
後

・

。所行幾曾仰鏡人上然法o 
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は
時

れ

柳
喜
兵

衛

-
表
紙

・
・
・

山
'

・
扉
・
目
次
カ
ッ
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:

:
・
・
・
・
・

背

A
V

時
勢
は
移
り
ゆ
く

・

良
野
正
順

ハ
-
-〉

…

一
;一
国
自
盟
国
一
凶・喧
{
剛一一
回
一
出
i
i
i
i
j
j

二

一
烏

の

情
中
西
悟
堂

ハ
・3

二

一
大

宅

に
伸

び
る

:
・

内
山
憲
堂

;
v

二

…
朝
顔
徐
談
木
村
曾
槙

門
-二

二

信
仰
義
人
榊
原
亀

三
郎

ド
大

島
微

水
二
ご

一

m

m
E一闘
闘
醐
幽
園
田
幅
四
回
一

ご

…

む
}
春
は

西
方
浮

土
か
ら

一
「

小
島

一
銭
円
A
V

…

一
川一
春
に
ち

左

む
句

・
・

荻
原
因

ベ

2
C

や

お
い
遊
蓮
坊
に
誘
は
れ
て

前

削
腕
部
瑞

2
-一

ふ
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修
業
大
楠
公

一・
・
・

:
・
中
村
吉
宗
門
2
3
V

第
僻

数

・

村
雨
退

二
郎
へ
き

と

A
V逸
話
名
僧
侮

・
・

0
リ
ン
カ

ン
も
の
が
た
り

・..
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仰

キ自

談

鰭

屋

調
助
子
母
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の

寛
ハ
四
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ア

信
侶
:
・

・
中

っ
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街
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稲
井

貞
助

・
ハ
a

」

の

ス
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な
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図
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ー
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合
F

手
t

l
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i
l

l

・
、

i
'

I

1
身
l
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U
&
7
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1

H

ρ
同
・

-
・
ハ晶.
v

回

散
壇

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
興
謝
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晶
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選
:
ハ
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俳
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調
緯
後
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・
・
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共事専量産袋 二十二

…紙一的
が
山
叫
ん
ぜ
す
る
の

は蹴
一
料
館
前
の
察
知
似

を
惣
陥
る
も
ので
あ
る
が、問
舶
にそ
れは百
し
い
似…

一備
の
対
が
磁
ら
れ
て
ゐ
る
と

と
を
私
して
ゐ
る
。
以
て
の
猷
恥
か

ら
回
れ
を
鰍
射
し、
ぽ
叫
仰
を
附
臨
む一

一
する
た
め
に
は
臼
れ
の
偽
慨
を
酢
し
い
脚
訟
の
ぷ

に
の
せ
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
一

一何
時
泌
総
肢
は
川
航
俄
併
は
依
僻
を
必
め
て
、
し
か
も
川
町
跡
を
か
ざ
る

M
u
hのた
め
に、
ζ
の
続
殺
の一

一射
殺
詠
慨
を
叫
慨
し

‘

巴
し
く・
訴
仙
台
』
鰍
僻
へ
の
腐
を
抗
隙
〈
。
『
践
と
静
ぷ
の
続

税
の
内
叫

ん斡
一

四

軍

-
eぃ
r
'
・
L
ゃ
ぜ
ひ

r

，
、
鈴
』
『

b


一
哉
の
愛
読
者
は
是
非
一
読
せ
ね
ば
な
ら
な
い
名
筋
で
あ
る
。

二

日
目

E
M
M
H
E
H
H

H
H
E
E
H
H
E
i
-
-
-
a

一

二

f
'

J
f
h
q

i

司

4

h
Z

圃

・

一

二

薗
岨
掃
勘
晶

π
，
一
宮
晶咽
闘
圃
闘
聞
，

れ
d
圃
圃

"

一

一…閥
刻
則
削
剖
割
引
別
組
制

引
剣
一一

一
…

法
然
上
人
に
闘
す
日
，
O
官
民
紙
代
中
山
系
少
し
と
し
な
山
一

一
旧
か
っ
た
が
、
い
づ
れ
も
疏
解
に
過
ぎ
る
か、
法
激

川
一

一
叫
に
失
ず
る
か
し
て
、
町
内
人
民
錨
ず
る
文
字
を
特
注

山

一

二
か

っ
た
怯
み
が
あ
る
。
捻
鋲
の
特
許
が
研
磨
し
て山

一

一
山
も
の
し
た
る
と
の
簡
潔
に
し
て
叫
を
件
た
る
一
本山

一

二
は
蔽
品
引
を
し
て
直
椛
上
人
に
接
す
る
の

思
ひ
あ
ら

叩
一

一山
し
め
、

そ
の
鰯
A
た
る
依
簡
は
読
む
者
宅
法
惜
の山

一

二
彼
方
に
ひ
き
込
ま
十
に
は
ゐ
か
た
い
。

…
一

正: 邪:
し数:

第
一
世

第
二
軍

第
三
管

第
四
市

第
五
苛

の\活、

内
題-:

軌‘ 迷:
道i 夢U

よ

醒・
め

容b 

と

救?

び

L
，
B

串
撃

に
ん
げ
ん
向
ぞ

宗
教
と
人
間
の
望
み

し
ん
か
事

己
、
弔
-
-
eヮ

信
仰
す
る
心
持

術
科
慌

f言k

の

信之

j .{!JJ;ｭ

を

符'
る
:~~ 
aと~.官P

よ

信
仰
を

の

上:

画所行 設曾仰鏡人上然法圃
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‘ 
、M崎、，、

ゆ

、
，
f
B
，
、
，t
J
曹
、
，
‘
、
，
、

. 

時
数
ば
移
り
ゆく

立ミ

!煩

野

正

〈
一
〉

e
g
w
h

‘
s
a
，
w
a
v

て
い
と
か
宮
符

L
ザ
ヲ
九

%

企
q
u
t

ぷ
品
官
会
事
うし
写

し

二
月
二
十
六
日
平
暁、

・
帝
都
乞
飾
る
観
客
を観
し
て
、

突
旬
、

J
m
少
枇
帥
脚
上
が

L
P
tレ
k

ち
ろ
し
ん

L
S
げ
骨

H
V
仲
ん
事

S
，
、
や
臨

め

と
企

-
Pま
J
、

創
部既
に
頂
臣
を
鵠
聾
し
た
事
件
は、
ま
だ
先
め
や
ら
ぬ
昨
夜
の
必
の
如
く
、
生
k
し

ヤ
ま
z
a
y
b

を
b
E
也

b
三
園
町

こ

い
衝
動b
ι私
北
ハ
の
胸
に
残
し
て
を
り
ま
す
。

g
凶

じ

《
ん

E

B
-
-Nて
い
止

U
A
F，、
島
ら

そ
し
者

'

て
い
こ
く

事
ひ
に
し
て
、
事
鐙は
間
も
な
く
鎮
定
し
、
内
閣
が
粁
た
に
組
織
さ
れ
、

静
岡
は

・
2
a
T
h
F

2

b

ば

C

陪
し
ん
2

む
し
る
、

日
記
れ
を
犠
舎
と
し
て
、

そ
の
各
割
聞
に
n

生
ま
し
い
一
大
助
が
が
試
み
ら

与
必
司
事
む
&
d
内

海
M噌

ι
7・

A
Tう
b

k
『
潔
ゐ
怜
ん
也
守

品v

av
'

L
ゐ

れ
ん
と
し
、
上
下
、

心
を
新
た
に
し
て、
と
L

に
か
く
昭
和
白
本
の
述
設
へ
と
脇
準

'

a
，
心
同

V
た

t
，

h
会
主

h

こ
t

宰
足

白mE

せ
ん
と
す
る
無
認
が
、

到
る
と
と
る
に
満
ち
波
っ
て4
9り
ま

し
た
事
は
、

誠
氏
設
さ

慨
隊
配
の
対
の
燃
ら
し
む

る
と
と
る
‘

即
叩
伽
巡
ら
ぎ
る
日
明
即
断
の
が
ぬ
の
附
か
さ
を
民

b
品'E
ε
‘
し

み
ん
い

L
j

h
r

み
ん
ぞ
，
、

は
せ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
て
、

私
共
市
民
、

去
ひ
知
れ
ぬ
広
ら
か
さ
を
め
が
民
族
の

航
駐
に
成
ぜ
し
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

総し
た
が
ら、
砕
総-
m
h
b
wを
お
ぎて
、

紙
酔
の
斌
飯
山
れ
科
だ
い

附
けや
、

剣
山
総
の

，崎、，崎、，.
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( 8 ) 一

止
か
い
ま
た

b
・
3

目d

e

-
z，

ゅ
に
、
ふ
，
猫
ほ
撒
殺
の
祭
を
留
め
て
を
り
ま
す
の
は
、

W
ん

ι
ん
げ
ゐ
ふ
か
お
‘

件
の
拙
側
相
似
す
る
と
と
る
、
深
さ
を
忠
は
す
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
、

航
慨
は、
併
やm
m
u
川
狩
併
な
る
炉
悦
昨
に
隊
併
せ
る
も
の
た
る
を
総

聾
主
.
，
、
・
属
。
，
、

.
b
h
e

い
怖
い
ご
&

っ
て
を
る
の
で
あ
り
ま
す
。
誠
に
臨
相
の
綿
悲
し
畑
町
加
せ
ら
る

L
-如

z
e
a

ん
ぞ
ん
危
い

U

仲
ん
い
雪

て
い
ζ
，
、
ぜ
ん
晶
ゐ

く

、

事
は
m
k
T串
内
の
一
事
件
で
は
な
い
。
今
や
・
静岡
の
金
員
が

.

，Z
L

e
い
も

9

mPE

-
-炉
実
孟

琳
然
た
る
至
誠
を
以
て
、

互
に
相
省
み
、
心
を
合
せ、
身
を
合
せ
て
、

相
臨
ん
で
一
か
か
ね
ば
対
伊
る
と
と
の
で
き
ぬ
と
と
ろ
の
続
献
花
、

J服
従

4
eい
く
・
日

は
際
令
し
て
を
る
の
で
あ
り
ま
す
。

と
の
紛
糾
川
に

h
g
S
4し
て
、
被
婦
は
、
隣
か
に

、
御一ぎ
がmし
搬
や

が
総
公
を
鵬
み
、
そ
の
ぽ
尚
の
伽
泌
を
倣
献
し
、
酸
れ
る
を
殴
し
、

‘re
-

u

e
A
F

め
ん

b
a
ら

正
し
き
に
つ
き

、

ζ

の
時
勢
に
面
せ
る
我
等
が
「
心
の
置き
ど
と
ろ
」

S
定
乙
主
主
主

V
L

を
は

っ
き
り

と
定
め
て
ゐ
く
事
が
先
づ
何
よ
り
も
大
切
な
と
と
で
あ

-
0
 

そ
ピ
ろ
に
市
中

り
ま
し
ゃ
う
。〈ニ

)

駅
み
て
斜
、

被
抵
の
附
叫
に
と

』
に
制
叫
ん
で
を
り
ま
す
と
の

時
以
恥
紛
」
は
一
舵
仲

一昨
一
脆
か
ら
、
鉱山
蹴
の

，

…
肱
併
に
破
れ
て
h
r
た
の
で

あ
ら
う
か
、
と
現
へ
て

h
xま
す
と
、
そ
れ
は
、
あ
の
織
か
し
い
跡
中
町

和
総
と
仰m
k
.出
雌を
山
附
い
た
松

町
一
切
訟
の
対
似
を
山
川
め
て
と
の
限
に

脚
ぴ
た
れ
た
と
と
b
L鰐
織と
し
て
、
山
川
ま

っ
て
射
た
も
の
で
あ
る
恥

げ
'

V
い

「
現
代

p

-h

,

E6 

は
、
制
しも
野
山
側
の
む
い
臓
で
あ
り
ま
し
ゃ
う
。
そ
れ
友
ら
ば
、
乙

の
階
、
抑
怖
の
舵
く
踏
艇
に
限
れ
た
っ
て
臨
吋
の
総
監

μ似
の
以
内
で

、

悦
が
一
税
総
く
、
総
階
段
の
邸
磁
の
総
材
を
伊
り
艇
か
し
た
か
と
官

凶

z
-v

"
信
、
，

、
ι円
ド
，
、

与

へ
ば、

ま
ふ
迄
も
な
く、

そ
れ
は
、
あ
の
鳴
く
べ
き
「
科
砂
」
の
締

E

君
宅
%
く
わ
が
〈

も

も
い

カ
で
あ
り
ま
し
た
。
全
く
「
科
感
」
を
持
ウ
持
た
ぬ
と
云
ふ
と
と
の

一
つ
で、

明
治
と
仰
向
M
M献
の
蹴
跡
的
と
は
磁
燃
と

し
て
昏
肌
す
る
艇

が
町
駅
ま
し
ゃ
う
。
お
併
の
わ
が
殿
町
山
は
、
と
の
「
税

即
戦
」
に
た
い

必R
S
N
L心K
H
Je
い
i
a

こ
く
お

H
V

む
つ

巴
量

て
、

ど
う
か
し
て
先
進
泰
西
訴
闘
に
泊
っ
か
う
と
し
て、
貨
に
涙
ぐ

z
，
、
，
、

z

，
走
飽
ゐ
伊
つ

つ
，

ま
し

い
刻
苦
努
力
の
年
貯
を
純
けた
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

や
が
て
と
L
に
v
p
b
の
鮒
知
と
炉
ば
れ
る
瓜
将
殿

燃
の
鰍
く
べ
き
必

叡
た
叫叫
がが
破
は
れ
て
m
rた
鵡
で
あ
り
ま
す
。
山
抑
協
が
特
く
よ
り

、

-
m惨
い
ラ

ル
走
し
主
包
ん
L
'

'E
H

由
e

噛
可
申
ゐ
企

A
Z
M，
、

獄
払
い
官
引
色諸人
種
の
院
に
卓・
ん
出
て
、
唯
一
の
一
等
凶
と
し
て
覇

，
、
ι
n

を
m
m
mに峨
へ
て
を
り
ま
す
と
と
も
、
や
が
て
乱
は
、
と
の
科
併
を

取
材
と
す
る必尚
に
仰
い
て

、
似
品
い
に
対
ん
じ

.
h
m
r
ま
し
い
椴
総

島

眼
‘
，

S
ら
・
・
ゐ

を
濯
げ
料
た
か
ら
で
る
る
に
外
な
り
ま
せ
ぬ
。
そ
う
し
て
、
夏
に
今

時
、
政
を
船
げ
て

、

Jね
む
山
m
m
m
m
m

が
、

説
く
鋭
敏償却総
断
に
蹴
し
、

特
ら
凶m
h
r
し
つ
A
あ
る
と
と
も
、

そ
の
山
町
一
郎Kは
総
川
あ
り
ま
す
け

れ
ど
、

そ
の
訪
問
引
な
る
と
と

は
、
阪
に
、
と
の
税
駅
に
悦て
儲
や

4
，
、
同
，
、
ぷ
ず
で

E
-
R
s

・
-
時

a

陸
‘
，

w
h山
門
部し
、
一
部
は
既
に
それ
を
凌
駕
し
て
来
た
か
ら
の
散
に
州
な

ら
・
な
い
で
は
あ
り
ませ
ん
か
。
ま
っ
た
く
、
破
町
民
材
の
竹
山
叫
に
眺
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z
r、
J
、
，z
E
t
t
、
4

・
、

‘
，
、
，

t
p

、
，
，
〉
a
B
F、
，
、
J
、
r
、
，
、
，
、
，s
、
，
、
‘r
J

、
，
z
〉
，
.
、
，
，
、
，
t
F
、
，
、

t
p

、
‘

.. 、
t
E
，
、
，
‘
，t

‘
，
、r

も
r

e
z
'

・
τ
ぅ
，
、

h
b
E
b
E

み
い
P
L
Y

-

&
h

を
i
E
‘

e
・

g

・

2
9

に

そ
の
釦
活
の
某
制
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
は
科Tで
す
。
私
共
を
見
出
し
て

、

そ
れ
を
巧
に
私
共
の
Y
析
の
た
め
に
利
川
し

、

人
間

h
u
芦
い
世
こ
げ
ん
た
申
句
た
ぜ
い

〈
h
v.，

主
，
、
陪
吾
ゆ
た
み
泊
三
左

が
、

と
の
時
代
の
誇
り
と
し
、
叫
に
柴
し
ん
で
ゐ
る
新
ら
し
い
生
活
の
懲
史
を
よ
り

控
か
に
充
た
し
て
行
く
ー
で
あ
り
ま
す
。

h
e・
な
い

主
A
J

暗
主
た
い
ぷ
苧
ん

・・e
f

，、b
-

z
-
-

・
ん
令い
包
ヲ

‘

緋
い
こ
ろ
し

b

の
輝
く
内
容
を
なす
も
の
の
殆
ん
ど
大
部
分
は、

悉
く
と
の
「
科
と
の
事
が

、

延
世
に
公
い
て
.
従
に
す
ば
ら
し
い
成
功
を
示
し
、

撚
」
の
泌
を
概
邸
と
じ
て
膨
れ
応
と
し
て
沿
る
と
献
ー

し
て
舵
円
以
あ
航-Fが
炉
問
の
悦
舵
な
る
対
似
乞

ζ
の
川
総
跡
的
に
位
攻
し
つ
L
あ

z
t

ぃ
t
s
'
E

止
ま

る
事
は
、
今
夏
-
mす
迄
も
な
い
訟
で
あ
り
き

ι
部
雌
の
円
以
鍛
が
、

ζ
と
お
い
子
、

s
s
"
'、

h
u下
，
、
に

-
r
・
aぽ
h
p

ゐ
戸
主

L
，
、ら

と
の
取
に
舵
て
，
川
沙
叫
れ
て
ゐ
た
我同ω
川
間
町bL悲
し
ん
で
一
心
不

ι
L
B
a
a
Z
R
Z

つ
-z

血
管
ん
しゐL
よ
-
F

・0
9

観
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
を
掛
け
て、
先
進
諸
凶
に
氾
ひ
っ
か
う
と
披

a
h

h
a司
ぜ
ん
乙
主

め
た
の
も
、

思
へ
ば
常
帥ね
な
ー
で
あ
り
品
一
目
し
た
。

と
向
+
う

し

ぜ
ん
t
hい
か
い
昨
ん
今
う

9

も
か
也

v
n在

と
と
ろ
が
、
品
川

.

椋
に
れ
然
外
界
を
附
先
し
、

そ
の
中
陀
敏
限
り
な

く
殴
さ
れ
て
ゐ
る
機
リ
引

の
品
川
を
艇
叫
に
小
川
附

川し
、

そ
れ
の
鳩
h
r-似
~
り

"
一
会
ぷ

一ん

H
h
v
p
b

市
、

る
と
と
な
く
、

そ
の
ま
h

光
分
に
働
か
し
て
行
く
と
ぶ
ふ
、

と
の

，、
b
が
く

b
e

向
一
日
か
い

「
科
閣
と
は
、

や
が
て
、

そ
の
眼
そ
た
H
h
k外
界
ば
かり
で
な
く
、

ま

、

に
ん
げ
ん
た
い
ぷ
一

b
f

に
ん
げ
ゐ
』

た
、
と
の
人
間
の
内
部
に
も
向
け
て
来
ま
し
た
ω

令
し
て
、
人
間
の
日

附
併
に
燦
ん
そ
ゐ
る
協
如
、
や
釈
明
心
を

、

そ
の
ま
h
即
献
花部
M
k
m
m一

宮

-
E
a

e

に
ゐ
庁
ゐ
ぜ
い

'
g

み
も
九
た
が
っ

J

却
し
て
ゆ
く
事
が
、

在
し
い
人
聞
の
生
活
の
越
で
あ
り
、

従
て
ま

h

己
ん
せ
い
‘
，
、
で

b
F

・
a
剖

た
入
山町
の目
的
で
あ
る
と
考
へ
る
や
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
と
で
、

特
滋
の山川
蹴
必
甘

く
俳.
Mの
打
協
や
鮫
問
時
の
拙
Mれ
た
似
慌
を

語
危
な

乙

ら
日

L

ふ
忽
晶
町
山
V
E

世

'
dH
h
e

卸
げ
て
ゐ
た
や
う
な
古
来
の
削
川
悦
や
制
度
は
ど
し
p
t
1

破
・
討
し
、拭

事

Z

こ

h
z

い
う
か
〈

包
ゐ
て

ん
ぷ
令
い
申
書

ひ
去
っ
て
、
何
山
地
に
陪
て
も
、

内
由
民
各
人
が
そ
の
天
賦
の
性
能
を

じ
い
う
は

3
f

ぃ

・
"
と

白

山
に
器
制
し
て
ゆ
く
や
う
に
念
ら
ね
ば
な
ら
ぬ、

と
ま
ふ
事
に
た

# 
、.

、

り

ま
せ
ん
。〈一

-
一
〉

b
d
F
aゐ
・

1
4れ
a
v
e
b

が
え

そ
れ
な
ら
ば、
か
く
我
民
族
を
魅
了
し
つ
く
し
た
「
料
陥
ご
と
は

九
凶
く

b
が
く
拘

陪
づ
か

一
間
ど
ん
な
も
の
でお
り
ε

し
?
っ
か
。
料
限
と
は、

と
れ
を

-X
掴

い
し

ぜ
ん

み
に
-
mし
・
ま
す
と
、

ベ
ー
コ

ン
が
云
っ
て
を
り
ま
す
や
う
に、

「
自
然

レ
再
勘
友
会
し

e
b
'
a
a
，

に
従
ふ
C

と
に
依
て
、

自

然
を
刺
川
す
る
」
と
と
で
す
。
つ
ま
り
、

b
“
乞i
u
z‘

.

e
Hい
か
いL
d
E
'
A
T

aR4
a

と
の
私
共
を
つ
h

ん
で
乞
り
・
ま
す

一
の
外
界
内
同
然
を、

よ
く
素
直

ゆ
が
品

h

A
v

t
b
w

・
は
ふ
珍
主

に
、

そ
の
ま
h

の
姿
で
よ
く
綬
脱
め
、
そ
の
小
に
わ
い
て
ゐ
る
法
則

を
は
っ
き
り
と
舵
み
聡
り
ま
し
て
、
そ
れ
を

、
被
レ
祝
日
川

間
のM
U叫仰
の

ペ
ん
管
円

，
、
‘

・u
主
。
主
主

便
宜
の
や
う
に
、

巧
比
使
用
し
て
ゆ
く
容
で
あ
り
ま
す
。

，
、
わ
が
〈
調
い
、

，
a
k

い
合
つ

z
e
-
h

に
ん

そ
ζ

で
、

科
般
に
於
て
円
恥
も
太
切
な
事
は
、
一
に
は
先
づ
|
|人

伊
ん

じ
皐
ん
た
z
f

盆
有
志
可
ゐ
@
つ
め
計

U
Z

し
ぜ
ん

附
が
、

自
刀
建
の
無
持
や
体
涜
な
ぞ
の
服
鏡に
依
ら
な
い
で
、
自
然

あ
宜
、
官
官
山
冷
与
い

A
Vい
L
h

、

、

!
、

を

花
り
の
位
の
告
に
眺
め
て
ゆ
く
、

飢
は
ピ
、
成
心
な
く
、

己
れ
を

-

L
e

ん

L
V同
裂

い

E
と

宰
一
う
し
て
自
然
に
随
っ
て
ゆ
くと
一
五ふ
本
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

E
S
S
E
A
E
i

，

F
E
A
-
-
-
-
"

が
お

か
う
宏
ふ
舵
に
し
て
、

ル
烈
の
削
め
ら
ぬkな
豚
れ
た
刻

つ
に
は
、

• 
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り
ま
し
て
、
府
必
の
ん
町
一
献
な
倣
践
に

僻
m
w
k
b
他
る
や
う
た
在
械
の
民

ぞ
，
、
量

し

げ
吋
〈
わ

い
ー
に
ん

げ
ゐ
L

a玉
沢

俗
は
ど
し
λ
\

情
拭
も
な
く
砿
ゑ
さ
れ
、
人
間
枇
命
日
と一
広ふ
も
の
は

A3
Z

か
，
‘
.
-
u
'
V

巳
い
A
v
e
-
aゐ
今

い
n
'

主
，
、
ほ
宮

町
山脇
島

そ
の
中
の
各
例
入
が
、
白
山
叙
位
に
そ
の
性
能
や
慾
墜
を
伸
し
符
る

'
奨

耳
て
e
e

時
い
'
o

や
う
な
も
の
が
即.

想
的
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
楽
まし
た
。
明
治

"
と
，
、
ほ
か
〈
は
事
め
ん

Z

を
し
げ

ζ

ら
い

し

ふ
ぞ
く

ほ

以
後
、
と
の
図
の
各
方
而
に
於
て
惜
気
も

な
く
、
古
来
の
何
俗
が
破

a
Fて
い
つ
い
.
制
ル

窃
さ
れ
役
捨
ら
れ
て
行
き
、

家
庭
な
ぞ
に
就
て
の
考
へ
京
友
ぞ
も
、

h
r終止
な
鈴
り
放
が
と
の
嫌
い
知
蹴
に
破
れ
て
取
ま
し
た
読
も

、

混
一
く

た
晶

そ
の
穏
で
あ
り
ま
し
た
。

目
。
名
帆
か

い
L

e
ん
ろ
ち
ひ
を

ほ
う

e
H

か

と
の
や
う
に
、

一
方
、

外
界
自
然
の
中
に
前
む
戦
目
な
性
能
を
厳

か
智

‘

世

e
u
a
も

e
い
く
号

凶
，
ょ
う

限
り
な
く
巧
比
引
出
し
、
そ
れ
ま
.私
共
の
忠
清
に
刺
m
す
る
と

と

は
令
に
ん
庁
ん

t
A
r
ぷ

ひ
ふ

事
宜
ル
、

.
い
内
事
象
，
、
E

告

は

は
、
他
方
ま
た
人
聞
の
内
部
に
潜
む
椋k
の
性
能
と
慾
世
と
を
恥
で

し
た
く

川崎
山
州
し

、

そ
れ
を
都
心
机
蹴
駁
せ
し
め
て
仰く
と
と
K
、

M
M恥

A
m
z
-
a
z

-
-
向

'
v

の
興
味
が
佐
注
さ
れ
、

と

L
に
限
り
な
く

新
ら
た
に
わ
き
起
る
川
間

よ
く
ほ
う

a

L

ぜ
ん

'
t
a

，
u
ふ
且
う
令
令

の
懇
望
は
、
ま

た
、

新
ら
た
な
自
然
の
利m
出
を
要
求
し
、

薪
た
に

都
慰さ
れ
た
よ
り
巧
た
ん
伊
燃
の
和
服
滋
は
ま
た
抑
制
ら
た
な
叡
践
を

は
川

園
町ん

よ
拘

ζ

'
宮
L
h
Tqg
a

ひ
い

r
f

、
ほ
う
れ
い

&
F・s
-
T
e

聞
に
換
び
起
し
、
雨
者
五
花
粉
ま
っ
て
、
と
与
に
愈
k
想
毘
の
輝

を
附
す
と
射
に
、
伽
加
叩M
h
r
て
し
た
く
釦
取
締
を
縦
め
る

m
m続
得
対
俗

ぽ
脱
が
砲
は
れ
て
府
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
収

-m
の
即
似、鳩
山
川

の
鮮
総
の
倒
れ
を
恥
っ
て
税
へ
て
貯
ま
し
で

も
、
山
掛
川mm艇b
L倒
め

思
?
両
院
二
む
ゐ

て
ゆ
く
ば
か
り
で
あ
る
の
は
、
全
く
と
のl
|

果
て
し
な
き
個
人
の

ょ
，
、d
'
d

h
い
ほ
う
ゆ

&
匝

A
F

慾
笠
め
解
放
の
紋
に
外
な
ら
ぬの
で
あ
り
ま

ず
。

ハ四
〉

包
含

い

し
・7く
H
h

・

a〈
宮
司J時
争
"“い

と
の
や
う
に
し
て
、
叫
勢
は
枇
令
を
い
よ

/
\
抱
雅
則M舵
な
ら
し

と
‘
な

か
い
摂
む

と
も

む
る
と
共
に
、

そ
の
中
に
生
き
て

ゐ
る
私
共
は
、
ひ
た
す
ら
、
と
の

し
・7、
“0・

r鳴
か
包
ぷ
ん

惨
い
町
う

a
，
、
z
a
y
n
u

，、tb
ぷ
く
ぷ
心
く
b

祉
税
の
・
臥
し
に
、
自
分
の
蛇
能
と

懲
笠
と
を
伸
し
、
と
の
科
曲明
文
化の

レ
ー
す
く

b
包
つ

ナ
こ

担
ほ
う
た

a

も
く
て
苛

務
る
来
賓
を
少
し
で
も
多
く
苓
け
紫
し
む
と

と
が
、

門
的
と
な
っ
て

守系
ま
し
た
。

総
し、

L
hγ，、
H
E

K

ま

で
C
ょ
ん

'
T

と
の
枇
合
は
申
す
迄
も
た
く
自
分

一人
で
住
ん
で
ゐ
る
も

し

a
vaF、H
h

た
ナ
事
臨
ん

e
‘

+

の
で
は
な
い
。
批
令
の
多
政
人
と
共
に
住
ん
で
ゐ
る
の
で
す
。
を
と

-
-
包
ん
包
主
主
￡

ほ
'
U

う
ぶ
ん

ま
ん
m
，
、
柿
躍

で
、

例
入
が
q

己
の
慾
刊誌
を
充
分
に
満
足
さ
せ
ゃ
う
と
す
る
と
、
触w

h陪

p
.

￡
，
、
命AY

レ
尭
ヲ
と
ヲ

で
傘

骨
ぷ
ん
，
、
・

0

ぃ
、
舶
の
人
法
の
慾
求
と
衝
突
す
るζ
と
が
出
来
て
旅
ま
す
。
文
化

L
P
、

けむ
ゐ

t
も

除M刷
。h
F
、

悼
む

じ
っ

は
枇
命
山
人
が
共
に
事
梨
す
べ
き
も
の
だ
と
云
ひ
ま
し
で
も

、
市
中
賞
、

し
・
'
h‘
み

こ
忽
b
‘

e
'
e
ら
と

う

枇
合
の
皆
ん
な
が
悉
く
亭
操
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
と
で

、

と

の
肱併
に
似
て
最も叫ん
似
の
殻
舗
を
吋
判
然
し
ゆ
る
た
め
に

、

と
h
k

、

政
の
燃
料
が
織
れ
て
和
市

る
の
は
、
恨
め
て
ん
伊
燃
な
慌
で
が
り
ま
し
た

。

ん

と
と
る
が
、
問
問
符

に
な
る
と
、

モ
と
に
磁
附
燃
飴
の
域
紛
が

M協
は

れ
て
郡
市
る
の
は
、
ど
の

w
mで
も
川市
抑
制
な
慌
でし
ゃ
う
。
そ
ζ
で
触

り
・
か
そ

'

R
可
し
ゃ
町

一
町b
4
L

た
づ
み

Z
l
eh

合
間
の
下
討
に
は
、
川
地
点
の

本
畿
の
下
秘
と
な
り
、
そ
の
峨
併
と
な
っ

L
A
p

e
a
-か
く

ぶ
ん
く
b

・
・

h舎
句

笥
ら
く

明

e
n
a
H
V

て
ゐ
な
が
ら
然も
切
品
川の
文
化
の
刺
盆
も、
草
山
探
出
来
守
、

起
だ
恕

. 
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俄
も
弘

一位
尚b
-舵
け
て一伊
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
獣
悦

r
h
r
て
如ま
し

?と

そ
れ
の
み
で
な
い
。
融
制
的
封
溺
と
官
ふ
も
の
は
、
と
れ

b
L…
紗b
wし

ゆ
っ

h
u
S

る
t
ぃ

ε
E
C

い
皆
い

E

モ

L
e

て
行
く
た
め
に、

常
に
政
純
度
ま
で
固
定
し
た
制
度
組
織
と
い
ふ
も

臥V
-
J-
h
a
v

管
い
Z

モ

L
・

h

・
-

hpう
し
ゃ
昨

ゐ
，
ー

の
が
必
要
で
す
。
と
の
制
度
組
織
は
、

一
度
ぴ
挫
た
催
者
の
榔
刺
を

あ
る
絞
め
配
ま
で
は
、
仲
昨
・
ま
で
も

m
mらA
Y蜘
伸
し
て
ゆ
く
仰
向
を
も

す
と
位
や

し

や
〈h
H
H
H
う
L
干

っ
て
ゐ
ま
す
。
そ
ζ

で
、

少
し
で
も
平
く
と
の
殿
舎
で
優
者
と
た
り

ゆ
る
も
の
は
.
伽
川
…
%
以
も
、
そ
の
航
蹴
な
山
町
川
叫
が
肱
併
の
川
刊
に
邸
内

除

さ
れ
て
ふげ
き、
一
郎
、
叩
ぬ
れ
た
も
の
は

、

何
即
は
斜
か
に
械
を
も
た

げ
る
批
判
が
w
h
rたい
ば
か
り
で
な
く
、
構
て

、

街
川
勝
慨
も
仏
仰
山
桜
に

調

Z

ゆ

迫
ひ
込
ま
れ
て
行
く
。

か
く
て
、
紋
仰
の
松
併
は

、

そ
の
日
刊
に
b
m
w
…
心
が
指
針
に
そ
の
巧

除
の
限
協
と
鮫
甥
を
憎
し
、
即
断

κ
対
山
川
を
れ

やけ
総
し
み
ゆ
く
べ
き

動
占

b
v
d
U
A
va
uF
t
'

も
の
で
る

っ
た
に
係
ら
や
、
が
慨
に
於
て
は
、
そ
れ
を
進
げ
仰
る
も

L
-ぺ
.
ぷ

p
t
“
ち
と
・

5

た

+
b

b
h
aマ
み

の
は
、
世
舎
の
一
部の
人
建
に
留
ま
り
、
t
p蚊
は
そ
の
下
秘
と
な
っ

て
、

紙
日
川
滋
の
時
総
の
た
め
に
、
続
州
市

k
m恥れ
て
、
慨
き
つ
ど
け

に
…
慨
い
て
停
か
ね
ば
な
ら
ぬ
慌
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

u
m
w
M

の
鍛
践
をp
d
ゐ
?
?
訟
と
い
ふ
も
の
は
、
援
で
あ

こ
と

h
a
'

寄

っ
た
事
が
判
っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

. 

〈王
)

と
L
に
対
て、破
れ
てh
rたの
が
、

件
対
山
知
の
あ

の
馳
併
説
教
で

と
の
劫
紛
の
い
ね
蹄

r
m恥
て
は
、
も
う
斜
く
を

p
hふ
川
町

'
e
z
ろ
，

、
広

つ
い
ぞ
先
頃
ま
で、

と
の
凶
の

あ
り
ま
し
た
。

危
う相

次
は
あ
り
ま
すをい
。

M山般
を
附m
wしつ
く
し
て
ゐ
た
の
で
す
か
ら
。

そ
の
抗
的
都
を
宮
へ
ば
、
日
川
は
ふ

V
M川
たった
一Hハ
で
貯
き
て
ゐ
る
の

し
ゃ
品
川
む
ず

E
g
h
F
H
V

で
は
な
い
。
枇
合
を
結
ん
で
五
に
時
引
き
て
ゐ
るy
か
う

し
て
日
々
の

獄
川
の
ぽ
併
を
が
ん
え
て

伊
く
鋭
溺
の
誤
脱
は

、
.
続
く
、

肱
併
の
が
い
仰

の
線
対
.
の
泌
が
制
伊
っ
て
山
山
知
て

h
rてゐ
る
。
ζ
の
齢
的
低
制
引
の
併

の
も
の
が
触
併
が
艇
の
貯
え
ざ
る
掃
に
よ

っ
て
仰
ら
れて
ゐ
る
も
の

な
る
の
み
な
ら
で
路K
M砂
k
伶ν
て
、
抑μ引
の
働
く
討
秒
、
県

知
加
の
科
医
設
る
ま
で
\
続
く
と
の
総
併
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
保
対
し

て
ゐ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
い
山
併
を
航
れ
て

W
Mは
な
い
。

し
ゃ，
品
川

そ
れ
な
の
に、

と
れ
迄
の
一
粧
品
刊

は
、
例
入
が
ま
る
で
濁
り
立
し
て

hv
ζ

巳
心

血
し
い
よ

'
d
ぅ

‘
.
、
、

生
き
て
ゐ
る
か
の
や
う
に
、
個
人
の
悉
ま
・
?
な
る
慾
望
を
て
ん
で
に

抗
野
げ
る
と
と
を
以
て
駒
郡
と
し
て
ゐ
た
。
で
あ
る
か
ら
‘
跡
的
は
炉

問
停
悦
訟
…
鴨
川
ル
な
く
磁
慨

m
m
M
M
の
銭
を
部
し
て
取
ち
そ
う
し
て
ぽ

溺
κ
燃
て
織
に
踏
訴
な
る
総
隊
法
の
舵
畿
に
総
て
、
一
併
の
獄
川
町
を

m
mし、
融
制
山
は
郎
新
と
館
総
の

一
一
一
概
艇
に
釣
れ
、
針
叫
引
は
利
減

K
鉱

あ
ん
な
に
、



時ーー雪事移' 

• 

ゆ( 7 ) 

!

?

 

哲
骨
のm
h
k
悦
附
し
て一伊かね
ば
な
ら
で
払
も
そ
の
ひ
ん
濯
の
伊
に

虫
ら

z

・
ま
い

っ

宜
で
急
今
包
守

町
立
?
・

f

た
ゆ
?
"

“

惚
れ
た
努
力
は
、
何
時
起
も
什
州
宥
山本
拠
を
支
え
る
鵠
に
の
み
役
立・

っ
て
伊
く
と
官
ふ

.

誠
に
府・一
俗
恥
れ
か
つ

h
f…俄
欄
ま
る
縦
艇
と
な
っ
て

・3来
た
。

は

と
の
依
抗
を
m
v砂
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
部
都
防
総
を

mu

h
wして
、

そ
の
邸
側
時
ぜ
る
蕊
対
を
悲
し

‘

跡
的
対
対
，
の
も
の
と

し
、

と
L
wh総
仰
あ
る航私
的
を
磁
お
し
て
一
い
か
ね
ば
な
ら

ぬ
。
そ

山
れ
を
黙
っ
て
恥
る
た
め
に
「
川
町
阪
の
燃
側
枇
よ

、

阪
似
せ
よ
」
の
ス

一
ロ
l
ガ
ン
と
な
っ
て
礁
は
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

一
と
の
封
践
の
特
に
は
、
附
か
に

、

特
ふ
べ
か
ら
ざ
る
艇
砧
の
鉱
山

r

F

ふ
く
巾

a

E

向
い
つ

Z

A
を
合
ん
で
b
Lり
ま

す
。
そ
れ
散
に
と
そ
、
よ
く
時
鞍
を
術
い
て、
時

一
仰
の
川
市
献
を
山
町
び

、

一
昨は
封
民
一
利
を
山
内
附
し
て
そ
の
蹴
ら
ざ
る
彪

~

危

@

ろ
ん

b
を
b
z
‘

~
無
き
ま

で
の
世
論
と
な
っ
た
り
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
っ
た
く、
私
共

小
は
似
し
て
た
い
‘
小

銃
一川
ハ
僻
対
と
し
て

m
m
m
す
る
も
の
で
な
い
。
か

な
い
よ
'
t
e
h
v
L

や
ぺh
u犯
い
L
W
冷

伺
うし
て
M
Yきて
ゐ
る
と
と
の
内
絡
は
、
悉
く
と
の
計合
火
衆
と
そ

帥
さ

れ
今
レ
あ

危
し

-Y〈
句
・

を
の
a
・0
し
陪
冷

の
久
し
き
僻史
に
よ

っ
て
興
へ
られ
て
を
る
。
枇
令
と
其歴
史
を
雌

れ
て
破
仰
の
と
の
か
併
は
炉
い
。
ん

V
.似
の
叩
怖
に
か
う
し
て
併
を
』
て

ゐ

か
也F
し

事
主
ル
、

，
t

よ
3

..
 
‘ 

る
の
は
、
叡
知
れ
ぬ
様
k

の
力
に
依
て
支
え
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

る
。
乱
附
は
ど
「
総
出
也
」
に

よ
っ
て
中一きて
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な

と
の
慌
を
肱
日
。
占

yた
"
、
断
然
の

一
一柑
の
術
科
の
み
を
村
川
と

一

の
に
、

し
て
や
さ
て
伊
か
う
と

Yふ
の
は
、
腕
ぬ
駄
ゅ
に
紙
ば

し
て
ゆ
く
伊

ユ
が

主
，K
ほ
う
ち

a，

き
況で
あ
る
。
か
h

る
惚れ
る
例
我
の
懲
帥訟
を
中
川
い
と
し
た
や
さ
況

が
一
川
に
隊
ぎ
伊

っ
て
、

そ
れ
で
や
き
肱
剣
山
が
形
み
似
附
さ
れ
る
慨
は
な

し
陪
ル
1
n
v
g

ん
じ
.

，
、
寛之
，
、

L
，
d
h

レ
雪

ぃ
。
種
々
な
る
悲
怪
事
が
や
が
て
陸
頑
と
し
て
、

と

の
枇
舎
に
生
じ

て
術
た
の
も
、

民
へ
ば、
防
総
の
税
で
あ
り

ま
し
た
。

(穴
)

総
し、
と
の
叫w
h
r
総
臨
も
ー
や
が
て
|

|
釘
献慨
に
除
航す
る
階

e

か
は

.. ，
、
.

し
幽-
E
a
ヲ
ん
ぞ
事

が
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
取
っ
て
代
って
同
家
名
義
蓮
動
が

W
燃
と
し
て
配
時
し
て
貯
ま

し
た
。
そ
れ
は
伸
一

肘で
あ
る
か
。

い
川
似
山
叫

m
h
r
の
仰
向
邸
は
枇
川
鈴
え
ら
れ

ま
す
が
、

併
の
砂
倒
、
践
し

く
叫ねた
っ
て
ゐ
る
殺
は

あ
り
ま
せ
ぬ
。
一般
に栴
一
徹
さ
れ
て
ゐ
る
販

を
山附
し
て
と
の
耕
併
に
船
艇
あ
る
砂
蹴
か
ら
時

Yげ
ま
す
と
、

ハ
一
〉
跡的対
取は
、

戦
総
の
叫
町
一
併
を
郎
総

す
る
織
に
は
、
ま
づ
m

M山
総
併
の
仰
い
開
獄
般
の
舵
対
を

も
約
し
て
ゐ
る
脱
税
附
秘
か
ら

v

そ

を
n
t
b

Z

こ

ま
で

れ
を
務
ひ
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
共
錫
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は
何
単

迄

も
聡
っ
て
伊
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
叩
滅
す
る
の

で
あ
り
ま
す
が
、

腕
か

e
j
M
r
，
巴
勺

S
H
A
d
C
E

内
，
，
号、

.
m・
4
F

h
づ

る

花
、
と
の
蓮
動
の貸
隠
動
い
て
ゆ
く
動
力
の
在
底
を
布
ね
て見
ま
す

k
，
ぜ
冶

L
P
〈
h
JH

絢

と
、

そ
れ
は
、
プ
ロ

レ
グ
リ

ア
が
営
然
との
一
位
令に
比
て
卒
くべ
く

a
-
z

へ

と
・
‘
ε

τ
'
h
A

3
ゐ
，z
う
包
含

し

て
密
刊は
れ
て
ゐ
る
澗
前
を
取
反す
と

い
ふ
匙
u
m、
と
の
蓮
動
の
賓
• 
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-
ma
v

'
吾

主
唱W
L
b
ζ

艇
や
るも
の
で
あ
る
は
、

巾
す
迄
も
あ
り
を
せ
ぬ
@
然
し
、
品
れ
が

b
ι
，
、
む
主
，
、
い
・

0
・
#
A
n
i
-
』L
と

凶"
いt
唖
と
も
野
口

我
闘
に
と
っ
て
、

特
に
意
味
深
い
事
は
、
か
-
A
る
傾
到
と
共
に
、

私

t
‘
H
V
さ
か
ん
官
官
に
ほ
ん

、

.

.
 、か

h
d
v

共
が
久
し
く
閑
却
し
て
ゐ
た
「n
本
み
や
か
ら
そ
顧
み
る
」
と
い
ふ

p
ト
仏
軍つ

は
ん
せ
い
-
z
e
ぎ
は

む

大
切
な
反
省
が、
弦
に
萌
し
始
め
た
事
で
す
。

脈
山
町
防
艇
、
川町k
mは
限
り
も
針
く
麟
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
読
を

、

あ
の
鋭

戦
防
総
能
肢
に
悌
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
一
時
齢

、

そ
れ
を
射
た
れ
る
お
が

雪
ふ
b
L
た

μレ
ヲ

巴

Z
A
U
し
ん
か
令
4
z

k

b
ゐ
皐
之

念
務
で
あ
っ
て
、

従
て
そ
れ
だ
け
自
分
自
身
を
頼
る
事
を
閑
却

ハ

g
(

む
定
は
よ
い
と
ん
-
Z
E
4
2

〈
し
て
ゐ
まし
た
。
ζ

与
に
様
々
の
然
思
た
破
壊
や
混
観
を
引
起
し
て

…釈
た
献
で
す
。
然
る
に
伎
や
附

m
k
V鮮
総
敵
対
似
の
科
料

w
L臨
す
る

一
と
戒に
、
似
概
慨
を
m
xけて
、
W
縦
、
民
税
は
問
秘
的
ら
に
…
似
て
ゆ

ヘ

a
，
L
P
M
を
由

ぷ
ゐ
，
、
・
b時
h
e
A
v
e
'
e
む
血

管ま
b
h
'
e
z
e

叫
想
枇
命
日
と
共
な
化
を
建
設
す
る
念
坊
に
組
ら
れ
、
と

h

陀
佐
古
、

性

艇
に
山
総
2

・
泌
す
る
議
m
m鴎
拠
を
撚
め
て
時
る
ね
と
な
り

一

ま
し
た
。

山
即
時
、
u
r一
椛
は
た
ピ
仰
鮮
に

向
山
隊する
だ
け
が
憾
で
は
な
い
。
舵

h
H
e
L
ほ
，
A
H
リ
4
b

句
会
古
い
山
ぜ
い
郁
苛

L
U9

ろ
と
の
光
師
め
る
庇
史
を
本
宮
と
し
と

L

陀
東
西
ω
精
を
合
捺
し
た

，z
i
k

，‘
h
u

-
s
e

い
ぞ
れ

・
3

る
、

新
た
た
る
理
想
到
仏
前
合
川
を
制
成

L
て
、
小
八
を此
て
却
て
枇
却

を
桝
斜
し
て
伊
か
ね
ば
な
ら
ぬ

m
m叫k
h
u
っ
て
い
府
ま
し
た
。
官
は

い
。

.. 

F
い
て
ん
a，A
い

ほ
-
e
H
V
S
い
￡
両
h

w
h、

と
与

に
内
外
勤
柿舶
な
る
大
特
例
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
扮A円
陀
際
命日

h
V
MGr

u
h
F

宣
$
ゆ
ゑ

し
た
わ
け
で
「
非
常
時
」
と

一訟
は
れ
る
の
は
正
に
そ
の
故
で
す
。

ζ
の
踏
対
な
る
T
w
k燃
し
て
、
山
町
仰
向
の
総
く
域
応
し
民
総
せ

h相

z
z、
，
、t
t

2
2

、
〈
〈

一，

-
匂
&

担
調
ほ

ι
t，

t
は
，
、

A
h引

ば
な
る
ぬ
事
は
多
い
の
で
す
。
然
し
と
L
に
は
、
も
う
俄

-H
も

M
U

-
w
'
・
d
v
u
茸
舎
い
た
い
調
‘

か
で
A
V
H
e

ぃ
。
刻
下
の
紙
触w
wh
狩
し
忠
ひ
っ
く
まh
に
一
一
一
一
一

怖
傑
引
に
致
し
ま

し
ゃ
う
。

〈八
)

e、d町、，、..，.、

ハ
一
)松
村
し
ま
し
た
ゃ
う
た
や
悦
で

、

料
以
甘
γ
の
脱
税
は
、

俄
艇
の

慨
践
と
山
知
っ
て
断
勲
似
た
も
の
に

、

訴
は
畑
山
県
叫
な
る
も
の

に
と
官

ふ
ろ
と

み
E
'

S
こ

勾

た
い

ふ
嵐
氏
、
一
寸
先
る
と
一
歩
後に
後
退
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
か
の

純
き
絡
を
お
し
て
公
り

ま
す
。
そ
れ
で
一
引
の
で
は
慨

も
炉
し
に
「
蹴

E
当
て
e
z
&

S
J
t

‘

た

ほ
う

ζ

動
的
」
と
い
ふ
聾
が
指
・
り
を
す
と
北
ハ
に
、
他
方
で
は、
も
う

H
Mれ
で

'
*
c
'
旬
、

重
L
L
ゃ
，
H
h
も
ん
ぜ
い

，
や
む
や

先
頃
ま

で
八
M
9

.

必
か
っ
た
枇
合
間
悩
な
ぞ
も
、
有
耶
無
耶
に
怠
っ
て

創
っ
た
純
く
政
ひ

、

ね
川
勝
り
ぽ
慌
の

W
U川
の
鳩
に
俄
せ
て
そ

の
保
山
市

島
内
宮
守
，

w
h

り
の
蹴
態
民
的
っ
て
来
た
と
平
均
し
て
、
と
の
ド
サ
ク
サ
ま
ぎ
れ
に

L
-

T
&

F
S
h

p
e
-
a
e
z
z
は
い
た
い
宮

甘
い
汁
を
股
っ
た
が
臨
だ
と
云ふ
気
風
が
何
地
と
な
く
腕
胎
し
て
米

h
と
み
両
官

P

た
点
を
hw
a混
ぜ
ま
せ
ん
ω

し
か
包
*
い
h
ト
・
ぜ
い
柑
つ

E
〈
‘
z
e

然
し
時
世
の
大
勢
は
決
し
て
絶
反
り
し
て
来
た
の
で
は
ない。
む

し
ろ
必
甘
ん
駄
低
な
る
跡
的
を
概
郎
叫
に
悦
服
す
る
慌
に

、

M
Mの
鉛
儲

か
い
し
'
・
・
虚
H
e
ず

で

み
軍
・
っ
し
ふ

ζ

に
か
し
畠庁
'
A
O
H
a
p

的
た
静
一
界
一
批
命
日
を
排
架
し
て
、
伎
に
一
味
に
擬
集
せ
る
削
減
批
令
に
ん

よ
っ

Z
U
&
h

a
v
e
い
こ
と

包
い
世
ん
て
ん

円

依
て
え
を
趨此
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
す
。
そ
の
事
は
、

最
近
の
純
A

S
Z

H
ん
者
ほ
ん
'
Z
2
2
2
2
け
う

か
う
か
ん
訓

回
に
強
い
揮
機
と
な
っ
た
あ
の
広範
町
中
の人
越
の
絶
叫
は
|
|
答
川
町a

F円

一
、
，a‘
J
‘
，g
、
.
，‘
.
，
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保
Aや
る
以
に
よ
り
ま
す
と
ー
ー
ま
た
か
椛
併
の
隣
町
帯
ピ
附
す
る
鱗
し

い
防
艇
の
的
紛
が
配
か
っ
た
い
肌
に
よ
っ
て
も
総
せ
ら
れ
ま
す
。

h
r齢

占
司
，

、

.
，
‘
、

Z
H
F
L
-
f
a
t
v
&
E
L

a
T，
持
帆
ぜ
んta
F

は
郁
一
ふ
べ
く
も
な
く
刻
々

、

個
我
主
義
を
掛
粧
し
て、
枇
品
門
金
慌
に

よ
る
鮎
鉱
山
恥
溺
へ
と

W叫
ん
で
伊
き
ま
す
。

M
M
b
の
秒
山
内
も
、
僻
山
川
が

，
白
書

L
-z
・
h
u

，
ペ
h
Z

〈
せ
ん
号
か

E
a
vら
，
、
な

恋
に
一世
舎
の
利
便
を
濁
占
し
て
自
ら
享
梨
す
る
と
と
に
無
く
て
、

ζ

し

-
Z2
hu
k
A

写
会
全
‘
い
た
令
ち
た

ゐ

ヲ
，
、

の
一
般
舎
の
多
態
と
ま
ハ
に
生
き

、

多
鍛
の
第
に
識
す
と
と
る
に
鼻
の
倒

的
叫
と
説
び
と
が
あ
る
お
に
綿
引
い
て
伊
き
つ

L
あ
り
ま
す
。
腕
ち
「
縦

e
b
d
'

む
つ
，ぜ
9

u
H

害
E

み
s

t
t

起
加
熱
我
」
の
蜜
柑
に
生
く
る
と
と
に
た
い
て

、

回
以
の
遣
の
あ
る
背
中
k

m叫
ん
で
伊
き
ま
す
。
と
れ
を
特
く
か
一
般
せ
ね
ば
蛾
必
は
や
が
て
鵬
き

L

e
'
ι・

a
『
曜
い
し
ぞ

批
命
日
の
劣
数
者
と
な
る
で
し
ゃ
う
。

三
一
〉
同
紙
蹴
鰍
の
説蹴は、
総
阪
の
間
際
κ
鰍
りm
m
m
恥
蹴b
L町
山
闘

相し
て
ね
仰
た
に
織
か
し
て
作
か
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、

一

一
辺伊
桃
山
叫
に
加
え
、
や

L
も
す
れ
ば
、
的
ら
を
絞
っ
て
般
を
船
保
す
る

一と
守
点
機
い
舵
縦
断
獄
俄
に
滋
り
瓜
は
れ
る
鰍
附
な
し
と
し
ま
せ
ん

』
し
ふ

‘
あ
わ
畠
砂

&
h

v
p
r

・
-v
・
2

V

然
し
悲
し
斯
く
場
へ
る
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
非
幼
な
鰹

‘
、
に

限
h
a
b
3
L
A
F
h

ゐ
し

め
し
ゅ

川
で
あ
り
ま
し
ゃ
う
。
日
木
の
歴
史
は
む
し
ろ
、
そ
の
敢
錦
な
る
地
取

舵
w
h似
て
斡
か
に
帰
依
対
似
を
燃
側
し
そ
れ
を
時
に
隣
似
し
つ

L
静

e
o
b
ゐ
て
ん
っ

，

f

た

c
t

に
陪
ん

え
や
共
進
肢
を
続
け
て
来
た
も
の
です
。
と
れ
を
断
つ
事
は
、

日
本

の
絞
る
べ
き
問
問
的
を
的
ら
棋
泌
す
る
に
唱
し
い
。
そ
れ
の
み
で
は
あ

り
ま

せ
ん
。
鍛
節
目
ぬ
の
紛
肢
の
砂
献
は

m
k
pふ
べ
く
も
な
く
、

桝
戸

府
の
以
町
村
正
脱
が
っ
て

h
rてゐ
ま
す
。
と
h
k
仰
い
て
、
貯
と
川
町
泌
す

る
の
能
川
川
は

、
た
ピ
h
w一
伊
に
し
て
滋
か
に
と
の
川
総
が
獄
川
嵐
山
崎
し

つ
つ
対
似
対
を
船
仰
す
る
か
部
か
に
…
慌
て
川
町
せ
ら

れ
る
。
問
問
肌
ル

W般

n
v
E高

S
A
F
g
b
e

ふ
む
軍
曹

e
l
N
H
Vゐ
た
令
官

L
K

の
非
常
に
際
し
て
夏
に
念
務
な
る
は
.
胸
稼
を
博
う
し
て
他
の
長
所

を
品
耐
え
や
聡
馳
す
る
転
で
す
。
叫
跡
的
助
艇
は
ゆ
く

ま
で
品
川
げ
に
俄
械
な

る
も
の
で
ゑ
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
=
一vE

諮
問
ル
皆、む
し
ろ
時
め
竪
た
る
か
働

を
子
て

和
が
眠b
rを
隊u
o、
そ
の
総
蹴
を
斡
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
と
の
航
、
勝
山
町
防
府
秘
め
て
の
破
船
と
官
ふ
呪
が

r
h
r
ま
す
。

舟
h
b

み
だ
じ

ζ

い
う
ゑ
っ
た
の
い

E
V

共
鉱
や
L
-

も
す
れ
ば
、

た
v
-
殻
り
に
自
己
の
優
越
を
抑
制
み
、
念
が
は

し
く
か
巴
の
の
悶

加
を
黙
ら
ん
と
す
る
倒
防
を
燃

は
ぬ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
同
一
杭
の
蛾
腕
を
除
り
ん
伊
飢
蹴
く

そ
れ
を
M
U山
町
・
す
る
と
と
は
、
慨

も
か
，
、

h
w
Z

指
令
4
H
し
ん
す
h

包
だ
い
か
‘

.
M
7
4

・
宮
崎
つ

に
近
い
治
安
の
敵
米
心
肺
の
時
代
に
顧
み
て
、そ
の
呪
仙
沼
な
る
を
切

駁
す
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
た
ピ
対
の
み
に
肢
が
の
は
、
が
の
治
で

は
な
い
。
瞭
取
が
ん
町

一。
の
問
問
品
川に
の
み
脈
枕
し
て
叶
っ
て
ゐ
る
べ
き

時
は、
むし
ろ
、
時
併
の
川
町
総
巡るm
m桃
山川
な時
仙
併にあ
る
階
で
す
。

総
艇
は
阪
に
か
h
る
昨
婚
を
鯨
脱
し
て
、
む
し
ろ
仰
般
に
倣
っ
て
慨

く
m
wぴ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
似
砂
川

ω・
た
ピ
h
r
B
防
肢
の
航
船
m
m恥
ぞ
い
町

一rし
て
ゐ
る
だ
け
で
は
除
酢
で
あ
り

ま
し
ゃ
う
。
そ
れ
を
川
町
て

、

似

に
臨
ん
で
と
れ
を
総
併
せ
ん
と
し
て
も

、

山
閣
は
ま
た

、

仰
向
か
に
か
め
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の
殴
殿
山
川
を
脱
ふ
て

m
m此
に
和
え
や
脱
獄
す
る
の
み
で
あ
り
ま
し

ゃ

l;t 

民
ノ。

民
税
制
鵬
枇
の
対
忠
は
、
た

w
-止
一
蹴
伊
な
る
か
佐
附
慨
に
隙
っ
て
ゐ

へ
る磁
で
友
か
っ
た
。
と
の
靴
州
出
一
杭
の
治
静
る
る
間
際
に
附
臨
み
て

、
と

?
に
紛
ら
し
く
m
w祭
似
を
州
議
し
、

存
僚
の
長
対
一
似
の

さ

麟
廿

ar

た
晶
み

事

む
と
で
ん

t
事

九
た
ら
ん
とす
る
に

あ
る
。
そ
の
嬬
の
遣
は

、
も
凡
Y
K
自
己
侮
統
の

一w
‘・
9
L
-
e
A
p

t
e
-

--
a

日
佐
知
叫
に
留
ま
っ
て
ゐ
る
事
で
は
た
い
。
そ
う
で
た
く
て

、

ζ
L

に

へ

t

‘

‘
し
み
ん
と

も

き
に
ふ

置
い
こ
う
党
う
も

と

~
柑
州
知
刑
制
弘
知
市
民
の
共
に
鈴
入
せ
ね
ば
去
ら
ぬ
大
公
疫
を
求
め
、
む
し

一ろ
、
そ
れ
に
、
滋
撲
は
桜
山
リ
て
封
勝
?
献
げ
代
ゆ
く
慌
で

tけ
れ

一ば
た
ら
ぬ
。
MMら
酢
仙
れ
そ
撲
る
と
と
で
た
く

、
計
ら
の
背
に
骨
ふ
と

，w
か
た
ト
記
事
舎
か
い

怪
い
し
予

b
aF

申

之
主

一と
ろ
の
樹
赫
た
る
さ
迫
に
よ
っ
て
世
界
大
衆
に
向
ひ
行
く
事
で
な
け

叩
れ
ば
な
ら
ぬ
。

…
幹
郎、
鯨
朕の
鵬貯
を隊
一か
で
も、
山
町
村
は
た
H
h
M
U

ら
の
俄
践
を

礼
町
混-h

z
s
E

成
っ
て
ん
嘗
う

ん
掛
布
る
識
に
よ
っ
て
智
躍
し
て
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

宇

川

う
レ

U
包
っ
た
い
ま
る
令

AP肱
〈
み
ん
'
'

・

g
a
-

-4
ち

川
前
の
品
質
大
訟
に
と
の清
白
訟
る
民
伎
を
献
げ
ゆ
く
諮
に
お
い
て
と

そ
.

そ
の
総
航
船
即
断

・な
る
鴎県
を
航
献
し
て
m
rたの
で
あ
り
ま
す
。

と
の
か
山
内
に
た
い

て
、
続
財
は、
滋
く
部
臨
対
似
の
齢
、
肌
恥
仰
叩
料
汽

a，
宮
毛

主

う

乞
う
し
ん
包
AV

が
、

と
の
閣
の
文
化
の
進
み
行
く
基
礎K、
先
づ
「
宇
宙
誕
貨
の
大

泌
」
へ
の
防
艇
を

m
uき
縦
ふ
聡κ、
特
別
仰
な
が
ら
総
き
か
併
を
般

4
y

し
ぞ
」
刷

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

ゆ

ー
を
は
り

|

, 

き

いr。5

・
-
l

，
P
3
E
9
s

a
l

r
・
，
，

i
w

い

削M
.己が
凶
留
し
た
尉
既
と
到

付
料
配
同
】
が
ゐ
る

V
.防
との
時
叩
隅

に
よ
っ
て
蹴
り
m
wるも
の

包
《
ー
か
う
う
合

作
r

し
，
、
事

実
行
に
移
さ
れ
た
正
し
い
思
想

れ
み
軍
，
、

の
連
続

ふ

つ
吾
串

止ま

っ
か

ふ

?
9
い

此M
認
の
孤
を
依

っ
て
蝋
川
端
地
以

記
長
し

ご
と

上
の
仕
事
を
す
る
と
と

川
町
パ
併
〆
が
た
ら
山
由
さ
ず
抱
へ

S
H
創
刊
歩

る
才
能

町
a，
，

k
く
い
じ
ゃ
き
か

と

能
力

以
上
に
喰
み
以
っ
て
か

ら
、
そ
れ
を
附
み
し
め
る
と
と

￡
Z
F
C

お

夜
逃
〈
ま
で
起
き
て

ゐ
る
か
ど

-
g
 

う
か
で
決
る
も
の
で
は
な
〈
、

内町
。
.
‘
抗

w

e
n
w

鍛
附
し
っ
かp
般
が
鰻
め
て
ゐ

-
g
 

る
か
ど
う
か
で
決
る

も
の

H
V
&
e
h
Z
5
d

y
ヲ
う

や
か
霊

仙
人
の
時
功
を
頭
痛
に
病
む
限

り
は
山
附
し
て
締
結
し
伊
な

い
も

lJ はにtま』ヒ

応
野の
芯
指
輪

しの
た定E或畠
。益重る

叙曹を J...!i
に ti.~iJ{ 
入悼の 「

つや成t
たう];jJ吾
のに」

を捻2 と
御さひ云い

拐EE上怠ふ
Jfl告げ 官三
下主 主築材

，、

わ '& 

う働去の
ま2 〈
r初土
泊、 lU~

ちが
得￡附で

た来舎
とた
i司さら
じ、

予 も
、r、J、J、，

り

るのと自己う
ζ 1hなに量出な
とす よ の も
にペつ好すの
よき てき
っとでな
てと i主 ζ
始ぜが な と
め好:t (を
て き 、鑑定

符，t. j こ 自包す

ら なヨぽ ζ
P、，卵、4・・~.、d剛、，、，

ぬ

れ
る
も
の

処
刑T
し
て
ゐ
て
は
山
附
し

て
般

除
L
C

れ
な
い
綿
子
の
と
と

一r対
の
船
艇
を
船
付
制
由
叫
レ

・

.
，

ι問
、
、
，
、
a

h骨四魁F
'

"
'
・

w
ν

そ
の
制
登
に
ぬ
っ
て
磁
り
白

況
の
が
紙
切
を
す
る
こ
と
、

凶w
a
MLι

-
z

山
関
心
が
決
め
る
とζ
ろ
の
も
の

附
械
焼
か
し
て
ゐ
る
こ
と
で

は
な
〈
が
料
憎
か
が
炉
へ
て

るをか

る行惨に貌Z ゐ
も < 胸毛布5 る

f の 泌d m会内むこ
t 所Ì'~テ己乙と
l ，こ 'r ι，

i ??ふき令
i 品〈己と て
く ? のゐ
5 係忠勤さる
> の い揚，，z

> あ て所主
ふ.小p、，..ハ円-^-"，、一円 .r' 



( 11) るで 11 ._ もも つ 宵・のーーーの

特

も

て

輯

る

烏

情3

の
, 

由wる
悦
、一一?
?こ
砂
の
俄
を
抑
制
ひ
税
て
た
こ
と
が
あ
っ
た

・
俄
を
知
れ

て
あ
る
慨
を
一
郷に埠へ
、

一
つ
一
つ
の
憾
の
治時
を
あ
け
て
限
蔽
ば
さ

み
で
忠め
て
を
〈
。
山町
は
和
に
慨
似
を
か
つ
て
そ
れ
含
艇
の
川
町
の
俗
に

川
町

、
島
町

p
，
.
，

e

せ
な
が
ら
、

「
チ
ユ
w
y」
と
町
含
川
町
ら
す
。
と
、
ど
の
仇
も
一mmに「
チ
リ

ツ
」
「
チ
リ
ツ」
と
憎
む
?
ヲ
な
肱
を
ゆ
め
げ
て
、
慌
の
川
町
へ
勝
び
山
川
し
、
総

め
が
け
て
鍛
っ
て
帝
る
@
れ
刊
は
二
一
ー
が

総
結
り
を
し
て
、

m
A「チ
ユ
ツ
」

と
川
町
を
m
wら
す
。
慨
も
械
そ
れ
だ
け
蹴

枇
す
る。
川
町
は
対
一
倍

へ
さ
が
る。

'・
a
a

￡
ー
官
ル
レ

h
j
R
A

箆

n
a
e

坦
s
b

・
句

俊
も
亦
そ
れ
だ
け
前
匙
す
る
・
伶
山
氏
立
って
歩
く
こ

L
に
もτ
rえ
た
我
か
チ

。
.
2

・
"
-
v

，、

R
-

に
肉
っ
て
、
母
親が
手
を
叩
き
な
が
ら
「
ち
よ
ち
/
\
あわ
わ
、
こ
こ
ま

で
・
お
い
で
」
と
争
っ
て
傑
織
り
を
す
る
と

、
七千
山
慨
が
そ
れ
に
つ
ら
れ
て

、

蹴
蹴
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
附
械
に
蹴
っ

て
ゆ
〈
の
と
問
じ
ゃ
う
た
舵
献
で
あ

咽
，
‘
ヲ

L
P
A

吻
令
‘
，

，

，
w，、
引
‘

b
v

-
v

る
。
や
が
て
密
か
ら
廊
下
に出る
。
廊
下
か
ら
安
閥
へ、
お
聞
か
ら
砂
利

、

の

も

の

~ 

• 
‘ 

‘ 

Eド

四

11;吾

.. ~I.I'
-" 
ーι

し
に

d
M

N2

・
上
旬

S

-
w
a
y
h

ド
今
角
的

を
敬
い
た
胞
へ、
艇
か
ら
門
へ、
怠
う
し
て
斯
う
いふ
除
に
し
て
符
楽
へ

時
L
a
d-市

盆門
れH

h
瓦

つ
れ
出
す
。

と
き
ん
\
佼
粧
を
民
へ
な
が
ら、
家
の
ま
は
り
を
ぐ
る
り
と

部
る
・

山
山9か
か
っ
た
店
が
、

こ
の
治
的
L
Eh
xて
措
伊
っ
て
m
r
た
。

τ
噌
今

一，

『何
の
ぬ
で
す
か
。
そ
れ
は
?
』

と
れ
刊
に
稿
ね
る
の
で
あ
る

。

同俄
で
す
』

と
れ
叫
が
絞へ
る
と

『
へ
え
、
そ
れ
が
儲
で

l
1
』

‘n
e
A
-h
u
F
S
・
同

市
‘.
h
n

，
、

，、
a
a，

と
呆
れ
間
で
ゅ
の
っ
た
が

、

や
が
て
の
こ
と
に
勤
ひ
ん
っ
た
口
調
で

玄
な
た
は
慨
の
般
的
の
鉱
山
恥
で

す
か
h

E
耳
、

い
Z
J
V

《
'
NhM
F
L

ゐ
、
，

と
き
く
。
私
は
ふ
や
f
t

ー
と
い
ふ
ゃ
う
必
死
隊
な
返
め
な
し
た
が、
心
ψ



て TI 一一

ザを

i士

匁
く
さり
た
ω

似
の
畑
中
山
払
の
出
品
川
町
に
滋
ひ
は

な
い
』
と
降
臨
し
た

〉
?
、

，
J

こ

M

R帆
~リt
t
's
t
9

h

-
F、
，

h
一

'
e

川z
，
‘
，

明
フ
一アン
シ
ス

が
小
川
仙
に即時僻
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
、

ジ
ヨ
ッ
ト
オ
が

a

-
一
。A
iH

客
単
円

汚
い
主

的
に
し
て
ゐ
る
ω

リ

ユ
タ
サ
y

フ
ル
グ
公
川
酬の
俗
た
ち
を
お
爺
さ
ん
か
呼

よ

m
Mι・
し
れ
に

び
市
併
せる
請
も
知
れ
渡
っ
て
ゐ
る
。

が
、

るもつ y1 ・のも一ーーの( 18 ) 

や
・っ
て

み
れ
,1' 
さ
う
L 、

来e ではふ

るも紙こ
こ tI:I‘に と

放

飼

世E

r、

経

;If・

ぬ

Z夢

の

と

な
の

?を つ 祭。た で
可e てに たあ
愛告後E な玄2 る

:
L
f
 

4
H
j

N
N
 

よ
い
こ

と
な
の

だ
。
も

っ
と
も• ,. 

-

-
r
-
マ
ー

ふ
J
J
F
2
L
F

安
い
い

-
n

。

.
PれV
，
を
三

-
眠a
p

と
怨
ひ
つ
め
て
ゐ
た
と
こ

ろ
で
相
手
は
育
っ
て
ゆ
く
ら
の
で
は
な
い1・
何

‘
，
m
L
N

す
a
.‘
，、

.

，
a
A匂

の
加
制
酬
は
，
さ
ヲ
?
水
浴
は
ど
う
?
紋J
f防
い
で
や
る
に
は
ど
う

F

し

い
《

・

L
-b
a
A

-
h

と
、

一
々
飼
育
の
知
股
は
心
似
て
ゐ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、

そ
れ
か
ら

z
u
哩

-
m
da
-
b

，
.

，
a

'

i
w
e

ゐ
柿

ゅ
の
と
の
技
術
は
も
う
震
情
次
第
で

い
く

ら
で
も
逝
ん
で
ゆ
〈
。
本
試
の
忽

，
、
‘
，

さ
へ
あ
る
た
ら、
ど
の
や
う

に
で
も
工
犬
は
つ
く
も
の
で
あ
る
。

o
 

A
Wる
純
の
微mA、
れ
町
の
訟
にお
し
た
航
拡
榔
に
モ
ズ
が
k
b
E
恥
叫
ん
で
五

砂
の
織
を
前
て
て
ゐ
た
。
繰

だ
ち
の
駒
山rち
は
よ
く
、

郷
市
も
か
一
村
で
総

を
養
っ
て
ゐ
た
。

色m
-

mw

或
る
町
、

e
e
'
a
'
〈

A
'
e
t
t
v

句
、
お
&

こ
の
そ
ズ
の
払
殺
が
袋
気
銃
で
哲
治
さ
れ
た
。
プ
λ
ッ
、

プ

ス
ツ
と
い
ふ
川
刊
さ
い

舵
叫
がする
の
で
応桃
似
に
如
へ
鰍
仰
て
み
る
と

、

磁
れ
に
もそズ
の
m
m
は
何
時
に
砂
私
さ
れ

、
ふWい
哨
ド…
附mJ
U
M
を
M
r
m
A

川
&
マ
・

L
a
J

げ
向

，
、
3
8
b
z
v

h

け
て
、
一
方
の
肢
は
附
織
か
ら
ぶ
ら
/
\
し
て
ゐ
る
。
山
白
川
州
統
を

持
っ
た

患
。
.
E

C

b
'

E

f
-

-司ん
、
“
今

、
e
d

間
内
ば
私
を
見ると
逃
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
想
治
鋭
で
よ
く
注意
し
て
み
る

と
、
協の
そ
ズ
は
踏
の
占
め
た
り
を
鋭
邸
に
貯
め
て
ゐ
る
の
だ
。
れ

仇
は・
あ

ん
な
んw
m
w
で
、
縦
に
慨
が
抑
止
べ
る
か
ど
う
か
と

蹴
っ
た
u

踏
ん0・
・
鉱
は
も

う
仙wr
ち
に
齢
〈
て
問
的
以
な

の
だ
。
そ
こ
で
も
し
附
艇
が
仰
の
松
山

伽に
臨

需
也
伽
芯

珍
e
'

・

a
ω
F

b
o

"3

叫
j
ーし
岬

る
や
う
な
ら
私
が
代
っ
て
総
売
脊て
よ
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
向
d
h峨
却
の

‘，a司
u・4

2
a
F
ら
内

φ

山
《
含
司

、
z
'
J
、
ど

命
指

行
動
を
二
時
間
あ
ま
り

も

伎
な
し
て
ゐ
た
が
、
普
捕
と
路
側
げに俊
を
失
つ

h
ud

'

b

ぷ
i
M

，

a
い
&
v，、

で
ゐ
た
の
も
ほ
ん
の
怖
か
の
問
で
、

あ
と
は
も
う
-
M分
の
受
け
た
災
似
の

こ
と
は
制
部
れ
た
か
の
ぞ
う
に
隊
以
に
艇
に
慨
を
組
ん
で
ゐ
広
三



( 1.n る で有 一一もつ 宵・の司』一ー の

そ
の
劫
掠
は
山
内
を
m
r
っ
た
。
こ
の
将
さ
な
ぽ
艇

の
船
山
内
な
伊
対
が
赦
し

て
ゐ
る
も
の
は
、
出
r
燃
の
一
搬
に
除
け
る

、

臨
時
悦
慰
の郎
版
シly
で
φの

っ
た
。
誠
一
協
と
い
っ

て
俗
的
枠
へ
ば
そ
れ
だ
け
の
も

の
で
あ
る
。
が
、
.
船
4

れ
ば
山
川
の
ぼ
の
そ
の
や
に
慨
する
舵
慨
も
税
、
糊
し
て
町
田
船
で
h
v
h
F

め
が

-
F4

し
@
舵
畠
?
と
，
、
‘
い

M
孟
ぜ
い
め
い

っ
た
作
者
の
泊
徳
で
は
な
い
。
「
愛
す
るこ
と
」
は、
凡
そ
生
命
あ
る
も
の

に
峨
榔
と
し
て
勝
持
さ
れ
た
、
制
の
娘
、
町
一
耐

の
m
m
…
間
な
の
で

あ
る
。

輯
錦
、
々
も
齢
も
慰
す
る
こ
と
の
総
滅
の
対
に
は
機
り
の
あ
る
も
の
で

は
な
い
。

o
 

mM
ゆ
る
崎
、
山
内
は

二
附
の
鱒の
溜
〈
に
あ
る
限
蹴

に
五
秒の
mm
の
み
'
が

抑
叫
ん
で
と
ま
り
、
勝
紛
の
蹴
が
、
能
た
ち

の
筋に
郊b
uに
慨を
巡
ん
で
鈴

で
さ
せ
て
ゐ
る
の
を
踏
め
て
ゐ
た
。

と
、
結
仰
向
、

能
た
ち
が
一
慨
に
蹴
縦
を
綴
れ
た
の
で
あ
る
。
総
は
一
耕
一

一
砂
に
、
制
村
の
ひ
と
と
こ
ろ
で
砲
や
智
帯
以
そ
蹴
め
た
が
、
五
一

w
M
4
配

-
e
w
u

，
事
"・
・
て

い

3

・n・'
uc，

と
し

て
は
沢
筏
一メ
?

ト
ル
ば
か
り
の
総
崎
町
中
・
認
し

、

二
羽
の
奴
内
却
は
、

そ
れ
の
賊
静
t
f
mのや
う
に
惨
い
て
帯
ぶ
・
そ
の
協
は
慨
も
が
府

ψ
め
ぐ

る
が
邸
の
磁
の
ゃ
う
で
あ
っ
た
。

慨
・
》
恥
we俄
な
こ
とが
縫
っ
た
の
に
お
ひ
な
い
、
と
れ
刊
は
腐
っ
た
。
跡
酔
仇

‘，v

‘
4
h
h

"

い
且
ゐ
忽

の
限
り
そ
快
な
し
て
み
る
と、

ど
こ
と
宮
っ
て
奥
常
な
本
の
は
無
か
っ
た

が
、
舵
一m
wの
識
が
、
制
御
械
の
は
川
斜
秒
間
〈
伊
ひ
下
り
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
問
問
守
」
れ
だ
。
対
ぎ
た
郎
の
紛
ル

-
mめ
て
織
の
宇
山
内
訟
は
侭
に
慨

山
側
を
は
な
れ
、
ゃ
…
偽
な
が
ら
も

・

艇
か
ら
も
獄
へ
ら

れ
ぬ
刊内
総
の
対
に
よ

っ
て
、

臨
を
カ
ム7-
7
1ジ
す
る
辺
自
'
骨
織
を
縦
め

、

抑
制
は
辺
誠
で
、
宇

山
内
彩
服
ふ
対
儲
か
ら

、

そ
の
叫
m
m
町
を
逝
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

0
 

館
に
か
へ
っ
て
伊
へ
ば
、
慨
は
あ
ら
ゆ
る
射
の
う
ち
で
取
も
は
川
町
位
協

に
お
い
も
の
で

、

日
川
府
の
な
い
と

ζ
ろ
に
慨
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

に
も
減
ら
ず
、
日
九
慨
そ
の

も
の
に
は
問
的
政
に
殺
し
む
こ
と
な
く
、

mM
艇
を

慌
て
て
み
て
も
、
似

の
総ほ
ど
併
ら
し
に
く
い
も
の
は
な
い

・

ほ
味
に
ほ

慨
と
い
ふ
も
の
に
山
叫
ん
ど
勝
れ
ぬ
八
ケ
織
あ
た

り
の
峨
般の
鶴
以
は.
椴

っ
て
鴨
川
Wで
は
九
慨
の
そ

ば
へ
や
っ
て
彩
る
の
で
あ
る
。
悦
て
目
的
は
入
ケ
邸

の
併
都
府
伊
附
訟
で、
ス
テ
ッ
キ
を
出
に
し
て
叫
惣
り
の
尉
を
僻
め
て
ゐ

る
と
き
、

れ
似のそ
ば
ヘ
ヨ
ガ
ラ
の
鰯
が鍛
ま
っ
て
く
る
の
を
鰍
献
し
た
が

そ
の
砂
船
ひ
と
と
こ
ろ
だ
け
で
は
な
〈
、
れ
ね

ニ
ニ
品川も
磁
っ
て
か
ら
怠
っ

て
仰
ん
で
ゐ
る
と
、
制
対
の
叫
別
部

ヘ
待
って
く
る
の
だ
っ
た
@
民

み
に
リ

ュ
ッ
ク
サ
γ
ク
か
ら
蝕
パ
y
b品
川
附
し
で
そ
の
蹴
を
ま
い
て
や
る
と
、
・
が

色Z
E
b

--
、
‘
z
c

-
w俳

句
E
n

E
U

お
た
ち
は
弘
の
足
許
に
近
づ
い
て
そ
れ
を
鰍
み
食
べ
る
の
匂
あ
ゐ
。
私
は

「
斡
脈
な
邸
よ
」
と

政
ひ
な
が
ら
も
、
れ

北
関
山
咋
に
向
r
M即
抗
を
戟
献
に
邸

っ
た
@つ

官
、
り
は
、
必
限
に
鵜
け
れ
ば
滋
い
ほ
ど
以
は
必
を
惚
れ
ず
、
店
慨
に

獄
け
れ
ば
お
い
ほ
，
と

邸
は
必
を
慨
れ
る
の

で
あ
る
。
伊
似
た
秘
縦
だ
が
、

・戦
前
川
は
刈
に
犯

し
む
加
が
材
似
な
の
で
、
叫
川

b
z慨
れ
る
の
は
、
山
川
が
町
制



るで 宵 一一もつ背・0も世田ーの(16 ) 

n
b

、

，
毘
ん

d
ん

め

au
A
，

$
h
H
P
令

よ
く
人
に
馴
染
ん
だ
内
仰
が
、
人
聞
の
同
に
そ
れ
と
気
附
か
ぬ
内
臓
の
昨

m

e
a

，
，
、
の
い

P

、
.
立
尼
崎
晴
伽

υ

"
、

い
也
事
偽
ピ
事
是

認
の
た
め
に
落
命
す
る
て
一
一
一
目
前
は
、

働
か
に
そ
の
前
十
に
川
崎
倫
な
綾
藩

し
め
電

ν

・

6
'

‘Z

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
私
の
範
的
問中
り

.
3
.
t
y
拾
ひ
上
げ
℃
み
る
と
、
一

ー
一
砂
の
般
的
問
な
バ
ン
が
、
そ
れ
ま
で
は
〆
う
し

制一
ても
川
町
の
腿
に
は
恥

な
か
っ
た
も
の
が
、

貯

の

一
ぬ
一
-
-h
v一
郎
か
ら
却
に
川
町
を
税
ひ

縦
めて
、
弘

司一
の騰
に
市
南
り
、
れ

叫
の叫
仰
い
加
に
と
ま
る
ず
ヲ

に

J
-

も
す
隠
・
ち

&
3
L

鰐
一
なっ
た
。
こ
の
桜
子で
は
二
三
庁
中
に
死
ぬ

を

『
のか
も
伽
れ
な
い
と
蹴
っ
て

、
あ
は
て
て
他

清一鵬
側
舵
に
協
か
し
附
し
た
が

、
も
う
制
限
か
っ

・
め

L

て

た
@
パ
ン
は
そ

れ
か
ら
そ
H
H

に
死
ん
だ
・

ゐ

怒
川
町
に
よ
く
俳
れ
て
ゐ
た
一
秒
の
制
糸
川
恥

る

いを
宅

E
S

蝿
輔
が
j・2
・
c
J

馴
れ
方
と
は
ち
が
っ
て

、
急

れ
z
a
M
'
t
z

￠
ま
あ
。

た

に
私
に
賓
泊
し
山
山した
@
弘
が
歩
い
て
ゐ
れ

ち

ば
山
内
の
艇
か
ら
隠
れ
よ
う
と
せ
ず
、
→
つ
の

常
山
田
か
ら
お
の
砂
防
官
と

てう
生伽 竺さ に

~ f-j. も
て 日め限ミ
ゐにれ
る ~EI.な
・将S ん い
(t プミの
:限。で
もあ
同E る
じ.

t:. 

"
む

t
p
‘
晶
町
制

を
掛
川
め
る
期
間
慣
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

慨
の
腕
も
な
い
市
町
総
な

M
b拡
ま
し
て
鋭
村
か
ら
縦
を
ゆ
凶
刊
に
ふ
り
ま

〈
悦
び
の
川
町
樹
、
船
山
伽
の

m
b
w
酌
を
知
山
仰
と
し
て
ゐ
る
備
に
椴
っ
て
刈
似
の

.
，
、
広

略
い
必
9

ぜ
い

役
に
立
っ
て
ゐ
る
偽
物
、
ー
か

う
し
た
生

艇
に
慨
れ
ら
れ
る
や
ろ

で
は
、
は
ね
耐
の
鵬
で

ζ
，
、
M
m
a
'
E

は
な
い
か
。
筑
間
な
r

に
い
き
り
立
た
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
必
蹴
そ
の
も
の
の
貯
照

G
e
'
L

￡
隠
し

M
dL
H

小
鳥
に
す
ら
観
し
ま
れ
な
い
こ
と
も
人
間
そ

の
も
の
の
紗
市
山
川
附
別
協
と
い
ふ
も
の
が
、

，
、
い
と

そ
ん
な
裕
度
の
も
の
だ
と
は
、

"
除、

，
N
M

副
執
は
海
へ
た
く
な
い
.

ど
う
し
℃
も

。

-
M
9
・

に
ん
，

さ
う
い
ふ
わ
け
で
、
小
向
りか
ら
、
人
間
に

慨
す
る
樹
齢
撚
似
を
鴎
寄
る
こ
と
が
、
開
似
の

え
&
ヲL

向
E見
、
L
V
'
h
a

c
e
-

，

期
切
回
目
だ
と
私
は
考
へ
て
ゐ
る
。
小
鳥
を
射

つ

a
m
A町

げ

M
ah

た
再

て
祭
し
む
こ
と
は
γ
品
の
祭
し
み
で
あ
る
・

併
以
守
徹
に
仲
っ
て
そ
の

W
き
を
鯨
し
む
こ

、
A
Yぽ
ん
と
の

と
は
中
H
川
の
鍛
し
み
で
あ
る
・
ヒ
ガ
ラ
や
ウ

傘
e
あ
ほ

L

h
t

E
E

・

E

・

-
b

h
・

グ
ヒ

ス
の
鳩町
せ
合
を
や
っ
て
賞
ι
f
m
y
・
か
の
も肺
か
さ
も
し
い
。
応
な
お

て
，
E
L側
企
吋

e

・'
iN

レ

c
'

と
し

て
遊
び
、
山
崎
人の
あ
ひ
だ
に
踊
て
の
一
線
が
な
く
な
っ
て
こ
そ
伺
ぬ

の
か
恥
ゐ
あ
る
と
司
へ
よ
弓

・

ぴ
っ
た
り
〈
つ
つ

一
い
て
く
る
の
で
あ
る
-
m縦
が
慌
み
に
艇
に

一膨
れ
ば
恥
の
峨
W
に
件
びh
wつτ
、
総
概は

こ
れ
J
Rあ
や
し
い
と
机
っ
て
ゐ
た
が
殺
し

.‘, 

.•. 

e
併L同

小
肉
店4
坊
、

-
山
況
の
町
駅
か
ら
、
山
町



、
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況
の
封
仰
が
織
の
い
て
ゆ
〈
の
を
骨
品
し
て
、

m
w品川
に
で
ふ
す
が
り
た
い

、
，3
a
ち
h
a
a

包
ぷ
ん
ま
ん

"
e
R
L
V
し
た

の
だ
匂
手
守
し
て
結
党
今
宮
・
で
・
凶
ゑ
に一
番
ザ
さ
し
か
っ
た
私を
お
ふ
こ

と
に
よ
っ
て、
山
川
併
の
縦
し
さ
を
か
ら
占
ヲ
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ほ
ど

r
j
a

v
-
-

ι
 

に
か
跡郎
では
な
い
と
し
て
も
.
昨砕
す
るに
附
じ
こ
と
だ
。
少
し
づ
っ
伸

し
て
ゆ
く
お
の
れ
の
信
仰
の
掛
躍
を
、
ル
町
の
抵
で
ゆ
め
よ
う
と
す
る
の
で

-
hh
 

あ
る
.
か、
そ
れ
に
し
て
も
可
憐
で
は
な
い
か
ω

必
と
邸
と
、
が
躍
に
お
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
、
山
内
は
こ

『

の
一
恥
に
よ
っ
て

s
r，mし
た
い
。

一

0

一

z
b
z

陸
均
衡
ま

隻
巴
h
v
'

←
し
か
し
駒
ら
し
た
烏
に
概
り
並
び
を
見
え
さ
せ
る
こ
と
も
旅
必
裂
な

ζ

帽
院
院

'

l
v
u‘
ル
傘

"
-
M

h
Fゆ
n
i
b

と
だ
。
あ
ま
り
叩
や
か
し
勧
ゲ
て
劃
滝b
z離
さ
ず
に
併
く
と、
飼
だ
が
ゐ

な
い
階
に
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
や
う
な
総
舵
民
投
グ

、

そ
の
蹴
総
は
蹴
鰍
誠
勝

b
r
h

，
、i
"
"

ι
w
'
J、

に
の
漁

ゼ

鮫
に
な
っ
て
必
A
Mす
る
。
つ
ま
り
快
今
と
し
て
鎗
し
喰
な
い
た
め
、
慨
を

応

々
h
y
h

・

h
s司

崎
山

食
べ
な
く
な
っ
た
り
、

脳
に
銀
併
の
そ
来
し
た
り
す
る
の
だ
。

m叫
法
肢
の
・
総
に
ゐ
る
ヨ
シ
プ
イ
な
ど
も
、
ル
献
は
そ
の
一
保
で

、

一
酌

問
一
・
泌
附

と
い
ふ
叫
協
に
仰
℃
ゐ
る
あ
ひ
だ
は
、
す
っ
か
り
や
伸
郎
に
な

っ
て
、
恥町
中
川
山
の
踏
が
賊
ヘ
グ
慨
を
も
郵
附
け
よ
う
と

し
な
い
。
駒
山
田
に

，
、
‘
，
b
a

怠
い
ロ
忽
ゐ
だ
ん

υ

口

を
削
っ
て
側
内b
E入
れ
て
や
っ
て
も
吐
会
川
し
て
し
ま
ひ
、
普
段
な
ら
日

に
十
茸
院
のド
ゼ
ウ
を
従
べ
る
と
こ
ろ
を
、

一
・
問
ぐ
ら
ゐ
し
か
静
物
を
泌

h
-
u
a
'
へ

h，
‘
干

し

は
し
な
い
。
だ
か
ら
絞
か
ら
跨
っ
て
み
ろ
と
、
見
る
も
げ
っ
そ
り
と
痩

-Ft
 

せ
渡
へ
て
よ
ろ
め
く
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
ω

-局
窓
‘
・
a

，

て
ス
に
も
か
う
い
ふ
の
が
あ
っ
た
"
や
は
り
絞
り甘
や
か
し
沿
グ
た
た

.
，に
、
、
・
.
，

め
に
、
私
と
い
っ
し
ょ
で
な
け
れ
ば
片
時
も
め
・
ソ
れ
ない
と
い
・4
ぬ
に
な

2
2
R

』
し
広
島

A
A

え
?
令

っ
て
し
ま
っ
た
。
捌
か
ら
晩
き
で
私
や
・
取
れ
泌
す
た
め
、
到
瑚
-
Aら
J
t

F￡
“v
u

-
-

し

畠

z
a
v

剰
を
起
し
て
死
期
を
早
め
た
。

と
‘
"
、

』

'"

L
F
M
V

7
4
w
J
H

て
J
H

し
か
し
こ
の
凧
に
し
て
も
人
の
情
.
ぬ
の
悩
に
ど
れ
ほ
ど
の
控
庭
が
あ

M時
‘.
Z
M
K
A
'

・p
・

3
9
・

a司
を
ρ

‘

る
か
と
紙
ふ
林
併
が
あ
る
。あ
る
ひ
は
ぬ
が
通
術
性
と

し

て
持
っ
て
ゐ
る

蜘
鮮
の
慌
の
雌
き
も
さ
う
で

、

総
つ
かの
似
を内
庁
占
に
川
町
っ
て
山
間
俳

υ仇
町

は
仰
向
悌
な

の
だ
。

川
町
の
卦
っ
て
ゐ
る

の
は
、

し
か
し
知
跳
の
紗
黙

の
こ
と
で
は
な
い
。
ど

五
三
内

e
-
=
e

Aヲ
宇
、

こ
ま
で
も
怖
の
快
界
の
\
以
で
あ
るω

，
‘
包
官"
E

・ν
τ
'
h

屯

氏
尽
‘

，

Z
L
W

(
以
上
山
仙
の
何
ぬ
に
聞
す

F
旬
以
は
す
べ
て
放
し
飼
ひ
の
路で
あ
る
J

一復
讐
す
る
鳥

1
1
r
フ
リ
カ
の
グ
ン
ブ
伊
慨
に
ゐ
る

鰐
邸
と
一
昨
一

一ふ
似
はm
mの
紛
冷
静
し
附
し

て
は
、

そ
こ
へ
一
心
昨

ψ
-が
つ
プ
ゲ
\
一

一だ
が
、
野
し
は
川
慨
が
そ
の
伸
蹴
に
促
し
即
し
た
鮫
の
都
例
か
を
鰍
へ
な
一

品
か

し

を

e
'
'
r
t

・
に
ん

グ
ん

-
z-
E
弓

p
，
，
【

一
い
と
、
こ
の
が
Mm設
な
応
は
、

そ
の
次
に
は
必
ず
ん
間
そ
猛
m
mで
ぶ
蛇

一

悼
%

‘
，C

・

E

・

-
S
A
I
l
h

由

一
の
ゐ
る所
へ
誘
ひ
川
し
て
引w・
慢
す
る
そ
ヲ
で
あ
る
。
ふ
ん
一
外
同
人
'
刀
ニ
h

一の
脱
の
般
的
山
で

、

し
こ
た
ま
併
を
的
や
め
た
が

、

そ
の
M
h例
都
仏
・
か
ら
料

、

一し
て
鴨
川
が
般
航
す
る
も
の
か
ど
う
か
を
昨
め
す
た
め
一
慌
の
鰐
の
約

一

~
虫
、

h
・
・

'
L
w
z
'
C
Y
4
9

秒
、

.
E
M
4

.

、

{
抑
そ
即
へ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
米
首
に
仔
そ
諮
れ
た
一
恨
の
京
大
た

m
m
一

勺
る
と
ζ

ろ
に
お
び
き
附
さ
れ
て
叙
〈
祭
然
ひ
か
け
た
そ
ヲ
で
あ
…

ぷ



• 
るて 宵一一ーも つ 背・の ・もーーー の

t 

( 17 ) 

大:
，去，ぞ

....，ー らl
l

子

伸の

ぴ

供

草

の

は序

のが獄2
-E 子午でこ 秋 縦
つ供Z あれ の は 主主な
のにる tt a 
数竜 野まが古こ り花い比とる
J民す 、今Z けにろしぞひ
とる苔主集E るぞい イE と
も匝杭 .IÌ { 仼 ëb ろ はつ

な
る
や
う
に
蹴
は
れ
る
。

ど
う
か
す
る
と
存
慨
を
『
鮒
な
る
ひ
と
つ
ね
」
と
掛
へ
て

、

対
日
八
の
盤

る
芽

だ

、

内

-憲
A比

主乞

山

に
W
め
て
か
川
町
中
や
う
な
伊

併
がM引
い
の
で
あ
心

。

和h
Tに
は
抑
炉
の
戒
が
あ
る
、
そ
の
か
は
山
即
し
て
対
日
ハ
が
制
慨
し
て
ゐ

r
h

{
t

h
k

‘
・
:

る
や
孟J
な
、
弱
々
し
い
も
の
で
は
な
い
、

済
、
大
人
の
持
っ
て
ゐ
る
力
よ

-
m

ヲ
よ

2
f

り
も
、
大
き
く
・
m
mく
、

災
し
い
も
の
で
あ
る。

伽
び
る
都
瑞
の
炉
の
対
磁
さ
よ
。

一

鰐
艇
は
鶴
m
m
の
献
で
あ
る
と
九
ず
は
れ
て
ゐ
る

、

す
べ
て
の
艶
卵
、

鶴
間
以

は
籾
慌
が
の
蹴
献
で
あ
る

・

山
仰
が
れ
の
側

、

関
川
町
を
つ
れ
て

、

滋
く
の
村
明
榔
の
淑
断
的
を

h
rに
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
阿
川

リ
引m
w
ち
あ
げ
ら
れ
る
椴
貯
の
町
〈
蹴
っ

て
以
内
村
に

按
っ
て
ゐ
る
附
雌
を

h
rて一
開
店
が

「
あ
h
、
わ
か
っ
た
、

m
rが
訟
へ
あ
が
っ
て
帥
い
%
に
な
る
ん
だ
よ
ご



• 
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子る 子ζ

{l~UJ主E
tま の
大ま溜奇

書i 祭
~..の
で Zゐ
あ対
るさ

際
備
は
山
町
仰
向
の

m
m切
で
ある、
あ
り
の
ま
与
の
誠t
M州
仲
に
必
献
す
る

か
と
鈴
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
眠
術
併
械

の
か
が針
作
る
の
で
あ
る
。

似
叩
蜘
m
M叫で
宇
似
た
ち
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

さ
せ
た
。
日目
い
舗
が
一
つ
山

以
靴
般
の
慨
に
は

バ
ま

れ
で
ゐ
る
の
を
ゆ
た
字
以
側
か
、

「
叫
ん
広
、
お

銭
が
担
仰
い
お
宇
舗
を
け
宇
に
た
べ
て

m
m特
の
露で
あ
る
・
七
千
慌
た
ち
を
つ
れ
て

蹴
へ
和
っ
た
・
お
蛾
献
は
慨

が
熔
か
っ
た
の
で
た
れ
ず
、
能
艇
を
た
べ
さ
せ
た
、
ド
似

た
ち
は
似へ
刈

り
た
〈
て
た
ま
ら
な
い
か
ら
、「蹴
をh
xて
く
る
」
と
皆
っ
て
か
け
印
刷
し
て

作
っ
た
が
、
鋭
い
で
献
っ
て
貯
て
、

『
仰
い
削
除
い
;
、
慨
が
お

懇
仲
慨
を
た
べ
に
仲
っ

て
ゐ
る
か
ら
、

蹴

一
一

が
な
い
よ
・
・
・
・
。
」

子
倹
の
人
形
芝
居

t
g
指
g
-
3
8
内
山

窓
盆

氏

4院

能
さ
・

ゐ
ま
す
よ
・
」

あ
る
邸
の
こ
と
で
あ
る
、

m
h
'
さ
ん
が
、

「
お
併み
に
砂
押
鴎
へ
作
っ
た
の
よ
、
れ
仰
の
隙
り

の
お
%
に
、
ミ
ラ
ー
さ
ん
と
宇
中
間
m
m
M
が
ゐ
ま

し
た
よ
:
:

。
似
品
川
晶
、
配
幣
刈
っ
て

、

お
併
が内ゆ

ら
ぶ
ら
な
の
ね
。」

間
前
山
川
の
鍛
の
苅
き
い
こ
と
を
品
川

h
rは
耽
艇
と

L
F
M
V
ほ
e

t
い
E

-
Ra‘
，
ι
w
a

鈎
身
と
か
の
制
度
の
ぷ現
し
か
な
し
仰
な
レ
、「プ

ラ
プ
ラ
」
と
お
践
し
た
の
で
あ
る
・

ド
慌
の
お
蹴
の
総
泌
さ
、
際
川
仰
さ

・

-
一
小
川

制
は
お
邸
側
併
で
あ
る
・
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ー一

一

対
日
仰
の
除
携
は
践
し
さ
守
一
附
く

砂舗
がm
mいが
、
よ
し
ん
ば
毘
し
い
耽

放
を
し
て
も
、
川町
山
川
の
mw械
の
た
め
に
、
取
は
融
制
糊
燃
の
た

め
に
、
あ

a

，
，
、
，

d
-
e
E

a
"

り
の
ま
L

に
楠
田
明
滅
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
・
一
何
の
思
創
刊
・
家
と

一
疋
は
れ
た

刈
が
、
ル
咋
問
料
の

m
mに
限
れ
て
鈴
慰
す
る
鰍
を
あ
ま
り
に
も

m
m〈h
xせず

g
tら
れ
て
ゐ
る
。

総
肢
の
蹴
で
お
っ
た
。
仰
は
』
っ
た
ば
か

り
の
胞
を
「
拶
玄
恥
だ
な
あ
」

と
航
似
し
て
貯
て
ゐ
た
や
似
た
ち
.
コ
仰
が

、
川内
怖
を
す
ま
し
m
mび
舵
め
て

ゐ
た
が

と「
云いな
ふん
とだ

母そ
が少さ
、 し

.fj~ 
『
、

く
な
っ
た
様2
ね

「
あ
た
り
ま
へ
だ
よ、
あ
ん
な
に
醗
く
照
っ
た
ん
だ
も
の

、
却さ
く
hpえ

ス
W
咋C
。

」
邸
側
関
へ
作
っ
た
備
の
こ
と
、
キ
H
Y
守
山rて
ゐ
た
や
似
た
ち
が

、

「
キ
p
y

っ
て
悦
が
な
が
い
の
ね
、
明
昨
は
そ
ん
な
に
な
が
く
な
い

よ
a

d
e

・

為
れ
、
ハ
ッ
パ
(
航
機
〉
の
御
飯
を
た
べ
る
た
め
に
な
が
く
な
っ
た
の
だ
よ
。

」

志
向
の
船
鰐
の
即
麟
究
開
限
さ
@

み
'
…
慨
は

あ
り
の
ま
L
が
館
山
駒
山
昨
撚
る
怒
し
き

m
V船
艇
で
あ
る
・

四

、

• 

7
4
7
yス
の
税
制
令
税
制
と
し
て
婦
か
れ
た
る
ユ

l
J
J
lの
ν
-
ミ
ゼ

ラ
プ
ル
を
酔
ん
で
そ
の
餓
併
が
り

却
さ
に
慰
叫
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
十
慌

の
m
M
m
の
特
に
も
ユ
ー
ゴ
ー
の
健
全島
峨T
」
と
が
m
h
r
る
。

関
知
た
ち
が
m
r削
減
札gm
w
い
て
ゐ
た
、
依
一
一
.
さ
ん
が

、
以似
た
似
附
糾
一

ぱ
い
に
m
rいた
が
、

同
川
が
対
き
く
て

M
m苧
だ
け
し
か
砕
け
な
く
な
っ
た
@

「
お
や
、
税
の
宇
が
酢
け
な
く
な
っ
た
か
ら

m
w
m蹴
に
し
て
や
れ


倣
一
一
言
ん
は
戯
の

m
wのぷ
に
一
持出向
で
蹴
を
砕
い
た

、

・
す
る
と
限
り

に

ゐ
た
川
町
知
さ
ん
が
、

『
時
か
ち
が
ワ
ァ

、

皿
山
下
が
蹴
は
税
の
吟
か
山

W・
れ
て
ゐ
る
ん
だ
よ
」

と
ねAふ
と
、
倣一
一
一さ
ん
は
松
野
な
も
の
で
、
冨
シ
と

税
の
肋
の
ぷ
に
も

-
純
制
仰
を

m
wいて

「
ヤ1
、
献
般
や
だ
l
」

蹴
酷
い
の
は
宇
似
た
ち
の
恥

VM
m艇
で
あ
る
・

「
川
刊
さ
い
続
の
刊
に
が
は
川
町
一
川

伸
に
?
・・
・
除
ず
だ
よ
」

-
ヲ
《

p
-

u

e

旬
開
，
、
尽
か
盆

「
木
の
よ
か
ら
滞
陶
をm
て
務
ち
て
来
る
も
の
何
に
?・・
・
・
柿
だ
よ
』

「
お
臥
の
ぷ
に
蹴
煎
砥
一
つ
仲
に

p
:
:
邸
内
庁
か
加
え
た
と
こ
』

“
‘'"

u
a島
"
"

「
む
い
て
も
む
い
て
も
な
く
な
ら
な
い
も
の
は
何
に
・
・
?
頭
の
毛
だ
よ

』

「
隣
つ
ば
の
村
に
蹴
刊
一
つ
仲
に
?
・
:
お
除
だ
よ

』

k
a
M
m

の
郎
悦
却
の
倖
齢
さ

、
対
さ
-

k
a町
内
は
ず
ん

が九
都
で
あ
る
・

• 

4‘ 
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五

側
側
の
脱
却
は
階
械
で
あ
る
、
俄
釘
で
は
は
と
ル
ひ
、
川
刷
的
制
で
は

mぬ

と
骨
ひ
、
似
側
で
は
幹
蜘
町
と
恥
ぶ
@

七
一
'
山
内
の
間
側

ω
は
僻
山
川
町
械
に
ま
で
川
町

H
J・
むの
で
あ
る
。

am
ん
巴
愉

e
h
a

，
、
h
H寓
ん

ね

間
見
が
容
で
す
っ
か
り
托
冷
れ
て
る
る
花
岐
を
え
て
、

「
聡
や
お
淑
は
蹴

M
m慨
さ
う
ね
、

裁
が
つ
も
っ
た
ら
滋
が
山
吹
か
な
い
よ

誌
を
と
っ
て
や
る
と
い

L
の
に
な
あ
よ

あ
る
崎、
却
の
ド
が
仇
w
pを
犠
し
て概念
抑
っ
た
ω

却
のも
一よ一
一
一
一
一
一
川

で
、「

似
品
川

U
M明
の
や
が
静
ゃ
れ
た
ぬ
し
ま
し
た

、

附b
E伸
っ
た
の
よ
・
」

叫
に
勝
手
ち
ゃ
ん
が

「
鉱
山
旬

、

市
陳
さ
う
ね
、
低
防
御
晶
.
、
ま

す
ね
。
」

m
mと
一
昨
ふ
手
側
の
時
蹴
似
の
鉛
し
さ

、

小
一
'
傑
は
北
川
品
料
館
一

wで
あ
る
。

や
さ
し
さ
で
あ
・
ヤ
ヲ。

結

目
的
は
こ
h
に
十
ば
か
り
の
下
似
た
ち
の
付
紛
の
松
川
党
総
…
し
た
に
町

-
C
降
、

ζ
P
E
e
p
-

-

M
r・
-
の

'
s

ぎ
な
いv
。
毎
日
子
供
に
接
し
て
ゐ
T
子
供
た
ち
の
仰
び
よ
う
と
す
る
力
の

u
m暗
つ
よ

H
"
n

，
司

い
か
に
大
き
〈
強
い
か
と
云
ふ
こ
と
に
湾
か
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
、
銭
円
の
却
炉

の
m
h
z
w賦
一
時
・
な
対
必
誌
、
対
鶴
一
服
襲
、
対

, 

快
勝
守
怒
務
・
加
が
鎚
れ
る
で
含
う
こ
と
あ
れ
て
は
な
ら
た
い

h
vびよ
瓜
炉
よ
・

対
日
制
に
蹴
〈

|
1
・

一

DL1・
，也、逆

• 

る
• ，、

し
悔
a7
f
h
'
h

き

習
慣

軍
ん
す
ー
よ

λ
・
‘
「
ι

ル
暑v
t
e
，
、

銀
耐
刊
の
伐
作
川
の
小
に
、
帥
吋
ん
町
古

紙
u
w
m
叫
が
ま
じ
っ
て
ゐ
る
・
町

一
艇

で
e
淘
M臨
み
品
官
制

W
H

匝

的
大
き
な
胞
も
附
て
ゐ
る
が
、
腕

誠
司
ご
み0・
~
とr
ro
で
あ
ら

h
d
，
i
κ

争
p
d

ぅ
、
ほ
ん
の
仙
刊
か
ば
か
り
の
H
刷
物

.“,
HVAJ 

を
滋
ベ
て
H
Mっ
て
み
る
の
が
ゐ

る
。
が
る
側
、
そ
の
川
町
を
織
り
か

九
る
と
、
対
敵
同
制
の
が
.
〆
、

ふ
る
制
哲
"
、
ぞ

そ
の
古
道
具
肢
を
ひ
宇
か
し
て
ゐ

K
G

あ
い

た
、
そ
こ
に
説
ぺ
で
あ
っ
た
、
明

凶M悦
叫
判
部
併
と
ゆ
ム
ふ
の
で
あ
ら

川
ト
・z-

‘
"
"
"
‘w

ぅ
、
〈，
の
よ
り

f
っ
と
大
形
な
-
h

十
一
聞
紙
偽
を
い
じ
〈
り
な
が
ら
、

、
，
、
.
場

『ζ
れ
は
拙
河
川
円
だ
h

作
事
い
こ
、
、
、

企

と
そ
の
"
が
お
や
ぢ
に
聞

い

I 

て
ゐ
る
。
『
五十
一
似
た
J
J
宇
中
。

a
p孔
ぷ
み
か

F
・
D

・
-
z

考
へ
て
え
る
と
、

市
砂
は市
〈
て

も
殿
山
山
で
も
制
服
す
る

-
K十
…
概
M
W
W

，
、
h
H
A
e

貨
を
院
に
な
ら
ペ
て
そ
れ
を
・
九
十

a
Tゐ

a
，
，
拘
九

崎
哨
だ
♂
慌
てゐ
る

の
も
イ
尖
し
な

"
e
ι

問
。
ふ
砂

F
己
い

跨
だ
が
、
そ
の

紫
H
Aの
m
切
の
バ

ム
'o

ふ
こ
と
が
ま
た
旧
制
っ
て
ゐ
た
、

内
十
日
忠J慨
にM
Hけな

『ど
・
ヲ
だe

銭とたとは い
!、 深存 4r 、 古it か
rl'・な J・ やiJ'l近著・二
つの 初主ん 共f
てで.1""~で ß"
行いあ 1t J4 もで

つらをーま 物き
たう!向かを
。 ei抑担当 i m 

1・・)~ ):tJS ti ふ
Fi. 干~ U�. a事き
・1・しだに

、

一一一一一一
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朝?

顔:

徐主

慨
艇
に
つ
る
ぺ
恥
つ
れ
て
も
ら
ひ対

齢
れ
で
も
飾
っ
て
ゐ
る
制
り
だ
が
、

下
・
苧
な
慨
郎
m
mり
の
山
内
に
は
蛇
せ
ぬ

a
m
-
q

，
、

此
郊の
あ
る
旬
だ
。

川
町
は
m
w
m
山
川
町
一蹴
、
保
凶
以
り
の
射
紗
を
制
的
く

M
m粥
さ
せ
る
般
に
慨
儲
い
じ

り
や
縦
め
て
か
ら
、
館
山

a
mぬ
仰
な
糊
叫
ん
で
ゐ
る
。
鰍
し
糊
叫
ん
で
ゐ
る
と
皆

ふ
だ
け
で
、
h
Fだ
中w
m総
燃
、山
町
術
館
に
m
mm仰
の枇
炉
を
し
た
と
附
い
は
な

い
が
、

加
仰
に
配
す
る
感
慨
は
使
館
に
熔
〈
な
っ
て
伊

t
の
を
廊
ず
る
・
聡

ム
ポだ
っ
て
似
微
だ
と
骨

・れ
仇
低
ひ
は
一
総
の
尽

に
は
m
m州
併
み
佐
め
な
い

舵
膨
ら
し
い
。

書
に
伸
、
峨
郡
い
か
骨

p
m舶
の
八
十
八
h
tか
ら
、
慨
俗
安
で
の
七
寸
前
皆

同
刊
の
宇
都
と
川

w
m
m
は
蹴
対
燃
の
も
の
で
は
な
レ
。
山
町
づ
必
が
、
・
が
腕
砂
、

内
側
介
ど
縦
慌
に
創
刊
引
な
}
似
の
制

御
、
いt
/
\
杭
h
r内
し
T
却
炉
ま

ゆ-
b
e

仇
一ν
ほ
氏
陣
〈
・

5
e
q
e

で
の
秋
以
と
待
濯
し
S

、
艶
っ
た
竣
色
で
も
町
ゃ
う
も
の
た
ら
、
そ
れ
・

そ
対
山
町
WMだ
。
山
町
併
の
や

ι
γ詐
て
る
や
う
な
も
の

で
、
『
削
除
な
般

を
m
mせ ~だ

JrJC..ん

木

村

曾

根

ょ
。
対
的
帆
の
栂
を
つ
け
よ

l
』
と
恥
が
な
一
昨
叙
じ
駁
し
て
ゐ
る

・

対
鱗
へ
脱
し
て
か
ら、
h
rmを
m
mり、
脱
惜
し
て
酔
い
た
貯
叫

m
b
t
や
っ

た
り
、
船
山
仰

の
お'
bれ
、
鋭い
の
も
都
い
の
も
、

出
動
な
般
に
前てゃ
う

の
一
批
で
鱗
し
い
料
館

に
倣
っ
て
し
ま
ふ
。

も
う
、

う
っ
か
り
慨
世
間
切
は

し
て
ゐ
ら
れ
な
い
。い
や
、
械
に
な
る
の

が
俄
縦
し
い
。

赦
ん
燃の
苧
をと
っ
て
、
一
が
一
併
を
磁
ぶ
駅
路

の
知蹴
は
か
う
一
昨
っ

た
も
の
だ
ら
う
。
一
蹴
の

m
m鯨
織、
一
一
恥
と
で
も
卸
っ
た
も
の
か
。
恕
と

内
需

‘Fa
O
E

，
Fん
b
b
t
μ
t
n

人
と
の
隔
て
は
取
り
除
け
ら
れて
、

自
動
自
身
芯
に
な
っ
た
?
ヲ
な
祭
持

に
、
ひ
ょ
っ
と
野
れ
な
が
・

り
昭
和
す
る
鴎
慨
が
あ
ゐ

も
の
泌
。

o
 

・
e

・'
a

併
R
a
a
v
k
a
V
・P
・
-
.
，
，

V
M

町
内

或
7
Q時
、
弘
は
御
間
同
ドh
M然
た
小
併
が
、
う
っ
か句
鉱
を
い
ぢ
つ
少
の

はM
日
比r
、

ご
と
り
タ
1

」
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と
一
嚇
し
た
が
、
そ
れ
ば
酢
況
で
も
淑
く
叫
旬
、
誠
じ
い
郎
殺
だ
っ
た
。
が

鰐
も
僻
邸
競
い
た

と
h
Fえて
、
制
的
く
は
あ
っ
け
に
と

ら
れ
て
ゐ
た
。
山

町
も

.

.
 

、
、

.
』
.
、
，
金

。
‘
"

'・
伊
含

h
F
W
'

N
mし
ば
か
り
て
れ
て
、
そ
の
小
備
を
極
へて
、
訓
郡
と
一
玄
ふ
も
の
が
如
何

‘
問
、
b

，
、
偽
晶
司

ぞ
仇
ま
'

に

m
e聞
な
もの
か
、

ど
ん
な
に
持
努
と
艶
し
みが、
-

』
の
一
僻
に鰭
っ
て

E
-ぞ
，
、

&
e

・
畑-
r
a
v

品
川
川
凶

ゐ
る
か
な
杭
川
崎
と
設
い
て
側
聞
か
せ
た
。
そ
れ
か
ら
そ
の
小
併
さ

ん
は
籾
釦

の
鍛
へ
は
併
な
く
な
っ
た
。
即
時
穴
し
な
諜
だ
が

、

昨
併
のm
w織
に
蛇
は
伊

け
な
い
も
の
で
あ
る
。

七
十
民の
取H
mが
抑
制
ひ
ら
れ
て

、
叩
怖
が
除
く
そ
の
磁
び
は
→
宇
宙

m
wで

は
骨
ひ
獄
は
せ
な
い
。
鰍
臓
部
の
勝
を
照
へ
る
だ
け
で
は
な
い
。
孤

齢、

勝
側
、
館
館
な
ぞ
、

J
eつ
寸
つ
が
川
町
併
の
舟
鋭

の
鶴
川
純
で
あ
り
、
政
れ
の

‘
，

K

戸

香
川
叫
と
砲

の
MU斡
却
が
こ
ん
な
に
も
貯
誠

に
ハ
伊
山
れ
だ
け
で
は

必
く
と
も

そ
う
蹴
ず
る
〉
貨
を
織
ん
だ
縦
し
さ
を

し
み
作
\
と
燃
ふの
で
あ
る
P

仲
昨
か
、
部
川
で
が
炉
一
制
限
ひ
貯
い

と
宇
中
品
仰
が

あ
っ
て
、
ゃ
れ
な

が
ら
鰍
ら
か
酢
憾
の
川
町
知

る
対
蹴
を
や
っ
た

店
、
的
く
して郎ね
る
と
、

あ
の
般
は紛れ
て
佐
保った
ぜ
と
が
U
M
Uなこ
と
を
?
っ
て
ゐ
る
。
川
町
は

船
一
皆、、
山
町
貯
は
、
と
〈
ど

J
1
と
諮
ね
る
と
、
へ
え
、
そ
ん
な
も
の
か

ね
、
と
安
ふ
訟
容
で
、
こ
れ
は
榔

苧
が
鶴
か
っ
た
と
僻
む
鰐
して
山
内
持
っ

て
勲
た
・
粧
を
癒

す
る
m
w
m
ち
は
、
前てち
」
と
の
為
る
掛
川
で
な
け
れ
ば

械
的
じ
は
鰍
ら
な
い
か
ら
、
対
仰
を
野
っ
て
も
問
中
世
が
な
い
。

も
う
、
加
仰
は
企
き
も

の
で
あ
り、
対
加
円
山
況
に
骨

へ
ば
川
町
似
の
似
の
一
地

W

M山
が
そのm
mに
ゆ
え
て
ゐ
る
や
う
に
も
邸
へ
る
の
だ
。
そ
し
て
即
針
ば
か

り
か
、
苧
務
を
鈍
っ
た
釈
明

の
税
が
段
び
、
こ
れ
を
ル
る
純
必
ま
で
が
雌
叫

ん
で
貯
れ
る
・

砲
さ
へ
も
時
ば
し
m
mに
貯
え
る
の
だ
ら

ι自由ー・

o
 

h
pだ~
r
M
れ
でm
mな
ぞ
を
嚇
慨
し
な
か
っ
た
ゆ
仰
は
、
ど
ん
な
淑
も
対

し
て
鮮
に
も
し
な
か
っ
た
が
、
政
苧
千
苧
に

か
L
わ
ら
ず
、
総
か
お
'
で
総

概
して
h
xると
、

山
町
必
の
縦
慌
の
然
出
町
を
蹴
ふ

か
う
ば
か
り
で
は
な
く
、

砲
の
備
を
臨
ず
る
と

で
も
骨
ふ
の
か
総
炉
に
純
献
な
、
』
と
は
向
山
鮮
な
く
な

る
。
し
ほ
れ
かA
っ
た
般
で
き
へ
、

m
m仇
に
燃
慌
に
か

て
る
の
は
鮮
が
組

め
る
。
慌てるも
の
と
市
つ
も
の
と
の
慨
併

で
あ
ら
う
か
。

み
す
は
=
一抵
の
鰍」
と
すが
、

m
m黙
り
の
訟
をu為
替
〈
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を
船
越
し
て
ゐ
る
。
菩
き
と

撚
械の
容
は
離
か
に続に
似
般
を臨し

ば
し
たが
、
そ
う
骨
ふ
械
は
掠
械
を
船
越
し
た
と
こ

ろ
に
撚た
僻
織
だ
と

腐
って
ゐ
る。
六
J
M七
ず
れ
も
す
る
和
慌
の
対
継
は

、
低か
ら
概
磁
を
恕
す

る
ばの
苧
に
よ
っ
て
の

み
向
山
知
る
も
の
で
、
刊
内
部に
う
ら
や
ま
し
〈
な

る
。
こ
う
F
b
A
m
慨
は
例
の
め
町
紗
と
で
も
守
山
の
で
あ
ら
う

。

• 

。

向山
知の
め
町
い
の
は
附
裕
に
し
て

仲
山
町
ま
で
も
織
っ
て
お
〈
。
尽
に
貯
せ

る
と
、
特
に
は
仲
ん
だ
つ
ま
ら
ん
と
酢
ふ
や
う
な
鱗
を
す
る
も
の
も
あ
る

が
ほ
う
/\
と
燃
以
に
脱
枕
し
て

骨
れる
も
の
も
あ
る
。
問
じ
ゃ
う
な

も

の
だ
が
、
仙
w憎
併
にもん
町
め
ら
れ
る
と
縦
し
い
.

附
栂
も
寸
ボ
d
h
w
坊
の
た
る
も
の
だ
が

、
う
ま
〈
m
m
r
る
と
叩叫んど
慰
卸

‘
，A
，
、
一
同b
e
君

"
v

e

陪
必
鷹

し

な
い
か
ら
、
開
花
年
月
日
な
ど
を
飽
入
し
た
り
、
そ
の
外
の
出
来
事
な

ぞ
も
→
ポ
駒
山
芯
し
て
お
く
と
、

m
m川
毅
し
い
間
帯
に
な
る
。
仙
川
が

和
町
れ
と

白
山
っても
宇
縦
し
蔽
い
も
の
で
、

か
う
骨
ふ
船
に
械
に
慨
す
る

感
艇
が
白

川
な
腕
で
だ
ん
/
\
総
くな
っ
て
伊
〈
の
に
昨
併
で
も
搬
く
躍
で
あ
る
。

鰍
蹴併
が
沼
山
刊い
て
、
こ
れ
か
ら
ま
た
い
そ
が
し
く
も
あ
る
が
鱗
し
い

'
憶
しW

私
だ
・ヨ伝鐙

主義
襲撃
多漢
裂沙

動小
綴山
秋え鰻
光竹
一五
雨漏.
花祭'

芭

it 

朝
顔
や

酒
盛
し
ら

ぬ
盛
り
哉

一一一一一一一…一一一一一一一一一一一一・
, 
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• 貴
族
院

伽w税
僻
の
椛
も
針
か
ら
う
と
祝
じ

ま
す
が、
抑的

は
め
ぶ
阪
の
氏
、
艇

で
一
ゃ
を
焔
っ
て
、
一
鉱
山
市
関
忠

誠ψ
鋭附
践し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
忠
仰
け
ん
ハ
刊
、

府
併
で
は
こ
れ
に
跡
的
問
問
刊
さ
っ
た
加
が
封
臥

で
、

百
四
十
眠
、
縦
断
に
紙
猷
な
さ
る
放
が

十
蹴

阿
川
あ
り
ま
す
・
こ

の
お
ど
はJ駅
前
議
い
て

め
ん
L
w
・

3
v
a除
&
"
"
ヒ
H
V

お
る
の
で
す
が
・
ま
た

一
削
如
何
符
仰
の
議
戒
が

総
い
が
を
知
る
も
の
と
し
て
肱
縦
に
酔
え
な

い
の

下品 で
怠お~
L 、 11f!句り

ま 綴雪ま
し様 す
ての。

、 !戚

そ Ja13
~l.は
4主 事Ilb

GU 刷局

111" 鐙号
来、 5日
土2 イ醍
'つ;()~
てお
お摘・
り き

の

地
裁
等

食
接
続
書
記
官

ま
す
が
、
が
一
階
窓
出
品
そ
の

般
に
砕いて
町
下働
協

に
抑
制
限
し

て
お
りま
す
。
慨
に
政
せ
宵
四
十

前即
応

の
桃
川
町
の
御
幣
勘
に
な
る
も
の
で
あ

り
ま
ず
か

ら
、

鴨
川
し
く
抑
制
ふ
税
に

は
獄り
ま
せ
ぬ
・

。

こ
の
お
川町
総
綴
の
協
に
白

川
と
船
艇
い
た
し
て

お
る
慨
に
雌
っ
た
こ
と
を

こ
・
一
お
慨
し
ま
せ

九

時
鏡
検
問
仙
の
一
訟
に
舵
怒
が
御
忌
盟
問
山

町

ñt;. し
がそて
、れあ

ZT.{まり
年?問主ま
言。E じ ず
の tte

。

コ，，~ ~矢?
隠さ ほ2
8 ・ 1こ;
、 部?

月g め
漣t て
のお
蹄安ら
りれ
に た
戸& 或ゐ
越f る

石

• 

橋

徳

作

の
臨m訟
を
瀦っ
て
お
ら
れ
る
と
一械
の
治
部町内出店

の
開
銭
に
抑
制

御
砂
ポ
献
の
般
が
駅
ってお
っ
た
の

で
、
そ
れ
そ
川
町?
ヲ
と
村
ヘ
昨
日
パ
ら

れ
る
と
、

一

応
い

句

g
'
島
、ん

ω
m

臨
の
地
臨
時時が
そ
こ
に
泣
か
れて
あ
り
ま
す
・
そ

の
携
は鮫川町
一
鉱山
叫艇の
た
め
対齢
制
は
に
部
航

さ
れ
た
涜
な
の
で
、
そ
の
お伊
肢の
劫
必に
山内
の

こ
と
を
白
川
献
し
ま
し
て
、

町娘
か
も
そ
こ
に
お
川町一
臨機
を働
いて
ゐ
る
悦
な

使
ん
鷹

の
だ
か
ら
、
一
銭
お
出
し
・
な
さい
。

』

と
一rふ
と
、
そ
の
獄
の
体叫
心
は

凶
‘，Mm
L

--
h

明

『
で
は
万
十
銭
盤
上
げ
ま
せ
う
。
』
と
云
ひ
ま
す
・

ー・・・ ・ーーーーー一ー一ー一ーー・ーー・・ーー一ーーー・ーー
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『
い
や
、

ぜ
ん

一
銭
で
す
@』

五
十
似
て
は
な
い
、

す
る
と
訪
日
川
は
踏
ま
っ
て

『
で
は
れ
仰
が
一
総
統

M
る
よ
り
も、

の
ゆ
胤
燃
や
』
蹴
っ
て
ザ
・
お

い
が
、

-
位

争
の
方
に
こ

ど
う
で
せ

‘
ヲ

.
.
 
世

陀
u
n
3

・
b
L
w
e
区
h
'
』

S

砂
邑

と
大
鯵
熱
心
に
市
込
ん
で
来
ま
し
た
。
そ
の[ハ
も

砂
ぐ
そ
の
砂
で
総
併
が
川
町
供
給
る
の
で

、

一
勝
mw

h刷
砂

い
て
か
ら
に
し
ゃ
う
と
・
ぷ
ふ
二
と
で

‘

そ
の
日
は

念
、

そ
れ
で
飾
り
ま
し
た
ω

伊
川
が
山
聞
け
て

m
u
m
問
酔
のW
M
m
縦
め
に、そ
の

E
E

旬
、

人
が
訟
の
と
こ
ろ
へ
来
て
、

『
か
う-
Fふ
的
で
す
が
、
以
品
川
晶
、
附
ん
っ
て
や
っ
て

呉
れ
ま
せ
ん
か4

と
す
中
の
で
す
。
院
も
町
ぐ

m
m〈
と
宇
中
広
帯

は
山町hr
m和司
令
の
で
・

按
に旬
、
一
服
部
品
思
し
ま
せ

う
と
そ
の
必
と
一
織
に
降
臨
の
館
山
町
山
町
ま
で
山
町

船

鍾
可
智
有事
・
民
主
、
w
ん
い
ち

'
1

け
ま
し
た
ゆ
そ
の
お
地
隣
械
を
押
付
足
し
て
、

色
々

と
お
慌
し
も
し
、
対
抗
で
も
対
肱
川
悦
ん
で
が
か
蹴

，
、

u
p

リ
ザ
安
ゐ

っ
て
央
1引
い
と
云
ふ
こ
と
で
頂
い
て
阜
借
り
ま
し
た
匂

う
し
ろ
に
「
磁
制
ゆ
航」
と
伊
いて
あ
り
ま
し

ーーー・・・ーー-ー・"ー-ー--- -

i
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1
 

• 

こ 泊、 たは
とうごそ
で去いぷ h
はふ LM をー
な脅悼鉱即九
fhr 鋲T4L主

主EL鹿野註
l士郎 的てー;っ
戸 空t にe 識字
、 zh IRすに噛

za: 明悦完
りす仙位。 ::t-
まる惨ぃ;
すのふたで
。 はよしず
感2. ま。

い てし私E

-

-
a
F
.

、

ふ
ム
4
u

石
櫨
禍
簿
作

完
全

んのる員長2
・ lìU~ の様1 i説
般ににでそ 仰雪
れ 新E も安2 心h
ヵ:しな iU、 と
す いんし 云い
るおでま ふ
と :m! もしも
えいをなでの
ふ依士 い かは
こしのら不ふ
とたで別主恩し
なこすに議室
しとが毛l.f.. な
にが 、 治:も
そあ '(n小、云いの
うり 時'ひで
な ま も .f.J"" 、
っせそ け地写

" 
1111 

て
ゐ
る
の
で
す
。

お
約
締
栴
な
ど
を
昨っ
て
如
て
も
、
hrづ
附
郎

忽
怠

」
肝

ふ
う

-
--
V巳

織
に
お
そ
な
へ
す
る
と

設
ふ
除
で
、
統
校
な
ど
も

伊き
鰍
り
に
は
ち
ゃ
ん
と
お

ゆ
版
協の
献
に
お
酔

俳そ
し
て
獄
り
ま
す
・
凡
m
m加な
脱
俗と器
ふも

の
は
臥rmmに
政
ぼ
さ
れ
て
来
る
も
の
で

、
艇
に
縦

し
い
こ
と
だ
と
腐
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
拾

い

て
か
う
た
み
続
が
あ
り
ま
す

・

健
一
、
，
sa
u

さ
ら
‘

r
t
l
v
k

・
匂

Z
P

惨
事

電

b
z

昨
日哨
の
穂、
綜
舵
に
臨時
臓
の
縦
州Mb正
し
て
ゐ

た
h
FM
mがあ
り
ま
し
たω
対
肱
創
し
い
訟
の
事
町
内

一 一一ー・.・・ー・・ーーー一一ー歯肉ー・・・ー・ーー-ー-ーーーー一ー・・ー

だ
そ
う

で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
ふ
と
し
た
こ

M
r
・3
&

T

e
t
v巳

h
a
n

と
か
ら
病
紋
で亡
な
り
主
し
た
。
臨
時
の
北
に
は

椴
加
な
鮮
出
品

が
な
い
の
で
、
そ
う
安
ふ
砂
併

に
も

俄り
働
部さ
れ
な
い
の
で
す
が、
そ
の
鴫
は
山
町
も

山
町
取
る
だ
け
の
蹴
鰐
を

h
xてや
り
ま
し
た
。

す
る
と
あ
る
酢
、
そ
の
宇
の

鰍
が
れ
仰
を
璃
ね
て

.
雪@容

り
ま
し
て
、

司
郎
に
桝
艇
い
こ
と
で
し
た

ω
・ω
u
v
m
A
J

た
階
に

践
の
法
さ
ん
が
彩
で
術
館
弘
め
て
僻
て

刊
す
っ
た
ぷ
、
営地W・
お杭
ひ
で
お
猷
世
に
mTて
刊

l
l
'
1
1
 

.,
e'111111tBBIt-
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さ
い
ま
し
て
仲
ん
と
も
脱
船
の
し
ゃ
う
が
あ
り

ま

せ
ん
。
能
は
低
成
そ
の
お
蹴
に
政

り
ま
し
た
。
』

い
す

-
u

e

と
-
云
ふ
・
そ
れ
ま
で
少
し
も
聞
い
て
お
ら
な
か

っ
た
聞
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
は
山
内
も
対
い
に
脱
縦

し
ま
し
た
・
伽
聞
は
川
に
総
へ
ら
れ
る
の
で
な
〈

、

山
町

鶴
一
時
に
封
耕
鳴
っ
て
掠
猷
の
お
般
を
政
め
る
と
皆

ふ
鮮減、
I

m
p
-態
慌
の
た
め
に
鰍
いて

い

-
'r
玉
、
，
ひ

A
t
t

-

r
A

ゐ
る
と
公
・ip・
』
と
、
役所
の
め
・
に人
身
の
餓
心
の

航
っ
た
紗航
機を
鉱
山
配
し
て
ゐ
る
と
宇
ざ

と
・

こ
れ
ら
の
こ
と
が
山
町
燃
に
鈴
航
路
な
肱
似
を
取
ザ

の
で
あ
り
ま
ぜ
ろ
が、

こ
れ
に
は
肱
蹴
も
し

、
ま

た
町
内
即
批
対
い
に
続
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

の
で
す
。

。

か
う
骨
ふ
鵠
な
こ
と
か
ら

し
て
.
純
は
倣
慨
は

EE'

'LZ
 

符
で
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
と
考
へ
て
お
り
ま
す
。

山
内
は
山
町
奴

の
恥
・
を
対
ひ
ま
し

て
か
ら、
鰍
蹴
で

宇
山
内
が
持・
艇
の
総
統
で

m
rん
だ
知山
酔
をh
xます

ヒ

ぷ
t
H

取
。

惚

e

と
、
自
分
の
身
に
引
々
、
〈
ら
べ
て
何
ん
と
も
お
奴

の
献
で
な
ら
ず

、

m
mずそ
の
鱒
倖
さん
を
御
山
町
都

特
す
』
と
に
し
て
お
り
ま
す
・
そ
う
一
昨
ふ
締
倖
さ

ん
の
お
m
w
m
m

は
干
を
か
っ
た訴でな
け
れ
ば
勝
ら

ず
、
ま
た
山
内
の
協
に
峨
じ
ゃ
斡
な
鉱
山
恥
を
帰
っ
た

制
仰が
悦
も
川
町
〈
鰍
る
の
で
す
。

で
、
総
帥
凹
ん
で肱
ゅ
の
畑
町
和

を
貯
ま
すと
必
ず
そ

れ
を
m
wり拠
い
て
、
そ
の
脱
税
惨
を

様
。に
獄
附

"
u

-
z
u食
e

し
御
見
舞
申
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
縦
めの
村
は隠
併と
除
慨
を
う
け
て
、
飢

J
m

，
、‘
，

.
a円
.
‘

凶0

・・

ロ
で
は
申
せ
な
い
や
う
なひ
ど
い
貯
に
迩
ひ
ま
し

た
。
特
に
は
舟
閉
館
が
へ
し

の
附骨
り
に
山
市
た
ん
だ

ら
う
と
鵬
制
す
る
餅
必
も
あ
っ
て
脱
ひ

Vけ
な
い

鍵
ひ
をm
wけた
こ
と
も
路
川
あ
り
ま

し
た
。
で
紙

撤
の
村
は
仲
似
の
筏
獄
を
貯
る
や
う
な

m
w娘
、
ねw

慨
に
な
協
な
b
w燃で
山
町
船
け
た
も

の
で
あ
り
ま
す

が
お慌
で
は
れ
刊
を
飾

っ
て
百
さ
る
波
川
町
も
僻

M
m

m
r、
ま
た
れ
向
山
町
航
、
そ
う

一
寸必
勝
紙
を
m
rける
こ
と

を
蛾
っ
て一つ
の
税
び
と
す
る
と
皆
ふ
時
に
な
っ

て
勲
・
ま
し
た
・
そ
し
て
時
制
で
は
、
そ
れ
や
肱
貯

し
た
お

宇一概
の
鰐
倖
滋
で
『
かな
し
み
の
般の税
同

と
一
昨
ふ
の
を
併
り

ま
し
た
。
府川鍛つ
て
は
部
ひ 一

こ
と
の
舘
り
は
か
う
で
す
。

俄
が
まだ
瀧
い
紘

一
世
が
で
為
っ
た

除
併
のこ
と
、
市
町
る

鈍
の
熊
悦
瞬
、

一一開
明か
ら
いWき
っ
さ
ら
し
の
蹴
伊
蹴
を
蹴
り
と
ぼ

一
(容
を
迦
っ
て
ゐ
ま
し
た
ふ
さ
は
鱒
し
鋭

…
は
な
し
で
、
繋
震
は
ひ
っ
き
り
な
し
に
溢
つ

一
て
は
ゐ
る
の
で

す
が
、
そ
れに
勲
る
こ
と
が
川
町
静

一
ない
。
Mm
m
w
w
い
邸ひ
で
蹴
れ
き
っ
た
肢
を
貯
き

-

-
z
a

v
h

z
"

嘩

一
づ
り
な
が
ら歩
い
て
ゐ
る
と
・
後
か
ら
}
官
僚の
周

一
執
が
帆
貌
よ
く
ぜ
っ
て
勲
ま
し
た
。
船

る
と
六
十

一隅
のm
m脈
そ
うな
治川
が
→h
km附
っ
て
ゐ
る
ば
か

一
り
。
鱒
静
に
、

街
仰
舵
鰍
紘
叫
仰
を

嶋
ん
で
ほ
く獄

一げ
た
そ
の
様
ヂ
を
、
砂
輸
に
陥
っ
て
訟
が
げ
た

ν

一
昨
戦
がω
Uまる
と
鍛
は
職域
の
鰍が
に鉱
山Wい
て

一郎Jr.

し
く
一
昨
ひ
ま
し
た
。

'

常
食

一
『
訟
は
こ
の
先
のλ
プ
p
y

グ
・

フ
ィ

ー

ル
ド
に

一
白
川
〈

紛
で
す
が
、
似
た
竪
で
み
鵬
ひ
で
知
一
冊で

、
、
、
、

リ
ン
カ
ン
の
た
g

の
り

p 
y ア

カメ
y リ

プご カ
つ 2おま
て十
JI'Ii" ・全-

mE;tぽ
守' の
を犬5

2 緩
た且
ζ フ

とラ
'iJ、，、

あ ム
る ・

の
で
す
ゾ
・



貧一一族E主の地通E一一 貫主(17) 

i

l

l

-

に
臨
め
ん
吋
口
ひ

h
xつ
俄
似の一
蹴
と
し
て
お
り
ま

す
。山

内
は
こ
れ
に
よ
っ
て
鰐の向
島と公
ふ
ものが
w

m
wに紛
い
か
と
皆
ふ
こと
を
つ
〈
ん
\
蹴
じ
る
の

で
す
・
一
鰍
bE特
す
と
、
銀
関
能
的
前
仰

Aで
一
一訟
の

裁
に
由
民
み
衡
さ
れ
た
紙
貯
の
撚
献
の
織
に
砥
対
さ

れ
た
ゆ
麟
擦
の
賦
蹴
識

が
一
一治
サ
一
時
に併はれ

ま
し
た
・

対
肱
械
のゆる
肝で
し
た
が
、
『
か
な
し

み
の
般
の
的
』の
が山
山部は
賊
般
か
ら
献
を
ふWい

て
掛
っ
て
そ
の
識
に
畑
山
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

知
山
町
り
鰍脱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
和
隠

は
倖
秒
併
で
お
貯
え
に
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
抑
制へる
に
、
問
就
の
傾
き
対
即
断
の
俗

的
、
地
が
山
川
の
も

F
bE由
民
み
鵜
す
な
ぞ
と
訟
ふ
こ
と

P
N
b
d

司

は
湖
ふ
可
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
・
と
こ
ろ
が
き

う
安
ふ
船
酔
が
船
艇
と
し
て
践
は

れ
た
・
そ
し
て

波
川
町
は
鰐
き
総
し
ん
で
お
川
俊
却
し
て
か
う
安

ふ
こ

と
が
な
い
や
う
に
と、
m
rん
だ
干
の
鋭
部
献
の
た
め

に
削
除
機
を
慰
む
し
た
。
そ
の
識
に
帝
る
べ
き
必

で
卸
紗
併
も
あ
ら
う
が
勲
ら
れ
な
い
放
も
あ
る
・

か
う
骨
ふ
こ
と
は
だ
か
ら
、
際
献
の
あ
る
棋
の
一

み
が
取
も
即
〈
般

的恥
ず
るζと
が
川
町
勲
、

川
町も
総
一

〈
縦
し
みを批
に
し
mmび
を
撚
に
す
るこ
と
が
山
町
一

e
a

vん
い
一

来
る
の
だ
と
感
じ
た
の
で
す
。
だ
か
ら

か
う
一
家ふ

一

説
叫
が
滋
ひ
に
磁
め
が

ひ
、
そ
の
艇
を
僻のけ
川
川

の
ほ
一
に
政
ぽ
ナ
と
卦
ふ
こ
と
は
酔
按
聡
い
こ
と
で

-
n
a・

は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
す
ω

そ
れ
に
つ
け
て
も
鱗の
怨
・
み・を
邸
ふ
織
の
密

磁
総
い
ものは
川
町
は
な
い
と
脱
ひ
ま
す
。
こ
れ
こ

そ
備
の
船
酔
で
あ
る
。
備
の
酔
紗
と
は
僻
す
る
こ

と
、
そ
れ
だ
け
で
都

政
し、
燃
し
て
蹴
献
総
山

m、

そ
の
鵜
鵬
を
掛
将
し
ま

せ
ん
。
手
を
蹴
ふ
踏

の
mL

も
そ
れ
で
す
。
そ
れ
は
慰

の
総
械
で
す。だ
か
ら

そ
れ
は
航
な
る
岱
較
で
は
な
く
て
俄
ひ
で
あ
り
ま

♂
E

-
B
e

L
r
z
'
Z

A
7
 

ナ
。
私
は
先
にH
M仰
は
行
で
な
け
れ
ば
い
か
ぬ
と

致
っ
た
の
は
そ
れ
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
砥
を
院
は
川
に
取
ぼ
し
、
伽
師

u
rに
恕
ぼ
す
と

骨
ふ
艇
に
よ
っ
て
そ
れ
は
対
き
な
俄
と
な
り
、

ω川

は
析が
な
即
断
。
一
刊
に
鉱
船
山

M
h
T
る
の
で
は
な
い
で

し
ゃ
う
か
・

苧


, 

l

i
l
i

-

-

-

m習参主 の す
し ~~ ílïlo 町Z ヵ:
・て によをま
云胸、のでこ

ひ し紳h お の
ま よ士L 屈き外5

. し んはけ迭
f: ぼ折宮下品を一
" りかさス
立にらいプ
つ吹ふまリ
て ?:Z せゾ
ゐさ ん グ
るへで ・
禁2 やし プ
者S つ やイ
をてう I
見み来e かル
て た 4 ド

『
そ
り

ゃ
、
お

と
g届

け
は

し
ま

せ

外5 う
訴が
勲三 、

し
で
は

骨
仰
が
誕

!}) 

て
仙
一
餅
ふ
で
せ
う
。
』

『
いや
、
そ
の
卸
似
慨
に
は
政
び

ま
せ
ん
。
川仰は

こ
の
お
酪
け
麟
ふ
財
務
の
刊
に
く

る
ま
っ
て
お
り

と首与 ま
で属8そす
すよこか
。くでら

ア そこ主4
メ の 人'
リ民 Z は
カ 輪対
らに笑主
し援のひ
いせを
機e て し
干V、貰2 て
』ニ ・つ 、

~'\'~ た P
んと y
だ云いカ
跨号.l. :/ 
でこは

は
あ
り
ま
ぜ
ん
か
・



(f!S) は完全 一一か土r.J 1j 西一一ーら

送
受

a
h
\均
一

で
;
r
ィ

後
守
切
明W

一

ナ
・
、
、
ヘ
ぐ
ん
叫
h
H

一

)
司、九

時

W

Z

ぜ
お

N

m
ρ
H
Yよ

一'即
時

一
罪
事
』背
負
っ
て

…

/
d
r
ン
開
基
・

f

w

/
ん
，
μ
←
一
十
一一・

一
常
務
援
の
対
慨
を
信
ね
ら
れ
て
か
一

\
/
J
Y白
~二

一ら
哀
は
附
ふ
も
な
い
部
の
僻
婦
と

ど
一 、

γ一
一
一

一枝
葉
5
2
っ
て…

4
1

品
』

目
立
a一
併
で、
m
v貯
を
盗
ん
だ
も
の
が
あ
る一

M
J

J

M晴世
一

吹
居
な
い
が

、

〈
大
り
の
僚
を
し
た
い

一

i

一

ベプ
~
d

一

刊
羽
川
市
税
に
い
き
は
し
〈
泣
付
し
じ
欝
の
お

1
2ば
れ
た
。
謀
議
を
震
と

や
h
t
r

ニ
ザ

必
道
の
山

一
い
だ
ら
り
の
務
と
共
に
、
紙
一
剛
丸
山
の

校
擦
は
あ
ま
り
に

店
の
誌
が
で
は
あ
る
が
、
叫
す

一山
県
へ
ず
胤
町
一

}
-
h

ミ

'
下F

戸
学
一
装
い
・
こ
れ
は
か
つて雲
欝

態
態
に
誕
地…ペ
てP
る
み
し
て
、
そ
の
磁
り
で

あ
っ
一

同
Mの
い
た
税
ろ
し
さ
も
跡
山
町
の
械
の
砂
町
仰
に
総
砕
い
た
粉
川
叫
が
六

一
郎一
滅
に
揃
い
て

、

そ
の
賠
幣
脱
な
対
札
か
粥
叫

ア
~
。
却
す
併
説
は
…

の
う
ま
さ
と
批
判
に
併
は
鱗
し
い
鶴
脱
で
す
。
齢
制
限
の
が
が

一を
拙
山
艇
に
山
吉

d
m船れ
た
艇
に
、

か
が
り
貯
の
糊
魁
を
駒
市
へ

…
『
品
川
跨
い
だ

一r
v
h
い
棋
だ
と
は
思
っ
て
ゐ

…

で
民
都
川
必
の
概
旅
し
た
昨
日

rで
h
r
r
で
の
獄
か
り
し
ロて対
鉱
にm
m
m
叫
に
な
っ
た
と
昨
いて
ゐ
る
。
峨
峨
対
智
川
…た
が
、
伊
なが
ら
に
し
て
般
を
餅
る
と
は

…

マ
γ
ス
な
ぞ
砂
い
て
が
ゅ
の
叡
棋
に
お
け
さ
を
脱
は
し
た
邸
れ
よ
り
制
伸

一酢
服
に
載
る
総
の
慨
に
務
僻
す
る

憾
の
却
し
さ…こ
り
や
腕
辺
一
刻
で
も
紗
ら

れ
た
の
か
斗
と

一

し2
5

誇
主
巴

E

き

に
2
5
H
肋t
t

…鮫
じ
伊
っ
た
。

一

初
亙
の
頃
も
な
つ
か
し
い
・
酒
の
秋
岡
で
お
ば
こ
節
を
き
は
、
全
く
の
臼
為
的
な
寵
阻
だ
と
思
-
A
.

w

E

し
E

K
E
く

w

，
鍛え
お
容
器
、λ殺
な
ぞ
の
設
に
い
「
?
と
に
♂
ら
れ
し
日
説
明
裕

ま

こ
そよ
い
お
一ぬい
は
裂
い
と

れ
た

関
税
の
齢
も
恥
し
か
っ
た
が
、
春
は
や
は
り
西
富

一に
咲
き
け
れ
」
と
後
察
歪
高
指
摘
に
ま
で…舗
が
繁
し
た
段
艇
の
公も
予
ふ

が
た
し
台
。
そ
の
祭
さ
れ
た
露
慨
を
ず
ル
て

示
、
訴
時
の
般
を
箆
ら
さ
ぜ
た
院
の
畿
を

ふ
判
断
鷲
&
艇
は
し
て
跳
ペ
さ
し
た
が
、

…

t 

4 ' 

春
は西

万
部
土
か
ら

-
、l
 

,, 

島

一
鎗

(
霊
と
文
〉



か土移方西 tま審ーー一ー ら(19) 

• 

ふ
の
で
と
去
す
縫

と
し
て伽
ら
れ
援
の
利一援
を
税
へ
る
と
、
f

し
て
義
惑
と
い
ふ
ぶ
ど
う
し
て
も
純
白
・

一

髭
も
慌
で
な
つ
か
し
い
、
懇
の
獄
窓
も
努
く
に一艇
が
酢
に
熔
ぶ
、
臨
践
は
千
総
郎
防
の
村
長
ち
駿
っ
た

…
委
譲
忌

っ
て
ゐ
る輔
があ
る
に
一

一
蹴
鮪齢
軌だ
。
そ
れ
が
仰
い
の
鮮
側
b
E
m
m
憾

に
航
じて
の
ポ…縦
断
な
い
が
、
船
艇
を
鵠
れ
て

ず
ばぬ
ら

一

部
か
らm
M叫
部
併
の
郷
を
際
航
に
将
め
て
ね
め
保
ず
鄭
に

…
しい
・
が
、
設
は
ね
ば
却
は
せ
る
が
泌
が

一

叫
料品W
M関
税
の
隊
一
態
に

J
1
h
K

の
聡
棋
を
紡
ね
、
し
か
も

そ
の
…ee
J
l
h
'
!

f

f
!

一

、

4
2
e、
F
吟
A

E
V
，
酒
，

，
、

k
，
、
男
、
，
、
‘

v
h
g
L

・

与
を
え

t
E
z

m

n

w
と
、
役人
の
一
人
が
市
町曲刊の
鍛
を
情
じ
た
二

修
行
の
終
日
如
な
る
に篇
い
て
き
め
ん
\
と
錫
し
泣
きに
波
w

f
a

一

4
t
t

一
そ
れ
は
法
制
・
刊
で
山
内
ふ
姉
聡
の
別
総
に

…

い
た
と
は
名
高
い
穏
で、
私
は
よ
く
亡
父よ
り
く
り
か
へ
m
し
た
が
て

ら
宮

Z
E
u
f
L

h

ζ

山
従
っ
て
、
や
の入
荷
が
自
分
の
知
っ
て
ゐ
町

.

い
/
れ
よ
祭
棋
の
ず
か
ゆ
い
ん
か
に

な
…

m
m
峨の
析
に

…る
と
守
山
の
で
あ
る
・
袋
町
に
は
越
ひ
な

一

也
、
胞
か
さ
れ
w
℃
一

に
た
艇
か
し
…
そ
こ
で
、
ふ
と
、
と
み
を
誌
の
一

u
uf

い
縦
だ
。
区
、
繁
山
吉
川
町
時
、
W
M
A
M
U
-

川
尚
一

よ
イ
い
す
猷
都…れ
た
・持
れ
射
殺
だと
と
れ
を
附
さ
れ
…

J
a
E間
以r
一た
の
で
将
紋
織

Lを
い
て
刈吋を
よ
び
純
一

勧
十
訟…
そそ
の
認
出
荷
し
た
。
;

一

泌
総
一
H
H川一
UJド
ろ
が
、
山
川
河
.
ぺ
そ
こ
へ
…
抗
日
せ

一

を

E

山
た
田町
碩
がそ
の
Mげ
締
を
仰
〈
や
、
突
然
そ
一

英
の
人
.

W
E
t
S

ひ

E
G
-
-

戸

同
の
絡
を
帽
刷
り
上
げ
て
、
火の
山
中
へ
設
込
ん
日

似
艇
を
民
間

…で叫
叫
がった
。
あ
っ
と
f
m
に
い
が
縦
一

時
訟
町
一抵
の
v
mm
ふ
んで
が
る
仰に
一喝
の
一

郎
間
総
よ
り
一婦
と
な
っ
た
。

一

ぬ
に
回
れ…
み
劫
の
お
的
し
を
叫

刊
た
ご
の
例縦、
悦
一

よ
い
。卸

鰍
向抑
制
恥
ず
の
桜
は
隊
隊

で
吋料
品Wの
卸
内
側
M
A
M
勘が
一
一
船

一
一
m
m
に
総
併
し
滋
総
の
艇

M
Mとい
は
れ、
か
純
子
伊
獄
削
除

・V
の
餅
践
を
脱
め
誠
一
，
た
と
レ
ふ
酪
静
も
即
時
ヴ

て
な
つ
か

し
い
。
緊
飯
器震
の
対
艇
の饗
の
燃
は
裳

体
凪
仰
と
も
恥
ば
れ
、
断
材
徹
山
市
の
般
が
勝

っ
て
総鮮
に
蹴

附
す
る
の
で
知
ら
れ

て
お
り

・

hrの
般
的討
で都
内
叫
な
隊
一

併
の
様
、
熊
峨
椴
刻
印
れ
の
際
、
八
酔
対
慨
も
、
訂
以
貯
艇
に

一F

J
b燃
は
あ
っ
た
ω

山内科
に
山
町
て
m
Y酔跡峨
の
税
も
舵
〈
は
九

な
い
.
も
っ
と
幣
な
械

で
加
配
服
ペ
り
の
椴
な
ぞ
般

の
鰍
一

、
ヲ
為
轟

'LN“

一

鍛
な
ぞ
日
巡
れ
て
歩
い
た
ら
ば
と
4
4へ
た
ω

一
‘

m
m
F
に
刈
つ
て
は
六
m
m
M
つ
ど
き
の
郷
叫
も
蹴
敵
〈
蹴

一w

n
v紘
舵
と
航
俄
峨
の
滋
っ
た
、
「
潟
船
齢
猷
ふ
千

Mmの
W
〈

一面

厳に
釦
m
h
w
w

ざ
め
ぬ
知
町
島
町
の
鵬
m

w
」
の
縦
の
御
船
棋
の
際一白

が
黙
し
い
。
一
の
併
の
酢

献
械も
・
献
に
ひ
か
へ
た
町
制

V

山
町
棋
の
附
m
姉
よ
り
も
卸
融
問
の
都
府
の
機
根
齢
と

r
り
し
が

総
凪と
縦
し
い
が
引
の
府
知
町
砂

の
驚
勘
w
b
z
m
ω
ひ
山
叫
す
。
そ
の
射

鵬
麟の
郡婦
も
較の
裁
に
献
滋
批
一
戸

、

続
純
一
袋
駅
前
部
な

.
そ
が
あ
る
。

、

魚
払
川
崎
信
・附

-
帯
、三
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の
鮮
や
を
山
知

っ
た
鴎
に
較はれ
る
と
い
ふ
説
び
を
、

将
殿
…

慨
に
続
へて彫
れ
た
凶
品川
が
櫛
さ
れ
た
蹴
舵
に牒っ
て
h
r

.

かりに る
す と 浮2 籾主
か 甑Z ん の
厳・ で 静与

見み '&{.必見み か

え 土色えな
てがミ 袋E
*<そ 遺品内t
るし 〈 の
。て 平磯t
司℃ 袋容下撃 の
す酔の す中ま
な ' t'~ 不C か
、に 野・ら
そ陥ゅ の 複Z

を 仔・ の
て 受， < :(臨 ;_, ,") 

?ZPSら 芸 ぜd
共t 自k < の b'
に 例P つ や 会
総 が きう ・孟

.~ 

摩 豪; 3 雨宮 ?? i.戸U ZE 股・ 8
去空 挺 CV V1L iず千 - E 刊を
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と の ... r一一一 了一 一一一一 ー べ しととし新・の ぴ 『 が 放宜
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2 だアI~・lli iS議3.連護\. ~怒晶子学ELえ て12;必 Z
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い 御ご I L 、古 伺B 可.~ 勺益二一 | ζ し に もどは た

が i 、.，__'・品、 ZF tz 、 ! とた 雌な、お

そ 悲惨 l _' - . 一-JJニー --44 をが 分か、 司= I宅b だ

'AV. mm
Fを
硲、
鰍で
緋ー同'隊
総の
叫
仰

な
m
mを
緋ん
で
郎
副
桃
山
甘
く
隊
総
に
伊

〈
、

勝
る
い
巴献の
島
以仰を
鴨脚
聞の

特に
蹴
じ
て
服
斡
で
鋭
山
崎臨
府税
融
ト
」

按
ず
る・
際
い耽践を
mr総
勅
のm
r

の
あ
る
併
航の
杭
をm
m坊に
鵬め
つ

つ
艶
る、「
鋭
叫
ん僻
u
mu引
制苧に
W
M

t
E
R'
P
RV
 

げ
て
こ
ら
シ

3
1

」
と

下
町
あ
た
り

で
お'
M
m
の
隣
よ
く
脱
っ
た一二
勝
縦の

宇
をm
mひ昨
す。

こ
‘&
誌
の
範明
航跡
のh
wm町
鈴

に
務
総
の
都
鈍
い
艇
の
般
の
鉛
鶴
が

-na
-L
49

停ゆ
が

&
s

b
y

グ
ロ
だ
が
函
白
〈

眺
め
て
時
を
忘
れ
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J
.
館
第
一
容
が
。
院
か
な
防
総
の
稿
、
惑
い
鉱
脈

の邸
主
ら
み
き
わ
ま
っ
て
、

子

第

'
E

t

滋
で
鰍
一
の
航
必
と
し
て
即
併
を
酢
き
た
い
磁
だ
っ
た
、
味
…
緋
艇
と

一色
'
~
も
の
が
あ
り
、
そ
の
執
が
蹴
の
縦
一
夕
、

一

一
ご
蹴
に
滋
一
酔
ば
れ
る
お
引
の

山
守備
が似
たm
r・を
鉱山や
館
駅
に
砕
い
て
一
ゆ
る
こ
と
が
嚇
っ
た
@

…

二
…
べ
る
が

一銭
エ
ハ
ガ
キ
と
か
す
み
た
・
知の続
のず
と
似
し
炉
開
の
→

f
T

診
に
が
般
を…

路
地
を
ア
畿
で
、
議
宏
?
?
弘
子
誕
祭
弘
…
砕
い
抗
駅
齢
み
を
し

た
が
…

議
震
と
一
い
て
ゐ
た
の
が
存
続
の
諮
ら
し
か
っ
た

ω

盤
、
F
L
R

章

一

昨
ピ
れ
純一室
あ
た
り
か
ら
李
鵬
が
眠
、
繋
で
駄
に
灘
ふ
訪
問
訟
判
川
町
ぬ

い
…

M
4
4

3
7
tの
一
も
脱
く
は
な
い
が
、
税
の
搬
を
滋
し
て
踏
め
る

m
m
u
り
酔
の…か
ば
ひ
な
さ
れ
ま
し
た
か4

一

T
V
舵
依
に“

山
町
燃
は
純
一
間
に
鯨
舵
知
の
ま

L
だ
@

…吋そ
の
山
中
一
戦
は

J
m
-
も
だ
が
、
献
の
川
艇
は

…

M
f

・
陶
の
そ
￡
ゐ
，

、
，.
EV
aぎ
怠
納
し
ん
浅

M

』E
'
t
・
‘
・

v
ぃ
，

、
事
・
た

酬

・

7
奇

策
る
・
災
の
夜
の
沼
山
泊
り
が
悶
で
心
即
し
た
、
股
ぬ
行
き
も
エ
ヘ
ば
侮
ひ
向
め
、
そ
れ
で
油
開
む
で
あ
ら日

』
句
唱
・
・
也
君

'
N
U
L
a

っ
こ
る

陪
阜

HM

内

，

e
弓
訴
す
相

川
京
栢
山
掛

一
如
で
ぬ
に
措
く
頃
に
は
薄
れ
た
が
と
て
も
窓
か
っ
た
。
こ

一
ー
だ
が
、
二
千
隔
盗
ん
で
は
、
と
れ
ば
W

J

、
長
の
一
こ
は
掛
葬
祭
h
E
T

〈
ぢ
ら
れ
た
が
、
憲
一等
艇
で
あ
っ
て
成
し
轄
で
な
い
ふ

w
…

.

鷲
し

一の
抑
制
必
に
酔
い
て
ザ
砕
か
な
け
れ
ば

即
い
艇
が
飾
れ
て…にT
ふ
さ
れ
ふ
ば
訟
能
み
れ
一

F
-

た
よ
り

…防
か
っ
たω
m
r綴
り
に
で
も
あ
る
、
そ
う
な
議
な
。
だ
か
ら
、
わ
し
は
云
は
な
か
っ
た
の

…

去
し
く
窓
ω
に
震
象
台

、隣の
が
絡
す
る
慨に
参
与
し
て
弘
て
い
る
烈
し
さ

…だ
い
鳴
を
叫
て
篠
弘
へ
コ

ム

ザ
ヂ
護
服
払
え
、
そ
の
滋
の
い
て
伊
〈
機
を
竺
は
、
や
は
り
菜
コ
一
部
三
つ
だ
と
蹴
っ
た
・
怠
込

…は
河
川
初
日
ド
げ
仰
い

…

鉱
の
鍛
は
り
除
て
し
み

ぐ
蒜
の
み
の
す
震
の
酪
一も
や
は
り
怒
と
い
っ
た
齢
じ
が
十
針
に
す
る
・
祭
の

…綿
織
す
る
。
が
い
か
、
僻
っ
た
で
あ
ら
う

…

史
な
ど
端
へ
る
。

…蹴
に
「mwき
し
よ
り
な
が
め
貯あ
き
ぬ
い
つ
く
し
ま
、
貯
…宅
訴
は
凡
を
掛
っ
たe

拠
ど
に
、
艇
を
掛
町

一

怖
が
か
は
ま
る
で
俗
だ
・

こ
の
ま
ふ
駄
に
ル
れ
て
砂
自
由

一せ
ば
や
と
お
も
ふ
嵐
の

げ品
川
川
」
と
あ
っ
た
・
こ
れ
か
ら
ま

…い
てt
m
T稲
ふ
純
き
は
、
r
rを
品
川
村
…

ふ
り
た
し
、
藤
獄
などが
緩
み
に
繋
し
、
そゆ

だ
九
州
ま
で
磁
&
い
の
だ
が
、
髭
を
き
た
か
ら

、
一と
す
る
似
艇
の
ず
ぎ
た
と
・

』

叩

の
慨
舵
が
側臥猷
な
の
だ
か
ら
m
mの鵬
な
鮮
総
で
昨
っ
て
υ

一
ぜ
づ
船
底
で
肢
を僻
め
よ
う
・
一

叫vd
mほと
れ
tgW
い
て
、
埼
い
に
悦

る

鹿
島
曾
さ
か

• 



( 31 ) ".& 準 一一にﾟ 』まれーーで

遊
蓮
房
に
誘
は
れ
て

一

「
械
が
の
総
内
と
鍛
邸
印
刷
と
に
あ
へ
る
こ
そ
・
比
九

m
mの

字
ぶ

r
vmが
町
に
て
は
似
れ
易
自
十
四
)

と
は
、
わ
が
鈴
船
出
叫
燃
は
品
川
九
の

m
w
ら
さ
れ
た
、
m
Mも
却

し
い
、
そ
し
て
蹴
る
い
、

ま
た
船
も
か
蜘
潔
い
倖
搬
船
の

→
つ
で
あ
ら
う
。

こ
の
管
場
?
?
と
き
、
が
い
つ
も
撃
彫
の
必

慌
に
叫
が砕かれ
る
。

船
山
内勝邸側
は
刊九
郎M
m貯
蔵
総
腐

の
宇
で
、
一
一
十
-齢
に
は邸
に
部
以
川
附
加
し
て
ゐ
る
・
は

隠
惨
事
'

・2
ν
申
隠
げ
島

.
，

z
t
￥

じ
め
は
法
議
細胞
を
階
筋
し
た
ほ
どの
「
法
務
相
般
の
行
者
」

で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
は
総
燃
凶
だ
の
か
や
と
な
り
、
鶴

川u
g酢
そ
の
一
鋭
を
鉱
僻
に
昨
け
た
。
鮫
ふ
る
脈
に
よ

カa い ての 彼~h ち、 M~ 所2 になれ
船つ、級2 そ のっす、 のご f悦 〈ぱ
喜重 た際主舎の 心;た る、 求2 とこl:~ tT' .i1U 
のあにを「を"こめにのち雌・
眠 たつ点綴税協とた之長野 i殿の
をりき沙a 僑号か に でも?余1( < 心:
零‘で で 汰ε のし法まあの揃t JIIì" ん〈
げは決立せ号 た然まつは If '"' で 言2t
た、 定E ず す ・ 上量 た '倍 て鑓2 ゐ量TZ
で 恐堂干在官、 < 人E 。宗、 結籾2 た的E
あ ら生E た あ の魂f 致、 傍若〉と thi:
ら くの y つ 常g s ーす 、 し~い f抗
う後I お II~ ~ に のる、 た~ふ V
はもにを 仰事故ζ ことにこ

心:感主ひ e か ら錫号と云いかとき
窓ひ激富を j録。へ れを でうけで行E
か!とF な 煽みり る求2 あ て 、あ翁草
る 燃・す陀平み 御宇む つゐJl:~る で
与 えベ 仰きず 詞量る たるまし
所主 ・ しと 、 It こ 。 。り 、 い

は ー 鰍 」 問主!JIlr. 艇とい、 鍬手降雪lJ つ
動度どとへ 陣ま にで の、 都む常2 と

串傾主とる ....1この P み 子すと 行畢事時Z れ ー
経』出で I1司&なそ忠t も 齢 、 を;清ま かりる法E E22 
へ人7 、う 』な i主 持・ 必左足そ JL'ð> 遮づ~1.入?会主 州ゆ 透事h g iS T る
た の で た れつ JR どるれる.1U! rl'j 上t ミヨ俸 に問 l が

2 幾 f 詩EL 二 2‘ 上昇 z tfZ? 公 り ? 主将
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あ ..; .: Jltとやぬ 別2 も 一 ざ た~つ 山E 、 tf4 3終日ニ f 対日宅 ・
る > 11ぼま のに 均し。しゅE IP S; ぃ ‘円台

相? と蹴よ切に吋を そかn を'もく 2 γ 州 側
~ E:I' " L. u.> L 人4432 二'ー の-~ ~2}: :a; 吟 ~治. j量， 1， '> 

人t iZ て *1 も ん ら三 本E 理主主人百みれ京~ 'jEn ま孟 へ
も ん 4c se 不必しす ぶ 才TZ の分h i!(まに iEK 竺
と 総省 ら 思L いっ ち の奇7ま lt <行診 す入邑
れ な る 議聖 もか込ζ 採宮者}て 、か . 。.3t
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砥
蹴の
開
制
・
船
山
川
よ
り
も
、
酌
帆
ろ
齢
制

叫防
そ
の
山
川であ

る
、
こ
のM
m、
こ
の
必
縦
の
学
」
そ
、
そ
の
僻
糠
仰
向
叫
品

川
か
ら
「
跡
郵
政
と
あ
ひ
た
る
は
こ
れ
針
山
田
の
邸
ひ
山
町
で

あ
る
」
と
い
ふ
郎
に
靴
店
併
な
卸
溺
闘
を
紛
っ
た
府
城
で
あ

ペ
耳
bR
e

る
と
惣
像
さ
る
ム
。

ー
ー

抑
制
は
併
こ
の
続
く

、

燃
か
し
き
勤
続
勝
に
あ
や
か
り
た

い
ぽ
で
一
隅
で
あ
る

。
「
税
総
を
き
く
と
い
ふ
と
も
俄
せ
ず

，

，

K
忽

ば
砕
か
ざ
る
が
舵
し

ω

た
と
ひ
儲
ず
る
と
い
ふ
も
唱
へ
ず

ば
、m
mぜ
ざ
る
が
縦
し
。
た

r
慨
に
創
出
加
す
べ
き
な
り

J

ハ
勅
体・
二
十
一u
と
い
ふ
酔
獣
の
批
判
滋
和
令
鰐
制
す
る
た

び
能
に、
わ
が
慰
問
問
の
鍛
将
な
容
が
し
み
ん

tー
と
脱
ぜ
ら

れ
る
。
そ
れ
は
『
わ
れ
す
で
に
版
制
(
械
が
の
総
附
げ
の

対
島
を
餅
た
え
し
か
れ
ど
も
餓
以
い
ま
だ
お
こ
ら
ず
、

い
か
に
し
て
か
働
悦
守
」
ず
べ
き

-
h納
偲
・
十
九
〉
と
鱗

い
た
擬
似
併
舗
の
ほ

で
も
あ
る
。

働
…
脇
被
説
も
抑
制

く
、
駅
附J
1併
に
し
か
し
郡
川
に
聡

っ
て
総
凶
刊
の
和
鮮
を
伊

つ
も
の
は
館
協
で
ら
り
酢
餓
マ
あ

っ
て
、
測
し
て
節
税
晶
、
脳
同一階で
は
な
い
。
山
路
町一時
、
剛
山

一聞

の
和
錠
は
助
国
リ
引
の

M
b
m
m

、
説
パ
引
の
紙
阪
、
中
町
川
献
を
h
r
砕
と

し
て
の
み
邸
却
す
るもの
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な制裁
も
雌
に
は
が
減
2

3

、
訴
に
艇
が
♂

か
に
殴
慌
が
な
く
、
臨
臓
が
貯
り
な
い
際
り
、
十
併
に
世

一・
も
鰍
ら
ず
、

…

慨
し
倖
な
い
の
は
白
む
や

m
wない九
対
蹴
和
縦
士
較
す一司
制
定
な
ぞ
せ
ず

、

F
V山
口
な
が
艇
な
…

h
r
っ
た
即
掛
川
の
が
対
一
院
な
新
聞
の
対
・
そ
こ
に
は
仰
と

…さ
れ
た
ら
ど
う

2
4
3

&
…

も
終
せ
ら
れ
な
い
祭
な
裁
か
態
す
る
。
そ
の
竺
と
き
と
さ
れ
怜
"
と
れ
る
が
々
は

…

対
な誠
一
蹴
か
ら
献
酬
す
る
阿
部
皆

、饗
聞
に
な
る
と
、
そ
れ
…り
い
ん
な

ζ

と
は
耳
に
も

利
ら
ぬ
と
云

-
t

…

日
困
問
で
、

日

昼
叫
の
裂
が
総まり
、
際
、
患
が
対
き
く
な
れ
一i
l

i
d
-
H
J
1
1
1

L

ば
な
る
鶴
、
佐
ま
でも
Z
L

説
く
貯
える
日
場
銘

1
2移民

で
あ
ら
う
。
箆
悔
み
恕
し

で
も
慌
に
縦
し
い
配
併
す
告白
、A
リ
袋

町監
一

郎
お
…
窓
れ

、

憾
に
な
る
按
艇
を
怜

w
mせし
め
ら
る
h
で
あ
ら
担

岨
\
h
a
a
肱
川妙
技

2

・

2
h

一
一
周
a

F
1品
種
門

祈
一向

炉
ヲ

・

2

圃

'

a
'

z

白
圃
S

H
g
d
ag
o

-

-
-

献
を
す
に
つ
れ
て
、
だ
ん
/
\
と
鉱
山
!
ジ

バ」
ど・
町
、
グ
ム

ー

線
開
幽弓
趨
…

:
a

v

v
a
9
t
M

一
科

-

Jd
盛
時

前
一
い
し
は
界
一
一
一
副
都
一
回
炉
室

レ

L
ん
・ι
r
-
E
A
h
Z
3

由
1

1
1
1

1
1

』

l

l
-

E

1
1

1
1
1

t
r
p
M
ι

F
e
s
-
-
l
L

阿

南

を
積
ん
で
、
し
か
も
滋
に
至
心
侭
建
議
す
る
こ
と
の
向
い
E
t
d

u

・
3

m

-
Z

!
?
5

h
hA，
和
的
さ
ん
の
俊
之
は
サ
繭
の

山

総
し
さ
が
し
み
ぐ
脱
さ
れ
る
。
震
や
撃
を
悶
串
に

一舗
が
あ
る
な
@
だ
が
炉
脱
に
そ
れ
を

…

駅
間
剛
一
時
に
削
砂
川
し
よ
う
と
す
る
と
、
似
品
宇
和
町
一
制
は
制
批
判
…
艇
ら
う
と
は
悦
っ

てゐ
な
い
から銑
ぱ
…

E

e
h
、
s
iH
A
3
・
と
悼

V
M

よ
り
増
け
会
っ
て
し
ま
ふ
ので
あ
る
。
縄
開
勝
鯨
の
つ
同
議
w
し
て
ゐ
な
さ
晶
が
い
い
よ
4

w

両

L

-
e
舵
ん
も
ま

か
ω
g

h

m

と
ち
ゃ
ん
と
よ
人
の
所
持
し
た
金
滞
日

『
械
が鍬の
駅
附
の
脈
裁
は
俄
掛
幣
鍛
は
や
す
き
こ
と

一ま
で
町
ひ
伊
て
た
。

こ
と
の
械
に
尉
H
M…

と
採
る
ま
でが
対
す
る
な
りJ
a

-
間
十
と
れ
た
が
、
そ

の

ま
告
側
併
に
芝

• 
-

• 
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こ
れ
が
ね
射
を
厚
志
の

、

取
し
キL
mみ
が
の
航
燃
で

あ
る
・

• 

一ー
一

• 

械
が
に
も
慨
の
も
の
と
や
が
お
す
ら
ん

既
に
む
か
ひ
て
う
し
ろ
み
せ
ね
ば

こ
の
縦
を
く
り
怒
し
総
し
て
ゐ
る
と

、
m
mへ
舵
き
蹴

恥
〈
岱
制
約
純
一
撃

U
の
織
が
静
い
て
、

ιす
る
と
舎
が
な

い
@
れ
仰
は
叙
僻

H
m都の
僻m
w
b
E酔
む
と
そ
併
都
に
山
内
部

な
M
m艶
よ
り
も
俳
パ
引
の
斡
酔
に
よ
り
鉱
く
の
鰍
似
を
似

す
。伸

郎
似
は
憎
松
山
閉
め
て
般
紙

で
ゆ
め
っ
た
が
俄
鋭
の

一対

和
が
併
に
し
み
て
ゐ
る
の

で
一
一蹴の
叙聡
を
銀
山
川
し
て
ゐ

レ
有
卵
、

e

ん

a
z，
b
r
z
'
h

s

・

2

る
。
仲
原
鈍
で
あ
る
こ

と
は
釦
州
守の
お
附W
Wも
そ
の

織
で
ゆ
め
る
が
、
山
町
泌
総
艇

の
併
に
は
僻の紘
め
な
〈
-
阪

駅
の
七
世
跨
繊

の
時
の
ひ
ど
き
・
八
抑
飯
山
町
の
淑
の
抑
川
を

貯
ひ
験
ヲて、
齢
制
や
恕
し
、
そ
れ
を
山
臨
み
ゆ
っ

て
、
伊
配

へ
で
も
伊
〈
腕
敏
に
、
内
ず
こ
れ
を
般
け
た
と
い
ふ
こ
と

で
あ
る
し
、
恐
慌
に
如
来
傘
銭
送
分
明
、

十
万
枇
界
普
流

行
、

但
-F
-病
名
-
符
仰
伊
往
、

観
管
一
努
事
同
来
迎
」
の
対

・を

献
し
て
「
あLr閉
併
山
間
鮫
仰
い
舵
」
と
い
っ
て
総

-P一蹴
し
た

と
い
ふ
@
仙
川

〈
の
航
き
は
静
南
船
腐
な
僚

で
は
あ
る
が
、J

そ
れ
に
し
て

も
常
時
に
仲
静
貯
艇
の
将
殿
に
か
ち
節
句
、

ぐ
ん
/
\
と
お
一
部
艇
を
特
す
必
は
慨
に
戟
阪
た
店
、
山
川
村

の
h
m
H
川
、
…
川
村
の
制
約
刈
と
弘
一
回
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
匂

的
の
れ
飢
は
m
mhwに
そ
の
戟
知
器
、
比
九
日
刊
の

m
m
H
叫
た
均
一
餅

な
い
蝶
し
さ
に
鞍
へ

m
wない
も
のが
あ
ゐ句
円
九
黙
に
岱
を

う
け
た
る
脱
ひ
仰
に
、
せ
め
て
斡
く
こ
の
践
し
さ
か
ら

怒

れ
た
い
。
耐
用
船
脇
町
砂
町
町
航
。

国
賓

ト
州
在
桃
太
夫
藤
原
隠
れ
い
鑑

法
然
上
人
御
影

明
暗戸
尺
悶
寸
・
帽
明
八
寸

絹
本
g
a
プ
ロ
セ
ス
岡M

m
巧
-
R
'十
叡
鹿
副
朝

精
巧
無
比
!
抽w
h
し
き
上
人
の
御
影
は
伐
に
民

に
泊
λ
つ
も
の
あ
り
。

上
人
を
対
仰
し

、
念
品
開
に
い
そ

し
ま
れ
る
方
は
是
非
朝
夕耐明治
に
か
h
げ
で
お
敬
せ

ら
れ
よ
!

一

葉

巾
込
叫
問

霊
園

ハな
料
不
m
v

法
然
上
人
銭
仰A
W

し一一一一

っ
て
時
〈
川
の
い
て
作
っ
た
。
し
か

し

齢
艇
の
線
対
だ
と
山
内
一
ば
れ
た
の
丸

VAM

ベ
そ
れ
と
な
〈
時
争

的
関
川
'
に
m
wを

配
って
ゐ
た
が
、

一
耐
に
銚
を
釦
引
は
-
v

と

T
e
w叫も
な
い
ν
そ
と
で
比
一
M
m
r

『合
を
W
る
の
に
、

…
町
り
駅
い
の
と
、

L
C

恥L
T

i

j

取
事
巨

樹
い
の
と
あ
り
は
せ
ぬ
か
な
。
』

さ

ξ

問
は
れ
る
と
、

『
川
町
る
邸
、

、
抑
制
さ
ん
は
仰
の
炉
け
ど

念
n
m
v

'

こ
ろ
が
遁
ひ
ま
す
ね
。
そ
り
ゃ
h

ハ
ケ
舵

'
a

、

，
，，

の
と
易
し
い
の
と
あ
り

ま
す
よ
。
が
制

を
バ
向
い
て
山
川
府
た
儲

一は
た
と
へ
七
r

a
L
j

d
，

ぉ

E

ペ

Z
の

錦
亭
下
ろ
し
て
あ
っ
て
も
佃
円

ι
&

&
FP

〉

し
・

か
知
、
り
曲
部
り
払
い
も
の
だ
が
、
剛
山

内
似

主
勾
必

mw"
H

a
，
.
h・

L
'p
・

に
H
A
6
AWで
も
、
制
ずの
や
-
v
な
僻
の

ひ
主

か
ω

金

あ
る

人
の
A
Mは
な
か
/
\
以
れ
ま
せ
ぬ

な
か

b
h

E

た
。
仰
に
や
ら
身
仰
が
す
〈
み
、
苧
が

制
へて
m
w山町
な
も
ん
で
す
よ
。

命

h

e

R
E

と
ぶ
っ
た
。
こ
れ
に
は
上
人
も
刈
い
に

念
ヲ
向
け

首
相
ぜ
ら
れ
た
と
必
ふζ
と
で
あ
る
・

• 

円
品開
州
上入
、

H
M
の
入
、
附
利ご
年
同
月
十

円
H

唱
画庁6・
a
k
m
f曲
解
情
出
閣
に
m
u
・
後
志
闘

に
桐
牝
L

・
文
化
九
年
耳
目
・
叫
す
に
品
刊
す
・
矢
保

十
年
四a
v

鹿田ーーーー

ト
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F
F
 一

とζ
ろ
は
W
M
f
w
鴎
殿
、

一
『u
m術
だl
M栴
だ1

・4

同
号
、
け
ど
急

向

。、

一・4
M吋
び
穫
に
、
あ
ち
こ
ち
の
総
長
か
ら

一ぼ
た
ん
\
山
内
川
引
が
が
が
し
て
が
た
。
館

一
脈
な
け
ム
に
熊
川
刊
の
況
時
で
、
な
に
が
な

~
ん
だ
か
、
眠
、
山
川
村
は
う
る
/
\
し
て

~
ゐ
る
ば
か
o
，

』

'
h
v
-
z
a
v

ゐ
L
'
a，
にSw
e

-
-色
.

一
と
の
騒
ぎ
」
、
鈴
雌
上
人
も
出
仲
を
師

一れ
て
、
劇
的
辛
僻っ
て
断r
r

h
i
v
、

i-az--

一
?
の
主
リ
騒Ht
で
な
い
ぞ
』

由
ひ

L
F
F
、

ゆ
い

?
と
人

々
亭
一
約
せ
ら
れ
な
が
ら
、
と
め
る

一r
wに
は
川
ら
れ
と

、
山
川
町
間

の
時
貼
の
仰
は

一い
て
あ
る
齢
にいケハロド
、
叫rmmの
叫
が

F
n
b

ヲ

一
は
み山
附し
て
ゐ
る
の
に
殴
を
付
け
ら
れ

一
たνで
、
即
時
を
か
ら
て
F
W
敵

可
哀
さ
、
フ
」
な
奴

t 

も lこ

ーミな
人記る
もと
ゐ 、

て 街'h号
、油、

身みに

そ後者
守年t 肢を
せら
{l-九し
ひい
422 。
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い
a
B
φ
争
"
が

・

・5
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・
5

-

も
う
火

‘

丈
夫
ぢ
ゃ
か
ら
山
川て
4
9A

・
3
0‘
，
作
ゆ
色
刷
ι山F，
、

，

れ
い
!
そ
れ
、
こ
の

次
の
併
に
隠
れて
一

一
舶
に
来
い
よ
。
貯
泌
さ
う
ぢ
や
で

、

一

P

M

R

F

 

逃
し
て
や
る
ご
一

そ
っ
と
悦に
桝
れ
て
戒
の
叫
の

m
t

で
r
hい
が
し
一

2
1
3

ー
，
:

‘

『
何
れ
の
制・
か
は
知
ら
ね
ど
、
劇
物
も
あ

一

附
A
V
Z

，
、U
A

ら
う
に
決
し
て
怒
棋
を
す
る
で
な
い
と

ぞ
。
問
叫
炉
一
も
対
磁
で
な
〈

、
山
市

ι

柑
も
府
一

成
品
川
叫
m
u
w
消
し
み
ぢ
帯
。
わ
し
の
誌
が
一

書

L
O

-
-
r

か
罫
u
e

い
悼4
4酬

を
附
聞
き
分
け
て、
明
日
か
ら
必
ず
夜
祭
一

A
3

￡

h
h崎
日

に
就
い
て
秋
波
り
し
て
〈
れ
よ
)
一

と
、
さ
と
さ
れ
、
=
み
の
舵
賊
を
似
つ

一

て
や
っ
た
。
一

そ
の
制
川
智
、
対
川
の

J及
川川rれ

~

字
引
F
4

・
5

宇
F
P
E
e
'

て
本
品
川
に4
9っ
て
拍
院
を
流
し
て

犯
し

た
院
を
わ
び
、

}
岐
に
州
日
山肌
叫
し
て
総
》

上
M
M
W
却
にM
m
R
A
L

・
ヲ
て
峨
が
し
ニ

か
‘
，eZ
崎
市
宥
続
々
仇ピ
ヤ
い

向

向
専
修
の
行
お
に
な
っ
た
と
一
足」
・

一

信
回
l

許
し
〈
怯紛
，
窓
、
続
警
に
役
じt
出

}

噛a
L、
武
州
割
問谷
町v
・
館
林
抽
刊mm
v・京
窃
知
}

怠
命
蛇
帽
に
dm伎
L

・
後
江
戸
で
位百晶帽
題
"
を
佃
剛一

す
.
党
剥
九
年
滋
す
.
『

旬、

。
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ゴ
デ
永
え
いた
?
(
ぺ
忠
一

e

J

7

i

F・

J

(
:芯
、

、

ぷ

一
原
亀
三郎

義
人

大

徹

JJ< 

格
上
等
法
主

島

な 人2
つだ
です
け
が
縁え
と

レ
悦郎
は
貼
附
舵
を
か
へ
て

、
町
山
町
制
限
に
怒
川
町

賦
で

似
伊
う
た
は
れ
た
縦
縦
一
一
一
服
務
の
こ
と
を
限

っ
て
み
よ
う
と
邸
ふ

ω

ー
!
こ
の
ほ
の
献
例
目
は
蹴

m
断
船
酔
似
の
蹴
蹴
に
泌
み
こ
ん
で
ゐ
た
も
の

で
、

け
っ
し
て
ほ
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

が
、
た
ピ
そ
の
献
や
以
に
な
っ
た
航
跡
が
一
時
総
つ

E

-i
u
t
;
v
i
-
z
'
E
 

て
ゐ
る
拡
晶
、
.
舵
剤
耐

出
の餓
修
生
活の
塩
町
舵
さ
の
甑

u
n捻
・
位
を

t
g
勉
君
"
ゆ

L町
長
よ

で
、
大
方
の
生
活
上
に
何
ら
か
の
得
白
"
を
も
つ
も
の

と
す
れ
ば
や
併
せ
た
と
視
へ
る
の
で
あ
る
。

総
の
川
山
川
町
は

o
u
m
w
M

蜘h
M炉
椛
出
向
総
統

ω

れ
ん
織
は
撚

L
ι
N
Z
J
w
a司
し
ん
'
・
か

め

ら
う
お
ゆ
応

心
な
仰
品
柄
抗
出
相

で
あ
っ
た
。
亀
一
一
一
郎
の
生
立ち
に
は

か
れ

さ
し
て
椴
臓
のこ
と
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
彼
が
十

円
五
に
な
っ
た
城、
側
燃
のこと
か
ら
刈
抑
制
川
町

t
T

品F，
陥

v
p，
v
r

行
っ
た
。
そ
れ
が
ど
ん
な
険
の
パ
助
け
で
あ
っ
た
か

は
，

p
.に
し
な
い
が
、
症
に
何
そ
の
併
も

7・W附
け
ら
れ た

法一は
句
れ
し
さ
の
あ
ま
り
、

官
貯
に
い
ひ
あ
ら
は

せ
な
い
ほ
ど
の
猷
ぱ
を
似
に

私
し
た
の
で
、
ま
だ
世

蹴
昨日ず
の
町一
千
似
に
す
ぎ
な

か
っ
た
邸
二
恥
で

は
ら
る

n
v・・

4マ
，
、
余
り

が
、
人
を
教
ふ
ζ
と
が
、
ど

ん
な
に
愉
し
い
も
の
で

あ
る
か
を
、
つ
く
づ
く
柑
み

W
め
仰
向
ふ
と
と
も
に

、

u
a，
.
』
旬

4

ご
品

"
。

一
方
、
子
供
心
に
か
う
い
ふ
こ
と
を
恩ひ
つ
い
た
の

で
あ
っ
た
@

3L 
1\tよま
ので
中; (ま
で蘭ま
い自主
ちい

ば・2
んび
織や
し、

いお
もい
のし
だ \..

とた
恩t ぺ

っ
て
ゐ
た
け
れ
ど
.
そ
ん
な
こ
と
よ
り
も
っ
と
も
っ

と
酢
併
の
似
を
総
し
ま
ぜ
る
も

の
が
あ
る
の
に
知
が

o
t
E
i
-
r
 

つ
い
た
@
そ
れ
は
人
の
縦
俄
を
た
ず
け
る
こ
と
な
の

だ
・
よ
し
、
即
併

の
一
蹴
は
、
さ
う

一r
-
b
M
J

引
の蹴

慨
をh
rるた
め
に
僻
げ
よ
う
・
-

W川
の
隙
っ
て
ゐ
る
の
を
た
す
け
る
こ
と

i
l
こ
の

総
に
と
っ
て
も
蒋
ま
し
い
続
前
に
、
働
か
十
四
五
抵

の
鉱
工
・
脱
が
脱
ひ
を
貯
ぜ
た
の
は
、
ま

こ
と
に
総
称

で
あ
っ
た
が
、
総
し
そ
の
郵
併
に
は

ど
う
し
て
も
低

W
ん

h
v，
e
?句
、
。

銭
の
必
必
が
あ
る
と
知
る
と
、
そ
れ
を
獲
る
た
め
の

別
総
に
配
し
て
、

服
部
な
砂
艇
を
雌
か
す
に
は
織
は

あ
ま
り
に
航
船
な
縦
い

W
蹴
し
か
蹴
品
川
せ
て
ゐ
な
か
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っ
た
"•• 

，
E

・R・

t
n
.

下
供
は
や
り
た
い
と
怨
ひ
立
っ
た
ら
紅
ち
に

艶
併
に
税
さ
ず
に
砂
か
な
し

ν織
な一
料m棋
の
.
伐
を
も

っ
て
ゐ
る
。
-
ザ
慌
の
と
き
鵡
に
一
駒
山

Wき
つ
け
ら
れ

た
総
い
蹴
触
は
、
都
駅
に
伊
く
ま
で
部

れ
ら
れ
な
い

-
-
vも

-
h
u
.，
，
a，

も

の
だ
と
云
・
勺
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
子
供
は
英
雄
祭

殿
艇
で
あ
る
。
が
、

J
1
h
N
の
九
十
郎
に
と
っ
て
剛
山
対
隙

が
総
附
で
あ
る
な
ら
ば
、
制
拘
宇
山
内
に
と
っ
て
は
際
足

、
a
v句
史

L
Pゆ
a
p

h
e-

-

内
相
川
治
4
u英
縦
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い・

邸
-
T邸
側
め
の
様
、
珍
か
らm・
ひ
あ
が

=
;
{
:
;
:
t
 

っ
て
勲
たW
附
は
締
給
路
側
の
艇
符
だ
っ
た
。

的自

ざ
め
た
こ
、
ろ

一
昨
日
叫に
き
め
こ
ん
だ
ら
、
あ
と
へ
仲
か
ぬ

M
m
M
山

か
仇
ぽ
《

h
a
T
.，

H
L
r
u
b
事

で
あ
っ
た
。
彼
は
博
夕
、
打
の
附
制
に
身
そ
技
じ
る
と
、

す
昼
、
“ι
"

。•. 
m
w一

向
。
N
一
ぷ
ゐ

般
信
干
な
ら
ず
し
て
一
肢
の
筑
波
品
川
に
ま
つ
り
あ
げ
ら

れ
た
・
そ
し
て
鍛
が
儲
か
れ
ば
誠
殿
に
縦
す
、
ば
餅

け
を
す
る
、
け
っ
し
て
即
併
の
獣
般
の
た
め
に
尚
昏

し
な
い
。
こ
れ
が
賊
山
内
と
な
っ
て

W
M・
も
拠
紙
に
そ

の
艇
をゆし
、
そ
の
ゆ
放
で
は
粧
品
附
ら
ぬ

棉も
な
い

や
う
に
な
っ
て
伊
っ
た
・

Fm蜘
で
即
が
V
V
ル
陪
カy
占H
Yし
た
旬
、
昨
附の
雌
り
が
m
mで
制
制
さ
れ
る
取
に
チ
夕
日
チ

，
，
と
鮫
ん
だ
り
、
叉
駅
前
と
抗
日
伊か
な
〈
と
-
h、
間
之
公
〈
明
れ
が
白
州
イ
定
ポ
‘

J
W
V
リリ

山
山
中
ん

り
、
ク
シ
ヤ
ク
シ
ヤし
た
り壬
フ
イ
ラ
し
た
り
、
関MH:
度
の
郡
山
町

、

秘
印
刷
、

一
説
侃
、

郡
一
町

際
、
舵
開
館
協
で
誌
の伊
獄中
和L
た
絵
、
ス
グ
に
「ノ
!
?

正
際

2

2

的ノ
!
?
J
P・
の
ん
長
さ
へ
点
、
予
断
ぎ
ない
観
キν
イ
に
鍛
み
は
即
、
ゐ
せ
て

1
そ

れ
ζ
?
?朕
蹴
かPH静
け
印
刷
て
m
mた
以
に
慨
は
ハ
ツ
キリ

ム
別
配
に
な
刀
、
問
ふ

V鋭
、

相J一俊

に
、u
官
加
、
駅間、
事
、
恕
罷ψ
即け
る
こ
と
が察
官
苧
り
響

3
5

'

e
，
、
.
‘
，
、.
e

玄
4
.

，
。
，
‘
晴

&
恨
刷

ら
れ
る
劇
附
酬
は
一
一
一
十

筒
、
五
+白
、
-
司
争
磁
の
誼
震や
デ
パ
ー
ト
E
F
n誌に
て
府
軍
・

し
か
し
、
ば
そ
即
け
た
い
と
骨
ふ
航
船
は
ど
ん
な

に
材
除
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
も

、

僻
鮮
の
搬
は

制
品
川
に
お
い
て

d
.

ら
ゆ
る
ざ
る
べ
き
も
の
で
な

い
。
似
・
一
恥
は
ひ
そ
か
に
が
階
止
符
砂
へ
て
僻
慨
し
て

伊
〈
併
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
つ
ひ
に
説

。
蹴
っ
て
仲
っ
た
と
こ
ろ
は
諮
問
仙
で
あ
っ
た
。

限
鮮
の
献
に
苅
っ
て
ご
一
十
制
伽
判
。
栂
取
の

h
T
M
山

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
鵠
の
郷
三
麟
は
対
獄
の
昨
俄

か
ら
総
ま
で
徽
へ
た
対

m
w況
に
な
っ
て
ゐ
た
。
け
れ

たLD1i館もQ

裏切!街頭正純頭づ
'つ

う

そ
の
艇
に
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
鉱
の
が
は
脱

い
も
の
に
館
ま
れ
て
和
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
鯨

'
t

巳

5
2
2

島

B

2
5

の
疑
心
は、
自
銑
の
門
誌
い
間
路
ん
で
紫
た
誌
が
、
来

峰、
いμ
h
a
y

肺

し
て
定
治
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
と
去
ふ
こ

れ
&
ヒ
ぷ
ゐ

e
z
t
陶
・
・

と
な
の
だ
っ
た
・
「
若
い
と
き
か
ら
日
分
は

n

分
の
遁

9
伝
習
向
包

w
h
u

男

方
で
ゆ
仰
い
ゆ
を
行
っ
て
来
た
の
だ
が

、
な

ぜ
か
そ
の
た

hg

‘f

e

e 

の
し
み
も
今
と
な
っ
て
は
薄
ら
い
で
来
た
む
摘
が
す

h
e
M

，
、
hu
h

る
。
こ
れ
は
ど
う
し
・
た
諜
な
の
だ
ら
う
か
?
」
幾
度

伽
a
a

v
a
-
'
"
H
H
H
h

，

も
場
へ
あ
ぐ
ん
だ
宋
に
、
彼
の
腕
に
ハγ
キ
リ
分
つ

戸
」
味
噌
、

町車E・・・倉各
政省~合郎コk隻川書E

ili 
元m~
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て
貯
た
も
の
は
、
そ
の
即
併
の
持
脱
が
封
似

昨
潜
っ
て
ゐ
た
と
針
ふ
』
」
と
だ

っ
た
@

『
さ
う
だ
、
向
ロ
況
は

m
v
M
の
宇
でM郎
け
を

e
"

、

ヒ
m
d

し
て
来
た
と
舷
って
ゐ
た
が
、

貨
は
さ
う
で

は
な
く
てW
Mの
針で
そ
れ
を
や
っ
て
僻
た

の
だ
・
こ
れ
はh
r
M
の
や
坊
が
わ
る
い
。
附

鮮
の
椴に
拠
ま
っ
て
ゐ
な
が

ら
、

除
に
山
川
勝

け
が
伊
都
?
ヲ
は
ず
が
な
い
で
は
な
い
か

-
・
」

ト
0

・
，F

量

吋'
l
E

こ
与
で
劃一
一
一
郎
の
型
心
、
町
駅の
村
山
山

仰
が

は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
ω

似
は
針
くの
山
崎
山
山
嵐
を

鈴
め
、
問
削
除
抗
に

紛
伊り
の
館
前
を
蹴
へ
る
と
と
も
に
、
併
に

臨
み
も
の
一
蹴
と
蹴
れ
て
、
船
側
、
そ
の
山
町

を
寄
っ
て
作
っ
た
υ

川
仰
は
ど
こ
に
ゅ
の
ら
う
と
つ
ね
に
部
れ
砂
な

い
も
の
は
膨
織の
認
で
あ
る
。
似の
献
拡m

v
h
v
t
E
h

帽
3

・h

‘
牢
白
崎
、

附
仰
の
辿
っ
て
ゆ
く
略
も
、
故
郷へ
の
泊
と
な

っ
て
ゐ
た。
そ
し
て
即叫
れ
は
ωfb官
邸
り
に
伽

ゑ
を
泌
ぐ
だ
け
の
蹴
肘
を
も
っ

て
、
伊晶
・
沿'

a‘

‘
"
ひ
た

ι
官、

今
に
山
川
命
H
ふ
あ
は
れ
な
人
A
d乞
い
た
ら
り
な

, 
一一ーーーーー・・ーーーー・ーーーーーーー'一一一一一一
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が
ら
挑
み
を
館
め
て
仲
っ
た
。

h
Tに
僻J
1つ

も

た
ぬ
併
の
舗
に
伊
し
う
る
す
べ

て
は
、
膨

悌
和
服
で
刈
郎
け
を
す
る
こ
と
だ
っ
た

ω

l

銭
協
の
擦
を
し
な
が
ら
伊
て
ら
れ

た
税
制
官
や
ポ
ロ

郎
を
脱
却
恥
に
紛
ひ
ら

つ
め
、

そ
れ
で
f
mmや
限
っ
て
知
的
に
昨
り
、
似
た

錦
之
蹴
殿
に
縦
す
と
い
っ
た
隙
で
あ
っ
た
。

」
胴寵

t
L
R

己
、

&
M
-a

そ
こ
に
は
今
ま
で
の
手
下
法
に
取
悠
か
れ
て

務
税
を
限
っ
た
対
鰐
似

の
峨帥
酬
は
す
っ
か
り

e

・

げ
ん

a
，

務
え
て
ゐ
た
・

在
る
も
の
は
織
と
し
て
犯
し

が
た

い
併
船
旅
恨
の
ひ
と
す
じ
だ
っ
た

・

枇
A
W卒
業
は
斯
、
フ
あ

り
た
い

か
う
し
て餓J
協
は
か
織
の
惑
に
殴
っ

て
貯
た
。
触
はMb
h
r
に
械
か
く
と
、
際
ち
に

裂
を
あ
は
れ
な
け
川
吋
の
た
め
に
開
部
し
、
加

に
鰍
く
税
の
た
め
に

h
v
w
m
噌
を
料
諒
し
て
、

低
山
内
の
脱
m融
保
川
市
殺
の

一
械をひ
ら
い
た

の
ま院 で
が あ
彼主る
と @

tl=.: 
3長。
し
た
の
4主



, 

弘
、
』
ろ
で
.
倣
は.ι十
二
一
-一に
な
っ
て
ゐ
た
と
僻
倣

す
る
。
京

げた
料
品
川
を
齢

ぐ
就
紛で
.
総
叫
に
恥
紗
蹴

縦
の
抑
併
を
ぞ
い
て
ゐ
L
。
紙
撤
、
川
町
は
織
の
栴
献

す
る
鰍
術
館
威
ハ
傑
は
川
沿
い
耐
の
膨
献
を
も
っ
て
ゐ

aｭ

た
)
に
慨
を
ま
つ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
れ
ι
v-q
る

紛
の
仰一W
W艇
の
仰
で
微を
誠
れ
た
の
で
あ
る
が
、

似
の
ゆ
腕
時
の
態
槻
慨
が
蹴
め
て
給
対な
が
ら
、
す

べ
て
に
惑っ
て
獄
蹴
し
山
敵
さ
れ

て
ゐ
る
の
に
一
鱗を

鰐
し
た
わ
け
で
あ
る
。
併
問
ほ
ど
の
対
蹴
の
制
作
紗

の

搬
は
ぬ
即
慌
に
あ
っ
て
、
あ
れ
だ
け

の
撚
腕
あ
る
船

a
J'
e

b
也市
ヒLMLV珍

九
毛

剤
棋
を
な
してゐ
た
乙
と
は
、

ひ
と
へ
に
お
人
飴
三
郎

の
肱
婚
な
叫
が
け
と
蹴
献
な
必
鍛

の
駐
すと
こ
ろ
で

あ
っ
た
ら
う
と
脱
ふ
。
一
鰍
を
か
げ
る
と
、
鰍

け
ぬ

-
m

M
.叫
を
制
訴
す
る
織
の
何
で
は
、

締
必
、
都
刈
、
町

一
・
ぬ
w
m
w
の
訟
が
鰍-
MとM
Tけ
ら
れ
て
そ
の
慨
を
叫

mM
と

-
M
に
な
っ
て
鰍
〈一
一子
伽
即
応
の
餅
脱
却
滋
が
、
能

に
矯
い
ところ
ま
で
や
の
雌
〈M
m小
野
り
を
一測
して

義一一人.. 原• 一一一

• 

新民「 ゐ
り.~草"'llた
まに治Z の
す鰐航で
J 侶E 滋Z あ
L もの つ
与白及室あた
で Iま t 0 

t ぬり
‘ ; ~l'r~ 主h
行野人Z
の.
永Z 三
< 郎君
・つ I二
づ 、

<

と
を

(3宮〉

~亦Z 「
るほ J?Z
=li・2 ろい
iこ lまと
仰3 しき
さに 治、
ま 泌す ら
を きr.1U g

奔E ま 鹿・
ませば
せんか
た。り

い たや
とどっ
思t 、 て

っ 白ヒ 朱雪

七 gf- さ

ゐ両z E 
ま絵E の

す
。
」俄

は
微
減
し
た
犠
へ
を
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
・
そ

し
て
一
刻
、
蹴
倒
村
一
同
と
し

て
純
が
必にか
け
ぬ

こ
と
の
な
か
っ
た
戟
ゆ
紗
附
の
か
ず
か
ず
に
蛇
ず
る

b
m
m
m

悦
の
蹴
識
慌
の
ぎっし
り
伊
ま
ってゐ
る
縦
を

の
E
L

め

私
に
示
し

て
、

『聡
併
に
俄
和
川
町
勲
な
い
・
即
併

の
、
せ
め
て
も
の
お

際
へ
の
斡
討
で
す
。
」
と
場
い

て
、
儲
は
蹴
館
泌
さ

bヲ

"
‘
て

な
蘭
を
φ
め
げ
た
・
.

m獄
、
こζ
の
飯
山側
郡
山
慨
に

枕
附さ
れ
て
ゐ
ゐ
例

は
、
的
桝
の
凶
Nパ
引をは
じ

め
械の
w
h
m
h

滋
に謀る
ま

で
必
ず
概
列
の
猷
田
町

の
猷
仰
向
と
な
っ

て
ゐ
る

ω

す
な

は
ち
必
似の
倣
討
は倣慨令
都
品Wと
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
針
ふこ
と
、
|
|
こ
の
こ
と
そ
総
〈M
U引

に
鮒
へ
こ
ん
だ
対日
川の制
限の
ぽ
さ
を
斜
訟のや
う

に
脱
ぜ
ず
に
ゐ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
@

* 

u吟

触
が
町
総
似
は
紙
同
山

川
であ

す
べ
て
の
跡
的
緋
娘
、

る
・
併
問の断
制限
に
併は
れ
る
そ
れ
が
、
や
十
も

す
れ
ば
伊
は
か
りの蹴
品川哨
般
に
即
し
て
ゐ
る
の
は

な
ぜ
で
あ
・
り
う
か
。つ
ま
り
認
が
て
ん
で
い
ろ

い
ろ
の
滋
伽
が
慰
っ
て
恥
る
と
、
即
併
の

苧
で、
向
町

似
引
の
慨
抑
り

で
・
税
に
限
る
と
レ
ふ
、
い
ち
ば

ん
対

ぽ
』V

L
ん
思
ろ
ゆ

が

刷
E

切
な
心
附
仰が
夜
ん
で
し
ま
ふ
か
ら
な
の
で
あ
る
。
品目

の
開
館
は
ど
ん
な
に
ん
か

一紙
の
こ
と
に
ま
で
も

す
べ
て

ヒ

ぷ
ん

て
お

に
し

・
4

@
M

柿
告

自
分
の
手
で
治
っ
て
ゐ
る
。
ほ
ん
た
う
に
枇
合
を
激

似
す
る
な
ら
、
似

bE鱗
ん
だ
り
、
抑
制b4も
と
め
た

り
す
る
こ
と
は
俳
脱
獄
獄
の
は
ず
で
ゐ
る
ω

山
内
が
こ

h
に
世
べ
た
蝋蹴勧
一
一
一
瞬
はm
m
m
に
ゆめ
り
な
が
ら、

ょ
く
さ
う
し
た
販
を
斡
た
ず

、
山
川の鮮
の
た
め
に
鍛

し
た
ね
川
峨
な
刈
で
あ

っ
た
ω

保
が
側
山
叫
し
て
総
微
に
俄
ふ
た
舵
縦

m
w鵬で
必勝

ix
'品
目

4
3
4
b

，
‘

て

e
b

け
を
し
た
よ
と
な
ど
、
匙
曾4化
の
最
も
手
近
か
な
、

よ
き
防
隊
雌
の
鰍
と
し
て
、

h
rのM
J引の
ぽ
鋭
を
俄

縄
-

し
た
い
と
必
ふ
・

ず tV 1
・ II~ ; 
如E の E
3終よ 治7 1
の療す ;
治2 2r ，
し Q I 

11:.所E ，
*はる :
ふ ー 豊島帆 i
fß~ ゆ E
はゐ と i 
↓υ 縫E!

李主; ;
てつ !

! 套& i
i ら隼す;

; ず
。
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守
色q
u
hか
ん

U
S
'
陶

a
F

私
は
い
さ

L

か
弓
を
や
り
ま
す
。
ζ

の
薮
年
間
や
っ
て
を
り
ま
す
が

、

自
分
で
は、
と

れ
に
よ
っ
て
奇

t
a

v
e
-

恥
民

政
り
特
ると
ζ

ろ
が
あ
っ
た
慨
に
考
へ
ま
す。

H
Z
R

T
f

-
z
h

色
合

ん
に
ぐ

t

品
ん
ま
や
い
し
ん

と
一
ぜ
ひ
ま
す
の
は

、

綜
局
す
る
蕗、
と

れ
も
一
つ
の
逝
で
あ
り
ま
し
て
、
軍
年
内
慌
の
練
磨
、
結
紳
の

やd
し
ゃ

L
ゆ
げ
ふ
げ
い

4
hう
い
子
い
同
電
電

曾
つ
号

修
費
と
一匹
ふ
以
外
に、

私
の
役
者
と

し
て
修
業
、
嶋
姐と
云
ふ
と
と
弘
太
控共
姐
し
た
と
と
ろ
の
あ
る
の

を
燃
や
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

や
〈
L
綱、
与

h
'
L
A

咽
岬
'
&
戸
い

-
a
u
酔

に
気
写
宵
・
，
weん
げ
い

ζ

は
ん
もf・v・e
ヲ

椛
殺
は
一
仲
恨
の
他
殺
で
あ
り
ま
し
て
、
惑
を
-
mく
た
め
に
は
n

常
不
断
の
稗
古
が
一
森
大
切
で
あ
り
ま

広

之
内

げ
い
志
向
，

み
ぷ

L
u
b

け
い
ζ

ヂ
い
せ
つ

.

.

 

に
ち
写

す
。
得
誌
の
強
術
…
を
磨
く
た
め
に
は
芝
居

の
務
古
が
大
切
で
あ
る
の
は
宏
ふま
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
が
日
常

.，
A
Z
E

k
s
b

s
e
p
い
陰
。

ぷ
作

」F

，
司
み
れ
昔

F
い
今

回
宅.
，

の
m
古
現
は
長
に
一
一
沿
い
品
切
で
あ
り
ま
す
。
と
れ
は
舞
屯
の
上
で
置
を
結
ぶ
訟
の
必
礎
で
す
か
ら
、
と
れ

さ
い
ζ

昨
っ
て
い
臨
ん
制

が
舵
り
川
公
て
ゐ
る
か
どう
か
ピ
品
後
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ま
す
。

-p
u
h
u
ゐ

い
は

じ

t
e
h
'

z
t

今
軒
ら
け
い
・

一

恰
e

弓
も
俗
に
『
也
管弟
三
年
』
と
云
っ
て
、
初
め
か
ら
的
に
向
は
せ
な
い
で
、
先
づ
谷
議
で
棉
十
れ
さ
せ
る
程

m
rを
必m
mにし
た
も
の
で
す
。
慨
を
知
る
や
う
に
な
る
と
明

h
fe恥
っ
て
、
い
の
じ
r
ν、
r
ゲ
ヤ'
y、
ゲ

( 4・ 3

修
業
第中

村
• 

吉
右
衛
門

"、
ーー園田園..  

き詰

I......J........................... ..............................................,..........................,.. 
=て

ア米コ ゐ
に 回t や た
供? ニ S そ
ん ュ ζ う
・ζ ? し で
ん ジ い】あ
るャ λf る
え I 錨Z 、

ジ
ー

、
ガ
ス
ト

ベ
ー
タ
舟
ボ
の

島
、

・
x

-
d
a

、
‘

そ
れ
は
図
説
の
師
側
に
土
地
を
持
っ

て
ゐ
る
郎
知
滋
が
、
骨川
働
よ
り
沿
僚
の

鵠
い
制
際
、併
す
が
ぶ
閉
山
て
よ

ら
、
別
協
よ
り
も
同
作
の
砥
い
動
臨

む

活
'
い
を
伊
吉
せ
?
ヲ
と
一
昨
ふ
例
殺
そ
税

へ
つ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

'
V

二
句
"
、

L
k
e

友
A
V

-
刷
凶
の
長
所
ハ?
V
を
利
用
し
た
ζ

の
砿w
mな
鮒
酌
「
げ
ね

ば
部
付
総
雌
m
rに
務

以
容
れ
てい
的判
っ
た
。
似
し
m
Mの
加

わrに
よ
る
と
、
そ
れ
訟
に
践
に
こ
の
於

憾
で
こ
門紙
併の
段h
rが
都
W
必
され

船E
fの
思
昨
日
~

m恥
沼m
wの
阪
射
に
滋
い
ロ

ー
テ
ゾ

パ
ツ
ハ
の
m怖
い
だ
滋
が

、

t
mmf-m
w
M
M

-
FU
F
W

伊
U
4

・
す0
・
R
S
'

ピ
合

し
た
陣
取で
五
ケ
貯
の
徴
役
に
威
せ
ら
れ

た
.

海:

外:
ヨEだ

誕菖主

ー
一一一一一一 一一- ー 一
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。
宮
島
a

L

Z

&Fた

ち
た
と
し
、

ひ
き
と
り

、
か
い
、

は
な
れ
、
か
う
云
ふ
順
序
に
磁
り
捌
め

て
h
wき
乏
し
て
、

さ
て
は
な
れ

'
や
は
傘
二

二

，
、
.
ゐ

u，
Z
〈
号
h

，
￥

‘

培
ぷ

e

へ
来
て
矢
は
放
た
れ
る
。
此
蕗
へ
来
れ
ば
も
う
唯
我
澗
愈
の
境
地
で
す
。
そ
と
ま
で
峨
め
て
来
た
も
の
A

H
く
b
L

・.

s
'
z
z

怠
ら

・

，
、

b
e

成
果
が
と
L
K
集
中
し
、
此
庖
に
現
は
れ
て
来
る
碍
で
る
り
ま
す。

お
酔
に
し
て
も
と
れ
と
時
じ
ゃ
う
な
と
と
が
官
ば
れ
る
か
と
政
ひ
ま
す
。

M
m杭が
搬
椴
か
ら
一
供
一
郎
昨

止
令
お
企
柑
い

・
旬
止

に

し
た
ら
、
も
う
矢
が
弓
を
階
れ
た
の
と
同
じ
で
あ
っ
て

、

税
古
も
何
も
る
り
ま
せ
ん
。
日
常
不
断
の
心
叫
聞

け
が
と
h
k
取
は
れ
て
彩
る
の
で
あ
り
ま
ず
か
ら
・
対
慨
に
指
針
忠
弘
船

w
m
m
を
伸
っ
て
や
れ
な
け
れ
ば
川
町
を

島
守〈
し
ゃ
ぶ
毘

」F

明、

e
ι
"と

よ
う
悼

外
れ
た
棋と
隊
じ
ゃ
う
な
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
役
者
も
舞
蚕
へ
出
る
前
後
の
用
意
が
最
も
大
切
な
の

で
あ
り
ま
し
て
。
被
の
あ
く
献
に
倣

州
艇
を
叫
附
し
て
恥

m
b
w
や
刀
殺
な
ぞ
を
官
つ
て
は
公
ら
れ
な
い

、
引で

い

、

，
、

e
-ぬ

か
ま

-
n
t

宏
へ
ば
は
な
れ
へ
来
る
ま
で
の
心
の
榔
へ
と
同
じ
で
あ
り

ま
す
。

h
kが刊
に
悦
ら
た
か
っ
た
か
ら
と
官
っ
て

、
仰向
ば
か
り
舵
っ
て
ゐ
た
の
で

は
駒山
町
な
の
で
す
。
一
引
は
料

診
ぶ
ん
昨
つ
か

ん

S

0

・5

へ
蛍
て
ゃ
う
と
し
て
は
い
け
な
い
。
自
分
の
棋
陪
は
先
き
に
述
べ
た
や
う
に
切
っ
て
は
な
す
迄
の

一
っ
た

・3
陪
ん
て
含
し
令
い
在
世
相

が
り
の
基
本
的
な
姿
勢
に
あ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
抗
す
と
云
ふ
と
と
に
無
が
付
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
.
つ
ま
り
や
脱
の
撚
酢
の

m
m販は
そと
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
紛
で
あ
り
ま
す
。
附
仰
叫
に
限
り
さ
へ
す

れ
ば
hrい
と
宏ふ
務
へ
は
聡
越
で
あ
っ

て
、

と
れ
で
は
椛
慌
の
は
援
は
縛
め

・た
い
し
、
部
κ
践
す
る
と
と

明、

.3

は
出
来
ま
せ
ん
。

柑
噌
健主
a
'
・

t
a

ら
い
ラ

役
者
も
賞
め
ら
れ
や
う、
受
け
さ
せ
ゃ
う
と
ば
か
り
あ
せ
る
の
は、
山
品
川
的
ば
か
り
舵
っ
て
何
時
も
は

-
ら
お
・
・

十
れ
て
ゐ
る
貯
の
や
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

制
腕
、
引
に
し
て
も
附
雌
を
椛
ふ
の
で
は
な
い

、

叫
即
日
υ
し
た
稼
在
を
ふ
Wん
で
そ
れ
だ
け
の
は
船
へ
を
叡

い
怯

む

阻
ん
た
，

量
主
事

-
s
・a
.

勘
定

っ
て
程
く
と
一玄
ふ
と
と
に
よ
っ
て
始
め
て
本
常
に
的
に
官
て
る
と
と

が
出
来
る
と
私
は
考
へ
て
を
る
の
で

あ
り
ま
す
。

…慨
に一
つ
の
附
ザ繁
っ
た・
とえ

岨

-
L
MC
胃
a

，
、
・M
U

。
ぃ

m
b
か
の
は
今
度
夫
の
ス
ベ
1

グ
お
の
組
父

山さ
ん
が
ス
ベ
ー
タ
小河
川
の
おmgん
と
山

…縦
続
し
た
倖
め
に
、

ス
ベ
ー
タ
h
r
M
は

一

…・
山一似
の
昨
白
羽
訟
の
加
山
町
さ
ん
に
な
っ
て

一

…が
知っ
た
mmで
あ
る
・
そ

し
て
昨
税
対

.

…の
ス
ベ
ー
夕
刊
仰
は
仲
併
の
み

'慨
を
釦r
M

…の
築
制に
し
、
山
忘
れ
を
怠
九
の
幹
一
却
に

…

山し
て
ゐ
る
そ
う
だ
。

一

同

h
ue

‘
.
.
 w

'

ｭ

.

獄
に
も
裏
窓

…

…
脱
出mの
ゆ
る
臨
で
は
、
訟
判
は
民
門
川
町

…に
掛
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
部
燃

…の
ぽ
に
も
、
椛
舗
に
も
、
際収一
世
に
も

…m
w川町
に
も
、
舟
ん
だ
税

の
隊
約し
て
ゐ

…た
ぷ
て
の
も
の
に
昨
け
ら
れ
る
。
鰍
縦

…で
き
へ
部
品
開
を
や
い
て
跨

一患
を
お一

山す
る
の
で
あ
る
。

…

す
τ

…
鎗

Z
F

…

…
M山
総
阪では
w
mhfは
対
して
泌
ら
し…

山い
・』と
で
は
な
い
。
榔拍、総
儲
の
も
の
一

…』
宇
で
郷
町
配
や
制
限
が
俄

で
山
町てら
れ

一

山た
り
件
貯
隠
に
山
内
総
さ
れ
た
り
す
る
の

…が
議
十
五m
mロ
グ
饗
だ
そ

一

…う
だ
・
一
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部
凧
献
黙
舶
の
仲
縦
問
。
隣
町
?
れ
て
、
械
の
船
ろ
股
が
町
た
。
山
肌
胎
の

wm
は
、

公
一
町
駅
へ
伊
く
と
抗
滋
を
だ
ま
し
て
伊
り
て
煎
た

m
m憾
の
羽
魚

崎
の
ふ
と
と
ろ
か
ら
必
ず
祭
は
み
昨
さ
せ
て
、
さ
ツ
き
か
ら

、

しF
z
q
s
s
ぞ
ろ
店
前
弘
ほ
し

・
ヂ
ゐ
ぶ
ん
此
漣
を
う
ろ/1
1

し
て
ゐ
る
。
色
の
浅
黒
い
苦
味
走
っ
た
い

L
目
的
で
る
っ
た
。

「
と
の
件
織
的
に
や
ア
何

m
m悦
ア
郡
部
ね
え
の
か
な
」

-

E
a

成
、

t

ふ
と
、
そ
ん
な
取
を
つ
ぶ
や
い
た
盆
勾
に
思
ひ
が
け
な
く
ど
ー
ん

と
、
総
や
ら
が
鰐
悦
っ
た
。

「
鈴
を
つ
け
ろ
と

E
H
S
Z

舎掛
か
そ

-
z
b

ひ
ょ
い
と
見
る
と
、
女
給
の
赤
い
袖
-
M戒
を
見
せ
て
、
尻
ツ
き
れ
の
冷
傾

斜
船
・
出
附
棋
な
く
尻
町
川
を
山
町
ば
し
た

M
m船
の
燃
が
、
そ
の
肘
艇
に
俳
ぬ
口

は
や
、
u

能
移
の
よ
う
に
貯
を
略
し
て
、

M
rみ
を
勝
っ
て
、
簡
を
と
る

が
し
た
よ
う
に
、

す
つ
僻
ん
で
作
っ
た
@

令
す
崎
"
ふ
と
&
る
み
ー

菊
助
は
、
す
ぐ
に
、
懐
中
を
凡
た
。

e
a，
，
，
、
す

「
う
め
え
ツ
!
逢
k

、
抑
ら
れ
た1
1

」

E
-

む
品
た
か
る
ほ

z
"

、

棋
が
、

ど
く
/
\
と
胸
ン
中
へ
と
み
上
げ
る
秤
.
に
う
れ
し
く
て

、

思
は

今
、
そ
の
仰
向
を
h
rって
一伊
く
。

体
総
山
内
の
紙
針
生
駒
け
る
と

.

緑
川
に
は
、
税
・均
し
い
川
町
酬
が
山
ぞ

陸

H
v
t
'
e
.

‘
，

遮
っ
て
、

も
う
灯
の
入
っ
た
涼
も
見
え
る
。

。

.
a
n
e
b
-

砂
町

片
時
は
、
一
度
、
う
し
ろ
を
鍛
返
っ
た
が
、
迫
依
れ
て
ゐ
る
と
で
も

民
っ
た
の
か
、
そ
れ
か
ら
が
き
は

、

と
っ
ち
の
伶
齢
、

あ
っ
ち
の
俳
け

磁
と
匙
げ
雌
っ
て
、
も
う
叫
ん
対
が
と
ほ
ツ
と
邸
&
つ
い
た
階
は

、
も
う

担
睦
か
峰
，
、

4
・3

包
、

ぷ
ん
た

-'
w

ト
河
川
も
す
っ
か
り
暮
れ
て

、

沿
ぼ
ろ
月
が
、

自
分
の
立
っ
て
ゐ
る
影
を

時
節
慌
の
献
肱
に

、

ぼ
ん
や
り
と
隠
し
て
ゐ
た
。

そ
の
郎
、
械
部
川
問
一
川
町

V一
蹴
料
の
税
制
タ
訟
が
の

h
r腕
鋭w
h
W
ん
で
ゐ

る
悦
治
姉
の
鰐
釘
間
一
川
町
「
の
似
叫
が
鵬
、

m
m
mでは
凶
吟
川
町
…
取
の
概
併
と

健
記
ろ
4

mve
-

-"

に
'
~
・
盃

い
ふ
で
っ
ぷ
り
と
し
た
貰
除
の
つ
い
た
人
の
家
で
、
ト

ニ
三
人
も
集
つ

C

ぷ
h
A

‘
。
し
ら

た
子
分
の
磁
物
を
制
ペ
て
ゐ
た
。

借
慨
を
叫
併
せ
て
、

m
m似
の
献
で
、
一
併
の
澱

V
す
る
目
以
伊
憾
の
町
内

が
、
一
日
ハ
一
川
ハ
の
伊
蹴
を
し
て
は
い
く
ら
か
づ

L
の
艇
を
や
っ
た
。
総

川
、
燈
都
中
川

、

協
の
総
か
ぎ
り
。

ひ
ど
い
の
は
加
か
ら
鵬
釘
滋
あ
っ

た
。

., 

• 「
さ、

沿
献
の
ア
仲
ん
だ
」

ぁ
，
、

h
t
h

輔
、
暗

見
ゃ
っ
た
先
き
に、
誠
前
へ
出
張
っ
て
ゐ
た
る
の片
似
ツ
か
ち
が

郎
防
そ
う
に
際
ツ
レ
小
川
仰
伽
を
縦
へ
て
厳
つ
て
ゐ
た
。

「
へ
え
。
あ
ツ
し
の
ア
、
と
れ
な
ん
で
す
が
ね
」

n
‘
h，

，
《

ラ
島
守
抱
や
す

w

，
.
A
Vみ

つ
ツ
と
、
員
制
の
よ
へ
突
出
し
た
の
は

、

さ
ツ
き
の
漏
助
の
財
布、

、

筒2

• 

• 
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-怖か
み

「
中
味
ア
あ
る
の
か
」

「
へ
え
、
鰍
討
も
し
て
hん
を
せ
ん
が
、
・が
慌
が
村
ば
か
り
へ
え
っ
て
山
町

り

や
す
」

「
ふツ
ふ
ッ
、

L
C

主

い
L

仕
事
ぢ
や
ア
ね
え

か
」

「
へえ
」
主
代
包

b
b
'司
君

「
沿
前
に
し
ち
ゃ
ア
上
出
来
だな
」

お
に
い
ぶ
ん

H
n

雪
ゆ
と
，
、

兄
帯
分
の
そ
う
ま
ふ
の
を、
四
丁
目
町
徳
も
に
や
り
とし
て

「
ゐ
献
に
仲
ツ
か
か
る
よ
う
ぢ
や
ア
齢
仲

も
ン
か
」

• 

と
い
っ
た
。

「と
と

ろ
が
」

b
f
ζ

e
，

‘
 

と
眼
ツ
か
ち
少
し
併
な
そ
う
に

「
脱
出
臥
の
山
内
縦
陀
、
山
判
掛
』
ツ

山ん
を
を
ち
ょ
ツ
び
り
で
も
川
削
げ
て
ゐ
ょ
う

P
3
 

と
い
ふ
ち
ゃ
き
ち
ゃ
き
の
奴
で
」

ふ
し
菅

「
不
思
織
だ
な
」

「
へ
えl
l

ま
ァ
、

=
ぬ
ん

と
に
か
く
御
慢
な
す
っ
て
」

ち「
り兄E う
と奇いむ
十 が」

個=手て
。 IC

と
'っ
て

し
ι

、

}

調
べ
る
と
、

静
仲
にも
川
町
駅
は
い
加
が
き
ツ

う
す
-
rみ
か
ふ
み

A1
av
肱
い

諸
島
で
お
い
た
よ
う
な
文
が

一
週
入
っ
て

そ
れ
か
ら
‘

「ゐ
何止 tc
ん。

だ
と

れ
ア
L-

と
M
M暗
。

「
お
ぢ
ゃ
ア
ど
ざ
ん
せ
ん
か
ね
」

と
船
ツ
か
ち
1
1
・
一
一打ハ
とも
や
が
よ
めない
の
で
お6
2
mお
れ
は

「
ど
れ、

h
zろ
」

h
v
 

と
引
き
と
っ
て
、

「
ふ1
む
」

読
み
か
け
て
小
首
をふ
っ
た
。

「
船
ツ
か
ち
、
対
総
な
総

ぎ
を
し
ゃ
が
っ
た
な
」

な
伊
ん
で
す
か
ね
撚
鋭

、

そ
れ
ア
」

て
め
え
が
、

と
ん
な
齢
ぎ
を
す
る
の
ア
ど
う
も
や
か
し

と
れ
ア
お
献ωわ
ざ
と
断
ら
れ
て炉る
い
てゐた

' 

「
へ
?
。
念
、

ν、 ï

とふ
思2 ッ
つ ふ
すζ ツ
ん.

7ξ 
。

ん
だ
ぜ
」

「
ぇ
、f

」

「
と総
ァ
、
似
た
ち
の
m
m
mへ刈
りてえ
附
なんだ
。
そ
の
悦
ァ
、
臨

，
、
ぬ
ん
な
か

重

み
に
い

p
a
h
-

ド
，

は
ひ
ど
よ
簡
を
し
た
ん
で
す
が
仲
間
の
兄
イ
M
へ
の
劃
つ
な
ぎ
に
し
て

と

う
宏
ふ
ん
だ
」

く
ん
な
と
、

四ー「
了苦へ
目。 、

徳を へ
は 1

ぇ
。

-ng 

と
れ
ア
驚
ろ

い
た
」

と
、

と
、

l

u

a

p

 

「
い
L

か
、
と
の
加
入
に
は

と
う
飲
Hい
で
あ
る
1
l
b
た
し

は
釈
の
鵬
必

で
す
が
、

政
ふ
ょ
う
た
慌
を
似

る
に
つ
い
て
、
"
と
う
し
て
も
併
のい
る
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• 

そ
の
伐
のMh
v
が
い
つ
に
な
っ
た
ら
つ

脅
か
ま
い
に
も

ぐ
た
へ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
た
仲
間
へ
入
れ
て
も
ら
っ
て
、

一
円n

'
p
k

，
$
4
2
5

は
-
H
n
b
u

ぷ
ゐ

-
n‘
終
段

e-
L

の
判
例
似
は
そ
の
が
を
や
り

、

ルT分
は
、
白
分
の
思
ふ
姐
り
の
指
を
と

お
や
ょ
ん
な
か
ま
柏

し
ら
へ
た
い
の
で
ご
ざ
り
ま
す
.
親
分
さ
ん

、

E
う
か
、

沿
仲
間
K
入

R

や
ら
う

れ
て
ね一さい
l
!
と
と
う
官
ふ
ん
だ
。
鉛

っ
た
野
邸
宅
だ
か
ら
ー
ー

と
の
対
を
拡
併
さ
ん
に
配
け
て
い
た
ど
く
た
め
に
ど
な
た
か
に
、

わ
ざ
と

知
られ
ま
す
、
断った
放
は
わ
た
し
を
静

探
そ
う
だ
と成っ
て
、

E
う

-
vぷ
ん
み
〈
復
か

ぞ
と
の
ふ
み
だ
けで
も
離
分
さ
ん
へ
念
見せ
下
さ
い
と
批い
い
て
あ
る
」

忠
一
ザ
似
の
犯
が
、
艇
か
ら

、

そ
ツ
と
そ
の
が
ね
を
川
町
い
た
。
伴
献
の
郡

山

除
a
a
E
6
w

q
柑
ん

生
新
し
い
血判
が
あ
っ
た
。

己
主容

が
ご
ざ
り
ま
す
@

そ
し
て
一

• 

に

ペ
，っ

と
血るり

'と
L- 、

「
あ
ツ
!

「
し
ツ
」

m
併
は
、
そ
う
かAっ
て
、

H
T

る
‘

恥
八
れ
て
終っ
た
。

• 「
眼
ツ
か
ち
、

そ
の
絃
を
伊
く
と
、

航
っ
て、
ふ
と
と
る
へ

ー、・「

嘘2 へ
と?
.想、t
ふ lま
な 、

らほ そ
受3 、 の
取t コt>:~ 1)、ュ
る常苦Fむ
た でア
」 す特み

かん
えた
P た
」 前2

に

キ'
る
L-

-
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引婦やねやは「少まや ï ï 婦や爺7 自h主t 光まぢ とのも
助存」喰〈わそ Ã( つう婦や助存カャ・玉そ り ・ り掛奪勾長:i!i:!あ痛助Zや
は はかう 、 てむツの、をの持も f 行芝ふづり
、 ね っか判官キ1" 、 さ 1/~ ?}ct官うすっ 綬Z よい、は
抜さ えてえがついんへ色2 るぐてとのうたま、
の と来曹。 出でて h 、話しZ のの隣りきゐ 、 灯Pでのし桔抑喜世
暖の いた会たく贈~- L-'!、ュだ た何たにあをて し
繰E ふん前主よれ梅宮寸・とか旗2が i亡 。花 、 つ知し 、 の
を よださ」ただ・けを 、は かぽたらi!l:~ Jl f・
か うねん が。樗諸た笠宮と、 をん。せよ I~t.
き に。の 、 さな。のの Jlミ待主や るりツ
わ な江A飴t 公つよ ま頃;1{: ちり 曙警はぷ
け る戸Z も っき う 1‘ はな とと か夜まち
て ののと そのだ にま る j;t 普主 さのに
、

も人2 の るたね 下S だと れん でと !lit
房器 が f可iZ し答き」 げ湯飴3ゅ 涼t てだ 、 σ) (/) 

を て.. 、ア く が てみ ゐよ 柳のZ 界限士t 院や出だ うたど 4d"2・、J‘、 、 、 だの る う
し 港在前主う がし. 自を主主n 時S け客E よな み 。 落桜者とt は
?と く さや Ã~ 主を主 へ tう乞 助粥Z令 ど殊3
。

アんら い十ま り につ語!日iE つ吾湯妻言ゆねの江A 公 It: 、 の がはで
ぇ量l'ít 戸r 客室 、 主てや 不ふ目民b 、 めゐ

での で 小品 そゐ 冷つ 義し そ った
だな活3 、鯵害 う るめ 曹今= よ き

ゆ• 
らく人Z 俺i: を tε 勘助吉f た 1.!. 符主 (り 刀Z
う ち ，1亡 も十f 、 ν、 底さ は 3主主で

「
そ
う
だ
らう
、
わ
か
つ
て
ゐ
る
よ
」

か
ん
す
け
'
'
e
い
他
。

と
、
勘
助
爺
ば
、
も
う
、
臨
を
ぽ
ち
/
\
し
て
、

ま

司

も
主
雪
レ

r
e
ん
し
も
"
唯
心

「
会
前
が
、
元
を
切
る
ど
と
ろ
か、
借
会
を
賀
に
泣
い
て
う
め
え
ボ

‘
.
う
す

L
A
Z

に
ん
伊
ん
，
、

営
の
鋭
と
い
ふ
も
の
を
・
江
戸
の
人
間
に喰
は
せ
て
え
と
、

ひ
ど
い
御

骨
ん
く

h
h
h

a

し
い

難
の
・1.而
を
し
て
租
を
仕
入
れ
て
ゐ
る
の
は
、
と
の
、
必
や
ぢ
だ
っ
て

し

ま

内
ほ
ん

h
A
F
L
V，
更
に
ん

知
っ
て
ゐ
る
よ
ω

沿
前
と
そ、
本
訟
に
峨
人
ら
し
い
職
人
だ
よ
。
い
弘

、

9

4
R
a
B
t

物
を
こ
し
れ
え
て
え
の
ア
諸
私
同
じ
だω
が
、
そ
ん
な
似
ア
必
ら
宇
う

*
・q

主
‘
，

，

d‘
巴
・

害

E

ん
と
%
を
呼
ん
で
向
く賀
っ
て
鈍
を
儲
け
て
え
と
い
ふ
W酬
が
つ
くも
ん

え
む
ぷ
ん

・句
。
誼
壱
'
"

だ
、
そ
れ
を
公
前
は
、
た
H\

内

分
で
叙
の
す
む
も
の
を
緋
へ
れ
ア
批

お
-a
c

‘
A

Z

ん
ぞ
，
、
サ

L

を
し
た
勺
て
、
い
h

ん
だ
、
と
れ
で
も
俺
の
心
の
満
足
な
航
ぢ
や
ア
ね

え
、
山
附
ぢ
や

γ
ね
え
と
・

そ
う
し
て
や
っ
て
ゐ
る
の
を
川
る
と

、

倣
ア

m
a
h
喝
守

い
つ
払
，
一釈が
出
る
ん
だ
よ
」

a
，
が
た
い
ま
事
れ
舎
も
怠

「
布
欝
ふよ
、

と
っ
さ
ん
l
l

今
ん
と
と
る

、

低
の
と
の
気
持
が
わ
か

た
ま
や

今
ふ
た
，

‘

ゥ

っ
て
く
れ
る
の
ア
会
前
さ
ん
L

、
沿
去
の
択
のコ
人
き
り

だ
。
尤
d号
、

• 

「柿
鰍
う
よ
、
と
っ
さ
ん

l
l
倣
ア
ね、俄
の
と
の
町
が
昨
れ
て

、

艇

を
儲
け
て
え
と
い

ふ
ん
ぢ
や
ア
ね
え
ん
だ
。
縦
と
い
ふ
も
の
は
、
と
う

た
'
a
z

す
L

惨
と

一
宮ふ
も
ん
だ
、

と
れ
が
本
町
の
江
戸
の
舗
だ
と
、

そ
れ
で
な
く
ち
ゃ
ア
Uん

が
純
僚
を
し
ね
え
よ
う
に
な
れ
ア
そ
れ
で
い

L
ん
だ
よ
。
倣
広
一
勝
併
の

"
ν
ぷ
ん

令
し
ル
吾
に
命
令

F
治
市
令

L
W

時
分
か
ら
の
錨
誠
人
、
せ
め
て
、
と
れ
が
靖
附
酬
の
鮪
と
宏
ふ
ん
だ
と

、

と
う
せ
い
芦
い
鼻
、
す
し
いv-
買
に
ん

う
で

た

丹
二

後
世
代
k

の
錨
臓
人
に、

と
の
腕
と
名
を
残
し
て
え
の
だ
よ
」



筋 一一屋• 一一劫( 47) 

伎
や
っ
か
ら
砂
川
山
花
ょ
っ
ち
ゃ

ア
」

い
や
す
け

〈
怠
う
ち

と
云
っ
て
、漏
助
は
口

の
中
で
、

nrと
'
-

w

し

「
も
う一
一人
、
殖
へ
る
か
も
知
れ
ね
え
が
」

。
，、

H
F

と
低
く
云
っ
た
。

と 「
甜Jtぅ
助E む
爺5
はいう
、む

L膚

進t
k( 

瀦
がぽ
た
り
(
と
艇
を
祭

う
な
づ
ρ
た
。

?と

の

「
お
か
必
さ

ん
と
安
へ
ば
、

あ
白
川も
と
の
似
棋
に
は
蹴
ら
し
い
応

対だ
な

-
駒
内

k

怠

主

舟
=

ほ
E
T
L

で

・3

-
w

ァ
。
公
前
さ
ん
の
宥
が
後
の
故
に
u
mる
程
の
う

め
え
航
の
川
来
る
迄
は

と
、
んV
Mれ
か
ら
釘
ん
で

、

が
を
や
っ
て
、

縦
を川
町いで
ゐ
な

さ
る

ん

や
す

w

-a
へ

車
両

三

L
ょ
た
ま

だ
。
ぇ
、
粥
助
さ
ん
、

き
っ
と
必
前
の
名
が
雄
る
と

一
絡
に、

治
不
・さ

医

師
こ

ん
の
名
も
残
る
よ
」

た
と ・つ

の た
ま -E
L 人・
死しで
ん も
でそ
も う
口 《 2えい

tiiドつ
して

e
e・
U酢
*

「
と
、
と、
と
っ
さ
ん
、
有
離
ふ
よ
。

，
、
ひ

a

や

す
ゆ

た
ま

央
れ
る
人
が
あ
れ
ァ
、
菊
地
も
沿
五
も
、

勘主く
助3 は
爺写 ね
はい え
、 よ

暫長う
くな
獣2 も
つん
てだ
1;)ょ
た 」

tJ{ 

に
は俄

か
に
、

「
ゐ
つ
は
つ
は
つ
は
つ
」

と
然ひ
即
し
た
。

「伊
ゃ
に
鳴
が
減
い
八
り
や
が

っ
た
よ
」

'
迄
・
，
削
除
，

Z

A司

と
の
臨
時
、二人
の
前
を
す
り

ぬ
け
る
よ
う

に
し
て
、

LF宅
日揺り

か
h

っ
た

-
ah
・

二
人
づ
れ
。

ご
め
ん

「
御兎
よ

ツ
」

や
か
'
w

-v
先
い

は
い

e

ね
っ
と

、
漏
助
の
m
m
姦へ
入
っ
て
来
た
。

ふ
た
・

z
z
t

，

A
Ft
f

世
ゐ
喰

二
人
と
も

、

何
凪
か
ら
凡
て
も、
際
一気
の
"

・

郁
で
は
な
か
っ
た
ω

そ

れ
も
将
川
町
、
J
aMは
四
吟
hr…
慌
の
耕
剣

、

イリパ
は、
閥
乃
島叡一
併
の

』
-
e
a駒
急
叩
・
句
作

期
ね
を
す
る応
寄
。

L，“，
、徳

は

uF‘ 思
ひ
つ
い
た
か

• 

「
そ
っ
ち
の
紡
に
た
っ
た
も
の
を
つ
げ
て
く
れ
る
」

「
へ
え
」

や
す
げ

粥
助
は
、

そ
う
云
ひ
な
が
ら
、

い
き
な
り
.

ゐ
化

す

こ

は
〆
い
ろ

し
た
ω

背
い
澄
ん
だ
よ
う

な
小
館
の
色
。

u
ue
企
，
、
す

L

e
e
'n

降
睦

み

つ

問
了
同
徳
は
、

節
よ
り
は
ぢ
い
と
揃
助
の
顔
を
見
詰
め
な
が
ら
、
そ

占τ
し

〈

-b

u
z

-Y
ナ
W

め

も
し
ん
け
ん

の
飴
を
口
へ
蓮
ん
だ
・
蝿
助
の
眼
は
、
ま
る
で
燃
え
る
よ
う

に
品
剣
で

さ
っ
と
が
僻
を
蹴
っ

て
昨

あ
っ
た
。

, 

「
う
め
え
」

ぉ
‘

H
F

思
は
や
そ
う
去
っ
て

「
い
L
W一
伊一郎
だ
な
ア
1
1
mmを
一
つ
」

「
へ
え、
隣
は
ち
つ
と
特
う

ど
ざ
ん
す
が
、
腕り
、

脱
の
かLら
ね
え

と
と
ろ

が
ま
た
よ
ろ
し
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
」

が
慨も
艇
も
、

一
つ
づ
け
で
、

併さ
て
ゐ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

• 
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「う
め
え
」

m
mMも
回以伊
も、
伊
川
刊
で
叫
鳴
べ
た
。

民町
山
仙
へ
山
山
て

h
r
b
凡
鮒
山
町

も
税れ
た
よ
う
に
、

-
Z

巴
A

う
よ

と
、

す
按
さに
、
心を
紙
は
れ
て
ゐ
た
。

いM
r院
か一知
的
か、併
の鍛が
、
税
の
や
ら
しくし
ん
み
り
と
容
い

-，島
由-t.

人・
と
も

そ今え
の 夜e

S旨t わ
の ぎ

~ ~ 
さ 此品

た
ピ
、

.，.ヒー・可 -, 
へ る 問
えい丁雪

、 目。

と ー兄吉徳そ
れ つ イは
カ.、、

1・

一 八代t
つ文2 は
たで い
っと く
た ざら
八いだ
文21まね
P ず」
L L 

「え
p

「
へ
え
」

阿
乃
h
v一僚
は、
撚
って
W
蹴
の
腐
をhuた
。

包

ぷ
ん
h
v企
'

い
く
E

い
く
E

自
分
一
人
で
蔑
度
も
護
産
も

み
ゑ

づ
き
な
が
ら
、

「W
蹴
さ
ん
、

一
如、
総
を
伊
し
て
く
れ
、

俄
ァ、

邑Z

み

あ
H
E
砂
、寄
草

AV
ゐ

企
，
、
包

ら
う

の
中

の
文
を
比
た相
生
町
四
丁
目
の
徳
次
郎
と
い
ふ
も
ん
だ
」

そ
し
て
、

写
え

争
事

心
の
ι内
で
、

Z
A『

$

4V
ふ

た
前
さ
ん
の
財
布

ー園、 -, 
見み え
1!t. ? 
f存2 」
は

い
AV

衡

な

と

奴
に
さ
せ
て
泣
け
y

AV
h
さ
。
何
アに
、

主
一
寸
で
い

ん
だ
よ
」

?と
。 そ

JII~れ
氷主 か
のら

匂長 少?
がJ し

ぶし
l て
ん 、

と

し
て

.,k, こ
へ

は
、

そ 隔を
の 岡t
11 Jさ R官官
菌、 の

に .!l!.
、

ン

刀Z 中ま
と に

慰P
'1J、
問、 つ

務ぉて

ち ゐ

か
h

る
よ
う

で
あ
っ
た


w
mは
仰
いて
ゐ
た
。

「
仲
利
舶
の
蹴
り
日仏戸
の
駅は、
紙、
w
r絵
師
三
、

h
r
w
酌
、
かAF婦

と
れ
が
拭で
ど
ぎ
い
ま
す
が
、
紙
もそ
の
hpを
紛
く
伊
り
ま
る
で
践

の

ヤ
を
に
ん

・3
・

2

u
-

宜
9

よ
う

に
し
て
つけ
る
が
職
人
の
腕

.

海
老
お
ぼ
ろ
に
も
去
一
子
に
も
混
ぜ

‘
@

ユ
だ

ひ

章

か
に
く

物
を
し
、
小
朗
な
ど
も

二
つ
に
切
り
、
ま
る
で
皮
を
喰
は
せ
る
よ
う

に

-ゐ

E

す
L

す
る
。
そ

れ
が
今
の
江
戸
の
飴
、
そ
うす
る
の
が
職
人
の
腕
と
な
っ
て

ゐ
る
。
と
れ
で
二
十
対
か
ら
三
十
殺も
と
る
ん
だ
。
加
川
ア
に
椛
鈴
一
は
航

す
L

F
革

e
c
E

S

b叫
ん
ざ
ど
う
で
も

い
い
ん
だ
。
た
ど
、
舶
を
排
へ
る
の
は、
銭
b
E
儲
け

る
お
附
の
J
つ
に
す
ぎ
ね
え
、

そ
ん
な
慨
は
黙
っ
て
似
を
く
れ
る

必
が

あ
っ
た
ら
き
っ
と
航
は
に
ぎ
る
め
え
、
そ
れ
が
、

そ
の
叫
がw
m付似た
の

陪
ん
た
多
ず

L

-
-L

で
ご
ざ

り
ま
す
。
あ
っ
し

ゃ
ア
本
官
の
衝
を
祷
れ
え
て
え
、
鮪で
も
四

M
Mから
ぷ
の腕
骨Cに
伊
って
つ
け
、
椛
訴
に
斜の
燃
と鮒の
鳴
と伊り

-e
g

L
信

金串ぢ

L
t
a

ヨ
内
ご
〈
ら

く
ラ

〈
事

味
と
、
聴
の
味
と
を

一
つ
にし
て
舌
の
上
に
極
撲
を
作
っ
て
上
げ
て
え

の
で
す
。

た

b
a
F
t
・-

nve

e

a
，

a
"
U
7
・
・4

か
ぎ

食
べ
も
の
に
向
ふ
時
ア
人
の
抵
持
の
奥
底
が
飾
り
つ
け
な
く
削
る
も

い
Av
e

，
、
L
j
N

ゆ
畠

そ
奴
へ
仰
心
の
行
く
う

ま
さ

を
上
げ
て
え
、

ん
だ
、

た
ピ
と

れ
だ
け
な

ん
で
す
。

だ
が
、

そ
れ
を
や
る
に
し
ち

ゃ
ァ
、
る
た
し
の
よ
う
な

し

が

恰
査
に
ん

e

τ
e

に
は

z
m

芭

巴
つ

ね
え
職
人
で
は
到
底
も
錨
が
つ
ピ

か
ね
え
、
治
時
一
し
い話
で
す
が
、
世

に
t
a
-

-
νた
が
怯

句
主
ら
う
う

aT
.‘
‘

ん

e
e

ア
ず
同
加
を品川
へ
女
郎
に
都民
っ
て
と
の
銭
が

一
文
な
し

に
た
っ
た
時
、
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「
う
む
?
」

「m
m
M
、

あ
た
し
が
|
!
と
の
w
m引の
駅
が、
r
m
一刊に
臨
ま
る
滋ア

z
k
e

e

み

A7
・0

ど
ん
な
事
ア
る
っ
て
も
遁
り
建
げ
て
え
の
で
す
。
ど
う

か
、

ゐ
身
内
に

し
て
や
っ
て
沿
く
ン
な
せえ
。
あ
た
し
は

、

山
附
い
た
川
町
を

、

部
川
知やば

ず
し

ず
し

く

ち
に
す
る
ん
ぢ
や
ア
ね
え
。

み
ん
な
、

う

め
え
断
、
い
L

断
、

と
の

や

す
け
-
vL
a
J
，、

.・
e
-
e

獅
助
鮪
を
作
る
資
本
に
す
る
ん
で
す
」

「
だ
が
l
i

」

、

( 50 ) 

-
-
U
M
-

-

-
s

o
t
、ま

は
じ
め
て
、

ζ

の
際
と
小

館
が
、
人慌
に
ほ
め
ら

れ
る
よ

う
に
な
っ
て

ま
咽W
C

レ
事
も
と
ほ
・

-
A7
e
A

E

ず
し

来
た
、
と

れ
迄
、
御
承
知
の
遁
り

、

と

ん
な
小
魚
ア
江
戸
の
館
に
は
な

u
p

し

か
っ
た
、
い
や
、
無
え
と

い
ふ
よ
り

は
、

と

れ
を
と

う
し
て
う

ま
く
鮪

た
う
で

i
vさ
に

ん
く
ふ
う

に
し
て
唯
べ
さ
せ
る
腕
も
な
か
っ
た
し
、

職
K
K
工
夫
も
、

い
や
そ
れ

ま

e
‘
ろ
い

草

加
や
ぶ
ん

よ
り
も

昆
心
が
な
か
っ
た
の
で
す
@

あ
た
し
は
、
今
、

親
分
に
ほ
め
て

に
よ
陪
事

Z

S
昼司
お

い
た
ピ

い
た
、

だ
が
、

あ
れ
ア
あ
た
し
ぢ
や
ア
た
い
女
房
の
血
と

涙
が

ず
し

4

し
二
し
れ

あ
の
皆
に
あ
ふ
れ
で
ゐ
る
ん
で
す
。
あ
た
し
は

、

い
L

衝
を
排
え
て
え

-
-
z

令
す
け
や

L

ま
つ
だ
い

a
z

a
vL

江
戸
の
耕
助
の
と
の
館
が
、

ト
本
代
まで
江
戸
節
の
型
に
な
っ
て
、

と

れ

同
志
・

ν電

に
ん

で

曹

や

F

A
"

に
R・

A・
L

か
ら
後、

ど
ん
な
峨
人
が
m
て
来
て
も
、

と
の
、

調
助
の
撮
っ
た
鮪
よ

あ
L

a，
h

包

a
g

ラ
ル

守

す
け

り

一
と
足
も
上
へ
は
川
れ
ね
え

、
味
も
、
使
っ
た
さ

か
な
も
と
の
揃
助

す

い

P
L

っ
く
ト
占

の
乾
似
に
過
ぎ
ね
え
、そ
う
云
ふ
脇町
が
作
れ
た
ら
、

あ
た
し
は
、

例
へ

ど
ん
な
恥
に
な
っ
て
も
い
へ
側焔に
な
っ
て
も
阪間
に
なっ
て
も
、

|

|
』
」

や

す
ゆ
"

す
L

-
h
E

句
'

o
v

も
伊
る

禰
助
ω
鮪
は
、

江
戸
市
へ、
ま
る
で
野
火
の
よ
う
に
燃
え
慣
が
っ
て

ま
で
A
T4
e
'

し
み

A
V

行
っ
た
ω

ζ

れ
迄
紙
の
よ
う

に
う

す
い
鮒
を

つ
け
た
見
怜
も
、

み
ん
な

ぷ

ぷ

Z
b
t

抱

暫
く

た
れ

た

一
三分
か
ら
K
分
他
の
肴
に
し
な
く
て
は
、
h申ψ告
が維
も
喰
べ
で
は
く
れ

h
a
ご

0
・

t
e
A
j

V

L
b
号
令
向

ζ

な
く
な
っ
て
終
っ
た
。
京
子
、

保
苔
巻、
保
を
た
ぽ
?の
、
内
魚
、
蛸
、

記

ね
す

・
ま

M

ず
‘

g
お

そ
れ
枕
に
定
ま
っ
て
ゐ
た
と
と

ろ

へ
い
ろ
ン
な
小
品
川
が
蛸の
行
に
な
っ

A
j
u

-A
る

ひ
ら

め
お
世

だ
ひ
み
か
か

か

た

た
し
、
あ
な
ど
、

恥
在
の
丸
づ
け
、

.
小n
、

・κ

倒
、
赤
川
以
、
そ

の
他
、

-

b
e
ce
e
-

L

'

z
-
9

〈

か
た

い
ろ
ん
な
肴
が
、

暴
く

、

館
に
利
川
さ
れ

、

ま
た
そ
の
作
り

方
が
、

ま
で

あ
管
回

・
ゐ

ζ

れ
迄
、
味
ぴ
得
な
か
っ
た
う

ま

さ
で
あ
っ
た
。

A
4

・
"

，

.Y

W
V

包m
.

‘

m

e

eh

江
戸
つ
児
は
、

揚
陸
の
か
へ
り
、
公
八
つ
の
川
町、
断
り
物
、

調
助
の

ふ
た

守
し

型
の
鉛
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

う
に

な
っ
た
。

が
、
W
M
は
、
保
仰
向と
し
て

、

腕
械
の
肢
体
に
、
貯
仰
を

m
v
ウ
℃
紙

へ
る
う

ま

い
昨
お
そ
「ぎ
っ
て
諒
し

て
ゐ
た
。

ア
あ
り
ま
せ
ん
」

ふ
と
貯
る
と
、---
Av--

公
ぼ
ろ
な
月
が
、

地・き
た
輸
をhfて
ゐ
る
e

a

u，
主

aョ
ι
-
k

a
'い

「
ζ

ん
な
御
世
度
の
獲
を
仔
く
波
情
い
よ
り

は
外
の
地
泊
な
取
を
l
i

と

お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
っ
。
そ
舵
ア
いけね
え
、
憾
の
勝
町
で
出
向

け
た
蝦

e
a
Hぇ
・

4
L

'
a

ぇ

E

ゅ・
L

d
'
F
J
v，e
a
舎

か
た

伎
の
端
た
金
で
、

江
戸
の
皆
の
寓
代
不
易
の
劃
ア
つ
く
れ
る
も

の
ぢ
や
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う。 ‘ 皆Z の 来れそ す俺Z Zま具揃JJ;，ゃ 1亡 錫f. 集な令 で も冗

す
ト4
・
一

や

す
げ
か
る

蛸
助
ば
、
た
ピ

、
帽
く
う
な
づ
い
た
。

舟
-

睦
ん
た
の，

お
れ
ず
し

の
三

島
伽H
a
-
-

，

H

「
残
っ
た
、
本
常に
、
ζ
ω
俺
の
鉛
が
縫
っ
た
。
俺
が
と
う
し
て
傑
必

や
す
吋

e
v
L

レ
つ
ま
で

A

E

に
な
っ
て
も
蝿
助
の
飴
は
、

も
う

、
何
時
記
も
、
江
戸
か
ら
は
油
耐
え
な

h
H
a

A
'

一
川
，

n
J
A
a『弓

ず
し
由
・

ぃ
。
俺
は
江
戸
の
人
へ
、
本
訴
に
う
ま

い
断
b
L践
し
た
の
だ
」

，
わ
け

い

a
'

F
r

・
--
守
ゐ
町
一

E
e
4

h
r切
る
崎
げ
にも
訂
か
や
泌
鴻
へ
来
て
た
と
い
ふ
悦
か
ら
、
巾
行
切に
は

・

ん
引
い
や

T
，

u
v‘
・
z
s
A
V

内

a
・
9
?
?

令

肱
例
が
な
く
、
鋪
馴
は
、
叩
魁
し
の
上
、
働
妬
と刊
が
む
ま
っ
た
。

為
必
ヨ
サ
ゑ
昨
ふ

e
'
C
A
d
e
-
e

秋
の
末
で
あ
っ
た
。
き
の
ふ
も
今
日
も
少
し
民
が
吹
い
て
.
は
ら
は

z
z

，
、
ほ
色
，
、

ら
と
、

何
凪
か
ら
と
も
な
く
朽
ち
楽
が
散
って
来
る
‘

，
・
ナ
け
つ
海
・

2
F
d屯
止

h
v

e
e
a，
E
ι
e
p

令
-
a叫

捕
助
は

、

そ
の
冷
め
た
い
秋
風
の中
を
、

趨
向
で
江
戸
を
川
町
制
泊
さ
れ

ゐ
た
。

-
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こ
い

ず
し

}

何
臨
へ
仔
っ
て
も
、
指
胎
が
あ
っ
た
》
そ
し
て
、
そ
の
貯
仰
い
が
き
の

は
ゐ代
い

や
サ
け
車

で
と

4
3山v・1
a
'
h

招
裂
に
は
、

ま
る
で
、

捕
助
の
と

れ
迄
の
功
縦
を
踏
み
よ
う
に
、
い
宏

弁
書
い
も
弓
た

H
J
S

，V

れ
ゆ

b
ん
Z
，
、

附
が
の
り
切
っ
て
う
ま
い
円
以
小の
‘
捌
だ
の
、
鯵
だ
の
、
紡
鰍
内
の
齢

1

・a‘

苛

z
a
A
d

守
陪
心
久
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・
h
p

だ
の
が
、
思
ひ
切
っ
て
、

分
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K
切
っ
て
つ
け
ら
れ
た
本
惜
の
江
戸
ら

-τ
ず
け
か
た
い
す

L
'

つ
沼

E
b

し
い
、

い
や
揃
助
の
型
を
そ
の
ま
h

行
っ
た
鯖
が
、
立
般
に
北
ん
で
ゐ

飾

る
ゆ
が
限
陀
つ
い
た

u

且
今
生
〈

，

H
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q

に
ん

や

す

刈
の
特
を
ひ
いて
ゐ
る

下
人
が
、

そ
っ
と
、

鋪
助
へ
い
っ
た
。

「
州
内
ゅ
の
山
内
似
が

、

r
u
y
一
刊
の
航
陪
へ
お
'
を
制
し
て

、
そ
の
おの'
V

2
'
h

サ
レ

な
ら
と
え

ま
へ
ら

S
'
e

憾
の
飴
を
並
べ
さ
せ
心
ば
か
り
沿
前
さ
ゐ
の
見
愈
り
を
し
て
ゐ
る
ん
で ‘ 
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何
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に
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ひ
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め
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人
建
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間
か
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そ
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と
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ゅ

う
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み

し
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し

e
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w
up

勺

〉

消
し
て
拠
へ
身
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沈
め
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死
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の
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揃
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所
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で
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っ
た
ω

む

ぷ
ん

い
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e
hM
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自
分
の
家
の
'
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ち

へ
、
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ナ
け
ず
し

謝
助
の
餅

ひ

と

の
n

も
、

も散
っ
て
ゐ
た
。

は
ら
/
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と

す
く
か
ぜ

-

a

少
し

風
が
吹
い
て
、
木
の
葉
が
、

ま
た
、

終
l

l

.，、，、~ ー ... 、，、，、，、........ ・- ー ーー ー ーー

刷VM咽
宅
、

内
a'
V

〈

怠守
一--

h

包

.
，

一
な
ん
だ
っ
て
乙
姫
棋
は
そ
ん
な
お
土蕗
を
呉
れ

一
・}
に
か
・2
X
ふ
宇
が
脅
い
て
あ
る
の
を
見
た
の
で

隠
a
w
L

喝
げ
υ
m

一
た
ん
で
せ
う
。
が
、

府
市
ら
パ
ツ
と
白
駆
り
だ
け
一
す
。

淑
肢
が
鰍
さ
ん
が
、
改
腕
撚か
ら
お
土
穏
に
郎
一
で

、
そ
の
州市
に
なん
に
も
破
っ
て
ゐ
な
か
っ

た
と

一

い
た蕊
宇
都
仰
を
限
い
た蹴
が
、
総
ち
川
町
一
徳
い
ら
っ
一

針
ふの
は
雌
な
の
です。
一

夢
中
の
百
留守
主
信
定
量
で

て
貯
る
/
\
よ
ぼ/
\
のお
総
さ
ん
に
な
っ
て
や
一
淑
駄さ
へ
は
総
て
L
蕊
宏舵を
滋
さ
ま
に
総
つ
一

そ
こで
、
な
鰍
綴
の
お
長
官
が
鍛

u
m俄献
な
も

按
っ
た
販
制
仰

は
儲
さ
ん
と
つ
〈
に
体

祝
僻
の
訴
で
一
て
舟
たの
で
す
・
抑制捗・
りの
斡
が
北
九っ
て
ゐ
るか

一
のでな
い
と
一
昨
ふ
こ
と
が
勝
っ
た
の
で
す
。

す
が
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そ
れ
か
ら
貯
き
の
こ
と
を
飾
っ

て
る
足
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伽
れ
な
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ど
う
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ま
せ
一
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ま
せ
ん
か
。

船
鍛
を命

，
，
、

-

a

e
b
b
-
R
a
F
E

-

ひ
〈

6
9
g

少
な
い
で
し
ょ
う
。
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し
て
ゐ
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さ
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一
て
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で
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。
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。
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。
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。
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っ
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あ
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千
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開
眼
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の
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も
危
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踏
み
h
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な
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っ
た
限
が
料
だ
に
あ
る
な
ぞ
と
は
斗
中
山
川
じ
紛
ね

い
，
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z

，
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U

司
定
。

る
。
だ
が
、
か
う

-
Xふ
同
が
隊
総
巴
の
、
し
か
も
鰍

，
.
，

"
i
M
a
w
'
L

噌
当
，

約
か
ら
叫
川
六
時
間で
作
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。

，
、
M
Wよ
‘
，

F
b
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品
川
似の
叫
ん利
凶
|
マ
ウ

y
h

ア
ト
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が
そ
れ
だ
ω

卵
白
川
L
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い

υ
k
t
E

跡
、
時
、

大
般
の
人
は
マ
ウ
γ

ト
、
ア
ト
ス
と
は
斑
訓
に
俳

阪
の
あ
る
叫
た
悦
に
都
へ
て
ゐ
る
が

、

和
郎
は
川
町
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'
Y
Z

一
捻
ん
だ
令
ぜ
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に
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を
う

品
川
瓦
町
も丸
る
φ
臥
師
会
飽そ
云
ふ
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で
、
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・
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そ
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向
E
U

程
白
勝

抑
制ば
か
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散
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し
て
ゐ
て
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w
'
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且
鰐
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;

一
一
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あ
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で
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川
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か
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仰
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t
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W
L
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仇
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。
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・
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。
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・
・
・
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叫
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蜘
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・
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鷲
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。
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問
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、
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と
り

た
て
る
の
は
、
川
町
宏
悩
し

む
ぷ
ん

-
K

頃

4
K
E
'
E

て
、自
分
を
位
置
ふの
で
、
制
だ
たし
〈

K
2
2
t
z
 

な
に
農
の
賀

行
の
所
作
で
は
な
と

s

k
υ
z

、
，
e
vん
を
会

と
-

4
っ
て
ゐ
た
u

そ
の

徒
の
一
人
隙初

-
-
v
z

z
n
v
L
&
C

る
，

と

-
Aふ
人
か
花
子
の
併
へ来
て
そ
の

n
e
ι
 
絡
を
L

た
@

電
事
'
b

岬
Z
L
-

量
動
向d
u
s
ι

ヲ
，
‘

ι
血
子
は
「
鈴
子
は
拙
現
物
は
白
山
ル
で
作

る
か
」
止

問
う
て
み
た
。

-
v
a町L
a
・3

与
が
ら

9
4

際
削
刊
は
「
は
い
、
自
分
で
作
り
ま

・
・
合

す
。
」
と
悠
へ
た
。

『
が
鰍
は
が
況
で
W
つ

註
一軒
の
お
船
舶

i寓5 5

i話" i

id詳 i•••••• 

一一
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が
も
た
山
内
い
川
町
り
く
ね
っ
た
峨
だ
。

m
M
.な附
僻tザ

&
v
u
e

・

b嶋
崎E

・o
-
z
な
ら

資
っ
て
ゐ
る
小
さ
な
広
が
府
を
設
ベ
て
ゐ
る
が
、
い

づ
れ
も
附
仰
の
や
で
紙
靴
さ
れ
て
ゐ
る
。
占

H
u
p且
ス

で
の
ぞ
ダ
ソ
加
誌
は
祭
と
絞
問
機
だ
け
だ

。

二
献

の
松
山
と
一
蹴
の
向
山
市
が
あ
る
が
飢
餓
は
な
い
。

品
川
泌
り
の
は
ず
れ
に
総
餓
ず
の
る
が

、
カ
リ
エ
ス

恥
いHの
も
の
で
仰
向
十
付
加
叫
慨
に
貯
て
ら
れ
た
も
の
だ

ら
う
と
針
は
れ
て
ゐ
る
。

峰
山削
に
う
ヒ
巴

-
d皇
官
ど
，
、・
9
a
F

角
"
‘
，
n
b

こ
の
出y
n
Mば務
質
上
濁
立
し
て
ゐ
る
。
m
似
誌
は

か
慨
も
鱗
は
ぬ
し
、
山

w芯
し
た
もの
に
船脚
色
燃
は

ね
旬
t
r
.リ
シ
ヤ
蹴
僻
は
仰
や
の
山
川
町
に
は
一
即
時
村
山
叫

下・のヤト し
に {'Yil;凶.ス貸与な
む治、民2 で行号レ
るなに俗雪さ 。
。械な似UI，
策3 るにて
)lt と なゐ
も主主いつる
あふた附f・
るだ外在-~
がけ悶t の
、 の人E 規主

そもは刷t
れの白色と
もで動Z 式相
併号あ的長ふ
H付るにの
の。ギ i主
A;:I,. Iまリ、

慨三んシア

i間〈若B
tJ~ こ L 、ア

c7.. (ま者主ト
てしヵ:ス

て 俄雪の
多塁ゐ{尚1 借1
くる lこ m:
はがなの
十 、 ら大ま
凶そな部ぷ
五れ〈分支
のでな iま
少1 もつ老2
王手2 未定た人E
でだとで
あ多￡云h 、

ゐ少2 つ i邸
。のて頃Z

彼L 6113 ひで
2ghfit- どは

• 

は
作
一
ル
酌

，
W
か
山
山
川
町

t
f
r
撚
めて
即断
か
ら
配
れ
て
町
三

た
も
の
で
あ
る
。
ね
む
鰐
は
例
制
に
ア
ト
ス
は
お

W
Vし
一

6
-
h

・
が
会
会

E
e
a
p
u

i附
》

い
所
だ
と
一
不
削
除
に
続
い
て
聞
か
せ
、
少
年
と
そ
の
一

時
臓
を
砕
き
仲
け
て
忠
一
傑
ふ
と
、
昨
俄
の
総
飢
一
川

の
一

か
し

一

郎
。
と
し
て
前
て
か
げ
る
。
抑
制
は
都
似
と
附
服
す

一ら
」
一

る
が
炉、
静
ぬ
と
そ
の
銭
私
節
す
る
。
終
一
「
山
内
務
に
な

げ
3
4

一

g

洋
氏
、

3
'

ζ

・
「
仙
刊
キ
初
白
は
蜘
や
山E・V-
純

二

誌
は
相
代
川
知
ら
ず
の
聞
に
泌
れ
て
来
ら
れ
る

・

u
'
b・

た

T
-
-
i
q

I
1
h

ら
ζ
の
m
bゆ
が
倣
ゅ
の
嶋
一
の
疋
ゆ
で
ら
っ
て

、
出

向

ら
う
、
閃
を
判
刊
す
に
は
鍬
そ
伎
は
ぬ

一

ら
刃
物
と
し
て
偲
ん
で

h
rた鵠
で
ま
い
が
、
臨
め
て

4
a
Uい
い
ん
忽
一

t
f
t
'
(
-
v
t
?

~

「
勿
論
低
ひま
す
一
一

帯
臨
わ
り
l

く
州
へ
何H
A
d
-
ヲ
と
安
ふ
や
う
な
叫
河
川
仰
は
留

一

む
ほ
同
一

f

一

「
そ
れ
は自
分
で
作
る
か
』
日

さ
な
い
。

一
「
Z

り
販
制
お
船
、
し
ま
す
」
一

僻
仰
の
村
に
は
仰
限
で
わ

p
m別し
て
h
rて
か
ら
嶋
中
配
し

一
越
や
は
動
向
っ
て
、

一

た
も
の
も
鰍
ら
か
あ
る
。
仰
に
は
銭
総
い
議
院

一
「
製
品
が
繋
?
?
と
し
一

h
-
J

ま
苔
ル
ラ
，

、
ョ
ι

“

似
慨
か
ら
こ
h
へ
少
か
け
ら
れ
て
h
p
た
も
の
も
あ

一な
~
日
ご
い
吊
読
と
ゆ

A
拠
ー
す
る
の}

る
が
、
対砂
況
は
こ
の
館
協
が
戯
ひ
の
な
い
総
封
な
一

は
品
出品
引
な
手
ト
ー
ち
ゃ
な

い
か

』
山

位
協
だ
か
ら
だ
。
艶
際
仰
蹴
で
川
町
一
協
の
た
め
に
す
匂
「
「
さ
・
ヲ
い
い
ゅ
よ
付
加
り
ま
せ
ん
」
と
一

T
T
I
e
r

「ム
ふ
と

、
設
7
Tは
鍍
然
と
し
て
、

一

府
内
協
や
宇
都

mに
川
町
燃
し
た
ら
こ
弘
主
繊
細
点

m
L
Lこ
釦

z
s
h
e

一

t

-

l

・

・

「
さ
う
は
手
が
ま
ば
ら
ぬ
か、
成
程
、一

ひ
な
い

。
き

う
は
下
が
ま
は
ゐ
ま
い
・
寸川
町で
川
町
一

間
仰
は
銀
紙
と
し
て
は

m
u
m
が
な
い
、

と
鈴
ふ
の一も
か
も
す
る
と
す
が
こ
と
は
、
刈
慨
に

一

は
僻
抑
制
前
な
附
総
の
附
射
精
が
仰
い
か
ら
だ
@
ギ
リ

‘

は
山
川
が
る
ζ
と
ぢ
引
ない。
が
炉
肘
旭
川

シ
ヤ
町
艇
は
和
協
は
輔
の
姦
に
と
っ
て
は
船
ご
た
は
さ
に
や
な
ら
ぬ
よ
す
て
そ
'

ー，唱、....，ー，

何な量~{そ 1.1
占ìlt 物5 の旬、
白巴と紛L~tI
9f!.ë舎は沿
えく， 自?ぢ;
鈴"アん党Z 秒
三五 aおか
悼すそF -c
旬、」‘'や

の tj
r 
‘ー



、
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• 

• 

て
都銀
な
も
の
だ
と
し

、

併
の
総
傑
は
融
問
抵
の
問
時
僚

と
峨
じ
版
貯
に
節
目
山
す
べ
き
だ
と

税
へて
ゐ
る
か

ら
。

が
、

粧
ま
に
は
こ
の
ザ
ゆ
に
も
劇
部
と
や
跳
の
あ

号
令，
M
E

‘
ら
'

t
い
信
い

る
俗
的

，

か
ゐ
る
。
グ
ア
シ
リ

イ
長
老
は
帝
政
ロ
シ
ア

の
蹴
震
で
援な
脚
部地
聞を
蛇
る
。
ジ
ョ
ー
ジ

と
安
ふ
威
教
は
一
旭
町
r
m
w
で
対
脱
獄
b
r
は
山
間
続
が
鋭
で

h明
ド

イ
ツ
E
L

U

あ
っ
た
と
云
ふ
が
、
こ
れ
も
濁
逸
加
を
鳴
る
と
宏
ふ

山
内
品
川
で
ま
だ
一
一
一
一
一
店
は
こ
の
磁
の

M
畿
が
ゐ
る
。

都
あ
ろ
俄
は
か
ら
づ
々
つ

h
侭
お
株
た
川
町
て
、
カ

リ
エ
ス
の
峨
の
コ
引
と恥ば
れ
て
ゐ
る
子み

ふ
し
て
ゐ
る
。
山
影
で
た
の
祭
執
が
劃
お
窓

砕
を
船臨し
て
、
保
併する
が
、
そ
れ
は
烈
い
慨
む

い
L

唱
。
ぜ
い
・
ふ

av

.‘
ヒ

-L
a
，

と
行
で
山
山
公て
ゐ
る
十
八
品
川
紀夙
な
沼
市
常
で、
そ

よ
で
Wゅ
の
勘
川
引
な
概
鰍

ψ・般
常
ず
る
・
船
m品
仰
が

脈
問問
問
を
蹴
附
す

る
鰍
州
側
を
ゆ
る
の
も
佐
佐
で
ら

る
。
俄
隠
に
砕
く
と
町
献
に
か
づ
都
併
織
を
品
川
す
、

と
、

山m
m附
に
鍛
附
さ
れ
て

船
隊
のTジ
ザ
ゲ
の
ジャ

ム
を
一
郎、対プ
ツ
プ
に
一
械
の

料
、r
rH
n町
駅

と
ラ
キ
と

J
fふ
耐
仰
を
一
一
郎
つ

h
お
も
て
な
し
に
切

る
ω

新
必
の
伽
棺
る
砂
山
町
は
ち
ゃ

ん
と
山v
rて
ゐ
"
。
。
後令つをらの t特な y 舞食後雪と も i士 葉町 一 オ なだ
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h
H
"
 

z,g 
M
V
 生

附
岬n
隠
し
1
・
舗
な
る
宮
市
容
が.
a
に
『
叫
世

b

力
』
と
し

t
町
内
抗勘n
h
t
J
々
と
し

t
飢
付
る
晶
町
.
近
代
人
必
a岨

の
M官
官
丹
I

を
枠
艇
で
た
h
い
て
知
ら
せ
る
-

w
m限ι
は
こ
部
蹴
あ
っ
て
、
「
似

一部
」
と
『m
w総」

と
宇
品
川
た
附
加
だω
侃
品
川
は
w
m
m
な
山
静
賊
が
あ
っ

て
が脱
獄m
w
h
山
た
い
な
鰍
慨

ψ
・
や
っ
てゐ
る
。
側
側

滋
は
件J
q蹴
蹴
を
か
?
』
と
は
約
さ
れ
な
い
し

、
ム
何

船
4
Cへ
川
町
都
に
m
mけ
伊っ
て
ゐ
る
。
鉛
和d判
鍛
銘で

一
徹
にし、
飢
相
批
噂
俄
さ
れ
た
。
一

&

仰
の
鰐
践
に
よ
っ

主
'
e
“

て
統
制
さ
れ
て
司ハ
る

一
刻
版鰍散
開
隠はw
m
に
跡
巡
っ
た
麟
が
あ

る
。
併
以
聞
は
船
艶
と
郎
総
と
腎
臓

の
つ
い
た
砂
防
を

あ
て
が
は
れ
て
ゐ
る
。
や
猷
椛
判
断

Mが
h
r
m
m
m

ど

w
m
rを一
微
に
し
て
ゐ

て
、

ザ
同
時
抗
仰
が
死

ぬ
と
戦
時

の
も
の
が
そ
の
時
限?
mw紗ぐ
。
防
総
で
は
件
目
川
似

禽
ん

凶'
b

-
A
6

建
屋
-
v

y

，

ョ

践
が
許
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
。
彼
等
は
金
ノ
興
立
し
た

館
協
を
餓
ん
で
ゐ
て
、
加J引
な
排
出
官
で
肱
.
引
な
山
町
悌

一

生

力i 著

松

先

き

る

ι
fhm
mって
ゐ
る
が、
対
線
一vj
た
け
鋭
部
で

一
縦
に
一M

m
す
る
こ
と
に
な
っ
て
て
ゐ
る
.

ア
ト

ス
で
艇
もmm
h
町
あ
る
ゆ
航
は
特
邸
の
隙
砂

だ
・
そ
こ
は
料
ば
か
り
の
娘
ゆc
、

附
都
ω
似
ふ
邸

な
の
だ
カ
ロ
ウ
リ
ア
と

鈴
・ψ鵬
で
は
脱
税がm
mに

熊
山
町
た
舵
邸
の

m
hで
が
縦して
ゐ
る
。
そ
の
寸
川
町
は

シ
?
，
、
宮
て
い
‘
‘

ε
ζ
υ
a

・

震
商
護
市
崎直Wの
後
豹
で
、
も

う
}
人
は
ベ
ト
ル
ス
プ

ル
グ
で
獄針
な
対
較のw
m俄
だ
っ
た
賎
だ
。

カ
フ
リ
カ
リ
ピ
ヤ
は
が
駒
山hm知
行
続
仰
の
砂
縦
だ
が

仲
昨で
は
…僚側
抵
は
山
田
ん
な
献
納

税
だ
。
加
島
知
と

か

叫
判
断
聞
や
と
か
。
が
ゆ
が
即

M
Mに
溺
し
な
い
の
℃
、
儲

は
M
1附聞
を
偽
明
い
た
り

、

加
の
十
学
術
を
砂

っ
た
し

L
t帽
ヒLWu-
-
-
o
a
t
v、

，

U竃h
ぇ
9

F・

て
、

そ
れ
ψ
月M
AM
-深い
人
々
に
制買
っ
て
魚
沼
を
立
つ

て
ゐ
る
。

地
現
行
回
開

傭.
彊p 
鈎院

一
情
的品
店
創刊共

A
E
=
+鎗

閥
六
柑
月
七
十
一
氏
機
本

A
V本
低
減
4引
の
た
め
、M
N
t
k、
叫
刊
に
お
孤
島
抗
激
し
正
す
。
御
人

m
の
い
刀
は
谷
米
に
入
れ
て

あ
る
録
伸
作
用
紙
で
、
市
れ
位前
本hロ
山
処
お
山
叩
込
下
さ
い

。

• 

一ん
Mり
お
励
が
対
か
っ
た
の
か
、

r
u
nで一

一す
っ
ぽ
り
慌
が

M
mけた
。
一

~
bz

z
‘.
Wu-

-z



h
h
m飽
か
き
共
は
火
い
に
闘
っ
て
、

{

一
「栂
織
さ
ん
に
品仰
いて
悦
ふ
わ
け
に
一

角

は
ゆ
か
ず
、
と
叶
っ
て
柳
川
府
宇
?
と
り
か

内

生
Z
9

陸
ふ
，

4

戸

山
へ
て
〈
る
に
は
選
が
ゆ
唱
い
。
そ
の
附
一
定一

一に
は
砂
町
僻
開
争
・
か
す
斜

も
な
い
。

さ
そ

一

一
ど
う
し
た
もの
だ
ら
う
。
」

一

一
縦
、
臨
さ
ん
は
そ
れ
を
附
い
て
、
一

目

ま
内

宅
九

レ
ん
ほ
U

V

一
「
お
品
剛
が
た
、
何
も
心
隠
す
る
と
と

~

引
は
な
い
。
焼
以
腕
縦
が
あ
る
。
こ
の
低
一

ゆ
い
い
で
伊
っ
て
お
〈
れ
。
獄
山
川
町
月
前
四

の

…

な
b
s
e

申

~

E山中
-Z
9
い
て
行
〈
か
ら
。
』

一
伊
智
に
は
慌
の
た
め
に
F
る
か
、
4
9-

一品
川
の
娩
を
腕
げ

る
た
め
で
あ
る
。
般
の
一

一m
mけ
た
伊
駅
砲
の
時
を
鈍
い
た
栂
縦

き
ん

一

一
は
蛾
黙
を
伊
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
一

一帯
一
昨
が
税
制
四
に
な
り
伊
佐

の
た
め
に
部一

一し
め
ら
れ
た
の
で
あ
ら
え
こ
れ
を
純
一

‘

し
て
m
vに
侃
は
れ
る
と
r
t
m
は
一

角形
償
制
川
令
制
帥
に
似
は
れ
、
舗

に
ほ

‘

同

胞
ん
仇
異
色PR

併
‘r

一は
れ
、
年
中
日を
休
E

る
ひ
ま
は
な
〈
、

々
さ
へ
椀
に
ふ
る
枇
も
あ
心
。
一
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一一

春:

ち

~ 

器
削
の
黙
を
知
れ
と
や
即
位
鮫
傑
.
ハ

h
p
m
r
u

と
レ
ふ
の
が
あ
る
@
成
磁
伽

W叫
防
総
の
揺
は
宇
仰
向
な
さ

m
A，
ゃ
・
・
申
込
紛
争
奪
位
ぞ
今
ヒ
宅
い

れ
た
や
う
な
継
が
あ
る
。
内
務に
も
、
亦
同
時
代

ひ
A

，
、
内

e
'

'
u・
』
，
、

の
人
の
句
に
も
穿
っ
た
問
え
た
句
が
な
く
も
な
い
が

似
h
院
の
鍛
と
山
川
町
臨
め
た
併
さ
は
郁
般
い
隙
り
で
あ

J
1
?
q
，
。

お
は
恥
撚bz除
ん
だ
怖
が
あ
る
。

院
訟
の
ふ
Wは
伊
附
ば
か
り
m
r
m
w

の
浴
ハ
川mm
v

m
w
m
w

湾
総
学
の
慨
喰
・

t
v働
炉m
mひし
た
ん
引
い
仰
は
術

館
の
総
り
も
す
る
だ
ろ
う
し

、

η
除
胞
の
開
臨
り
の

m
m
m
、
必
磁
の舵
め
は
な
か
ら
・
ヲ
と
い
ふ

伸
和
。
断

に
鈴
川
叫
あ
る
怖だ
。
艇
の
時
の
間
み
を
砕
ん
だ
も
の

脈
問
聞
の
銚

I
む
酌
なり
綿
の
蹴
【
縦
断u

m
w
h
y
り
山
山
防
舵
と
い
ふ
も
の
も
税
隣
が
一
慌
の

m
w

け
山
げ
で
あ
る
。
史
料
さ
へ
炉
〈
ば
鋭
部
部
の
踏
を
蹴

む

句e
荻

原

国

一ー
一

し
ず
ツ
タ
ヂ
'
に
、

m刊・
ま
の
税
献
で
鰍

泣
も
務
酢
い

て
、
込
援の
聡齢
め
ザ川、・が
'
御
船
釘
鉱
ま
で
も
の
抗

鋭
。
問
は
似
山
ル
ザ
の
聡
悦
せ
だ

が
、

お
に
も
山
内
に
も
怒

れ
怖の
械に
も
そ
ぐ
は
ぬ
、
都
ル
は
税
の
献
を
叫
んは
刊
と
す

る
。け

ん
か
乃
ゆ
がL
a

守れ
g
a
p
-‘

n
.

‘
m
-
-
-
r

-
正
信

9
u

袋
好
法
仰
の
依
然
な
の
中
に
、

飛
・
品
川
の
淵湾め

な
ら
ぬ
仰
と
て
ね
の
印
公
認
す
る
の
は
修
弘
で

、

陀

か

u

a
h

-
c
-
e

lw

剛
山
曲
川
向
き
沙
汰
と
脅
か
れ
で
あ
る
とは
御
相
じで
あ

ら
う
。
が
、
昨
に
九
蹴
取
を
紛
ん
だ
旬
に
、
似
鰍

W

L
U
1

h
u
u
t

て

-
z
w

以
上
に
紙
常b
z手
料
〈
一
公
ひな
し
た
の
が
る
。

都
刊
に
彫
る
山

削
聡品
、
九
似
聡
ハ
ザ
部v

九
縦
拘
そ
も
っ
て
町
蹴
の

m
mを俄
ば
す
。
い
w仲
に

も
際
れ
た
阪
航
の
結
節
く
ち
は
て

L
m山
艇
に
あ
せ
た

九
問
問
の
ゆ
き
な
せ
る
館
、
慨
に
鉱
山

mが
幻
の
燃
に

以
ぺて
骨
折
り
は
せ
ぬ
が
ゆ

が
す
る
。
裁
に
俳や
て

も
う
一
つ

ー一一一-

。 ロ

衆大

-ø~ 

壇
ロロ

飯

i1J 

久
保
則

一一一一

立Z
等量
ヘb

oz 
よ
ろ

山こ

形 7
:11:. 
ft 

勉.
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ら
ほ
ろ

<
零
る

E 露
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平3
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ひ
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るや
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ぬと防の
も選2
し 小
松

4伝
-w 

ぷタ1・a・

4憾
の

It 
o ;tL 
滞
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(1) 

Z悦
A・

さ
(' 

砧
脚
晶
M
川

杉
イ許

t去
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H

』

z
i
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貞
夫
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A 

-
氷川
間
印
刷
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一郎

脚
向
山
丸
や

m
Jまだ
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こ
る
ほ
併
放

守・
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大
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内
H

付
加
則
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一 • 
w-

，
、
‘
り
つ
か
K

誕
を
さ
ん

e
s

舎
は
朽
て
械
に
機
も
咲
き
に
け
り
ハ
山
タ

U

お
も
郷
併
が
問
じ
織
に
な
れ
る
、
必
の
ひ
き
腕
ば

か
り
粥
し
き
は
い
併
し
と
い
ふ
似
ロ
州
似
て
、
艇
に
織
の

ソ
ツ
ト
静
に
た
っ
諮
れ
な
綴
と

h
x僻
さ
るL
断
獄
の

た
，
、既

み
が
あ
る
、O

 

N
U
L
L

巴

m
R
b
Z
4
h
w

，
ね

#
u山
吋
よ
り
附
風
化
し
て
鈴
と
な
る
と

一式
ひ
体
へ
て

ゐ
る
が
、
N
V叫m
h
w
れ
を
対
鮮
に
す
る
執
も
あ
る
ま
い

が
、
付
加
を
W
た
も
の
で
あ
ら
う
が
芯
態
と
い
ふ
僻
心

主
ぬ

が
コ
γ

な
こ
と
を
詠
ん
で
府
る
。

，
的に
ま
だ
やの
み
ゆ
る
釈
か
な

'
z

，
、
相S
3レ

m
p
u
m
，

h

持
法
主
，
、

輸
の
帥
刊
に
虻の
号な
る
も
の

を
弘
極
め
た
作
だ

と
骨
ふ
が
、
総
な
も
の
で
あ
る
。
践
に
持

何
の
僚に

尉
舗
に
た
る
を
配
械
に
し
て
知
〈
邸
恥
じ
て
ゐ
る

、

色
w
，
、a
-

a

ひ
L
C
M
-

泊
《
泊

ぬ
雲
に
餅
さ
し
一
人
の
行
衡
か
な

悦
叫
吋
は
慌
に
哨
た
い
刈
艇
を
締
び

h
Hけ
、
創
出
吋
の

や
う
な
綜
特
の
知
紙
へ
た
狐
ち
を
つ
け
、
瓜
に
僚
の
鵬

、
、
一

-

句

じ
-
z
H
ω
9

、

L
，
、

-
M
&
M
，

る
に
似
た
枇
を
」
鳴
ら
し
つ

L
e
J出
品
向
山
荷
数
、
小
結
を

t
，

k
-
h

h
a

持
旬
、

C
G
a
r
b

免
氾

捕
て
同
町
っ
た
も
の
だ
。

4ん
を
僻
法
と
も
烏
?
と
も
籾

合
，
，
、
‘

傘

"
.
、
と
w
-
a
J
e

コ

へ
た
。
サ
テ
山m
gc
H刈
る
と
は小
山
崎
も
陽
試
に
述
れ

佐
川
雪
色
医

a
a

民
会
・ν

怠
し
そ
C

，
、
4
9

て
論
く
飛
去
る
と
、
相
凶
器
は
差
損
ね
て
口
ア

γ
グ
り

磁
叙
そ
う
に
貯
・
お
った撚
が
似
僚
の
川
別
で
あ
る
。

，
、
色

。
宮
古
色
陀
免
除

H
H
K信
伽
也Z

旬
蹴
の
.
一
十
月
み
あ
る
と
さ
れ
た
の
に
、

H
H終
回
剛

健
い
あ
在
価

v
p
&

と
い
ふ
題
に
、
秋
烏
と
い
ふ
人
が

hp
O
主
ぜ

g
z
s
υ

具
申
情
や
ち
り
し
く
ば
か
り
穣
具

一
川
町
恥
山
内
犠
附
と
は
輔
が
々

、澱
世
に税
齢
つ
よ
め
て

紙
も
般
向
仰
い
勝
か
ら
似
川
町
に
帯
す
る
見
さ
ま
ム
\

全
a
d司

う

a
g

ふ

g
k
h
v
a

の
、
し
を
ら

し
さ
に

、
細
川
縫
を
沼
港
す
る
婦
女
が
遊

z
h
W
3

Hv
q
h

，
、
〓

h
h
v
L

般
に
民b
E拾
ふ
こ
と
、
相
一
滋
ず
る
や
う
に
散
数
〈
ぽ

-
Z

，
、
一
宮

U

か
望
書

E

か
り
と
あ
る
の
は
綴
花
の
飽
き
が
あ
る
。
只
中
川
以
の

僚
と
し
て
は
お
に
慨
す
る
も
の
は
似
み
だ
ゆ
ら
ず
。

お
は
抑
制
対
》
と
い
ふ
仰
が
あ
る
、
れ
却
は
鵬
に
概
の

ほ
ぐ
れ
つL
あ
る
織
を
か
か
邸
側
し
く
駒
山
間
べ
る
に

よ
そ
へ
た
も
の
だ
。

掛
川
が
仰
や
鰍
に
縦
し
腕
が

m

F‘、

出

ツ 総t t建音楽2
レ従... 1二よ代主
味2 とう総そり は
ふい 1守主抜ぬ 太E
てふとう< .2f可:
可かの SFZ 別主 、
なにちな m
らあ得えけ収Z
んるたれ lま
ν ともば尋常
この太n iま
ろで刀、ど
伐なあ {士 一 の
句〈る錆5mg
の。甜E に

釘I 句〈健司5 も
きのとき
な狙2 なれ
者のひっず
は{主て、• 

三
部
以
内
雨

一一一一一一一一一一一一一一一一
彩~~
,J) 

殴g
(/) 

0 灯;
火h
あ
か
し

滋彼空
軍:t }o千N

I~~!l 
村
総

ほ
ろ
よ
ひ
ゃ
う
た
h
千
献
税
の
鶴

葺2

~t 
!゚f 

rÆ~~ 
山主
忌e
d震⑮

の， 0 
け
占、

り
や
春宮
く
も
り

111 

』証

大

、

l

J
4
d
H
F
 

波支
舟L

場棺
や
お O

と
呼3
除Z

詰2
な
る

耳1

」
腎村

‘. 
ひ
が
ん
寺

H: 

o
 

mm蛇
の
一
側
り
も
お
ぞ

正t

l' 

量草
原

。

稼ま
雨五

う
る
11 
，ふ

色2
の

ilt lIlf舟

程山:
か
な

。

土
岐

滋
縦
の
総
称
も
伽
ひ
て
慌
た
の
し

盗事
2~ 
目。

。警 0
・つ
れ
て

船
せ

セ阪
大

1'1' 

智ま
う
ら

:t� 
の
か
婆E
さ

司f へ
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m
め
ば
糊
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繍
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措
忽

や
み
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花
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や
か

事~O
T蟹L
守
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瀦色縦

gi 路
内
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後
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文
ニ
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大 一一総公と働一ー 敬

践
に
雌
椛ψ-
m
附
ふ
た
の
で
あ
る
。
m
m胤
山
政
は
、
献

の
時
的
と
山
町
附
燃
の
酢
以

b
E蜘
地
べ
た
。

.
，a，
.
主

釦P包
・
』
色

刷

之
内

ど
こ
の
併
侶
も
同
じ
ゃ
う
な
取
を
一
夜
ふ
の
で
、
此

践
は
邸
臨
も
「
仰
せ

恥
船
-
戸
、
総

.

J
と
m
u
w
m
し
て

瓜

を
昨
酌
ん
だ
の

で
あ
る
ω

市
内佐蹴
秒
紙
器
宇
の
.
出
航
俄

抑
制
に
が
っ
た
姉

・
恐
幅
較
を
湖
町
し
た
と
こ
ろ

、

「
僻
滋
の
殿
幹
は
そ
ん
な
艇

で
は
な
い
、
さ
う
い
ふ

-
U

で
は
僻
総
は
山
w
m
九
の
必

よ
り
も
鈍るも
の
で
あ
ら

脱
ゆ
が
訟
が
蹴
附
訴
に
、
脇
市
ヲ
い
ふ
織
が
あ
る
。

一昨
マ
ザ
リ
シ
ゾ
カ
シ
、
か
仲
=
対
日
川
ノ
仰
セ
ナ

P
ト
う
。
域
観
誠
に
智
f
r
p
vmり山
市一
一品川
と
あ
る
べ
仇
は

あ
る
慌
が
政
品
と
軒
続
の
慨
に
、一

モ
m
m
酔
-
-
雌
ヒ
テ
和
白
川
町
向
ヲ
昨
シ

テ
y
-一
統
的
伊
・
一

ヤ
ぶ丸
一
勧
C
は
蹴
い
艇
が
あ
っ
て
も
腿
へ
て
は
な
ら
な

E
、

か
ん
』
会
-
w弘司
.
‘

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、

、

、

2
r

L
h
w眠、

「
今
日
の
郷
界
を
助
け
よ
と
い
ふ
こ
と
が
拡

一
に
間
一
候
ベ
キ
。
大
勢
濁
レ
バ
ト
テ
、
心
有ル
人
同
友
ト
共』い
、
明今
日
ば
か
り
で
あ
る
、
普
い
w
mが
あ
っ
て
も

弧
で
あ
るJ

一J-
吠
ぷ
J
こ
れ
は
鐙
の
蹴
へ
で
は
な
い

、

竺
予
み
ら
な
い
、
こ
れ
た
州
問
ば
か
り
だ

ω

婚
し

と
争
った
の
で
、
四
品
が
そ
の
か
併
を概
ね
る
と
、
一仰
の
脱
獄
h
r駅
む
る
も
の
で
あ
る
と
仰
い
っ
た
が

、
お-

s
m紙
し
み
も
・
山

川
び
も
船
もW脳
出
品
れ
は
艇
も
な
い


b

h
k

冷
iN
'・
-

-
R車

-
e

控
。
・

a
c

e
h
b

ゐ
・
局

ζ
a

b
e

ん
常
惚

・
m
d
L
E
A
V

『
制
八
人
(
長
上
、
相
凱
家

V
と
乍
ふ
昨
は
必
ず
白
け一後
あ
る
締
師
に
合
ひ
、

止
官
舶
を
問
ふ
た
と
こ
ろ

、

m
M
Vを
以
て
始
絡
の
必
び
と
し
.
州
b
E始
終
の
息
と
す

る
も
の
だ
か
ら
、
松
て
む
と
科
ふ
の
は
餓
で
あ
る
。

一伽
は
犠
へ
て
、
る
か
・
m
m
作
代
ヤ
仰
の
泌
で
あ
り
、
か
んV
Jは恕
m
w
町

獄
。
税
務
献
を
訟
は
ず
、
抑
叫
ん
で
楚
の
仰
せ
に
「
訟
の
擦
を
鵬
け
よ
と
い
ふ
の
は
、
か
邸
て
み
な
ら
ん
と
ヂ
べ
き
で
あ
る
。
蹴
な
み
が

俄
ふべ
き
で
ら
る
。
恐
対
械
と
村
餅

と
特
ふ琳
は
村w
b品
川
附
る
と
い
ふ
か
如
で
は
な
い
。

叫
ん
必
に
伊
の
あ
版m
r
を
駆
ら
ず
・
利
跡
的
帆
の
般
を
崎
び
と
し
、
和
一
膨

燃
は
必
ず
隠
れ
る
の
で
ゆ
め
る
か
ら
、
税
駅
に

よ
ら
ず
る
鵬
は
一
隅
艇
を
蹴
め
・
時
ひ
な
い
峨
は
腕
ち

rめ
総
の取
口
を
磁
ひ
と
し
て
ゐ
る
、
こ
れ
は
蜘
都
府
瞥
府

対
献
の
般
に
臨
ふ
べ
き

で
あ
る
・
設
は
知
、
腕
ち
階
ょ
う
と
い
ふ
の

で
あ
る
。
跡
い
て
部
制
す
れ
ば
対
必
然
を
総
ら
な
い
踏
む
あ

る
よ

の
山hu
rに
俄
ふ
と
の
m
r
h
w

で
あ
る
よ

に
は
郎
る
の
で
ら
る
、
対
吠
も
税
お
泌
り

で
ら
る
@
」
「
祝

日
目のお
品
白
川
静
総
対
酔
と
鍛
ゆ
と
い
ふ
か
僻
は
、

と
犠
へ
た
。
露は蕊
「
定
ハ
露
骨
ヲ

計
と
続
へ
た
が
、
終
繋
な
の
で
、
髭
駅
伝
慌
の
穿
宇
野
、T
Z

詳
し
み
を

大
楠
公
ル
〕

• 

悌ご
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裂
がし、
似
泌のが
和
を
併
ぜ
よ
と
い
ふ
の

であ
る
。一M
Mに
訴
し
み
が
な
い
。
椴
ね

γ
m
V
の仙
川
和
な
ら
ん
こと

訂
以Jf
Mりr
r
ρ
'
r
u

り
虻
沢
乙
宮
川
叩
と
い
ふ
か
山
町

b
z
m
へ
と
の
h
v併
で
あ
っ
て
、
山

7
V
N
りr
ruym則
山
り

は
、
併
問
中
間
舵
仲
紙
に
慨
し
て
僻
滋
の
総
加
唱
を
総
縦
ど
と
は
そ
れ
で
あ
る
・

そ
れ
を
そ
の
燃
に
、
対
必
に

ふ
に
、
剛
門蹴
か
し臓
か
に
蹴
蹴
し
て
、
併
却
を
能
ら
即
断
あ
り
と
も
潟
昨
は
そ
れ

r
船
ひ、
一
抗
の
獄
鍛

な
け
れ
ば
、
一
蚊

の
併
は
鮮
か
併
に
な
る
の
で
あ
る
。
を
前
れ
な
ど
と
は
、
航そ
駅
む
る
もので
あ
っ
て、

こ
れ
は
側
燃
に
隣
ら
ず
慌
践
の
際

h
r影
山
叫
が
る
併
は
似
踏
の
融
か
は
ム

M
m
m
h

仙
慌で
は
な
い
。
mmb
E
M
附
ら
な

ま
こ
と
に

一
似
の
刊
の
対
酔
の
酔
で
あ
る
。
」

い
慌
の
誠
り
か
、

あ
る
ひ
は
ぽ
鰐
が
孤

b
r
b
込
山
川
っ
て

、

、

、
、
、
、

L
ゐ

o
y
j
h
k
Z
2
Z

R

「
今
日
夜
身
来
日
不了
と
い
ふ
は
、
一
身
の
釦…常
と
停
へ
た
の
か
、

部
均
し
い
次
鯨
で
あ
る
。

」

い
ふ
こ
とで
あ
っ
て
、
賊
蜘
混
同
九
ば
ハ
ゲ

r
r
r
r
w
川
と
締
ん
だ
。
路
島
ば
総
〈
献
じ
て

、
そ
の
除
勧
ん

宇
が
い
が
夕

、

ν
と
僻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
禁

で
対
撃
の
諺
を
加
ね
た
豚
そ
れ
と
な
〈
畿

日n
NりY
Mりザ
と
い
ふ
こ
と
は
俄
m
mと
も
に
あ
る
べ
き
を
し
た
と
こ
ろ
、
献
船

d
h税
制
初
出
叫
蹴
と
、
時
は
脱

硫
で
、
僚
出
口
、

の
附
掛
川
町
酬
に
静
一
郎
な
る
碗
な

き
?
?
に
で
あ
る
が
蹴
は
間
関
の
税
を
せ
ら
れ
た

u

按
む
るこ
と
一
つ
、
併
に
対
り
な
き
こ
と
一
一
つ
、
必
「
猷
除
一
抗
ヲ
灘
-
フ
y
ト
ノ
ミ
抑
制
ヒ
テ
、
臨
ヲ
秒
シ

に
慨
して
は
仙、
小
、
齢
、
舵
あ
り
、
燃
は
紗
紗
附
勧
銀
守
山
町
セ
y
ト
邸フ
M
Uナ
キ
鰐
ノ
舵
一
ぽ
・

一ヤ
ト
脱

〈
燃
は
口
あ
っ
て
、

ω川
のm
m
b
E
F

は
ず
必
の
叡
を
仰
向

ら
に
按
め
ず
、

W
の
椛
般
を
府

，

r
て
L
針
は
ず
、秘

ー
"

。
，
、
"
、

p
e
w

也
ひ

怨
あ
る
に
酬
い
ん
と
思
ふ
こ
と
な
く
・
仰
の
慈
悲
の

鶴
蚊
と
船
じ
際
対
怖
に
倣
あ
る

裁
を
獄じ、
こ
れ
ら

を
あ

-

L
降
、
n
h
f

の
心
ι
7・
今日
噌
む
べ
し
と
思

ふ
べ
き
で
あ
る
・」

ヨ
L
W符
い
い

と
本
胞
に
入
っ
て
、

υ

J

o

，
・

t
R
h
"

。
，

-

「
日
A
に
、
今
日
は
略
む
べ
し
と
思
へ
.
は
、

少
し
も

舵
マ
シ
ケ
ル
ガ
、
佐
川
川
ヲ
即
日

ν
、
制
鰍
/
い
恥
ニ

純
ラ

y
=
ト
ヲ
掛
蜘
キ
総
ヒ
テ

、

mん
/
柵
脚
蹴
向山
ノ駅
前
ヲ

バ
斡p
恥
メ
テ
雌
メ
仰
向
ヒ
シ
。
統
制
、
都
川
町
ハ
ヒ

ソ

カ
ニ
慨
泌
J
場
設ヲ
鍛
メuq
ナ
ド
ト
廿
ヒ
シ
W
Nナレ

ド
モ
献
閉
山
ノ
就
キ
ヲ
抑
制
ハ
ズ
シ
テ

、

刊
ト
シ
テ
バ
ヲ

泌
シt料
。
リ
テ
政
部

ヲ
船
山
ヘ
シ
テ
M
m山
内子カ
ジ
ザリ

シ
・
郡
部
叩
ヲ
制収
レ
ズ
僻
総
ヲ
俄
ゼ
ザル
税
/、マ

コ
ト
ノ
仰
いナキ
総
砕
ナ
リ
。
」

と
慨
邸
、厳
際
紛峨
や
のmw川
山
似
守
山
肌
じ

、
砿

に
船
山
川
や
撚
併
す
伯
郡
踏
め
れ
拘
き
を

m
wじて
、

「
認
か
川
ヲ
山
川

f
r
、

加
即
断、
肱
川
町
臨
m
m併殺
ノ
ム
戸

脱
獄
=
致
ル
マ
デ

、

M
mキ
ヲ
モ
駅
ヲ
バ
・出
メ
・
似
蹴

ヲ
山Wチ
縦
へ。
穐
山
川
ニ
モ
統
メ

儲
へ
。m
-論ヲ
モ
蹴

ジ
た
械
に
て
ぬ
郎
ノ
併
出

ヲ
駅
蹴
セ
ヨ
@
」

フ

ナ
目
。
」
と
訟
し
た
・

と
選
応
は
蹴
磁
の
抑
制
パ
引

鰐
や
&燃
し
、
織
に
僻
的
手
底
的に
慨
し
て
は
、
姉
に
ふ
れ
て
似

品
事
態
ト
ナ
ル
ハ
お
ノ
援
ト
ヂ
か
か
献
す
べ
き
除
伊
都
し
て
ゐ
る

ω

m
r
ρ
ナ
リ
、

m
hzそ
部俄
ノ
恥
州
総
ナ
リ
、
配
俄
ハ
俄

一
「
僻
慨
ヲ
m
mレテ
股
仰ヲ
酷
メ
ザルノ
白川
ぷ
叫
ト
ヲ

告
と
か

ん

え
e
e

u
え
a
J
L
r

一
事
s
'
a
R

6
r
a
v
a
ヲ

an
，

L

を
ん

い
へ

ニ
ハ
劣
リ
M町
三
ハ
径
シ
テ
政
遁
/
陣
ト
ナ
ル
モ
ノ
ナ一
本-
7
2

ス
ベ
シ
。
疋
行
ガ
行
ヲ
以テ
子
時
開
マ
デ
家

-

哩
L
罵
，
、
湾
、

.
司
u

e
，
a、

.
“
・

E
g
h
u

p

。
」
一
ヲ
今
一

J

シ
、
同
ヲ
治
ル
ノ
行
ヲ
品
川
ナ
ス
ベ
シ
、
が
亦

「
が
税
対
臨
ハ
献
総

ヲ
パ
鳩
山町ハ
ザ
リyM
-
一
テ
御
一
配
ナ

p
。

m
A炉
ノ俄
ノ保
守ef
mツ
テ
併
ズ
ペ
ジ
、 • 
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ヨ
レ
一

靴
即
肋
ノ
鰍
ヲ
剛
山
レ
ヌ
レ
パ
、
問
川
ヒ
エ
駅
ナ
シ
、

阪
h
w一
説
封
/
椛
ナ
リ
。
」

「
刀、
一
・
・
鰍
又

m
mの
船
をm
mまず
し
て
、

慨
ぞ
撒
刈

酪
か
ら
ん
や
。
」
と
い
ふ
昆
勘
の
縦
純
で
あ
る
か
ら

、

-
K
，
，
、

h
・
り

L

・
の
か
令
々

「
不覚
ニ
シ
テ
抗
ヲ
知
ラ
ザ
ル求
。
一
向
Z
P
一
グ

め
u
u
m
A
W

町
時
金
'
a

F
S
《

‘
時

し

i
N
J
h

テ
一
A
Wノ
ミ
ヲ
寂
y

ジ
道
ヲ
純
ス
ル
者
。
一
身
/
策

貯
ヲ
ノ
ミ
蹴
ハ
γ
獄
。
飽
グ
マ
デ
飢
リ
ノ
い
ザ
ラ

y
税

ハ
、
知
仲
=
叡
ム
ル
ト
モ
椛
ム
ル
ト
イ
へ
や
部
/
併

腕
ノ
ミ
ナ
ラ
y
ヵ
。
k却
炉
/
税
ハ
セ
メ
テ
僻
蹴
ノ
側

ヲ
部
レ
テ
コ
ソ
飢
ル
ぱ
モ

M
Kシ
ハ
出
マ
メ
。
刃

m
m
-
一

モ
純
情γ、
叫
ね
ニ
晶
、

m
mはJ
伽
デ
擬
-
フ
Y
ズ
レ
、
m
M

mル
ニ
モ
抑
制
白
川
シ
、
対
ニ
号
制

ω
/伽
7
純
-
7
yズ

レ
、
取
部
ニ
和
町
紗

/
ぴ
郁
ナy、
一
城
/
九
畑
山
慾
そ
恥
町

広
そ
小
川
m
z
-
m

ミ
ナ
y
悌
附
。
限
へ
酔
グ
、
芯
何

m

-
一
ハ、
山
内
総
ヲ
川
町
テ
際
ヲ
獄
メ
タ
リ
ト
・
似
蹴
-
ゐ
肋

惚
ハ
知
山Jh
w按ナ
リ
ト
鵬
飢
相
対
苧
そ

m
v
γ。
山
川

砂
E
C

晶

h
e
叫

・
4
』
F
e
a
w
u
k

代
ハ
人
ノ
心
モ
A，
ョ
リ
ハ
百
ニ
シ
テ
、
相
官
ア
ル
人
ぞ

れ
叫
夕
、
弘
前
ヲ
航
ム
一
似
そ
総
モ
総
カ
リ
シ
サ
へ

-
M

倖
一
店
ヲ
縦
メ
t将
J
z
、
防
コ
リw
r悶
-
一
致
ル
マ

デ
、
俄
ムrヲ
脚
7
H
U
誤
リナ
カ
リ
シ
ゾ
カ
シ
。
」

a
A
"し"

と

般
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

h
v
即
蹴
似
出
僻
は
、

ω略
的
艇
か
さ
ず
仰
向
蜘
桝
広
一

般
そ
総
和
ぃ
、
鰍
併
叙
僻

a
総
統ι
v
h
m
m

へ
た
と
い
ふ

こ
と
で
あ
る
が
、

川
町
山
川
は
恐
悦

w
m
m
仰
の
俳
が
や
で

、

克
哉
の
燃
幹
を
w
mめ、
滋
械、
コ
一
誠
の
岐
に
も

臥
恥
か

ら
ざ
る
鍛
倣
純
で
あ
っ
て
僻
附
な
一

r
陪ψ
・し
て
訟

を
が
て
し
め
ん
と
し
て
、
協
問
〈
掠
め
た
の
で
あ
ら
う

と
慨
し、
山
江
山
町
対
や

の
m
v
m
仲
知
市
総
畑
山

4
v
m
w

い
て、
働
市


m
Iの
ば
に
献
の
部
は
械
む
べ
き
で
あ
る
と
し
、

「
蹴
昨
/
税
ヨ
リ
郎
総

、
都千
齢、
税
減
ノw
b
y
十

リ
シ
肝
ハ
:
・
撒
刈
蹴
蹴
ヲ
m
mレ
ジ
椴
ナ
リ
。加
之
、
-
こ
れ
を
峨
て
貯
れば
、
間ゆ
蹴
仰の
山
川
M
UW側織
に

船
出
品
加
時
三
位
ツ
テ

一
一-
W
/陀儲
/
即
時
ヲ
脱

ν
シ
山
町

一撚
じて
、
い
ぜ
仲
に
制
問
問
伊
併
舵
が
、
川

m
w
r
に
蹴
慨
し

ト
郎
エ
タ
リ
。
制
郎
務
鵬
、
ヒ
ソ
カ

ニ
献
仰
向Jm
mてゐ
た
か
を
制
艇
で
き
る
。
さ
う
し
て
そ
の

W
艇
が

按
ヲ
就
ク
駅
セ
ジ
儲
ェ
、

同
州
都
仰
ハ
術
品
7
伶
，
ス
ル
悌

一脚
仲
に
必
似
を
船
艇
し

て
ゐ
た
か
に
除
いて
、

ナ
レ
ド
モ
、
副知
/
悦
ハ
同
刊
紙
鋭

z
シ
テ
欧
料
ナ
シ
ナ
「
K
V蹴
ノ
約
砂
ヲ
峨
川
ア
ナ
ド
肌
ヒ
テ

航
出
セ
パ
、

ド
-
P駅
セ
シ蹴
、
船
靴
ヲ
叡
レJ
h、

佐
川
町
緋
一
蹴
ヲ

パ
総
刊
紙
戦
ド
モ
桜
齢
制
山
戸
フ
紘
弘

λ
ペ
シ
、
別
ア
パ
鰍

泌
y
n絞
っ
リ
シ
ゾ
カ
シ
-
mソ
般
の
縦
断
ハ
袋
ヲ
祭
m括
的
知f
u
-
-
際
ヲ
総
ア
ペ
カ
ラ
ズ
、
陸

‘
恥。
ト
シ
テ
訟
を
俄
フ

、
斜
/
伴
/
附
恥
口

九
-
一
ヤ
ハ
恥
ぽ-ト
防
総
ヲ
駅
ル
、

M
Uナ
カ
ル
ペ
シ
・
必
ヨ
リ
和
以
静


M
モ
耕
ム
抗
リ
ナ
リ
シ
山
川
ゾ
カ
シ
。
叫

U
W
M
サ
へ
-
-
有

一都
一
味
ノ
や
m
pツ
テ
、
恥
町
出
白
鳥

制mz
M蜘ν
、
断f

J
MZ
帆
制
ヲ
駁
レ
ザ
ν
バ
、
協
州
タ
和
郡
ノ

m
m
m
γ

必
ズd
プ
ベ
シ
、
儲
泌
ノ
恥
・
鰍
物
部
蹴
敵
シ
ト
脱

E
-
普

E
t
r

'

Z

ぃ
・

2
2

マ
シ
テ
尋
常
/
仁
政
そ
ナ
キ
人
今
、
ァ
テ
後
ハ
、
如
何
-
±
・
ズ
ル
ト
そ

川
7

ペ
カ
ラ
ス
・

m
M飢餓
ナ
シ、
創
ヨ
リ
吋
ジ
テ
仙r
p
J
r
p

山
山守ぷ
紗
ベ
シ
己

• 
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，
、
んa'
h
m

之
‘
，

n
dて
い
ど

L

巴

と
い
ふ
訓
滅
に
依
り
築
制
制
度bE知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

「
術
館J
F
ヂ
シ
ム
議
レ
パ、奈
ト
祭

と
出
向
問
問
ト
敵
ト
、
叩
時
ハ
肱
ナ

ν
ド
モ
、
川
崎
ハ
川
ず
協

ジ
カ
ラ
y
ヵ
、
泌
批
ト
対
例
卜
除
制
ト
、
仇

W針
山
川
町
田

号
凶
町
一
μ-
a

a
R・
船
内
ふ
ぷ
惜
念

日F
P
A
M

ナ
ル
ト
ヤ
ラ

γ

承
ハ
リ
紋
ヒ
シ
、
{

・

蛍
-
一
異
ル

m
wア
ル
ハ、
m
w
m
r

鵠
ノ
賦
や
ノ
榔
邸
ナ
ル
ペ
キ
ユ

ャ
。
」職

内u
mだ
け
に
、
航
飯
を
齢
け
て
、
蹴
く
・
伊
山
れ
の

服
鰍b
4齢
ぺ
、

「
僻γ
m
m
m
M
M
U

セ
パ
、
民
放
/
対
ハ
似
-
一
ハ
、
加
川
町

二
品
、都
シ
テ
蹴J滋
ヲ
モ
献
蹴
λ
ペ
シ
。
総
船
出品
部

/
艇
ハ将
に
樫
ハズ
、
柑
町
村
総
砂

ヲ
蹴
蹴
セョ。
朕

ヲ
縦
メy
税
ハM
h
o
-P
モ
術
総
ト
税
部
ノ
慌ヲh
v
e
ア

ザ
ν
パ
、
対船
四ニシ
テ
ハ
か
断
/
総
-
プ
セ
潟
リ
い
ザ
リ

hv，
・
a
，
、

.
h主
会
・

テ
、
腕
岬
品
開
ノ
務
ア
ル
モ
/
也
@
」

こ
与
で
は
神
道
と
m
w法
の
区
別
が
私
し
て
あ
る

が
、

総
し
封
艇
と
し
て
盛
働
は
、
蹴

W
M
U
慨
を
倣
じ

み
し
に
う

て
ゐ
た
と
見
る
の
が
歪
稔
で
あ
る
。

助
成
に
傑
っ
て
.
脱
ゆ
峨
山
町
に
般
は
れ
た
沼
酌
の

併
抑
制
限
山
川
慨
を
蹴
併
し
た
以
炉
で
、
こ
れ
そ
鈴
鰍
す

6
R
'師
、ん
か

-
b
t
色
，

a
v

E

U

・
'
包
，

る
の
は
wm門
家
の
仕
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
ψ
・

通
じ
て

四

日Y
ト
ゴ
フ
。
五
成
カ
意
ト
m
A也
・
」

h
rて
よ
く
似
る
や
う
に
、
対
鰍
討
は
附
お
節
献
の
明
獄
郎
、
底
的
の
銃

A
Aは
・
航
船
に
総
て
政
品
と
は

桝
宿駅
僻
別
府
で
あ
る
助
成
に

、

炉
制
な
航
倣
艇
で
あ
鋭
綜
の
飴
が
あ
り
、
織
的
山
聾
械
、
件

一
料
紙
降
、
封
蹴

っ
て
、
討の
議
し
た
援加
で
あ
る
こ
と
が
、

二
律
の
将
と
し
て議愈
の
議
宏
、
持

つ
に
は
酔眼川
町
熊
町
と
し
て
の
お
に
慨
す
る

一
鉱
脈一関
仲の
縦
山
知
白
川

鍛
に
仰
い
て
、
輸
ひ
ら
れ
る
船
の
鍛
り

殴
の
舵
仰
を
脱
抑
砲
し
ハ
尉
祁
加
の
蹴
倒
蹴
さ
へ
一
似

ψ
・

に
蹴
川
れ
で
あ
っ
た
較
に
砕
い
て
は

、
例
町
村
較
貯
都

政
概
してゐ
る
の
で
あ
る
)
、二
つ
に
は
鈴U引
き
部臨す
ら
も
な榔と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て、
聡
炉
脈
蹴

村
の
骨
燃
と
し
て
舵
燃
さ
れ
る
伊
峨
で
あ
る
。
も
、

こ
の
階
部の
鍛
治脱
山
市
の
が
は、対
F
h
m
w

に
齢J引
「
‘
榔J地
面
ハ
将
m
mノ
抱
卵
駅
。
俳
舵
俳
椋
ノ
窓

枠
制

獄
はれ
る
と
こ
ろ
で
、
勝
炉脈
慨
の
和
総
叫
ん
蕊

m
m
w
m
m
m
m
術
品
一
小
川
述
者
議
シ
。

f
r
w
r
J
示
日
常
仙
川
以
ナ

に
も
、

「
時
政
臨
時
ヲ
泌
シ、
焼
防
ユ
ヂ
ト
キ
、
活
?

と
縦
じ
てゐる
の
で
る
の
る
が
、
怒
り
の
必
要

四
一一
概
炉/僻
ニ
載
録
シ
テ
鴎
夕、
制
紙特/
m，

r、

仲
の
日
付
鴎
誌
か
ら

b
rた船廊
に
蹴
を
ひ
そ
め
な
が
ら

駒
山
同M
m
m
q
知
的
貯
や
=
必
ト
シ
将
フ
ペ

シ
。
同
恥
酔
も
、

山
川
ん
附
く
総
除
ま
で
蹴
械
の
た
め
に
事
総
を
嘗
へ

m
a，
.u，

.
両E

断
-一
蹴
ル
ヨ
ト
ナ
カ
ど
ず

、
副
市
民
公
の
柏崎
を
つ
〈
し
た
と
い
ふ
の
は
、
一
に
允

と
あ
る
。
峨
ゅ
は
和
昨
と
附
撚

く

鵬e
舟
町
お
の
動
脈
伐
の
附
献
が

、

献
体
と
し
た
似
似
の
ぷ
に
が
っ
て

し
ん阪

で
あ
る
。

「
M
m
m
峨
ニ
傷
ル
ペ
カ
ラ
ズ
。
国
ニ
十
五
-
一
設
-
フ
パ

都
フ按
加す
山
町
キ
、
出
'
ヲ
跡
日
常
阿
ヲ
町
山
ス
ル
ヲ
獄
ス

ル
コ
ト
郷
三
嶋
目
指
柏
市
町

8
6

線、
m
m
-
泳
約
七シ
ム

ペ
シ
ト
・
税
協
同
町
叫
・
公

か
川
町
一
川
、
予
腕

一
附
鉱
ナ

ハ
総
〉

ゐ
た
か
ら
で
あ
る
・
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一つ

そ
の
郎、
山
内
は
郭
凶

封
お
叫切
に
鰍いて
ゐ
た
。
川町

は
政
部で
航
船だ
と
貯
僻
さ
れ
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が

そ
の
舵
め
鍛
のお械
に
苧
邸
側
の
聴
い
税
が
舵
って
ゐ

る
ら
し
く

・

鵬
パ引砧
献
と
か
僻
と
・
か
、
隣
に
は
磁
川
町

な
控

L
'

ひ

d
p

ま
で
無
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ω

引
執も
そ
の

彼
円

棋
の
J
1hKだ
っ
た
。
刀
、
そ
の

コ
ソ
践の
践を
按
い

い
為
'
1
g
h可

u

'
4

ヲ
か

て
や
ら
う
と

色
々
採
っ
て
見
た
が
、

ま
る

で
窓
を
郷

む
?
ヲ
な
櫛
宇で.

出も
総
帥
刊
か
舵
か

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、

さ
う
去
ふ
弘は
伊
ヲ
だ
っ
た
か

と
卦

ふ
と
、
駅総
の
ぷに
猷
献血即
鋭が諮
し
い
の
で
、

蜘
耐

え
ず
町
駅鋭
で骨
め
いUて
ら
れ
て
ゐ
たの
『
鉱がmwし
い

鍛
が併
し
い
1
h
左
腕
の
際
で
は
仲
即も
附
んで
ゐ

た
。
鈍
さ
へ
あ
っ
た
九
、
か
う
一rふ
鉱
山
聞
か
ら
悦
び

政れ
る
、

そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
が
叫
村
を館
総
し
て

• 

台、

た
金

つ
斜

iji品

井

貞

助

戸

ゐ
た
-

n
陀
ν

峰
@
ひ
邑

乞
hv

b
君

。』ん
し
伊

O
L剛

日
相
は仙
の
ん
よ
り

桝
〈
山
川
動
ず
る『
慣
が
あ
っ
て

勝
る
峨仲
昨も
の
や
う
に
・
総
殿
鉱
山

町に
都
品
鉛
が
お

f
t
i
t

-
-

、
:

じ
蝋
め
る
聞
に
お
割
に
泣
-
Nっ
て
ゐ
た
ν

そ
し
て
秘

は
務
総
に
射
般
を舵
め
な
が
ら
、
なん
と
な
し
に
、
チ

ユ
1
プ
と
態
と
の
隙
にや
や
』
紫
企
ん
だ
の
で
あ
る

・

叫\磁
出向

，

の
や
・
ヲだ
。
h

と
れ仇は
限
賦
したが
、
『こ
ん
な
腕
に
慰た
な
あ
』

"
-
a
'
n
u
 

と
思
ひ
な
が
ら
、

取
出
し
て
見
た
“

ん配る
磁
苅き
な
磁
時だu
日
ぬも蜘MA
Lる
穫
前くは

d崎h
u

初
段
々
、

.
ゅ

う

・5

な
っ
て
ゐ
な
い
。
弘
は
溢
口
を
聞
け
る
勇
気
は
な
か

っ
た
ω
た
ど
ギ
ユ
ツ
/
\
と
航を
盛
って
知
る
だ
け

‘
，
‘
，
旬

、，

.

.
 
hu
 

d
'

dv，
ふ
'

『
こ
い
つ
は
厳
か
に
鉱が
診
た
って
ゐ
る
4

山内
は判も
h
xない
く
せ
に
、
そ
の
儲
で
紙
純一Vに

E
b

さ
し
O

レ
E
B
Z
M

ME

m
E

必
ず
益
引
か
れ
る
併金
を
幾
ら

か
で
一
有
へ
る
だ
ら

う
と
訟ふ
や
う
な
鶴艇
をめ
ぐ
ら
し
て
ゐ
た
u
そ
の

磁
瓜
を
山
町
釘
の
も
の

に
し
て
島
知
惇
ヲ
と
視
へ
る
と

も
う
臓
はど
き
/
\
し
て
ゐ
た
ω

主
令

い
し
皐
ヲ
応
今
俗

，
、
目
。

E
b

τ
・3
~
'Z

だ
が
、

m
怠
刷
到
、

い
や
障
制
な
私
は
倫
瓜
品九
を

-u

a
A

仇
“
危

今

期
し
た
か
っ
た
"
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
稔
か
が
例
の鐙

総
を
磁れて
そ
こ
へ
掛
っ
て
砂
き
お
れ
た
も
の
か
、

戦ひ
は
ま
た
邸
必
が一船
そ
こ
へ
殴
し
て
お
い
た
も

の
か
も
飾
れ
な
い
、

だ
か
ら
こ

ん
た
践
に都叫
が砂

企-
-

n
&

い
て
あ
る
ん
だ
。
若
し
落
し
た
の
で
あ
っ
た
ら
・
こ

e
%

台
前

'

h
j
v

￡
a
v

s

ん
な
慮
は
探
せ
ばぽ
ぐ
解
る
、
|
|

製
す
る
に
低
い

て
あ
る
貼
倣
なら、
泌
が併
踏
め
ば町
ぐ
即日ん
な
が

鶴
宮
川町すに
貯
ま
っ
て
ゐ
る
。

-
U

係
a、
々
、

眠
、

私
は
、

そ
こ
で
、
そ
の
泌
ロ
を
も
う
一
日
そ
の
ま

ま
に
し
て
砂
か
う
と
税
へ
た

匂

一
民
こ
hr
i骨っ
て
も

同じ
?
ヲ
に
酌
レ
で
あ

れ
ば
、
d官
う砕れ
か
が
部れ

た
に
山
内
っ
て
ゐ
る
。
さ
う

都
へ
て
ニ
酢
そ
の
磁
瓜を

そ
の
ま
、
に
燃
貸し
て
お
い
た
・

そ
の
二
u
v
m
の
伽
磁
の綴
り
に
、
総
ん
?
に
航
併
す

る
こ
と
の
な
い
蹴
献
の峨
へ般を
あ
て
た
裁が
あ
っ
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て
、
厳時
が
仰
と
hrて
山V寄
っ
た
・

a
p，
e
・、

.
n
a

そ
の
義
口
は
ど

・
守
や
ら
落
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が

t
t
t

i

F

E

・
:

:

離
し

た
刈
聞
は
工湯
何
で
先
っ
た
と
ば
か
り創
っ
て

官
-
-
t
r

ん

&
う
い

し
今
川
ラ

，
、

e
a，

ゐ
た
ら
し

レ
。
訟
は
肉
品
川の悶
愈
周
到
に
苦
笑
せ
ざ

a
h
a

n-F
'
n
a
v

ψ
-u

s

と
ふ

る
役

得
な
か
っ
た
。
官
掛n
hク
中
に
は
秘
の
欲
し
い
姶

-R
L
Na
B円
，
ど

ζ

・-
A

ナ
m，

、
、

園
開
札も
ゐ
っ
た
“
だ
が、

何
庖
か
心
の
附
に
ほ
っ
と

!
i

、
.

し
た
航
じがあ
っ
た
の
を
即
時

す
』
と
は
山
町
市
米

な
が
づ

ι
~。

つ

さ
て
、
そ
の
抗日町
を続
し
た
必
慨
は
.
m
m
除
阪駅

の
対
応
州
で
対
艇
に
h
pて
え
た
皆
川
肌
叫
仰
の
♂
ハ
パ
だ
っ

た
が
、
併
献も
川
町
と
附
じ
似
て

、

そ
の
鮮
総と
れ
?

の
郎
に
瞬レ
叡
加
が
山
町
勲た
・
徴
は
川
町
も
な
〈
お
幣

を
即
日
め
て
聴
戸時
に蹴
っ
た
が、
字
紙
の
川
町
総
は
貯
や

さ
な
か
っ
た
ω

-
b
r
は
m
m竹
山
貯
に
よ
く
あ
る

船
宮町
昨

-U
会
事

初
、
.
、
。
‘

ω
2
e
h

胴

1

な
同
組
組叫に
陥
込
ん
℃
恋
似
的
な
よ
と
b
E云
っ
て
来
た

り
し
た
が
、
そ
の
臨
に
恥
は似を
臨
ま
し
た
り
し
た
・

42
T
紗
っ
た
眠・山
勘
は
脈
経
舷
の
定
い

山間
賠服
に
臨
め
て
、
粉
舵
は出
版
和
側M
h
ι
脱
獄す
る

納

金

と
・

ぶ
っ
て
よ
こ
し
て
南東た
ω

昨も
な
く
、
川
町
も
む山
市
を
骨
めて
、
あ
る
肱
蹴の

た
め
に
品
川
し
ち

」と
が
あ
る
・

そ
の
眼
鍛
は
艇
に よ

く
ωr
h
r
を
し
c
寄
れた
ω

限り
な
い
肥
川崎と
ず
か

&
d

い

-
nF
・
い
色

F
内

言
業
以
外
に
は
云
ひ
現
は
し
ゃ
うも
な
い
込
の
だ
っ

た
。
山
内
は
仲
昨

か
こ
の
お
広
の
M
m
m
や
伝
舵し
、

ゃr

F
a
m

a
n
-
"
-
s
j

州
L
・

い
ぷ
少
将
っ
た
こ
と
を
深
〈

巧
搬
す
る
や
う
に
な
っ

花
ζ ~ !4 

局
、
.

た
。
そ
し
て
L

が
はA
1

ふ
性
札
一
郎
に
も

枇
民
館に

も
底
ひ
に
附
け
か
・
品川
一
一
一
の
獄
お
に

な
っ
て
ゐ
る
・

だ
が
、
川
町

は
併で
も
備
の
閉会
h
u付
ら邸
ひ
山
川
て

υ
ι

・
，

u
E

一
h・
￡
，

『
こ
の
人
の
"
以n
ψ
・
引執が
盗
さ
う

と
し
た
ん
た
な
』

ph,.‘ 

•. 
"

'Ee

aw
 

と
。
そ
れ
だ
け
て
も
弘
の
心
は
苦
し
か
っ
た

u

『
打し

そあ い る ボi了'こ
ののー 』度a "7;唱の
他巴 l時ミ閃Y にに 人E
の 通話内線E 、 な の
滋， l IS と 僕守ら 必ず
篠・ ψ 云'" (t な口Z
~~ ~t ..;・今主け や ー
併とつ もよれ 孟E
Fそて のり ばが-
1山a ゐ It どな盗2
~ L てよ 恐宅んら ん
~;.: ? ろ なな 15
ま ?し にいゐ
.~ 令、 い 苦S こ た
治t し も しのら
なかの い入P 、
けし で かのー か
れ ℃ あ知L 顔Z う
{主 音忍 る オL >'"し
な It. 0 なはみ て

左

甚

五

郎
に

山
叶紛れ叫
艇、
取町駅
部
の
鵬
り
m慨
を
除た船
駅蹴
白
川

の
一
村
駒
山恥
が

?
め
の舵
は
蹴
ってゐ
な
い
や
、
艇
は
あんな
駅

a

L

c

a

 

に
足
を
立
て
L

朕
ゃ
し
な
い
よ
h

縫
い
令
似
尼
い

と
一
去
った
の
で
、

こ

れ
が
大
問
題
に
な
っ
た
そ
う

で
す
の
拡
か
蹴
鈍
し
た
刈
が
あ
り
ま
す
か
・

一
本
!

〈:. 私、E ら
。 は な

そ -&:~ か
しし'っ
て人 た
、 な か

私E ぶ も
のら T世L
生ま も れ
活き妓いな
上手 ら t: 

Z: ふ i
も 苦手~ ./L
大喜 ほ か
き れ ・λ
な た ~.
象宮 気e れ
調乙 3・ .ま
に す

^-も、組
ソ'~， If:.. 
の彼2 な
弘E の.) 
の 前'て
た iニゐ
，っこる

た のめ
ー 園陸'て
つ 弘~f t ., 
の J吉とる
心:を @
の 持。
~，l. 九

依ー 1 1\宅
なせ
のな
で い
あ こ
ると
。 t主
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.J
バ
F

の造二
た 菩1
め問忌

?向三
は
何E

ん

き う ら qE 行， tI'ft . 仰い 「

i:p. ， ・ー 'l:1 ん L 鎚tM~ 閑
な必.i hh ・ 5・ . ~C ~.T.. ， 卜

主主Z ht td在能従
でまわ， ZT4 rz fdz
tt 習 で 乙 J 混;仰雪
之主:・むと よ ?.二
Uれ . 伶.. Iニを ?? g d:
z:h もtIl.忽i・ R.. ~ っ
.j;/・:: J: ~候~ l.t 1i~て.}-
' いる 人 が.行jJT 
骨r!: ゃなま A.tr;島 内が

ハ
ボ天
反
川
氏
一

v

ご

今
会
-
-
a
c
m
L
3
b
ら

〈骨
骨v
hw
尤
な
御
質
問
で
、
か
なp

-な
す
う
か

ι
•• 
‘

，

b
ι
4

・

多
貨
の
方
々
が
か
・
フ
し
た
疑
問
そ
山

崎か

Aae

,rhLZU4 

れ
て
成
る

事
と

応
じ
ま
す
.
な
も

散
人

に
枕
し
て一
野山
町W
W回
附
し
た
却
で
、

庁。
今火
。火

ハ解
答
〉

中

村

ゅ
・h
gん

し
ゐ
ゐ
'
v

ル也
前
に
信仰
が
な
か
っ
た
の
に
、

そ

m
r
z

や
争
ぷ9

飛
に
成
品
即
ず
る
と
は
幻
じ
ら
泌
を
せ

U

L
3や
今
ぷ
h，

‘
。寸
・3

ん
。
な
ぜ
と

公
ふ
に
成
品
仰
と
は
円
以
も

，
わ
ん
ぜ
ん
か

4
h

，

完
全
な
。
「処
-
に
述
「る
こ

と

だ
か
ら

A
V
F
J

b

"

・
生

で
あ
り
ま
「

。
め
L

決
t

て
担品
川
軌hr
tH

川
-
h
h
e
-
-
'

一
=
‘

.

た
と
も
思
'
C
M
り
宅
仲

-

ん
。
御
品
川
知

多
-

岬
'
Nb
刷
岳

'
A

b
や
う

い
一
切
仰
ほ
級
以

仏
」
川

h
刷
、
.
・
川

保
で
あ
"
z
f

曲
作U
山
・
ん
も

沿
線
ゐ

・

・
'

A
t
a

-
-・

4
Z

H

州
ほ拙
悼
みり
川N
U
岬
あ
け
む

パ
他
・ω
-m

b
r
a
-う

d
m・

1

〆
角
。
ー

弱
小
、
或
は
官川
柑情的
な
も

の
間
接
的

'
け
ん
h
ilt
料
J
M
い
れ

な
も

の
、

一
円
品
無制
係
に
H
比
え
る
も

の

い
F

、

予
r
，

な
ど
色
々
あ
リ
ま
せ
う
が
、
M門
小
か
の

い
ら

の
い
〈
h
rw
け

芯
拡
に
お
て
闘
Mm
L
て
ゐ
な
い
も
の

ず
で

r
a
-
wa
3
E

L

ゐ

の
な

い
ζ

と
は
既
に
偽
倣
の
設

へ
て
M
m

ミ
-2

・
'
ん

L

る
一泊
り
だ
と
存
じ
まr
。

然
か
も
そ
れ

L

A
EO
N

も

4
J

宇
か

'
K屯
か

'
D韓
同
級の
う

ち

最
も

迩
〈
殺
L

〈

且 Jﾈ< 
、

緋

康

4

ず
う
か

'
s

」

A
JZ

つ
皮
畿
の
電
ね
ら
れ
て
行
〈

も

の
が
銭

色
か
ら
い
う

h

ヒ
eJ
4
4

V
カ
を
有
し
て
即応
る
こ
と
は
、
日
常

川
俳
誌
の
銘
ず
る
と

ζ
ろ
で
あ

;

す
・
で
「
か
ら
吋
』〈
な
つ
三
が
は
γ
叫
ん

-Y
宮
ι
L・
、
，

b
T
a
'

s

し
て

秘
近
島
引か
這
み
H
M間
山
内
ず
る
よE
か

M
mの
般
がも
な
〈
心
〈
新
鋭
が
た
い

と
は

r
Jへ
ら
れ
な
い
..

.
 ・、9
h
I

-
Z一
戸
M・
・

-
B
'
b
d

・

-
-
z

r
・

m
a早
急
な
F
鋭
、

uT
H
h
V
ベ
日
明
ド-
d

，
.

・
L・
・

b
'・

る
こ
と
・

7
t
hり
川
有
ゐ
め
ー
も
あ
り

い
'
-
，

H

，
、
，
・
h
r
h
，

主
寸
・
一
の
なF
-
h什
前
十h
仰
'
f行
C
M
W

P
と
・

4
L

・
h

・
町
い

た
人
よ
リ
も
判
制
て
併
な
か
ツ
た
方
に
創

z
f
.
，
，

a
m
s

b
S乞
H
・
5
9
6
受
，

し
て
は
一
続
出
批
掛
棋

を

喰
ね
一
一
好
了
吠

y
n

ユ
エ

に
し
て
上
げ
ね
ば
、
山
伐
さ
れ
た
子
な
り

削
?
"
!
や
令
り
い

a
F
d
h
I

ョ

相
柑
な
リ
兄
弟
な
り
の
義
務
も
処
さ
れ

い
同
ユ
ゐ
‘
，
，

な
V
し
、
主
た
生
き

時
間
つT
M刷
る
品
引
hH

終
的
もw
rけ
な
V
D
で
は
な
いか
と

.
，
，
向

守
f・
乱
。
g
ゃ
う

&
'
a
，

存
じ
主

す
。
融
再
佃
制
約
に
は

七
日
七
日

に
猷脱
す
る
ζ
と
が
が
き
特にい
札
す
る

科
艇
が
と骨っ
て
仰
り
ま
す
が
、
伯
仲
純一

L
t・
g
-

会
，
、
危
い'
uz
t

一志

包
内
-
e
a
v
a
，
.
a，

で
は
刷
骨組
国
大チ
織
の
削
引か
ら
、
此
孝
品
質-

つ
い
仁
匂
に

，
引
'
う

ね
ん

n
'
H
n
A


に
就
て
七
七
日

斤
H
H

一
刈
MT
三
年
七
年
一

志
い
L
H
d
~
n

ゐ
L
F事

q
b
e
ι

・

乃
至
百
年
百円
流
イ
加
中
旬
人
遊
泳
日
を
な
す

:
:
r
F
H
-

一

:
-
E

こ
と
を

μ
向
山
日
開紋に
舵L
C

却
出
そ
必

‘
」
ん
に

L

ぁ
Z

け
ら

れ
、
そ
れ
が
今
日
宝
で
子
孫
た
る

F

-司ap
e
ん

A，t

h
vf、
.
A
3

.

も

の
の
骨川
然吟
務
め
と
し
て
続
行
さ
れ
一

て
が
'
が
る
の
で
あ
り
宝
「
。
一
叫
が
一

ご

a
-

u
ん

U
ん
0

・

後
の
三
年
七
年
十
五
年
十
じ

年
行

v
-
h-

-
F
L
u
-
』
叫
ん

L

主
骨

・
-
一
七
の
年
を
記
念
r

る

の
は
文
郎
の
け芯

b
-
L

主
“
，・v
'

・
'
・

凶
聞
ゐ
川
町
内
を

収
入
れ
て
、
仙
印
品机H
VH
m
A

,.‘, 

ょ
せ
ら
HいP
も
の
だ
‘

市
ド
スF
H
H

帆
仏い
t
r
u
w孔で
・
・
ム
・
げ
れ
が
Jに
め

A
Vい
し
ι
v
い
しV

る
め
で
せ
う
か
、υ・
m
心
暗
州
総
を
よ〈

た
れ
い

、

、
、
、

令
勾
包
守命令
才

し

て
亡
き
裁
の
よ
リ
よ
さ

向

上

を
新

q
・

t
τ

い
E

I

念
ず
る
よ
と
は
、
そ
れ
が
何
の
川
村
山地ま

び
ぎ

い

'
h
A
C

な

で
崎
沖
〈
か
と
一
バ
ふ
恨
よ

り
も
、

伐
さ
ね

ぜ
ん
守
合
巳

ん

わ
け

ば
な
ら
ぬ
食
品m
h川
氏
何
でも
あ
る

認
で

千
立
は
え

-
u
t

い
岬1
b

司
イ

す
。
ω

丸
山
引
な
る
功
利的
な
刻
烈
が

一

h

a

'

'

h

h

f

ｭ

あ
る
か
な
い
V
か
に
依
F

片
付
け
ら

Hい
る
一
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ハm
v
一
一
一
以
必
腕
舵
「
憾
み
と
川
町

仰
」
を
が
み
ほ
ぽ
村
邸
内
総
み
は
総

昨
ヲ

々
4

7
耳

-，

決
し
た
で
ヲ
で
す
が
、
死
乃
恐
怖
に

一
ゃ
う
た
もの
で
は
た
い
と
M
mじ主
す
・

胤
L一
併
誠
つ
で
粉
狐と
ポ
ふ
町
叫
怖
に

附
い
て
も
航
船U
W締り
紛J
U訴
の
鮫
い
鋭

角
わ
〆

f
r

ぃ

、
、
、
、

を
う
ま
う
占

・

削
刷
が
、
枠
内
山
忌
の

よ
り
よ
き
向

上
に
到

し
c
脱
Md

e
m
m
へ
な
V
酬
の
が
な
い
の

俸
と

e
g

じ
ゃ
う

で
す
か
ら
、

そ
れ
が
よ
し
一
定
飛
に
成

似
とt
ふ
耐
・
吋
な
的
械

に
世
で
滋
せ

ら
μ
な
い
ま
で
も
鮮
へ

ず
W
叙
し
紗
へ

仇
島
昼
マ
弁
華

A，
ひ
包
や

a
S
3

ず
陶
向
ず
る
時
吋、
絡に
は

成
品
仰に
ま
で

斡
る
収
一
も
即
日

r
vる
川
崎
ぽ
も
山

叫
がる
端

で
す
・
で
r

け
れ
ど
も
峠
似
に
肘
て
時

k

t

a

t

-

E

 

し
い
信
仰
を
符
て
庇
ら
れ
る
$
に
厳
し

c
e
ぃ

'
t

た
事
の
な
い
こ
と
は
JA
ふ
迄
も
あ
り
ま

す
ま
に
川
町
ほ
山
間
附

η
芯
併
に
桁
ζ
は

駅
一
，
動
紅
一
樹
叫
三
川
射を
町

観
鵬
首
き
い
。

し
・
￡
ヲ
白
山
町

V

死
の
恐
怖
を
股
れ

た
し

つ
一派
杉
江
生

》

T
E
，t
，
‘

3
L
a
p
%

・9

ハ答
u
nh仰
に
依
て
犯
の
恐
怖
か
ら

-
E

い
ね
.

の
が
れ
糾
ね
る
かM門
う
か
と
f
Aふ
御
必
ね

L
L
Z

b
'

U
い

げ
ん

の
や
う
に
存
じ
ま
す
@
俗
仰
に
入
る
阪

蹴
と
し
て
時
か
・

υ
絵
柄
議
船

内

な
ど
が
齢へら
れ
て
伊
る
や
う
に
、
叫
町

軍
有
as

b
ι
b
ろ

を

-
-
τ

る
警

句

h
v一恐
怖
か
-
b枠制
一
仰
を
求
め
る

心
も
怒

り
、
や
が
て
鋭
ぱ
誠
一
僻
し
て
さ
う
し
た

恐
附
も
鰍
川
町
し
、

w
m
J
制
限
で
あ
つ
も

f

H
t
i
g

い
く
戸H

拘
ヒ
ラ

山
小
ま
で
の
必
併
が
えγh
u
z

彬
若
い

'
内&
炉

血
官令
e
k
e
f
-
E

R
r
-

，
司h
H
4
K
8

た
切
る
い

術
品
相
的
な
訴
し
い
前
測
の

で
ぎ
ひ
主
い

的
指
揮
る
人に
な
っ
た
と
一
石
ふ
・
』
と
は

「
例
制
山
川
町
肌

一な
ど
に
も
椴
川
島
慨
の
あ

る
ζ
と
で
す
か
ら
、

械
に
し
て
も
獄
航

a，.
h
u
邑
'
L
-

a
EVパ
ゆ1
句'
"
-
-
a

・
・
・v

に
砕U
L4求
め
る
な
ら

w
m決.
“
h
mる
智
で

あ
り
ま
七
と

叫
し
を
「の
は
叙
艇
の

仏
例
はM
H
Mの似
て
そ
蝋
牝
縦
に
お
祇

せ
し
て
紫
艇
の
純
き
な
叫
のM
Wに

刊
併の
付
さ
な
仰
を
慾
ん
で
船
主

L

ぜ
ん

L

か
い
H
n，

-

e
一

ふ
れ
り
で
、
の
然
に
従
乃
飾
決
が
附
来
る

せを白
んで
か知"
ら fllf*'
そに
~t..し
をた
御11 ら

ぺ持主
11 い

し 11・
主~}S:
すり
o t 

か
ら
で
す
。

呼
滋
が
純
牝
の
が
r
u
な
肌
川
偶
叫
泌
，

m
を
す
る
織
に
帥
口
、
.
仕
の

-
a

・

r

-
aq
t

・

-
vは

と

・
9

p
b

内
ホ
ン
の
す
こ
し
で
も
昧
ひ
ね
れ
ば
、
組
本
な
身
鈴
が
検
め
て
刈
切
で
、
指
る

時
滋
内
略
的
は
総蹴の
が
ぶ
て
叫ん
肘
?
刻一市
で
き
へ
ん
リ

E
r
か
ら

で
，
h
シ

'
必
日

明

'
"
ル

μ
げ
'
e・
h
，

p
'
o・円
i・

e

越
市
加
に
な
すっ
て
下
さ
る
で
あ
ら
ー
と

m
h明
-h
y到
出
此
に
も
法
官
し
、
山
家
る

凶
国
の
売
上

G

Z

火
品
川
に
采
つ
れ'宇
う

に
匂
心
し
き
る
ζ
h
A
九
似
き
「
る
イ
・
ツ
に
す」
へ
き
で
あ
る

匂

f
・

j
L
ん
骨
う
じ

む

h
dl
r

，
、

r
-
U
ゐ
h
a
r
4
=

は
ふ
ご

と
が
m
・
4
9

の
が
信
仰
の
取
貨
で
す
。

，
Z

」
は
既
に
必
然
他

人
の
御
訟
箆
の

畠
ら
だ

Z
S
E
A

炉
占

'
q
?
S
3
'
r
t
t

炉

=
E

h
-

-
ん
ま
ん
で
き

阿
園調
陀
絡
の
中
に
も
「
何
回珊
陀
偽
の
凶
円
山
中
に
も
御
山
川
い

t
r

-
w
だ
総
本
的
な

に
伊
る
山
内
は
同

w
w
r艇が
部
，
吋
鮒
v
m俄
叙
が
鮒
術
劇
に
お
せ
ザ
る
￡
と
に
あ

で
あ
る
宇
う
に
以
訟
の
絡
が
鯨
へ
ら
り

ま
ナ
の
で
、
械
の
め
・
9
時
り
は
山
闘
が

れ
て
同
地
る
」
と
一
工
事
の
こ
と
怠
る
だ

け
吋
か
せ
て
必
.

き
・
V
し
叫
が

ι
f
H

い
し
む
・
を
・

3
2

・

E
J
J
1
1

は
れ
て
あ
り
、
為
的
柑
九

附
と
ム

-
H
bも
の

紘
が
必
き
た
・υ
、
知
供
叫
悼
の
チ
と
し

川
和特瞬
時
ヂ
ー
っ
て
「
川
町
一
臥
の
て

"

慨
が
に
舵
て
制
吋
し
、
伊
一
昨
で

も

-
H

守
‘
、

官
向
，

h
.、

t
n
k

，

Z

〈
hHJ

生
を
見
ヴ
申N
H
緩
め
以
っ
て

什
〈

池
山
内
ぴ
一此
険
に
山
市て
川
水
る
た
け
の
品
附

川'
'
b

，
，
、.. 

れ
-h
ρ
E

乞
，
い
内

g

，

い
力
一」
が
加
州
へ
・

υ

れ
る
弘
山
を
式
っ
てM仙
訓
酬
を
さ
せ
て
耐
刷
(
の
です
か
ら
「
死

旬w

ぷ
ん
ち
あ
ら

J
'

￠
-
b
t
h

ド，
・

は
ふ

ら
れ
る
申
・
ヲ
に
、
山
川分
の
h
H
で
は
M門
-
H，
生
比

に
M
Mら
い
な
し
」
と
・
山
内
は
れ
t
r訟

8
5
J
t

き
去
、
'
・

え
し
ゅ
Z

ん

=
'
Z
&
う
わ
た

'
k
-
u
T

E

し

相
、う
も
な

い
の
が
知
爪
銭
に
h
w
A
W然
上

人
の
御
灯
仰
を
弘
涯
の
胤
'
必
と

t
'
S

H
ば
んW
M
'
J

J

W
L
2
・

}
:
吊

2
2
3
3
r
d
A

づ
か

す
る
と
と
に

W
て

、

一
切
蜘
ダ
もW
さ
し
て
、
刻
化
にH
Mて
は
.
に
依
て
J

白

b
u

マ
舎
し
ん
か
う
た
け
げ

ら

・

，

せ
て
R
-hr
・
』
と
が
山
叫
来
る
の
で
す
か
ら
U

の
幻
仰
組制
級
亭
深
め
る
や-v
に
し
た

L

ゆ
H
b
g

'
E
J
ト

・

&

F
Z

.
先
生
共
に
心
他
はい
・
り
な
いr
w
に
も
な

い
も
の
だ
と
存
じ
主
す
e

い
け
つ
い
均
気

り
ま
す
@
き
れ
ば
と
えっ
て
決
し
て
命

t
e
z
'

'
同

を

組
本
に
し
て
よ
い
ぷ
で
は
あ
り
主
せ

ん
。

篠
山
手
配
ヂ
T
て
ゑ

Z
3

し
ん
じ
，

S
M
v
e
u
v
f
h
q

仰
心
と
資
際
の
生活



一一銭 1Z- 二 68 ) iI'Il 仰

ハ
品
川
大
仲
介
樹
下

一前
》

亭
，

b
E

ぷ
フ
し
ん

b
う

内
崎'd
m仰
せ
の
リ
迎。
品
開
心の
ま
h

に
行

h
た
L

危
急

の
律
事

・
望。

品
則
する
よ
と

は
ぷ
述
の
忽
む
此
で
す

喰
ιt

h
た
L

-
h
h
a・，

w
a内包
『
ぜ
い
h
p
V
4F9し
L

が
m
択し
，

-

払
泌
の
現
柳川
生活
が
偽
心
の

-
J
4

b
 

ま
、

に
一行
動
さ

μ
C

M
ゐ
か
M門
う
か
は

h
a
a

f

ち
ん

S
J

j

火
山1
r
疑
問
の
k
wす
る

と
こ
ん
で
あ
り

b

み

だ

8

・

4
E

b
ん
w
e

u
，
S

〔問
守

口
問組
閣陀
品whυ
ド
断
力
に
乗

作
F
、

-
Z
et
-
-
d

い

h
r

&
e

A，K
い

托
L

た

れ
念
」

・

切
の
行
ひ
を

組
組到

た
句

-wt

・
-
竜
a
，

r

t
E
匂

他
力
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て

m
rま

す
。
即
時
が
が
務
付
の
伽m
vで
す

H
V
.
0ん

-
Z
J
b
o

い
主
主
旬
、

h
t

が
、
必
然
k

人
も
「
無
戒
告
字
比
丘
」

J
E
L
P

司

=
=
t

、

v
'

E

刊ば
っ
て
.
品
川
悦
は蹴の
対
い
制
咽
椛
尤

の
桝
さん
と
η
っ
て
が
がっ
た
と
f
は

h

ιm
h
P
4
a
s

-
-る

れ
て
庇
ま
十
0・
う
に
、
戒
を
受
げ
た-
m

A
F
h
q
u
Z

拘
・

3
3

か
い
h
h
-
v

で
曲
川
行力
が
な
い
か
ら
、

W
H
d
A斌
告

で
は
な
〈
似
仰
が
舵
へ
以
リ
た
ザ
r
r

ιf・
h
・ヲ
ロ
も
ね
で
r
a

け
れ
と

も
わ
白
ポ

h
e
'

ゃ

ん

か
ん
さ
う
a
A
-
H明川
崎
明にと
っ
て
併
も

の
で
・餅
刊に
な
り
z
r
t

的
ゆ
か
・世

J

-

v

t

a

m

-

-

-

r

 

汁
仏v
h
'v
什
り
伊

-
一例
々

ι

げ
ば
4
k
m

.
、p
h

，
‘

・

9
・
可0
.

，
a
a
F
‘
い
込

7斤
キ
-

A判
弘
山
4
・

戸
崎
附巾
川E
F

後
優
品
凪L

・

'
'
・

a
、
，

.

t
r

。
そ
h
Hで
一
入
品酬
の
め
t
叫
ん
に
な

一

玉
井
川
刊
，
m
l
u
M
M
U
か
の
よ
〈

λ

ふ

'
v
h
七
ん
-
h
t
f
-


付
3
、

'
h
ι刊
に
し
l
M
l
H
M
化

と

量
約
上

、
ド
，

p

・
ぺ
勺
い
九

ト
氏
妨
と
か
を
〈
つ
付
げ
て
紙
一
別

4
H
Lt

」
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し
た
。
m
tの
加は
も
と
一
一
両
W
M
也
氏
ぽ

八
鰍
舵
な
ど
T
け
た
地
をIっ
た
の
で

4
4
ぷ
A
7W
4
i
Z
J
a
司
L
，

hv
か
b

し
た
が
、

一
般
品
開
針灯
級
品
唱と
A
・
如
何

HV
み

Z
U
必
円
，

す
い

・

い
岬
品
川
峠
に
な
り

、
目
的土
の
方
は
財
に
日
的

2
.

W
4
・

1
除
の
れ

・

z
F勺
がち

E

，
-
9

晶

備
投
従
トス
一
は家
に
居
て
品
開
鍍に
制
刑

制U
fるMA
a
忌ふ
詐
が
い
か

、

川
町
め
の
輔
の

内
ヲ
給

r

ぃ，MVん
か
っ

'
w以
昧
丈
に
な
っ
て
川
町
応
家
に付
付
・υ

ι
‘F，

，
.
H
V

付
一
為
ム01
a
d

れ
る
療
に
な

っ
た
ぷ
で
遂

人
六
名

に

U
F
V
I

ド

巳

は

ん
た
け
し

』
な
と
と
ト
へ
の
中
r
を
さ
へ

〈

ヴ
付
け

t
vt
y
-
-に
な
り
ま
し
た
@

ま

R

・
H

a'
'
η
a
H
Hて
ι

ぬ
い

た

『
除
」
と
記
ふ
の
は

織
れ
の
ふ
に
対

d
町
内
d
h
u

-
M
L

・

し
て
、
別
出
概念
「
院
」
とJf之
の
で
、

い
み

に
つ
e
t
N
τ
ん
L

m
陀
の
な
時
で
し
た
が
.

日
本
で

・

λ
・
寸

'
・
象
み
，

、
b
b

J
必
づ

d
司
令

鉱
が
伽
仰
仙
川

!

?
v・
御
崎
"
に
な
っ
て

別
の

ご

-
r
h
u
m
-

-
z

s
a
は
ご
a
土

伽
岬
肢
に御
法
ひ
に
な
る
と

、

比
伽
押
印
聞
を

a
S
F
1
6
中
山
い

・
←
円

-

M門
々
批
と

.

4
ひ
ま
L

た
品

υ
、
御

企
Z
7
a
p・

2
r
，
.
、
お
h
τ

'
h什。

崩
御
に
な
り
ま
す

と
「
何
キ
院
の
一A
q

」

向
ァ
・
A
9

C
&
3

ら

く

と
呼
げ
ぷ
る

嘆
に
な
り

、
廷
に
は
公

-
L
A
限
、ゆw

d『
つ
ら
ん
た
晶
二

"
が
山
山K
l
て

別
院
を
往
て
て
H丹
市
ぬ

r
t
e
e

=
み

-
.
w

に
代
み
ま
し

?
の
で
、
食
い
御
身
分
の

M
h
，
ー
し
を
「

川
仰
が
耐
と
ず
っ
γ
・
川
町
内

れ
ん
'
d
h
d

t
H'
'
廿

ふ
曽L
冒
酬
明
、

今

R
と
M
m
m
し
た
官

l

d
M
n
の園風
蘭
刊
が
m
M邪

ζ
・
輔
、
‘5

・
e
k
h
t
.
F

ま
L

た
。

抽
副
大
寺
と
か
阿
川
附
与
と
か
云

む
A
T巴

b
A
O
W
ζ
e
き

ゐ

ふ
印
刷
・
ザ
「
も
終
段
引
車
の

W伊か
-
h
来
て肌
崎
重

・
4

*
い
ぷ
け
ぜ
い
ぢ

す
。
そ
れ
が
晶
明快
式
家
政
治
に
な
り
ま

，
L
4
.
た
・
、
，

，
者
哲
ゐ
え
た
'

z

し
て

ハ
足
利
徐
氏
ば
附
叩
叫
付
院
を
時
処
て
係

句

b
'
A
w-
-
v
t
し

めb
r
L
s
t

F
γ
今
や
事

H刊
院
院と
間
帯
す
}
将
宿
線
ゃ
ん
名
な

ε
が
「
山
町
h
m
w
m
肌
』a
c卦
ひ
、
郎
っ
て

バW
4‘
と
，
A
z

-
-

=

品
川
本
なy
-
t

般
船
体』
と
山
T
L

ま
し

た

-

一-
e

・
'

.

.

 

、
a
r
-


か
ら
災
町
取り

「
殿

場伊
〈

リ
付
げ
て
M門

'

'
s
t
"
、
.
・
・
d
、
.
，
‘

・

寺
院
m
T
付
け
、
そ
れ
か
らぼ
に
は阿
勺

t
t

か

'
Z

ヨ

'
に
e
'
W
E
E
P

C

M
AH
山
れ
い一段
を

付
け
、
川
越
万

な

e

J

h

F

L

 

ど
で
は
何
・ワ

.

4
ふ
認
か
知
リ
ま

せ
λ

が

b
'
九
毘
ち
#

，

い
た
い
b
b
o

，-

-一，T・

一
段
目
畿
」
と
・
γ引
り
て
大
衡
の
人
に
院

財
を
山円
けた
も
の
で
す
か
‘υ
、
配
給
の

，
、
e
'
τ
'

-
e
ト
h
a
、

.
p
a
町

A
Hル
g

Hh
必
も
約
必
が
必
い
Vと
か

何
と
か
考

.
，

a
町
、.
・
リ

ゐ
ι
1・
う
@
い

ez

~
始
め
C
矢
軒
に
『
院
総
」
宇
一日
求
し

が
叫hr
~N
κι
り山
川
跡

、

を
.肱
ら
せた
も

の
で
す
。
で
も
は併
殺み
叫
に
持っ

て
時
の
配
に
松
崎
の
議
長
山
げ
さ

作
ゆ
か
ず

r
uリ

-
e
，

れ
て
M
川
町王
十
が
、
小

に
は
ふ
へ
の
功

，
ぃ
，
‘
‘

ゆ
V
L
a
g

hu
み
恥争

勢
と
・4
・

t
併
で

以
前
よ
リ
よ
い
戒
名

か
ρ川げ
ら
れ
る
加
も
あり
ま
r
・

以
も

ぎ
に
~
"
L
'
L
a
F
a
f

E
ろ

亦
た
人
情
の
然
・
りL
む
る
幅
削
で
せ

. 
T
U
山2
4
4
，

2

いw
z，
、

う
。
骨
内
外
山
g
u
に
依
る
色
々
な
も

の
が

に
ち
飢
ん
・ν
診
に
急
が
う

ι
'
主
、
ん

あ
り
ま

す
。
u

描
揖
巾rmの
『
n
股
」
岬
則
合

L
a
J
U
や
ろ
E
t
E

主

F
b

ん
川
や
浮
上
公
の
「
血
管
駒
郡」
な
ど
で
す
が
、

g
A
L
Zヲ

L
P
4
。事

配
以
な
ど
で
は挽
名
の
L
J

・

に
治
艇を

b
め
い

山刊
け
開
学
名
に
す
る
と

ζ

ろ
か
ら

「何

川
一昨
川
快
寸一
と
安
ふ
辛
う
に
、
一
阪

か
削
みや
&
ヲ
ピ
士

・
9b
A
V
《

ゆ
事
名

に
も
凶
3
3

・
U
れ、
北
上

'
字
句

、
・
に
よ
主
r
'
ー
な
r，
h
ν

ん

に
山
骨
脱出
V
つ〈
と

何
也
骨
川
川
L
4何
Aq
伐

じ

刷
A
'
t
じ

ふ
い

ト

・
」
Lな
り

代
々
下
が
鎖
・
え
て
行リ
た

7'

‘‘‘ 

.

.

.
 

‘ 

湾
で
す
。
で
す
か
ら
災
郎
の
宇
う
に
無

広
島γ
t

r

ぞ

か
内
τ

ヲ
企

ーん

ぜ
京
駅
内
世
情
に
勝
手
に
付
け
る
の
は

瞳
震
で
、

-
Ff
，
s
‘

，
.
一

-
-
ま

h
H

い
叫
ん
守
m
出
叫
が
あっ
た
の
で
す
。
A
Vは
均

乙
&

新
耐
れ
て
帥
町
ま
す
の
は

土
〈
沿
い
Wゆと

を
震

い
た
い
か
い
ち
e
A
J

U
什
じ
ま
す
‘

失
れ
に
し
て
も
大
組
関
戒
名

h
v向
e

u

s
。
吋
4包
A
W
J

に
は
品
m
q
-
が
あ
p

ま

し
c

、
品問
鮎
似
品
刑

ご

h
n
v
k
A
W
・
かヲ
、

必
は
か
ん

-
e
.

ぬ
を
比
人
内
株
地
間に
合
せ
て

F
J

へ
る

a
h
b
《
ふ

れ

の
で
す
か
ら
、

安
な
ハ
ト
を
付け
た
ら
火

。
神
工
、
。
布
一
指

こ
そ

問
問
山
一物
笑
ひ
に
な
リ

ま
せ
う
。

L

じ
ゃ
。

・

下
、
お
セ
ζ

&
3
Z

以
上
で
た
紬
刊
御
利
り
のが
と

作
じ
ま

L
ん
・
-
U
A
7

4司

寸
が
、
作川
小
と
か
M
m士
と
か
の
上
の
・
…

d
J
内
写
企
伊
ト
ゐ
や
令
b

-A
a
p内

字
が
も
市
慌
の
品
名
で
、
バ
ム
に
あ
る

も

d
同町
1M
r
p

'
νん
i
y
n
，

の
は
酬
川
崎
郡
で
す
。
で
す
か
ら

良
公
な
ど

のり もせで
叙'まゃんは
4守主ナ l� • f'司置
と か り之h ん
か ら 別3 もな
に 、 に 微当 人2
l� Þ.~ 掃 除P阪に
1lJJ!. 11:(.射しも
て 内 TI. て
な 当i!í: ど か74 宇t
匂・ >);t を ま し
もと Hラ ずか
のか一 It ね H勺
主人E て @ 狩
見み間'1. W: で ま

止 柑t と ￡ 
忽~ IJII it fl司当 iま
ひ IJ， f.t れ す
ま 111 令 "もに

。

ナ I~I~. J:号せ
'‘r_) ., }' 
一、の ?ト
議IAInk ，三
'. ~t. '-"" 
宅、では
J件な 戒C
主〈. 名E
'バム -J:巳 の
る 電H事2
・事f 山 な

一ig
稿
に
闘
ナ
ι
g
s

一
鋤
雲
嗣
主
主
M
Aば
μ
n
t
B
N
T
JF
e
e

、

p

m
L
M
H
at
h
岬d
h
仏
伝
b

跡
的
貿

)
関
m
m紙
陪
円
山
学
。
判
以
判
例
川
紙
.
助
円
以
内

ドh
a時
1

.ト

2
p
.

h
ぴ
I
1

巾
d・
F
a
と

で
す
が

.

文
字
国晶
幽
悶
識では
つ
を
h
A

M

持
者
下
z

p
.
郎
助k
の
似
#H
岨
官
名
陰
岨
問
自

自
で
オ

が
‘
凪u
・
倒
に
拡
必?
4
・
UH
を
お
a



，

曹
下
さ
い・
a
眠
絡
を
健
柑
品
格
を
血
町
内
V
L
・

且
A
Y
唱
曲
上
に

踊
H
濃
され
枇
岨
岨寄
申
品
開
島
町
氏

e
n
除
、
ド
人
内
野
可
な
〈
し
て
は
纏
訟
に

山

ザ

b
a
曲
目
h
a
L
ま

せ
血
か
ら
・
e
の
S
'
袋



に
の
土
、
どし
(

宮
川
さ

い

.
j一

会.

-一
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'ー=一一一一一一

とー

でヨ苫

-

一一• 

あ

ム

-、

一
-弓z::::::::ao:::: 

‘ 『ミ=
.主A似b

は
M刊は
掛
る
舶
に
…
似
て
一
段
川
柳
に
い
を
し
ん
で

hvる
稀
で
あ
る
。

l

・
，w

い
A
VA
nt
h
-

い
て
い

域
紛が
た
城
F
ヤ

ン
即日ち
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
誘
惑
に
狗
し
て
問

似す
る
川
崎が
一
眺
め
て
出
向
く

、

溜
に
踏
み
ひねく
れ
た
除
以
に
な
っ
て

か
そ

'
M
C
k
b

免
め

船
底
な
、
そ
し

て
抗
も
は事
ば
か
り
を
し
て
居
た
ので
あ
る
ゆ
そ
の
箆

ゅ
ん
品
ん
い

、
u，
，
ら
た
い
ぜ
唖

れ
か
巴
戸
い

.

T
し
主

陀
十
八
丸
か
ら
十
何
年
と
云ふ
ぷ
も

大
切
な
必
い
時代
を
祭
俗
…
し
に

L

去

し
て
仕
舞
っ
た
の
だ
っ
た
。

e
h

L哩-
b
F

レ
い
に
ん
げ
ん

.

陪
ん

何
う
考
へ
で
も
私
と
む
ふ
人
聞
は

本
も

の
で
は
な
い
。
イ
ヤ
K

h

レ
器
包

晶
君

す
ね
た
和
悦
ば
か
り
あ
っ
て
ア
ツ
サ
リ
し
て
院
な
い
。
随
っ
て
四
裂

が
対
く
隊
付
加
さ
も
鈍

い
。
hx山v
m
m
も
山川一仰
向
山
く
、

抗
滋
が
グ
ン
グ

凶v
h

た

ン
か
併を
郷
h
vい
て
がをた
し

て
伊
く
の
が
、
た
ま
ら
な
く
妬
ま
し

~ 

、

と入

草;
法
然
上
人

;
・

法
語
新
諜

••
•• 
手
一

る

師
と

し
ん

か
う

‘

，
h

穴
ふ

信
仰

問
答

の

中

村

燐

康

町
ん
た
う

HV
L

か
っ
た
の
で
あ
る
。
だか
ら
そ
の
イ
ラ
イ

ラ

す
る
煩
協
の
火
は
、
次

配
K
J加し
の
特
に
あ
る
対
日
川
な
炉
慌

を
燃
や
し
て
、
引
で
伊
除

の
ド
の

合
事
も
し
ま

寧
主
唱

レ

や
う
な
気
持
K
さ
へ
l

て
仕
舞
っ
た
ω

全
く
ゐ
訴
に
な
ら
ね
や
う
な

ぜ

av
hh'
'

w
h

は
ん
せ
い
す
ご

ι

名
前
を
なし
つ
λ

下
ら
な
く
学
生
を
過
1

て
閉
山
た
の
で
あ
っ
た
ω

叫
が
川
町
も
m
mへ
て
が
悦
ω
鵬
い
鋭
い
rを
蹴ら
う
と
す
る
の
で
は

た
三

れ
い
お

1
4
4
F

ι
・

わ
たa
b

な
い
。
唯
だ
之
だ
け
一五
っ
て
泣
か
な
い
と
必
か
ら
話
ら
ん
と
す
る
私

と
跡
と
の
附
筏
の
駁

w
k織
れ
る
恐
併
が
船
底
し
た

い
か
も
針れ
ぬ
と



m色思
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

，

m
g

、
、
、
、

t
i
i

何
れ
に
せ
よ、
か
か
ら
前
た
さび
で
は
あ
る
。
さ

び
の
脱
闘は
川
町

い
い
ま
さ
ら

e
S
T
U

に
も

あ
ら
う
。

然
し
犬
れ
を
云
ふ
の
は
今
夏
愚
痴
に
過
ぎ
た
い
。
自
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ぴ
か
あ
か
さ
ん
と
す
る
。
F
m
井
賞
感
氏
編
法
信
抄
Z
U

ひ
Pら
リ
.
え

偽
』
い
Ff
h

内
.
ふ
耐

叫
令
拍

ψ了
、

畠
命
申
0寸
'
伸

犬
れ
あ
し
た
代
開
〈
る
祭
花
は
h夕
少
の
凶
胤
肌
に
倣

b

易
〈
、
タ

ω聞
い
A
b
L

~

山
崎

中
・

-

a

I

に
む
す
ぷ
命
蕗
は
胡
の
自

民
消
え
易
し
。
川
.
4を
知
ら
ず

り
H

・.

h

.

一
世
‘

.
e

し
JL
常
に
祭
へ
ん
唱
を
思
ひ
、
u
Kを
・3

と
ら
ず
し
℃

つ
ね

ご
と

?

"‘
ふ

f

か
く
の
如
く
し
て
昨
日

も
い
た
づ
ら
に
非
れ
ぬ
η

今
日
込

L
2

f
ι
 

ま
た
む
な
し
く
あ
け
ぬ
。

今
い
く
た
び
か
作
し
、
い
く
た

'
Z
A

が
ゐ

、

.
9

r
，

介
を
肝
い
て
さ
へ
居
れ
ば
さ
び
の
付
く
伊
い
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
・

‘.
い
作
&
ん
い
ど
・

L
n
a，

復
際
棉.

織
と
宏
ふ
も
の
は
何
出
に
あ
る
か
分
ら
な
い
も
の
で
あ

わ
ゆ
-
h

・
ド

L
'・
・

b

.

f

・
噌

h

4
6
&
&
P

H

ろ

。
私
は
.小
闘
し
ホ
ム
山点
、
、

人
，
の
帥
に
温
っ
て
ス
ツ
均
リ
ル
叩

.

れ
挺
つ

・

6
U

禍
ν
H

向
令
凶

F
Z
L
P白

川
も

た
の
で
あ
る
ω

一
時
は
川
家
に
な
っ
て
修
会
に
与
心
L

た
い
と
忠
勺

L
L

ん
白m
a
v
b
'

・
d司
令
で
う

H
'
h
p
A
V

a伊・
0
・‘
‘

た
け
れ
ど
も
、
師
か
ら
「
む
仰
は
特
別
た
傑
件
を
・宮
し
な
い
。
持
W

L

h

ほ
ん
h
'
e
e

士
ぉ
‘

t
r
e
t

，a
キ
手

で
術
き
抜
く
の
が
ボ
官
で
あ
る
」L』
議
さ
れ
て
忠
ひ
止
ま
り、
昨
K

L

h
づ
ち
宮
み
向
場

a
q
dh
f
'
h
u

一
a
ニ
・
、
，

b
a
h

師
を
訪
ね
て
は
骨
格
い
御
法
を
次り
つ
‘
、
修
益
に
勤
め
て
居
る
。

z
'
ご
'
句
&
"
に

r
G
"

む
つ

お
‘
、

L

み
た

此
町
に
法
っ
て
私
は
後
日
の
思
ひ
山
川
に、
師
か
ら
将
か
れ
た
あ
と

か
み
れ
も
ゆ

E
n
a

レ
シ
ほ
し

い
、
，

を
持
い
て
見
た
い
と
忠
ひ
側
め
た
。
或
は
師
の
抑
結
の
意
味
を
取
り

も
飴

a
h
'
v
v
・

L

h
'
r
b

ト
に

怠
へ
て
掛
る織
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
私
の
烹
ら
ぬ
と

F
-
r
b

T

-
s
-

。

ζ

ろ
と

し
て
悔
め
む
詑
び
を
し
て
少
し
ば
か
り
結
い
て
兄
る
と
と

に
し
た
い
。ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

 

の
だ
っ
た
。

b
p
G

む
ん
惨
い
陪

h
h
a'

・n‘
晶

「
私
は
入
ル
ね
な
ん
て
本
常
に
く
だ
ら
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
綜
ま

u
n‘
ゐ

し

す
e

弘
山
内
縁
・
は
祭
が
J
e
-
-思
は
す
で
M
W
H
Oの
か
も
-
Mれ
ま
ぜ
ん

d
h
U

句
ど
・
、
e

J
h
-

e
a、

が
、
唯
た
流
十
桁
か
七
十
年
の
人
生
を
好
い
の
必
い
の
と
・
ぶ
っ
て

、

J

み

ひ

片
山
・

9

菅
品
・

1
て
み
た

ほ
鋭
っ
て
見
た
り

悲
観
し
て
凡
た
り
、
成
は
・
呼
ん
で
見
た
り
泣
い
て

hん
た
り、
y
v
r
γづ
く
し
で
一
m
a川
組
し
て
ん
ザ

く
の
は、

M
M
く

t

a
F
a
-
-

-

h
p
M

れ

し

し

ま

川
距
W
き
っ
た
市
引
で
、

品
に
し
た
と
と

ろ
で
死
ん
で
仕
鈍
へ
ば
J

戸
、
れ

e
H

も
め
い

r
e
"
L

，

つ
切
り

で
は
な
い
か
と
忠
引い
ま
す
ω

小
九
・
ま
た
ま
ね
血
骨あ
ら
地
欣
を
行

。y
b

a
m・'
A

い

叫
ぶ
d
r
h

，
M

l

て
人
か
ら
仰
と
か
か
ん
と
か
去
は
れ
る
身
分
に
な
っ
た
と
し
た
雌
が

ﾗ

ﾗ

ﾗ

ﾗ

x
 

‘
，E

A
a

ゐ
宜

h

考
へ
て
見
る
と
、
も

う
五
六
年
も
前
で
あ
る
@

・
同b
t
I
b

け

e
“
，j
u

-
-
k
h

，g

み

初
め
て
師
に
巡
っ
た
階
、
犯
は
と
ん
た
や
う

な
宙
船
を
務ね
て
見
た

Z-

ζ
a

-
‘

f

LF

号

R
E

孟
ろ
か
唾
，

a
e
k
v
ふ

に
有
ら
ん
市
中
を
思
・今

然
る
問
、
無
常
の
風
一
度
吹
S

。
&
丹
地

E
H・
‘
曹
三
札
〈

h
p・
や
す

て
、
有
符
の

・W附
長
く
仙
問
えぬ
れ
ば
、
之
ル
込
山明
野
に
拾
f」
、

・
'
暗

。
玄

4
h
t

沖
'
た

之
七
泣
き
山
二
ゐ
く
る
。

か
ぱ
ね
は
越
に
苦
の
下
氏
ラ

、
h

・
4

軍
主

a

い
し
げ

J
m，
f

づ
も
れ
、
た
ま
し

レ
は
掛
A
Y

旅
の
本
.
に
迷
ふ
。妻
子
容
嵐

-
z
-

f

・
な
J
u
d

は
ん
象
に
あ
れ
ど
も
伴
な
は
ず
、
七
珍
高
貨
は
厳
に
み
℃

え
色m
-

R

・
け
之
ろ

く
白
け

れ
ど
も
徒
も
な
し
。
唯
だ
身
に
し
た
が
ふ
も
の
は
後
悔

の
な
み
だ
主
b

え
伺
穴
〉

一一
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か
円
ま
毛
古
い

a

ん
つ
，
、

・4
K

げ
ラ
ヂJ
r
z
t

ま

た
し
と
た
ま

品
川
儲
け
れ
包
し
て
則
厳
令
-
諸
り

、
仕
度
い
放
題
の
市
計
が

て
ん
よ

h

与
え
除
汁
か

ι

.
州
市
保
ろ
や
・つ
に
な
っ
た
と
し
た
い臨
が
、
そ
れ
で
恥
し
て
人
生一
の慣
純

h
r
-鍛釘
川
町
一
蹴
み
や
た
と
は
肢
は

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
は
俳だ
ゆ
る
伸

之
ん
ろ
ま
む
事

U

・
c

・
-
ぃ
山

h

詑
け

維
に
甘
く
乗
じ
た
の
で
あ
り
、

4

時
の
減
収
惑
を
歩み
た
丈
で
あ
っ
て

九
ト
ゑ
品

。伊
うふ
，、
な
ん
な
ぞ
ん

わ
た7・
b

ど
L
F
e
Z

な
か

・
水
泣の
お
下
一
崩
で
も
何
で
も
無
い
と
存
じ
ま
す
。
私
の
如
き
快
の
・
巾
を

・

'
明
暗

ト
，

v

て
e
a
λ

い
e
a
b
h

す
ね
た
ひ
ね
く
れ
た
符
で
も

さ
う

一五
ふ

一
時
的
な
策
批
般
に
蜘
し
て
か

フ
よ

は
ん
か
ん

R
d

う

ら
も

も
を

た
り
強
い
反
感
も
起
き

ま
す
が
、
ま
た
.
方
に
ば
渇
彰
一
求
め
た
い
、

t
J

.
・

か

ち
は

.
r
-
Q

-
n‘

，

h可

ふ

か
令

何
と
か
ルT.

き
為
的
依
を
鍵
比
し
た
い
と

忠
つ
で
も
濯
に
ま
だ
不
ド
に

わ
旬S
-レ

・
・M
L
Z，、
，

y
r.

，
ひ

L，

し
て
訟
を
納
得
さ
せ
るや
う
な
ぷ
ー
を
L

て
災
れ
る
人
が
あ
り
ま

h
h
，
、
し
、
ま
=

・

山
内
九v
e-

-
Fe
hい

k

い

ぜ
ん
ω

私
は
A，
は
自
込
自
棄
に
臨
入
っ
て
居
り
ま
す
が
、
内
心で
は

し
r
π
今

h
r

い

ι
ん
げ
ん
骨
い
くh，

TK
荷
ω
と

と
ろ

、
や
っ
ぱ
り
正
し
く
生
き
た
い
の
で
す
。
人
間
屯
話
的

ε

・
句

作
'
h
'

か
ら

の
何
蕗
に
ぶ
訟
の
偲
飽
か
あ
ろ
ので
せ
う
か
。'
一

P
4

与
す
ペ

B
F
e古
い
け
つ

舎

ιー
ト
、
“

か
う
は
帯
ね
た
も
の
の
笹
は
別
段
解
決
を

期
待
し
て
居
ろ
の
で
も

か

し

ι
づ

け
A3
'

な
か
っ
た
。

然
し
師
は
静
か
に
粧
し
て央
れ
た
の
で
あ
る
。

ん
陰
・

か
ん
陪
ゐ

h
令

じ

ん
e

「
人
切
を
く
だ
ら
た
く
低
予
る
の
は
、
ま

だ
し
み
昨κ
人
釘
を
知
らな

戸
a
・

恥
ん
副

み

，
、&r

b
p
c
h
e・

い
か
ら
で
は
な
い
か
と
忠
ひ
ま
す
。
多
へ
て
見
て
下
さ
い
。
私
法
の

し

h
d
e

ど

F
S

い
工
土
台
に
い
み
剥
い

L
h
y〈h
u
A
い

錦
す
仕
業
は
何
ん
な
微
細
な
事
で
も
仰
か
の
な
味
に
於
て
前
九
百
に
影

隊
"
。
ち
企

t
E
a
3

ぷ
9
1

曾
ふ
レ

a
，
、
ぷ9
Z

轄
を
庶
へ
や
に
は
居り
ま

せ
ん
で
せ
う
。
動
物
の
呼
肢
と
純
物
の呼

占
b
'
b

-
「
い
串

ゐ
わ
を

L
Z
R
ち
ほ

ん
た
う

吸
と
が
わ
い
関
係
し
合
っ
て
尉
る
や
-
H
J伴
、
私
控
に
は
本
常
に
よ
く

わ
か

b

ふ
っ
し
っ
τ
舎

や
い
し
ん
て舎
・

告
し

判
っ
て
肘
な
い
け
れ
ど
も
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
一
切
の
も
の

ふ
。
ざ
円d
q
品
う

く
hゐ
け
い

‘

b

・
ε

と
後
松
崎
徴
却
な開
係
を
持
っ
て
居
る
ら
し
い
引
は
怨
像
さ
れ
去
す


L
R
が
，

ち
芝
生
，
E
h
付
い
九
に
ん
げ
ん

L

b、
-
h
u
h
'
E
A
Y
L
E

随
て
疏
姥
聞
係
し
て
腐
る
人
間
の
一
枇
舎
に
、
ゐ
五
同
十
・
制
影

響
し

A

ゐ
口
令
ぉ
‘
し

ゃ
〈
f
?
η
A
ι

，

n
い

L

ご

4

A円
っ
て
賠
た
い
需
は
な
い
と
忠
ひ
ま
す
。
一
枇
命
日
遁
念
と
か
附
代
思
潮

ト

'

-
e内
え
し
い
也
E
2
4
F

ふ

・

7
が
ふ
し

鋼、
し
ん
ほ
か

と
か
云
は
れ
る
も
の
は
、
其
影
響

の
綜
合
さ
れ
た
線
合
お
品
広
州
ー
な

そ
山
」
拒
ト
ぶ
ほ
か

と
b
、
ひ
か
〈
て
今

ら
も
仏
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
共
時
代
の
よ
り
多
く
の
人
々
が
比
較
的

h
v

-
u
a
F
J
v
-

勺

'
-
w
h
e

仰
』
同・

で
は
あ
り
ま

せ
う
と
も
、
下
し
い
思
想
を
持
ち
干
し
い
刊ひ
を
し

て

b

ぞ
n
u

F
い

し
中
，
広
いし
て
う
主

宅
2
司
令
い

居
ま
す
な
ら
ば
、
持
昨
代
の
枇
合
思
潮
も
亦
た
小
川
仏
な
も
の
と
な
る

t
P

An
e
-
'
h

v

-
M
τ
、
・

併、
，

u，
、
b
v

〉
士

べ
き

で
す
。
然
る
に
正
し
い
詠
よ
り
も
利
己
的
な
物
総
れ
必
の
だ
が

山
内
い
も
の
で
す
か
ら
、
仰
山
町
ま

で
た
っ
て
も
鰍
艇の
紘
ゆ
ろ
一
時
猷

-
T・
h
f

耳
き

Z

?

ふ

Z
Z
L

尚
三

，
d

t
ペ

必
世
」
が
故
ま
ら
や'
仰
れれ
・中
が
湖
つ℃
似
る
の
で
す
。

資
材
の
白u
綜

己

舎
い

e

b
S

ニ
・
'
土
砂

a
n

う
へ

自
棄
と
一
広
ばれ
た
気
持
も
、
例
入
・
￡
読
の
上
に
立
っ
て
腐
れ
ば
こ
そ

で
.
，
“

Z
ら
い
か

a
F
τ

出
て
来
る
も
の
で
、

一必
来
バ
ラ
バ
ラ
で
な
い
も
の
を
勝
下に
バ
ラ
バ

A7
・

3

】

か
も
毛

し
A

A
下a
v，
弓

ラ
と
考
へ
て
各
自
白
我
m:
々
に
計
動す
乙

も
の
で
す
か
ら
、
共
単
に

b

今
4
A
7
2

引

い
ろ
F
A
p
v
t
p
し

ーー
も

T

t
甲山
駅
茸

行
詰
り
が
起
き
、
色
A

な
終
答
が
や
.
A
rろの
で
す
。
そ
し
て

順
他
浪
花

田
弘

A

d

日
吉
丸
い
ぐ

れ
弓
か
草
〈
草
令

h

は

t
w伶
け

肘
る
お
は
一
時
的
な
来
線
?
に
浮
れ
、
逆
境
に
舟
る
も
の
は
駅
名
も
な

号
。

A
n
v

ん
と
ん
く

た
9

円
、
か
レ
守

'
a

く
恕
み
を
飲
ん
で
食
間
位協
と
戦
ひ
、

あ
た
ら
一
生
を
定
し
く
過し

し
ま
・
ト
，

m
b
w

・
，H
a
q

わ
か
・

司

ぶ
ι

て
仕
組
外
ふ
の
で
す
。
限
り
あ
る
人
の一
伎
を
、
仲
お
い
時分
に
は
五
十

例
と
か
七
十
伐
とか
村
し
ます
と
餓
とな
く
鋭
い
や
う
に
も
劇
的
ぜ
ら

-
伊
企
炉
内
み
亨

Z

山
LH
t

L
持b

p

れ
ま
す
が
、
制
り
沿
っ
て
見れ
ば
誠
の
訟の
附
の
一
時
に
過
ぎ
ま
せ

L

い

き
と
々
は
々
い

ラ
さ
ら

ん
。
い
ざ
・火
山
耐と
一五
ふ
瀬
戸
際
に
来
て
、
今
夏
た
が
ら
に
く
や
ん
だ 『唱- . '_一ー 一一ーーー・ーーー'
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E
a

t

い
寺

・
ん
ね
く
る
く

・

4
'

と
て
も
う
附
に
命
令、
川
佑
らκ
倫
姐
の
苦
し
み
を
繰逗
へ
さ
ね
ば
な

な
か

し

、

ら
ぬ
と
は
能
に
な
き
け
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
中
氏
は
死
の
か

、

今
r

b

止
に

恥A
ふ
ん
ひ

と

な
た
は
山
州
知
で
何
も
な

い
と
考
へ
て
帰
る
人
も
か
た
り
あ
る
やう
で

は
A怖い

か
ん
た
ん

か
E
9

す
が
、
来
し
て
さ
う
簡
慨
に
片
付
け
らrz 

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
・
っ
か
、
頗
る

，n
a
・
2句
も
い
ご
と

以M
mで
あ
り
ま
す
。
法
相
し一試
ふ
が
如
く

J

V

-
J
H

曾

H
S
ん

「
光」
に
依
て

-

切
が
清
算
さ
れ
る
た

ら
ば
、

山
川
ん
な
政
い

ね
を
し
て
も
線
れ

n
v加
し
偽
を
け

る
だ
け
窓
れ
て
死
ん
で
行
け
ば
よ
い
滞

L

拘
'
・h
h

も
唱
ヒ
r

で
、

批
合
の
秩
・
序
も
な
にも
あ
っ
た
も

し
F
・

V句
舎

れa
v

の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
-
止
庇
に
正
し
く

除
・4

b
o

ト
L

哩

か

1
1
F
も

州
市
祁
附
し
て
恥
る
訟
は
本
ろ
府
路
な
川
け
脱

z

・
0

・
e

肖
F

で
す
。
殺
を
無
げ
て
だ
ま
し
合
ひ
読
み

-
e

z
λ

必
し

ん
円
ひ
殺
しAH
ひ
を
し

て
そ
れ
で
死
ん
だ

A
va臥

だ
ま
さ
れ
た
も
の
恋
は

ら
よ
い
な
ら
、

ah
wA円、
-

れ
た
も
の
低
げ
ら
れ
た
も

の
と

そ
い
い

献
の
的
だ
と
安
ふ
聴
に
な
り

ま
す
。

さ

必
，
、

ま
ど
ん
'

"

し

ま

う

た
っ
た
ら
人
間
は
み
ん
な
恋
臆
の
榔
化
と
な
っ
て
仕
舞
う
で
せ

ん
z

w
hう
u
'
C

つ
が
ふ

克
ん
惨禍
山

ぅ

。
天
地
の
治
則
刊は
そ
ん
な
御
邸
Aけ
の
よ
い
川
県
純
な
も
の
で
は
あ
る

却
も

HV

あ
っ

C
T

つ
A
D
M

号

申
。
ぜ

ん
あ
く
し
官
包
帯

ま

い
と
思
ひ
ま
す
。
火
が
熱
く
氷
が
冷
た
い
と
同
撮
花
、
議u
志
正
邪

-.t
 

¥¥ 11 い ι'，"..._Y> _..4.. .. 冒邑-置 一"川九'"“附，附Wh.... Iはま 描t協与の

吋T繋 品d壌参鎗馨畿謡摺還藍a:4~!rr~怖b 芝ゴ汗、令写学矧5官罰採i 
3 存絵砧z必喜弘; ~I州ii1lh~鰐鱗蒙矯予矢?議離F憐憐; な あ は
さひを がし.'γ.
iにこ て 行例z r 一 一-ι-~，....内一パ( "\.九.\ で ま A (
遺舵2 苦瞥《 ひ ~一ι…白」ムvて:L一二一a χ川一:- ).~ ‘せぜ す とすよて (二、1込じ三3団岨圃Ef、亙三斗A 虐季~長品「 ムタ うか し
ベ り知 込之草壁努事態r- 二ど丈?一空乙 がらさ
き :!iく よ ー 『〕『ベふー ん そ土E 43L4 

こにり し コ云、. ふ りふ成ゐiI;i-"今昨 ζ抽
と入い翠f i伊 佐 〈 務Z う，j{;射ーにの 交主 「 守 ふも でもない日ふ1x..
鶏絞りいひも。怒?明書た怯もと俄は やむす のいたのい
ヒム守系12 ぞ議3T2F2 主 3 争う は 。はで械事2 の
Iå.':.ょ・ ゐ Jキ ;Jtモ {惜し。及室方Z るに V 主主 決2 況a J42せはがが
に り 明2 芋 のる総僻ばに・縦まよE し し人E う 仲今ト応

義52 3 犠ず梅野i ネ 校対之芝す売し長自主よEYZず
の 入いりとにし ?V J ・ ω めと 。バん地怠冊Z 間史はち す
it 明、を雌号 、 lてお克之式ミ践し対;なだか のんの 併l'I: 0 

E:;:?誌報;FfF123? ? .5f-kii irgi露
骨釦If ゅな ・間以RJ{まゆ 、 地主 制おい まや鑓i; ヤi:t 十示色紙
t~1空き 般し 命誌な ψ 宇 κZ 限れー に 人~ b とるとにすし
あ -111ブ人Eω i( る 1a'tiEt もり? て はよと三まいも」去、. Iまとた



( ';J ) 一- 1J v- ふ、 あーー

• 

り
。

婦
の
悦
に
臨
Wし
て
仲
.
州
m制
服に
併
ル
ザ
ゐ
る

・』
と
な
し@
W
舵そ
山昨

日あ
た
し
。
縦
み
苛

ふ
べ
か
ら
ず
」と

μ

K
F

か
し
ゃ
，
丸山
い
ち

つ
己主

h

匁
た

b

U
斗

云
っ
て
仲
り
ます
。
凶
批
此
命
日
の
秩-M庁
を
維
持
す
る
鵠
に
すら
、
法

，
け

い
b

し
-2

9
，
、
ゐ
宅
ん
も
う
ち
令
、

河
む
よ
骨
川

，
‘
、

白
主

体
や
刊
砂
川
が
作
ら
れ
て
肘
ま
す
。
天
地
下
山
山
の
秩
序
は
照

k

鐙

'
t

hピ

e
jv

む
卦
ゴ
〈
し

ぜ
ん
じ
曲
，
、
円
ん

匂
ん

い
ん
と
し
て
仲
り

、
そ
の
白
般
のψ
以
内
然の
受
貯
は
断
然
の
が
れ
る

お
ばm
h
rませ
ん
。
は
の
船
は
叩
削
除

似
L
似
て
も
m
u
ψのだ
紙
は
砂

町W似
さ
れ
な
い
仰
山
で
す

b

k
-
d
.

，

y

d
サ
い

μ
凡
か
ら
側
人
+
ヒ
義
山
上κ沈
ウ
て
V勺
ヘ
る
と

ζ
ゐ

ω
人

生
が
つ
ま

，
w
t

r

‘

，
，
k
l
ι
叩

で

'
N'
t

'
A・I

・


ら
な
い
か
下

ら
な
い
か
ω

論
上
リ
も
、
れ
八
万
内H・
分の
.
人
川
崎
人
相
方

h

t
h
，
守
川
島

'
"
'
ι
'

・
L
h
p
b
t

刷ゐ

阪
似
の
恥
同
紙
山
川
・
凡
な
る

を
応
れ
て
肘
る
u
d
J
へ
が
つ
ま
ら
な
い
か

、

下

は
ん
ぜ
い
岬

ほ
う
惜

d
K
9

・

ら
な
い
か
を
以
符
し
て
行
く
万
が
本
常
で
す
。

L
q旬
、ab
h
，

H
e

c
b
・
，
ん
い

v

h
ζ
u
b

ウ

4
K
-
-
r

k
惑
が
現
に
人
間
と
し
て
生
き
て
居
る
此
の
が
貨
は
疑
が
ふ
事

q

e4
臨
み
軍

i

れ
ん
・・
a
eか
次
向
之
ん

の
山
川
米
な
い
が貨
で
す
。
そ
し
て
少
く
と
も

父
母
の
悠
闘
4
U織の
思天

L

M開
』
よ

d

-L

4
'
ー
で

A

e
.

，め
車
内
P

弓
歩
今
ふ
《

止
の
附仰
に
依
て
糸
川
迄
引
か
るれて
来
た
の
で
す
。

共
成
治
が
字
幅

'
v
a
'会
‘

ι
z

っ
し
a
vてf

h
t
i

，

で
あ
っ
た
か
不
併
で
あ
っ
た
か
は
晴
氏
物
質
的
に
泌
ま
れて
肘
る
か

L
'

s
s

b

凡

d

e
e

'
ぜ
い

酌
仰
な
い
かω刷
会
克
で
決
め
ら
れ
る
べ
き
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
@

E
l
z
L
P
E

‘

.
に
ん
'
旬

L
V害

'
h
・
ず
み
と
舎
は
た
た

4

a
ve

M
盛
山
蕗
にす
.
っ
て人
間
一
生
の
掛
編
を
見
る
時
、

来
し
て
設
が
予

ふ
〈
ふ
か
う

ー
名
Y
2
・

-
n
b

一一か

h
吋
}
}

紛
で
あ

っ
た
か
、
不
幸
で
あ
っ
た
か
外
陣
￡
で
は
分
る
滞
が
あ
り
ま

ム
a
u
apい
官
会

U
桔
民
ん

げ
ゐ
昨
ん
h
v

ペ
古

Z
E

、

ぜ
ん
凶

何
ん
な
に
枇
命
日
敬
遣
を
什って
も
、
人
間
賢
品川
の
別
やu
h
N

し
a
J
L

，、
山
崎
「
い
ぜ
い
じ
リ
い
か
ん

昼
時
，、t
t
'

の
叩
何
品、
倒
閣
の
聞
係
品、
件
官
山
知
何
な
と
で
共
殿
山
す
る
と
と
ろ

け
う
く
b

E
M

レ
写

z

t
b
a

山
知
瓜
に
民
り
を
や

.

』す
る
の
は
何
う
し
ゃ
う
も
な
い
引
な
の
で
す
か

T，
.
P
A
V
H
V
ιぷ

4

・H
'ヘ
ペ
ヲ

e
r
e仇し
ゑ

ら
、
山
山
け
な
が
専
に
負
官
符
操
の
別
な

さ

服
感
に
は
ゐ

り
刑
判
な
い
も
の

明
、
・
す
。

W
止
まで
作
っ
てもか
航
の
あ
る俳川
町
た
か
野
村
山
より

も
、

持
川
町
加
即応
叫幻を
舵
っ
て一
蹴を
仰
向
即
時
し
一
慨
を
炉

る
し
M
Hふ
に

h
山
う
ι
ふ

e

b
・
直

司
け
，
九
九
&
げ

ん
じ
A
Yて
命

令
ゐ
A
う
こ

t
U

偽-
s
，

和
リ細
企
の
官
以m
b
t
即
応
比
す
る耶
が
攻
宜
的
に紫
質
な
事
ε

す
ω

い
化
時

H
E

』

t
b

f
e

い
も

'
u
a
v

て
ゐP
S
ソ
t
f

指
W
酬
の
射
にあ
る
懲
ば
り
爺
さ
ん
比
た
や
う
な
自
孜
的
物
質
微
か

島

H
l
u
-
-
;

t
t
A

て
タ
常
き
会
ゐ
ぜ

J，

ら
す
る

却
や
竹
の
か
け
ば
か
り
を
掘
出
さ

J
Y花
、
精
神
的
光
輔
が
燦
然

p
h
v

t
茸
ぢ
令
ぢ
い

t
r
a
m
h
U
M

r
品
け
ん
許
、

と

1

て
怖
く
止
前
爺
さ
ん
の貨
物
を
奨
比
す
る
乙
と

が
・4
訪
で
は
た

，
均
凶
唱
島

内
柿

た
‘
，
、
，
J

い
で
せ
勺
か
。
叫
ち￡中
ポ
?
や
也
W
Mば
か
り
を
w
mり
川
さ
や
氏
、
忠
帥
副

参
宮
附
ほ

h
k
'

'

q
・
‘

と

現
ぴ
と

を
山
間
り
附
し
て
行
く
の
が
本
訴
で
は
な
い
で
せ
う
か
@
弘

ぞ

れ
正
，
哩
え
ず

-
M
e

i
r
b

じ
が
ぺ
忽

u
h

h
申

サ
ペ

・

い

舎
も

τ

浩
秋
山
州
市
しの
U
A間
が
ポ
常
に
自
殺
眠
念
を
依
っ
て凡
て
一
慌
の
銀
特

.. ，
ι
古
川

aγ
ふ
む
て
ん
も

h
，
も

j
'
a
'
A
7
b

と
な
り
、

舘
掠
山
も
宏
務
も
天
地
か
ら
嘱
け
ら
れ
た
物
と

1

之
、
北
ハ
孤

b
h
?

・
・

‘.

‘.

k
し
に
川
，

.

‘.

‘.
、

A
鳴
き

-
h

.. 

‘
.
‘
.

‘.

曲
、
，

り
似を
よ
り
よ
く
肱
併
に
よ
り
よ
く
智
脱
さ
せ
よ
り
よ
く
正
し
く

時
そ
仰
や
が
て

e
Z
E
-
-
ι

育

む
ん
に
ん
げ
ん

L
a
nぃ
:

快
へ
て
符
く
其
畑
町
川
和
代
的
な
努
力
精
港
に

と

そ
人
間
と
し
て
の
使
命
が

b
b
M

之
町
e
s

ぃ
‘
，
.
内
官
ん
ご
く

あ
る
と
と
を

般
じ
て
行
く

な
ら

ば
、
此
世
界
は
共
ま

a
h
.
X
同
と
な
り

は
ん
ヤ

ナ
ペ

p
t

'
a
a砂

沖
竹山
と
な
る
と仰
い
ふ
の
で
す
。
だ
か
ら

一
時も
い

く
凡
て
の
人
の
梢

の
紘
一
肢
で
あ
る
か
勲
一
船
叙
か
ら
伸
郎
ぜ
ん
と
と
を
鍛

ん

で
以ま
せ

-E

L

V許
〈
0
1
M
阻
ん

t
か
I
L
A
n
'
t山か
よ
う
い

・
ろ
ん

ん
。
け
れ
ど
も

非
の
自
按眠
念
は
品W
K
執
念
深
く
て
本H
仰
に
理
論
や

j

:

・
P
Z

-，

L
ん
か
今
は
い

m
hrだ
け
で
は
跡
げ
て
い
け
を
ま
せ
ん
か
ら
、
切
削
し
て

も

信
仰
に
入

、
，
て
く
ふ
ろ
胞
か
し
ゅ

f
ん
a
・
3
b

ウ
て
そ
れ
か
ら
蜘
け
出
る
仁
た
を
す
る
よ

り
外
に
下
ほ
ゐ
出
は
な
い一
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L

、

.
tn
い
「
んM
r
H

に
も
比
え
ま
ず
。
然
し
、

そ
れ
ば
外
見
丈
で
あ
っ
て
-
T
Mは
ア
ペ
ヨ
ベ

'
ー
が

L

O
a
n
心
晶
、
中
a
e二
a
・

みL
b

，
、
L
ゐ

で
す
。

自
我
宅
保
は
行
訓
り
ハ
リ治
へ
突
進
す
る
こ
と

な
の
で
す
か
ら
、

2
z
d

ん
h
A，

A
E祉
を
い
い
ゼ
て
命
令
ゐ

伊
之
吟

比
(
品に
ト
品
川
め
の
積
極
舵
は
あ

り

ま

kp
ん
。

.
時
的
な
ん
令
元
気です
。

早
1
1
a

主
告
さ
う
ふ

己
い
掲
げ

ω
'
目p
b

比
九日
出
ば
は捌
僚
が
あ
り
不
自

山
が
あ
り
磁
泊
叫
が
あ
る
だ
け
で
す
。
自

a

十
-
M

ぺ
h
h
E守
E
t

・v
u
n
v

よ

-
-

-
-

-
v
:
'

い
わ

我
そ
絞
っ
た
究
法
中
一
止
な
生
街に
は
深
い
4U
ち
んJ
き
と

な
いび
L

一
宇
和

ぽ
い
"
a

u
宰

帯
に
よ

ら
い
が
ふ
い
，

・
向

。
か
ん

と
が
あ
り
、
以
後
の
勝
利
が
あ
り
知
燕
との
合
一
が
あ
り
明
ら

い
感

L

ゃ

に
よ
ら
わ

な
か
や

ど
ふ
怖
ヲ

2
9

!

謝
が
あ
り
ま

す
。

矧
来
の
中
に
は
桁
ろ
と
k

ろ
、
不
滅
の
白
受
に
よ

ひ
ろ
れ
陛

m
ら

古
い
三
い
弓

c
a
-
-
r九

U
E
A

こ
と

み
が
へ
る
こ

L

ん
、
成
い
λ
読
を
か
け
る
火
白
山
を
充
分
に
味
ふ
事

明
、
々

が
出
来
る
も

ω
と
幻
じ
ま
す
。

ふ
と
た
に
ん

t・e

念
日
払

い
い
・
ぷ
、

ぃ

r
〈
ベ
ヲ

そ
ん
主
い

従
君
は
信
仰
を
何
か
成
典
力
とε
も
一
五
ふ
や
う
な
特
別
な
存
夜
と

山
白
刷
工

L

し
て
俗
、
ヂ
ろ，L
と
の
や
う
に
御
考
へ
に
な

ワ
て
は
M
hら
れ
な
い
で
せ

.
い
守
主

.
3
z
z
f
t

ヲ
ね
。
そ
し
て
そ
の
皆
川仰
な
力
で
向
分
の
人
生
を般
か
に
し
た
い
と

け
今
、
宇

E

'
h
r
h
w

z
z
b

二
ムふ
封
持
がU犯
の
隅
の
何
凪
か
にひ
"
て
ん
で
居
ろ
ハ
コ
-
は

な
い
で
せ

三
品
ら
怯
け
ん
?
と
お
も
令
ナ

L

ん
が
う
っι刀
引人

庁
v一
之
官
・
、
今

う
ね
ω

之
存
は
世
間
の
人

の
忠
ひ
H
Mい
信
仰
概
念
で
、

.

般
的
に
想

，J
L

L

ん
か
う

は
い

・γ
、

像
し
て
貯
ろも
の
で
す
か
ら

、

か
う
し
た
信
仰
に
入
ら
う
と

は
思
ひ

こ
由
主
、“
い
んせ
いr

わ
か

t
d
m

t

い

ゃ
い
く
な
い
。
と
云
っ
て
此
能
人
生
の
然
的
飢
さ
を

悲
し
み
つ
L

生
き

て
酌
た
く
も
な
い
。
十

む
を
W
な
け
れ
ば
泌
が
ある
だ
け
だ
け
れ
ど

・
9
m-

じ
有
A
Tい
か
し
け
つ

お
も

止

も
、

死
尖
の
も
の
は
人
生
を
前
決
す
る
も
の
で
な
い
と
思
っ
て
居
ら

L

ま
ι
"
v

g
山
己
、
，
町
立

F，
k

・
'
叫

μ
る
の
で
せ
う
。
そ
し
て
若
し潟
一
に
も
自
分
ω
心
に
納
得
の
行
く

・
う
J
a司

J
つ

-
Hふ

い
お
舎
も
志

家
敬
が
る
っ
た
ら
、
それ
に
浪
人
し
て
も
か
ま
は
ね
と
云
ふ
御
気
持

ー一一
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'
s
e
 

も

働
い
て
ぼ
ら
れ
る
の
で
せ
う
。

、

計
γ
L

ゐ
'
」
マ
い

a
も
と
お

-e
a
、

.. 

む
1
3

う
た

ら
弘
は
混
入
生
を
求
め
よ
う
と
た
さ
ゐ
仰
筑
打
を
も

J

，
み

f
r
h
h
F

ぅ

.

w吐
反
Mn
l

て
H
凡
て孤
き
た
い
と
忠
ひ
ま
r
o

-
A
t
r
h
q
u

心
円
同
・
，

r

ん
や
い
品

食
口

が
山
仙
の
や
う
な
お
そ
伺
訪
ね
.
F
3
勺
た
ω
も

・
人
生
児
於
け

る
貯
飢
とd
ふ
か
か
恥
刊
と
安
ふ
か
、
レ
バ
交
で
と
は
配
っ
た

.
KM
U胞
を

ま
L
h
・

n
ap
L
h

明
v
m
Lょ
う

と
恩
借
し
た
か
ら
?
せ
-
v。

'
m
r
r
hも

u
r

屯

F
二
￡
"
き

F
い
を

紅
建
は
よ
く
向
分
の
名
を
残
す
ζ
と
に

努
力
し
た
が
る
附
向
を

、
・

a
Z
4
2
b

ぷ
ん

、
.
、

引
やゆ
詰

H
付
っ
て
総
り
ま
す
。
之
が
誌
に
あ
た
ら
自
分
の
い
の
ち
と
カ
と
を
遣
w

ゆ
a

・

・

・
吻

，
品
，

し
て
、
出
は
ぢ
れ
て
凡
た
り
、

成
は
ひ
ね
くれ
て
凡
た
り
i
ま
す
が

怯
ん
h
'

ヒ
メ
'
句
、
、
、

い
可
作
日
比
守
川

沿

A
V

本
訟
に
内
Aり
の
い
の
む
が
生
き
な
い
限
り、
ょ

i

ん
ば
多
少
名
が
が

'
h
u
e
-

，

n
・
ん

r

れ
た
に
し
て
も

そ
れ
は
峨
だ
恥
を
処
し
て
日
る
の
に
過
ぎ
な
い
の
で

.
・
主
主

&
-
h
F

は
な
い
で
す
っ
か
。
恐
ん
し
い
本
ε

す
。
か
な
し
い
本
です
・
ま
た

Z

在
4
t

犯
し
た

A
T今

H
v
s
u
z

'
h

，
い
さ
ん

-
a
'・

z
，c

ふ

L
ん

紙
の
中
の
・λ
多
叫
似の
人
ば
内

分
の
財
産
を
走
る
容
に
脳
心
し
て
M
hま

や
ろ
ん
砂
い

a
e
A
岳
、
山
.
ュ
ム
ι

マ
こ
ま

す
。
然
一
づ
制
作
一
析
を

明
か
に
し
て
A
V
Hを
同
ら
な
い
や
・
フに
み
'る
と
と

h
iい
品V
V
L

や
〈h
u

ゅ
う
つ
う

a
p
U

か

L
よ

は
火
切
な
ζ

と
で
す
が
、
枇
舎
に
リ
流
遁
す
べ
き
合
を
.
例
所
に
集
め

い
戸

t，

b

し
・-
A
'
'
'

h
v

'

た
か
ら
と
云
っ
て
「
あ
の
人
は
成
功
し
た
」
と
英
ん
だり
丸
ま
れ
た

ほ
ん
た
令
・

e
ぃ
・

4
・
し
り
し

l

り
す
る

と
と
は
、

本
市
の
人
処
の
的
仇
そ
知
ら
な
い

か
ら
ε
、

給
付

て
e
A

ト
'
h
h

・
・A
h

・

一
叫
的
弘
品川
恥
花
山
路
め
に
人
き
な
恥
を
時
t

て
M
hゐ
の
か
も

知
れ
ま

‘
，
.
合
引
叶

p
h
b
d

司

Z
'

ぜ
ん
。
仲
片
山
胤
に
は
必
宇
野
坤
が
あ
け
ま
す

ω

向
島
小
で
は
対
が
付
い
て

d
l
'
;
γ
H
w
a

司
T

合
い
も
ぞ
い

r
a
，
吋
さ
九

-
v・

は
婦
な
い
で
せ
う
Aけ
れ
ど
も
、

正
条
流
通
牲
を
H
刊
つ
脱
抑
が
一
つ
向

τで
い
市
凶

}
b

'

は
A
v

b
ゆ
ハ
マ
g
a
マ

H
VA
V喧
ι
'

に
停
頓
す
る
に
は
・
て
れ必
け
畑
町
…
川
叫
が
h
Hっ
た
廿
.
内
?

.

ん
け
山
臥ω不
法
台

、

，

h
1
2
a
F
リ
作

-
h
J

・

P
.

‘
一b
・

1

ム
ふ
な
ら
一
一
グ
に
働
い
て
も
働
い
て
も
定
へ
な
い
と
バ
ふ
た
.

執
の
一
川

‘f
・
・

1
J

3
.，

ι
'
a恥
山

τ
-b
'
T
e

を
込
っ
て
以
リQ
J
T
す
。
た
か
ら
ふ

れ
を
削
り
物
と
し
て
A
H均
的
k

t
ニ

t

a
rp
hい

ι

ん
4
h
-
λ
-
J

『
a，

働
か
し
利
命
川
の
準
濯
に
A
N
航
r

る
や
う
に
針
め
る
な
ら
ば、

そ
れ
は

ι
-
z
z
k

h
FO
げ
・9
A
F
'
n

い

ま

た
一
ル
し
いw
pで
期
主
と
し
て
象
敬
す
る
に
足
る
と
一
五
へま
す
が
、

世
品
、e
b
-
-
A
Vか

j
v
L
ω
・

t
F

，
守

J

h
ム
目白品
、

時
た
問
ぜ
は
本
骨
叫
に
照
り
も

の
と
し
て
無
本
無
川町内
将
臥馳
念
に
すa

ん

d
e
J
J
J
a

べ
つ

ワ
て
居
る
か
何
・
ソ
か瓜
依
て
M
R別
さ
る
べ
き

で
あ
り
ま
せ
う
@

'
"
'
b
i
'

と

s
ぃ

.
hん
L
A
，

‘

‘
‘

0
1

引
払
は
か
う
し
た
名
よ
り
も
財
よ
り

も

本
品川
の
い
の
ち
を

ω唆
し
て

品
調

、

ι

ヒ

J
v
h
v
h
e

去
し
H
V

・
句
も

s
f
d

行
き
た
い
と
思
っ
て
肘
ま
す
“
h
H分
の
.
ル
.
し
い
油
%
を
、

此
ω
池
上

e
L
v
a
a

a
L
H
V
H
V
'守
，
肉
・

1

陣
ぉ

‘

z

の
伏
引い
山
%
の
肥
判
け
と
し
て
印
可
し
て
行
き
た
い
と
ω
ゆっ
て
肘
ま
す
。

ナ
ペ
静
止

t
h

，
、

e
z
a

，

イ
ヤ
凡
て
の
人
が
さ
・
ソ仕
掛
け
て
央
れ
た
ら
何
ん
た
に
い

い
w
vで
せ

n.
,. 

う
と

ωぶ
ん
で
以
り
ま
す
ω

2
a
-T
4

い

U
U
砂
n
A，
L

ゐ

u
r
aTい
く2

・、
わ
が
除
。
・

A
J

E
い

盟
約
し
て
一
以
へ
ば出M
m代
小
心
の
人
々
般
を
此
め
て
旅
叫
叫
が
公
ω
-
A

晴
M
A
b
b
A
Yせ
ト
ふ
ル
ム

-
p
-
w
y
d
A
ぜ
い
し
ん
い
哲
"
ワ
吋
・

M

m
v
e

精
併
に
製
作t
し
て
行
く
時
、

始
め
て
人
生
の
見
立
誌
を
蛍
比
し
、
掲

ι
F
U
-
-
A
d
N，e・
『

'
p

ふ

・
・
と
お
も
れ
管

け
に
仇
工
事
ぬ
人僚
が
治
ら
れ

て
いf
く

が
と
思
っ
て
陪
り
ま
す
。

い
ん
J
K

以
う
は
み

J
J
v
b
J・

2
d
z
'
v
-
m
'

そ
れ
に
は
色
々
か
訟
も
あ
け
ま
せ
う
。
道
徳
に
伏
て
人
怖
を
み
が

で
令

・

，
が
く

2
d

ん
た
う

t

ん
A
Tい
み
々
は

く
と
と
も
山
梨
る
で
せ
う
。
折H
副
申
に
依
て
ト
午
前
の
人
生
を
凡
協
同
め
る

e

，

?
事
，
n
e
-

-
v
e

￡

Jリ
句
J

ふ
r・
L
Fい

と
と

も
川
山
取る
で
せ
う
。
ん
が敬
珂
冶
に
依
て
解
脱
味

'附
す
る
乙
と
も

e
b

九
'
i
w
t
λ
a
h
J

一
立
、
診

は
ん
て
L
P￡

d
a、

出
来
る
ε

ぜ
う
。
だ
が

私
は
じ
仰

に
依
る

れ
が
.
除
手
取
り
M
rい

.
bん
.
，
，
、

λ
T
2
3
~

h
'
r

誌
で
あ
リ、
乱
倫
僻
貨
な
定
で
あ
る
と
伝
じ
て
肘ま
す
。
そ
1
て
攻

一一 一
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• 

i

!

l

j

'
 

で
も

伝
附
に
は
別
れ
る
も

の
だ
と
伝
じ
て
陪
ま
すψ

世
ゐ
h
e

y

ぶ
ん

か
い
古
う

が
，

h

ぷ
ん

そ
れ
に
は
本
債
に
自
分
を
改
治
し
て
.
化し
い
自
分
と
な
ら
し
め
た

-F‘
.
句

-
z
h

い
岨可
ヨ

ト
宮
色

V

L
ん
4F
a円

以
し

い
と
忠
ふ
心
が
大
切
で
、

さ
う
で
な
い
限
り

・
欣
し
い
伯仰
に
は
入
れ

れ
も

ゐ

な
い
も

の
と
思
っ
て
も

騎
ま
す
。

p

い
a
h
'
弘

、

‘

、

作
品

A
-
aん

か
・

，
ぷ

'
h

-
vぃ
'
d
u

念
品F

中
，

永
遠
た
い
の
ち
の
鵠
に
・
淑
蓮
の
慣
似
を
自
分
の
生
活
の
中
に
刻
み

偽
r

し

ん
が
，

令
匙

よ

れ
駒

山
ご

込
ん
で
行
く
。
そ
れ
は
正
し
い
信
仰
の
力
な
く
し
て
は
弱
い
私
に

司、

f

は
附
米
な
い
C

と
で
す
」

，
ぃ
ャ

埠

と
と
d
E

h
与
i
u
s

-U

内
多

師
は
か
う

一ぶ
っ
て
瞥
く
言
集
を
開
ぢ
た
の
で
弘
は
夜
に
ま
た
務

ね
て
口
九
た
。

L
4
w
e

い
の
'
t

い
4

ほ
，
.1

「宗
教
に
も
色
k
あ
っ
て
、
何
れ
が
L
4
Wの
も
の
な
の
か
さ
っ
ぱ
り

れ
か
・
恥

J
i

ー
に
い
h

判
り
ま

せ
ん
。
ど
れも
之
も
内

分
の
が
.
依
よ
い
や
う
にd
っ
て
肘

t

A7
r・
予
川

、

凶引
け
し
ι
古
島
守ふ
'
h

ま
す
。
峰
山
、
です
ね
。
そ
れ
だ
け
に
宗
教
は
桁
な
す
べ
て
旭
抗
的
介

L

j

・

ー

ぉ
‘

ー

・
a

か
含
ん
で
ん

-
F

れ
3

チ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と

忠
は
れ
ま
す
。

自
家
穴
悼
の
懲
劣
さ
時

惨
ん
た
‘，

H
E

‘
，z

b
p
.
i
u

Z

レ
う
す
a，

-
本A
H同に
嫌
ゃ
な
気
持
に
させ
去
す
。
だ
か
ら
私
は
仰
の
宗
州
引に
も

、
内
九
か
ん

h
A

m
t.

物
足
り
な
さ
そ
感
じ
て
居
る

の
で
す
。

か
う

し
た
考
へ
は
い
け
な
い

で
せ
う
か
」

.
内
ん

‘

ん
向
、

.

AR
P

「
サ
ア、

火
盟
む
つ
か
し
い
問
題
を
か
つ
ぎ
附
し
ま
し
た
ね
。
訟
も

置
い
向
hV
令
守
ん

L
A
V

あ
な
た

お

h
u

e
ん
ぶ

し
九
ふ
，
、
か

ト

λ問
問
惑
で
す
。
然
し
白
抗
の
御
V

句
へ
の
令
部
に
は
ポ
似
し
殺
ね
ま

仲
ω
z
mvずか
m
mう
か
は
対
り
ま
せ
ん
が

一
附
崎
日
げ
て
いrま

• 

す
。

せ
う
」

件
は
伽
然
し
代
ら

、

総
たk
h
w
m
m

を
い
八
れ
伶
へ
て

J取
ら
に
も
す
h
め
、

ご
む
ぶ
ん
か
金
色
「
か
陀
ド
ル

御
自
分
も
待
り

の
高
い
そ
の
務
味
を
す
h

る
の
で
あ
っ
た
。

は
2
2
§
2
2

ふ
叫
し
ろ
は
急

外
に
は
う
ら

ら
か
な
都
の
悩
λ
4
u跡
き
、
そ
よ
吹
く
胤
に
h

い
花

び
ら
が
で
フ
ハ
ラ
と
ん
配
っ
て
ゐ
た
。

、，

だ
い
じ

仲
ん

e
u

F・
a
vk
'
h

大
事
件
と
地
蔵
箪

3
JL

ω
r'
hh
k
o

ud
 

本
誌
に
紋
織
を
得
せ
ら
れ
た
石

町
情
貯
市
山
政
府
は

.
1る
山H山
ト
~
れ

F
州川

の
V
UMW
M
m
・

に
あ
る
r
.品
開
を

a
yt
Z
7

6
‘
・

h
'~
九

h
v
，

E
m
の
御
前
に
安
佐

L
M
mつ

a甲山@

L

U
H
HG
H
η
'
A
 

ζ

・
れに
よ
っ
て
民
代
火
事
件
の

一、

川
匂ト叫
にM
m句ふか
小
般
に
航
し

て
献

-
H
U
T
-
v

，
，
‘
勺

今

州
た

る
肢
を
作
る
こ
と

か
的
来
た

と
去
は
れ
た
。

L

尚
一
，bE
n

ま
た
氏

は
刈
附
引
い
も
泌べ
て
あ

!
J
-

-

「
〉

F



る
や
う
九

四
略
目
町
制

内
W
W
を

K
昨

{

g

J
;
4

・
t

(
つ
ピ
く

v

る
埠f

採2
子.r

辛

知L

.... 
ぬ
家か

人E
t/; 

9tJ� 

e
vゃ
う

れ
る
ζ
と

を
行
と
し
て

b 
ら
4し

日ωの
や
-Z

M吋
さ
と
が
あ
っ

-,

?
‘,

.aF

ey
h 

て
も
氏
は
決
L
T

怒
り
や
H
Mは
し

~n ~終' た
‘a ・ 7. • "" -て ιι .

・ポ Jt, It 
ん 三 ゲ
で t他耳 、、

Mt .量i 似
て約5 馴~ .:..

'_ー+
事革工 々 盛れ
らど い
~r.. を て

-
e
'
・

h
YA
p
t

・

-
4

曹
ν

る
。
ち
と
で
ド

九
日
川
の
氏
の

心
持
そ

や ーぢ 知L
ぅ aEt 、つ
に J也ち fL" た
な~; っ米ふ
る J) 氏L 人主

竺 41:2 山 は
zki f. ?k ぃ

:;11 !ひ lζ 仰t た
Hi-E 炉 11 〈 H

' p う:JI!ひ
lよ 力f た.~
多店 すれを
いる て 耳tP

さ

-
H，
で
あ
る
。

jjji-

-‘ 

一一

ー・『
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一
お
間以
綾
織
ふ
し
てで

ま
ん
ね
ん
か
人

H
Z
し
ち
ゃ

4
s
-
v
u

一
泌
一
年
、
そ
の
間
本
誌が
箸

ー

貨
な
援
総

一
み
を
滋っ
て
が
た
し
と
は
町
川
崎

一

2

き

K
L

ら

一し
〈

認
め
る
と
こ
る
で
r

・
宗
門
の
楽

2
L

う
写
て
企
た

い
-
B
き
し
ゅ
・

4
5

人
が
鋭
敏
的
な
大
紫
鍬誌
の
内
忽
を
貸

ザ
ん

凶E
t
t

二
こ

一現
す
る
た
め
に
繰
っ
た
努
力
は

此
虎

-

み
む
ず

'
z

、
坤

L
9
げ
今
宮
内J
L

に
貨
を

結
ん
で
特
徐
に
は
鋭
敏
総
ι川崎、

船
〈
は
艇
船
般
に
一
川
町
を
蹴vた

-

包

a
w

←も
の
で
あ
る
と

自
負
し
て
は
ば
か
ら
な

ね
ん
⑪
ん
才
誌
を

L引く
わ

-
ぃ
。
こ
の

一
年
間
の
帯
端
的
ら

し
い
成
殺

-
略

式
Z
L
a
v
e
-
h
b
亨
官
会
，
、b
h
fんb
ん
守
官
止
〈

一
は
法
品m
k
人
銭
仰
命
官
会
只の
協
力

一

主
z
f
s
l

一・ι
献
方
簡
の
級
・
凡
な
支
持
に
よ
る

も
の

一で
蛾
琳
の
燃
は
な
い
の
で
あ
る

。

一
、
4
・
仁

5
5
4

食

か

L

も
品

一
O
A，
H

は
大
地
哨
文
樹
恨
の
犬
家
予
防
楠

F
〈
わ
んL

惨
事
時
司
や
事
品V
A，

一
定
氏
の
讃
切
小
設を
の
せ
た
氏
が
御

-
V

や
且q
e

%
4
3

u
a
m

C
L

，
，

一
病
気
中
そ

倒
押し
て

耽
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